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西善尺司遺跡から浅間山を望む

北関束自動車道は群馬県の高崎 JCTから茨城県那珂湊を繋ぐ

北関東の大動脈である。西善尺司迫跡は北関東自動車道路の建設

に伴い調査された追跡である。今回の調査によって今まで調森が

及ばなかった前橋市南部の歴史が解明されようとしている。



墓に供えられた土器(10号方形周溝墓出上）

古墳時代前期の土器

縄文時代の石器製作址

（第 3章第 2節参照）西善尺

司追跡周辺では今まで旧石器

～縄文時代の追構は少ない。

しかし今回の調査により縄文

時代早～中期と考えられる石

器製作址が検出された。いま

まではっきりしなかった前橋

台地における縄文時代の人々

の生活を知る上で重要な発見

となった。

古墳時代前期の方形周溝墓群（第 3章第 3節参照）

西善尺司遺跡では総数14基の方形周溝墓が狭い微高地上

にひしめき合うように検出された。注目されるのは、その

造墓時期が北方約1.5kmに位置する群馬県最高の定型化し

た前方後円墳 ・後方墳である前橋天神山 ・八幡山古墳とほ

ぼ同時である点である。ここから古墳時代前期における開

発の様子が読みとれるかも知れない。



平安時代の集落群（第 3章第4節参照）

西善尺司追跡では、平安時代の竪穴住居が約50軒見

つかった。各住居は概ね 8世紀後半から 10世紀後半ま

で継続している。当時の住居は長方形または正方形で、

東壁には鼈が造り付けてある。

中・近世の館（第 3章第 5節参照）

西善尺司追跡は旧西善猿深集落の内部に位置する。

今回の調査では今まで知られていない 4軒の館跡が見

つかった。なかでも 4号館は東西34m、南北42mの規

模をもつ。

現在も残る環濠（前橋市鶴小路町）



台地と低地（台地は墓域や居住域に、低地は水田に利用された）

低地部の開発（第 3章第 6節参照）

現在の西善尺司造跡周辺は圃場整備が進み一面の

水田地帯であるが、発掘調査の結果、平安時代頃ま

では小さな低地と台地が入り組む複雑な地形である

ことが分った。低地部からは、 3層の火山灰と 2時

期の水田が検出された。このことは当時の群馬の人々

が度重なる火山災害を克服し水田を復旧してきたこ

とを示す証でもある。

Hr-FA下水田（古墳時代後期）

低地部の土層（上層からAs-B、Hr-FA、As-C)

As-B下水田（平安時代後期）



序

北関東自動車道は、群馬県の関越自動車道高崎JCTから分岐し、茨城県那珂湊にいたる延長約

150kmの高速自動車国道です。その間、群馬・栃木・茨城各県の主要都市及び東北・常磐自動車道

を結び、地域社会の発展に大きな役割を果たすものと期待されています。

今回、北関東自動車道高崎～伊勢崎間約15kmの建設に先立ち、平成 7年 6月から36遺跡で発掘調

査が行われ当事業団ではそのうち31遺跡を担当しました。本書『西善尺司遺跡』は平成 9年10月か

ら平成11年 1月にかけて発掘調査を実施した遺跡の発掘報告書です。

本遺跡は、前橋市街地の南、玉村町に接する平野部に位置しています。今まであまり発堀調査が

行われていない地域でしたが今回の調査の結果、微高地と小谷が連続する複雑な地形であることが

分かり、微高地では縄文～中 ・近世にわたる遺構が、小谷では水田址を 2面確認しました。

特に古墳時代前期の方形周溝墓群の発見は、北方約1.5kmに位置する県内最古の前方後円墳であ

る前橋天神山古墳との関連が注目され、当時の群馬県平野部における豪族のあり方を知る上で貴重

な遺跡であると思われます。また中・近世の館跡の発見も、さらに東に延びる北関東自動車道地域

の各遺跡で発見されている館跡研究の出発点となる遺跡でもあります。

この報告書は、考古学研究者はもちろん、郷土の歴史に関心をお持ちの県民の皆様の研究にも大

いに役立つものと確信しております。

最後になりますが、日本道路公団東京建設局、同高崎工事事務所、群馬県教育委員会文化財保護

課、前橋市教育委員会、地元関係者の皆様には、発掘調査から本報告書刊行まで終始ご協力を賜り、

心から感謝の意を表すとともに、発掘調査に携わった担当者、作業員の方々の労をねぎらい序とい

たします。

平成13年 3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 言

にしぜんし ゃくじ

1.本書は北関東自動車道（高崎～伊勢崎）建設に伴い事前調査された西善尺司遺跡（遺跡番局KT-110)の

埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 本遺跡は群馬県前橋市西善町1157~1164、1168~1170、1174~1176、1181~1183、1187~1192、1196~

1198番地に所在する。

3.発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

に委託して実施されたものである。発掘調査の期間 ・体制は次の通りである。

第一年次（平成 9年度） 第二年次（平成10年度）
期 間

平成 9年10月 1日～平成10年3月31日 平成10年 4月 1日～平成11年 1月31日

理事長 小寺弘之 小寺弘之(~6月） 菅野清(7月～）

常務理事 菅野清 菅野清(~6月） 赤山容造(7月～）

事務局長 原田恒弘 赤山容造

副事務局長 赤山容造

管理部長 渡辺健 渡辺健

調査研究部長 神保侑史（調査研究第 2部長） 神保侑史（調査研究第 2部長）

総務課長 小渕淳 坂本敏夫

調査研究課長 佐藤明人（調査研究第 6課長） 佐藤明人（調査研究第 6課長）

事務担当 笠原秀樹須田朋子吉田有光柳岡良宏岡島伸昌宮崎忠司大澤友治
-----------------------------------------------l -----------------------------------------------
井上剛 小山建夫

事務補助 吉田恵子並木綾子今井もと子内山佳子星野美智子羽鳥京子若田誠

佐藤美佐子本間久美子北原かおり 安藤（本地）由美狩野真子

調査担当 齋藤利昭（主幹兼専門員） 齋藤利昭（主幹兼専門員）

須田貞崇（調査研究員） 桜井（関口）美枝（主任調査研究員）

石田真（調査研究員） 石川雅俊（調査研究員）

須田貞崇（調査研究員）

4.調査資料の整理作業及び報告書作成は、建設省の委託により平成11• 12年度のニカ年にわたって（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団が実施した。整理事業 ・報告書作成の期間 ・体制は次の通りである。

第一年次（平成11年度） 第二年次（平成12年度）
期 間

平成11年 4月 1日～平成12年 3月31日 平成12年4月 1日～平成13年 3月31日

理事長 菅野清(~6月） 小野宇三郎(7月～） 小野宇三郎

常務理事

（兼）事務局長 赤山容造 赤山容造

管理部長

住谷進 住谷進



第一年次（平成11年度） 第二年次（平成12年度）
期 間

平成11年 4月1日～平成12年 3月31日 平成12年 4月1日～平成13年 3月31日

調査研究部長 水田稔（調査研究第 2部長） 水田 稔（調査研究第 1音ぽを）

総務課長 坂本敏夫 坂本敏夫

調査研究課長 西田健彦（調査研究第 5課） 西田健彦（資料整理課）

事務担当 笠原秀樹須田朋子吉田有光柳岡良宏小山建夫片岡徳雄大澤友治
--岡---島--伸--昌---------------------...----・--・ ・-----l---森---下--弘美---------・ ---・・ -----------------------

事務補助 吉田恵子並木綾子今井もと子内山佳子若田誠佐藤美佐子本間久美子

北原かおり 狩野真子

整理担当 須田貞崇（調査研究員） 整理嘱託員 鈴木幹子

整理補助員 山崎由紀枝手塚ふみ江木暮芳枝 白井和子根井美智子

5.本書作成の担当者は次のとおりである。

編 集須田貞崇（群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

執 筆 I章 齋藤利昭（群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼専門員）

II章 関口美枝（群馬県埋蔵文化財調査事業団主任調査研究員）

陶磁器観察表 大西雅広（群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼専門員）

上記以外 須田貞崇

遺構 ・遺物図面整理、図版作成等

鈴木幹子山崎由紀枝手塚ふみ江木暮芳枝 白井和子根井美智子

遺物写真佐藤元彦

保存科学関邦一土橋まり子小材浩一萩原妙子高橋初美

6.石材同定については、飯島静雄氏（群馬県地質研究会会員）の手を煩わせた。プラントオパール分析及びテ

フラ同定については、（株）古環境研究所に委託した。樹種同定 ・リン ・カルシウム分析については、（株）パ

レオ ・ラボに委託した。

7.本書の作成にあたっては次の機関ならびに諸氏より有益な指導と助言を賜った。記して感謝の意を表す次

第である。

建設省群馬県教育委員会前橋市教育委員会赤塚次郎飯島静男石井克己井上和人井上唯雄

井上昌美江浦洋岡本淳一郎小沢洋阪口豊白井久美子鈴木敏則早田勉田中清美

寺沢薫中山清隆三浦京子三田村美彦谷地尾晋司山内紀嗣山口充森田悌森本剛

渡井英誉渡辺ますみ

8.出土遺物と記録資料の一切は、群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

9.発掘調査にあたっては、多くの作業員の方々の協力を受けた。ここに感謝の意を表します。



凡 例

1.調査区域には、国家座標に基づいて 5m間隔のグリッドを設定した。グリッド枠の座標基点A-0は、日本

平面直角座標系第IX系のX=37.150m、Y= -63.450mである。詳細は第 1章第 3節ー1.「グリッドの設定」

を参照されたい。

2.発掘区は路線内を既存の道路によって分断されている。発掘区の呼称は発掘区の西から I• II • III • IV区

とし、また中央を東西に横断する道路によって分断される北側の区をA区、南側をB区とし、両方を組み合

わせて I-A区、 II-B区とした。また遺構の性格上、一部中内村前遺跡 I-B区（調査時呼称）を含んでい

る。

3.本書における遺構番号は、整理作業時に変更したものがある。その対照は、巻末の遺構一覧表に掲載した。

4.遺構図中の北方位は座標北を示す。

5.本書で使用した地図は、建設省国土地理院発行 2.5万分の 1地形図「前橋」「高崎」「大胡」「伊勢崎」同

5.0万分の 1地形図「前橋」「高崎」、前橋市都市計画図(1/2,500) No.89•90である。

6.遺構図 ・遺物図の縮尺は、各図中に表示してある。また挿図中の「L=OOm」は、断面図中の水糸標高

を示す。

7.遺構図中で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

焼土 灰 ・炭化物

口褐色粘ロ ー 泥炭

区言 As-B

地山 口黄色ローム

ロニ□As-C

8.遺物実測図で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

土器 ・

石器 ・

灰釉陶器 ［口□□□］緑釉陶器

磨り面

黒色処理

9.遺物写真図版の倍率は、土器は原則として1/4、大型品は1/6に近づけるようにした。石器は原則として礫・

剥片石器は1/3、石鏃などの小形品は1/1に近づけるようにした。また部分的に特徴のある遺物に関しては近

接写真を撮影した。



10.本文は以下の点に留意して記述した。

住居については、位置はその遺構が含まれるグリッドをすべて記入した。規模は遺構確認面での上場で計測

した。なお竃の付設されている住居の場合、竃を含まない。規模の分類は超大形(5.6m以上） ・大形(5.4~6.5

m)・中形(4.3~5.4m)・小形(3.2~4.3m)・超小形(3.2m未満）とした。形状は正方形（長軸／短軸く1.1).長

方形（長軸／短軸＞1.1)・不整形に概ね分類した。重複は、重複する遺構とその新旧関係を述べた。面積は床面

積とし、プラーニーメーターで 3回計測したその平均値とした。方位は向かい合う辺の中点を結ぶ 2等分線の

うち、炉の付設されている住居の場合は北方位に近い軸を、竃の付設設置されている住居の場合、竃のある方

向を主軸とした。床面は床の傾斜 ・ 硬化面の有無 • その他の特徴を記載した。埋没土については全体的な傾向

や特徴について記述した。異物は住居全体の出土状況と特徴的な遺物について述べた。周溝 ．柱穴 ・貯蔵穴に

ついては、検出された位置 ・規模 ・状況などを述べた。

掘立柱建物については住居に準ずる。

土坑については、円形 ・楕円形 ・隅丸長方形 ・隅丸正方形 ・不定形に形態分類し、各形態ごとに平面図を編

集した。規模は遺構確認面の上場で計測した。他は住居に準ずる。

井戸については、底面の標高値を計測した。他は土坑に準ずる。

溝については、規模は遺構確認面の上場で計測した。深さは平均的な底面を計測した。他は住居に準ずる。

溝 ・溝状遺構 ・畠については、溝に準ずる。

館については、内部施設について記述した。堀は溝に準ずる。

方形周溝墓については、周溝については溝に、主体部については土坑に準ずる。

遺物観察表の胎土については、 (1)胎土中の砂粒の大きさによる分類は、土壌物理研究会による基準に従い、

細砂粒( <O. 5mm)、粗砂粒(0.5~2.0mm)、細礫(2.0~5.0mm）、中礫(5.0mm> )とした。 (2)色調は農林省水産

技術会議事務局監修、（財）日本色彩研究所色標監修の新版標準土色帖に従った。 (3)遺物の出土レベルは、遺構

の床面から遺物までの垂直距離を示した。

年代については、古墳時代中・後期は坂口編年による西暦で表した。古墳時代前期の年代観については考察を

参照されたい。

11.本文中で使用したテフラの記号は以下の通りである。本文中では略称で記した。

名 称 略称 給源火山 噴出年代

浅間A軽石 As-A 浅間山 1783（天明二）年

浅間B軽石 As-B 浅間山 ll08（天仁元）年

榛名ニッ岳伊香保テフラ Hr-FP 榛名山 6世紀中葉

榛名ニッ岳渋川テフラ Hr-FA 榛名山 6世紀初頭

浅間C軽石 As-C 浅間山 3世紀後半

浅間板鼻黄色軽石 As-YP 浅間山 1.4~1.5万年前
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PL 63. I. I -A区39号住居遺物出土遺物

2. I -A区40号住居全景（西から）

3.同 構築面全景（西から）

4. 同遺物出土状況

5.同 出土遺物



PL 64. 1. II-A区41号住居全景（西から） 3.同遺物出土状況

2,同構築面全景（西から） 4, I -A区22号土坑出土遺物

3.同鼈全景（西から） 5, I -A区24号土坑全景（南から）

4.同貯蔵穴土層断面（西から） 6.同土層断面

5. I -A区42号住居全景（西から） 7. I -A区24号土坑出土遺物

6.同遺物出土状況 PL 76, 1. I -B区110号土坑全景（南から）

7. II -A区41号住居出土遺物 2. I -A区149号土坑全景（南から）

PL 65. 1. IV-A区1号住居構築面全景（西から） 3. I -A区148号土坑全景（南から）

2,同構築面土層断面（南から） 4. II-B区83号土坑全景（南から）

3.同鼈土層断面 5. II-B区88号土坑全景（南から）

4.同出土遺物 6. I -B区llO号土坑出土遺物

5. IV-A区2号住居全景（西から） 7. I -A区148号土坑出土遺物

6,同鼈全景（西から） 8. II-B区83号土坑出土遺物

7,同遺物出土状況 9. II -B区88号土坑出土遺物

8.同出土遺物 PL 77. 1. II-B区89号土坑全景（南から）

PL 66. 1, IV-A区3号住居全景（西から） 2. II -B区94号土坑全景（南から）

2, 同鼈全景（西から） 3. II-B区93号土坑全景（南から）

3.同鼈土層断面（西から） 4. II -B区93• 94号土坑全景

4.同出土逍物 5. II -B区96号土坑全景（東から）

PL 67. 1. IV-A区4号住居全景（西から） 6. II-B区89号土坑出土遺物

2.同鼈全景（西から） 7. II -B区93号土坑出土遺物

3.同貯蔵穴全景（北から） 8. II-B区94号土坑出土遺物

4.同遺物出土状況 9. II -B区96号土坑出土遺物

5,同出土遺物 P L 78. 1. II -B区97号土坑土層断面（西から）

PL 68. 1. IV-A区5号住居全景（西から） 2. II-B区98号土坑遺物出土状況

2.同鼈全景（西から） 3. II-B区99号土坑遺物出土状況

3.同鼈土層断面B-B＇（西から） 4. II -B区98• 99号土坑全景（北から）

4.同床下土坑土層断面 5. II-B区98• 99号土坑出土遺物

5.同出土遺物 6. II-B区104号土坑出土遺物

6. IV-A区6号住居全景（西から） 7, II -B区105号土坑出土遺物

7,同床下土坑全景 8. II-B区130号土坑出土遺物

8,同出土遺物 9, II-B区147号土坑出土遺物

PL 69. 1. I -A区藤川左岸部全景（南から） P L 79. 1. II -B区127号土坑全景（南から）

2. I -A区4号掘立柱建物全景と出土遺物 2. IV-A区74号土坑全景（南から）

PL 70. 1. I -B区4号井戸全景 3.同遺物出土状況（南から）

2,同土層断面 4. II-B区127号土坑出土遺物

3.同遺物出土状況 5. IV-A区74号土坑出土遺物

4. I -B区4号井戸出土遺物 6. I ~A 区 3 号溝全景（南東から）

5, II-B区7• 9号井戸全景（東から） PL 80. 1. I -A区3号溝遺物出土状況

6. II-B 7号井戸土層断面（南から） 2.同出土遺物

PL 71.1.IV-A区5号井戸全景（西から） 3. I -B区8号溝全景（東から）

2.同上層断面（東から） 4.同出土遺物

3. IV-B区7号井戸全景（南から） 5, I -A 9 • 10号溝全景（南から）

4. IV-B区8号井戸全景（南から） 6.同出土遺物

5.同遺物出土状況（東から） 7. II -B区9• 13号溝全景（北から）

6.同土層断面 P L 81. 1, II -B区7号溝遠景（北から）

7. IV-A区5号井戸出土遺物 2. II-A区7号溝遠景（東から）

8. IV-B区8号井戸出土遺物 3.同 遺物出土状況（西から東側を望む）

PL 72, 1. IV-A区12号井戸全景（西から） 4,同出土遺物

2.同土層断面（南から） P L 82. 1, II -A • B区7号溝出土遺物

3. IV-A区19号井戸全景（南から） 2, I -A • B区2号溝出土遺物

4.同戸土層断面（南から） PL 83. 1. IV-A区31• 32号溝全景（南から）

5.同出土遺物 2, IV-A区29• 30号溝全景（南から）

6. IV-A区12号井戸出土遺物 3. IV-A区33• 34 • 36号溝状全景（南から）

PL 73. 1. IV-A区20号井戸全景（南から） 4. IV-A区33号溝全景（北から）

2.同土層断面（南から） 5. IV-A区33• 36号溝全景（南から）

3.同遺物出土状況 6. IV-A区31• 36号溝全景（南から）

4.同出土遺物 7. IV-A区29号溝遺物出土状況

5. IV-A区21号井戸全景（南から） 8.同遺物出土状況

6.同礫出土状況（南から） PL 84. 1. IV-A区31号溝出土遺物

7.同遺物出土状況 2. IV-A区33号溝出土遺物

8.同遺物出土状況 3. IV-A区29号溝出土遺物

PL 74, 1, IV-A区21号井戸出土遺物 4. IV-A区30号溝出土遺物

2, IV-A区24号井戸全景（南から） 5. I -B区畠全景（北から）

3.同土層断面（南から） 6.同全景（東から）

4.同出土遺物 PL 85. 1. I区1号館全景

PL 75, 1, I -A区22号土坑全景（南西から） P L 86. 1. 1 • 2 • 3号館全景

2.同土層断面 2. I • II区2号館東側（II区を東から望む）



3. I • II区2号館中央部（東から）

4. I • II区2号館西側（ I区を西から望む）

5. I • II区2号館出土遺物

P L 87. 1. II区3号館全娯（南から）

PL 88. 1. IV区4号館全景

PL 89. 1. IV区4号館15• 17号溝北側連結部（南から）

2. 同南側連結部（西から）

3. 同 北側連結部土層断面（南から）

4. 同 15号溝全景

5. 同人口部（西から）

6. 同館内部遠景

7. 同土層断面A-A’（南から）

8. 同土層断面B-B’（南から）

PL 90. 1. IV区4号館全景（南から）

PL 91. 1. IV区25号溝土層断面B-B＇（南から）

2.同土層断面E-E’（南から）

3. IV区13• 26号溝土層断面（南から）

4. IV区13号溝土層断面c-c’（北から）

5. 同土層断面D-D＇（南から）

6. IV区12号溝土層断面c-c’（南から）

7. IV区17号溝出土遺物

8. 4号館 1号掘立柱建物出土遺物

PL 92. 1. IV区4号館 1号竪穴状遺構全景（南から）

2. 同出土遺物

3. IV区4号館 2号竪穴状遺構全景（東から）

4. IV区4号館 3号竪穴状遺構（南から）

5. I -A区1号掘立柱建物全景（南から）

6. I -A区2号掘立柱建物全景（北東から）

7. IV-A区15号掘立柱建物全景（南から）

8. I-A区1号火葬跡全景（西から）

PL 93. 1. IV-A区1号火葬跡全景（西から）

2. IV-A区2号火葬跡全景（西から）

3. I -A区1号井戸全景（西から）

4. I -A区2号井戸全景（東から）

5. I -A区3号井戸土層断面（東から）

6. I-A区1号井戸出土遺物

7. II-B区5• 6号井戸全景（南から）

8. I -A区2号井戸出土遺物

PL 94. 1. I -A区8号井戸全景（南から）

2. IV-A区l号井戸土層断面（南から）

3. IV-A区2号井戸土層断面（南から）

4. IV-A区3号井戸全景（西から）

5. IV-A区6号井戸全景（西から）

PL 95. 1. IV-A区6号井戸土層断面（東から）

2. 同礫出土状況

3. 同完掘（西から）

4. IV-A区6号井戸出土遺物

5. IV-A区4号井戸全景（西から）

6. IV-B区9号井戸全景（南から）

7. IV-B区10号井戸全景（南東から）

8. IV-B区11号井戸全景（南東から）

PL 96. 1. IV-A区13号井戸全景（東から）

2.同土層断面（東から）

3. IV-B区14号井戸全景（西南から）

4. 同土層断面（西南から）

5. IV-A区15号井戸全景（東から）

6.同土層断面（東から）

7. IV-A区18号井戸全景（南から）

8. 同土層断面（西から）

PL 97. 1. IV-A区16号井戸全景（南から）

2. IV-A区22号井戸土層断面（北から）

3. IV-A区16号井戸出土遺物

4. IV-A区23号井戸全景（南から）

5.同土層断面（南から）

P L 98. 1. IV-B区27• 28号井戸全景

2.同出土遺物

3. IV-A区29号井戸全景（南から）

4. 同出土遺物

PL 99. 1. 中内村前 1-B区全景（東から。中央はIV区31号溝）

2.中内村前 I-B区全景（西から）

3.中内村前 I-B区西部（東から）

4. 中内村前 I-B区中央部（北から）

P L 100. 1. I -A区1号土坑全景（南から）

2. I -B区36号土坑土層断面

3. II-B区80号土坑全景（北から）

4. II -B区91号土坑全景（西から）

5. II-B区92号土坑全景（南から）

6. II-B区134• 135号土坑全景（南から）

7. I -A区23号土坑全景（南から）

8. II-B区81号土坑全景（南から）

PL 101. 1. 11-B区85号土坑全景（南から）

2. II-B区107号土坑全景（西から）

3. II-B区126号土坑全景（南から）

4. 同遺物出土状況

5. I -A区2号土坑全景（南から）

6. I -A区3号土坑全景（北から）

7. I -A区4号土坑全景（北から）

8. I -A区26• 27号土坑全景（西南から）

P L 102. 1. I -B区28号土坑土層断面（南から）

2. I -B区29号土坑土層断面（南から）

3. II-B区37号土坑土層断面（南から）

4. I -A区72号土坑全景（東から）

5. I -B区86号土坑全景（北から）

6. I -A区76号土坑全景（北から）

7. II -B区95号土坑全景（南から）

8. II-B区100号土坑全景（西から）

P L 103. 1. II -A区133号土坑全景（南から）

2. II-B区84号土坑全景（北から）

3. II-B区77号土坑全景（西から）

4.同遺物出土状況

5. I -B区5• 6 • 7 • 8 • 63 • 68 • 69号土坑全景

P L 104. 1. II -B区75号土坑全景（北から）

2. II -B区82号土坑全景（西から）

3. I -B区31• 32 • 33 • 34号土坑全景（南から）

4. I -B区40• 61 • 117号土坑全景（南から）

5 I -B区62号土坑土層断面（南から）

P L 105. 1. I -B区64• 65号土坑全景

2. I -B区66号土坑全景（南東から）

3. I -A区70• 71号土坑全景（東から）

4. I -B区43• 44 • 45 • 46 • 4 7 • 54号土坑全景

P L 106. 1. I -B区41• 55 • 56 • 102 • 103号土坑全景（南から）

2. I -B区42• 44 • 45 • 46号土坑全景（南から）

3. I -B区10• 11 • 12 • 13 • 14 • 15 • 73号土坑

4. I -B区11• 12 • 13 • 14 • 15号土坑（南から）

5. I -B区11• 13 • 14 • 15号土坑土層断面

PL 107. 1. IV-A区66• 67号土坑土層断面

2. IV-A区76号土坑全景（西から）

3. IV-A区84号土坑全景（東から）

4. IV-A区126号土坑全景（東から）

5. IV-A区130号土坑全景（南から）

6. IV-A区57号土坑全景（東から）

7. III-A区4号土坑全景（東から）

8. IV-A区94号土坑全景（南から）

P L 108. 1. IV-A区108号土坑全景（東から）

2. IV-A区128号土坑全景（南東から）

3. IV-A区129号土坑セクション（東から）

4. III-A区3号土坑全景（東から）

5. IV-A区33号土坑全景（南から）

6. IV-A区65号土坑土層断面（西から）

7. IV-A区71号土坑全景（西から）

8. IV-A区85号土坑全景（西から）

P L 109. 1. IV-A区79号土坑全景（南から）

2. IV-A区91号土坑全景（西から）

3. IV-B区97号土坑全景（南東から）

4. IV-A区101号土坑全景（東から）

5. IV-A区107号土坑全景（南から）



6. IV-A区110号土坑全景（東から）

7. IV-A区ll8号土坑遺物出土状況

8. IV-A区123号土坑全景（北東から）

PL llO. 1. IV-A区124号土坑全景（南西から）

2. IV-A区132号土坑全最（東から）

3. IV-A区135号土坑全景（南東から）

4. IV-A区137号土坑全景（東から）

5. IV-A区139• 140 • 141土坑全景（北から）

6. III-A区1号土坑全景（西から）

7. IV-A区142号土坑全景（南から）

8. IV-A区52• 53 • 54号土坑全景（西から）

PL lll. 1. IV-A区106号土坑全景（南から）

2. IV-A区70号土坑全景（南から）

3. IV-A区95• 96号土坑全景（東から）

4. IV-A区136号土坑全景（西から）

5. IV-A区ll• 12 • 13 • 14号土坑全景（東から）

PL 112. 1. IV-A区31号土坑全景（東から）

2. IV-A区34号土坑全景（東から）

3. IV-A区49号土坑全景（北から）

4. IV-A区50• 51号土坑全景（東から）

5. IV-A区45号土坑全景（南から）

6. IV-A区47号土坑全景（東から）

7. IV-A区45• 46 • 48号土坑（西から）

8. IV-A区43• 44号土坑全景（北から）

PL ll3. 1. IV-A区15号土坑全景（東から）

2. IV-A区27号土坑全景（南から）

3. IV-A区16• 17 • 19 • 20号土坑全景（北から）

4. IV-A区28号土坑全景（西から）

5. IV-A区29号土坑全景（西から）

PL ll4. 1. IV-A区26号土坑全景（西から）

2. IV-A区56号土坑全景（東から）

3. IV-A区63号土坑全景（西から）

4. IV-A区68号土坑全景（南から）

5. IV-A区69号土坑全景（西南から）

6. IV-A区73号土坑全景（南から）

7. IV-A区78号土坑全景（東から）

8. IV-B区98号土坑土層断面（南から）

PL ll5. 1. IV-A区ll2号土坑全景（西から）

2. IV-A区109号土坑全景（東から）

3. IV-A区ll7号土坑全景（南から）

4. IV-A区23号土坑土層断面（東から）

5. IV-A区21号土坑全景（東から）

6. IV-A区60号土坑全最（南から）

7. IV-A区72号土坑全景（東から）

8. IV-A区41号土坑遺物出土状況

PL ll6. 1. IV-A区41号土坑全景（南から）

2. IV-A区32号土坑全景（南から）

3. IV-A区61号土坑全最（南から）

PL ll7. 1. IV-A区87号土坑全景（南東から）

2. 同土層断面（東から）

3.同遺物出土状況

4. IV-A区40号土坑全景（東から）

5. IV-A区105号土坑全景（南から）

6. IV-A区42号土坑全景（南から）

PL ll8. 1. IV-A区104土坑全景（南から）

2. 同遺物出土状況

3. IV-A区29号井戸 ・104号土坑全景（南から）

4. IV-B区143号土坑全景（北西から）

PL 119, 中世以降の土坑出土遺物

P L 120. 1. IV-A区19号溝全景（南から）

2.同遺物出土状況（北から）

3. IV-A区20号溝全景（東から）

4. IV-A区19号溝出土遺物

5, IV-A区20号溝出土遺物

6. IV-A区18号溝全景（南から）

PL 121. 1. 11-B区28• 29号溝全景（北西から）

2. II-A区中世溝群（北から）

3. II-A区中世溝群（東から）

4. II-A区中世溝群（南東から）

5. II-B区中世溝群（西南から）

P L 122, 1, II -A区15号溝全景（北から）

2. II-B区6号溝出土遺物

3. II-A区12号溝全景（北から）

4. II-A区10号溝全景（北から）

P L 123, 1, II -B区25• 33号溝全景（北から）

2. II-B区24号溝全景（南西から）

3. II-B区27号溝全景（北から）

4. II -B区17• 20 • 21 • 23 • 26号溝全景（北から）

P L 124, 1. IV-A区26号溝全景（南から）

2.同遺物出土状況（南から）

3.同出土遺物

P L 125. 1, I -A区旧河道全景（南から）

2, I -B区旧河道全景（北から）

3. II-B区旧河道全景（東から）

4. I -A区低地南壁土層断面（北から）

5. I -A区旧河道木材出土状況

P L 126. 1. II区旧河道全景（北から）

2. I • II区黒泥層出土遺物

P L 127. 1. I • II区As-C下谷全景航空写真

2,同全景航空写真（北東から）

3. II-B区As-C下谷遺物出土状況（南から）

4. I -A区低地土層断面

5, II-B区低地北壁土層断面（南から）

P L 128. 1. I -A区As-C下谷杭列（北から）

2.同杭列検出状況

3. As-C谷出土遺物

P L 129, 1, I -A区Hr-FA下水田全景（北から）

2, II-B区Hr-FA下水田全景（北から）

PL 130. 1, I区Hr-FA下水田全景（南から）

2. II区Hr-FA下水田全景（北から）

3. I区Hr-FA下水田検出状況

4, I -B区Hr-FA水田全景

5. I -A区As-B下水田全景（北から）

6. lII区As-B下水田水口検出状況

7, 同 As-B下水田検出状況

8.同 As-B下水田検出状況

PL 131. 1. I区As-B下水田全景航空写真（南から）

2, II区As-B下水田全景航空写真（南から）

3. III区As-B下水田全景航空写真（南から）

PL 132.遺構外の遺物（ 1)

PL 133.遺構外の遺物(2)

PL 134,遺構外の遺物(3)



第1節調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯と経過

第 1節発掘調査に至る経緯

北関東自動車道（高崎～伊勢崎）の建設に伴い、

平成 6年度から該当地域に所在する埋蔵文化財発掘

調査について、群馬県教育委員会スポーツ文化部文

化財保護課では、県土木部道路建設課高速道路対策

室、及び原因者である日本道路公団東京第二建設局

と、調査の実施について協議をおこなった。協議の

結果、本線部分の発掘調査は、財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団に委託実施する事に決定した。そ

して、平成 7年 6月 1日付けで、県教育委員会と本

事業団との間で、「北関東自動車道（高崎～伊勢崎）地

域埋蔵文化財発掘調査」についての契約を締結した。

契約時の調査対象遺跡は35遺跡、対象面積は687,429

面で、平成11年度末の調査終了予定であった。

以上の経過を踏まえ、本遺跡は県文化財保護課に

より平成 8年 6月に試掘調査が行われ、古墳時代前

期から近世に至る集落及び水田遺構が確認された。

この結果を受け、発掘調査計画が検討され、平成 9

年10月より本調査を実施する事となった。

その後、発掘調査工程及び工事工程の調整につい

ては、日本道路公団、県文化財保護課、事業団の三

者で協議を行い事業を進めた。

発掘調査を実施するにあたり、発掘調査の仕様書

を作成し、それに基づき発掘調査を実施した。その

詳細については、北関東自動車道（高崎～伊勢崎）

地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 1集の「上滝五反

畑遺跡」第 1章を参照していただきたい。

第 1図 遺跡の位置図（国土地理院「宇都宮・長野」 1/20万）
ー
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第 2節発掘調資の経過

1. 迫跡名称及び調査区の設定

本遺跡は、前橋市の南東部に位置し、西善町地内

にある。この前橋市南東部の水田地帯には、島状に

点在する集落が見られ、路線はその中の島状集落南

辺部を通過する。遺跡名は、大字小字併記により西

善尺司遺跡とした。

調査範囲は、西側を南流する藤川左岸部から東に

400m程伸びた所に字境があり、中内村前遺跡が所在

する。藤川右岸部には徳丸仲田遺跡が所在する。

遺跡地は、圃場整備により 100m単位で東西南北

第2節調査の経過

に農道及び市道が走り、碁盤の目状に整然と区画さ

れ、遺跡内にも農道及び市道が東西南北に走る。

発掘調査に際して、この農道及び市道により分断

された範囲を細分し、南北道路を調査区の境に利用

し、藤川左岸部より東に向かって I区・II区・III区・

IV区に分けた。（第 4図参照）

本遺跡の調査範囲は、表面積で21,370吋程であっ

たが、調査において浅間 ・榛名両火山噴火火山灰層

に埋もれた面など複数面の遺構調査面が検出された。

このことから、各面毎に調査を終了させ、最終的に

は表面積の倍の44,102m2の調査を行うこととなった。

（第 1章第 4節「遺跡の基本土層」参照）

ーー」 ：ー冒 口 ，・「7

第3図 西善尺司遺跡 周辺地域字図 （昭和43年前橋市計画図5°1/500)

第4図西善尺司遺跡調査区図 (S=1 /2000) 
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第 1章調査に至る経緯と経過

2.発掘調査の経過

《平成 9年度》

発掘調査は、平成 9年10月より調査担当者として

2名で大型掘削機械（ユンボ）を入れ、 I区より表

土掘削を開始し、事務所用地の整地建設を行い、本

調査の準備を進めた。その後、 10月中旬より発掘作

業員を入れた調査を開始した。

10月31日に日本道路公団、県文化財保護課、事業

団と前橋市の 4者により調整会議が行われた。

協議事項として、工事計画では I区西側の藤川に

架かる橋梁部分の工事を渇水期に完了させたいとの

意向により、工事最小範囲で右岸側20m部分の明け

渡しが必要との案が示された。協議の結果、調査も

その部分を最優先に進めることとなった。優先部分

の調査は、平成10年 1月に終了させることができ、

同月末に明け渡しを行った。また、 I区南東部に一

部未解決の用地が488面程残っていたが、平成10年

1月下旬に解決し、調査が開始できた。

その他、同日の会議に同席した前橋市より、北関

東自動車道路線北側に前橋市（以下：市）が側道を

計画しており、その部分の発掘調査を市で行う予定

が示され、 11月に市の文化財担当者と調査方法等に

ついて打ち合わせをした。

調査については、 9年度中に I区・ II区の調査を

進め、 10年度にIII区・ IV区へ移行していく予定であ

ったが、 I区・ II区境付近に台地が広がり、遺構の

重複が激しいため思うように進まなかった。

平成10年 1月は記録的な大雪に見舞われ、作業を

中止する日があった。また、 1月より集落及び方形

周溝墓群の調査に入り、作業員を増員し調査に当た

り、 3月に担当者 l名を加え 3名で調査を進めた。

《平成10年度》

調査体制を 2班相当に増班し、担当者 4名と発掘

作業員を増やし、平成 9年度からの継続で I区・ II

区に入り、 III区についても調査を開始した。

4月当初、藤川際の部分が拡張されその部分の緊

急調査を行った。

5月以降調査は予定通り進み、 8月末には I区・

II区・ III区の調査を終了させ明け渡しを行える予定

となったが、一部 I区から II区にかけての台地上を

東西南北に走る農道下に遺構が密集する状況がある

ため、公団と協議し 8月以降の農道閉鎖後の短期間

で調査を行えることとなった。 I区からIII区の調査

については、 9月に終了させることができた。

9月以降は、 IV区と中内村前遺跡 I区の調査に入

り、その間何度か文化財側と公団側との会議がもた

れ、調査工程と工事工程の調整が行われた。

12月25日にIV区の調査を終了させ西善尺司遺跡の

調査が終了した。その後、埋め戻しや事務所解体を

行い 2月に完全に終了した。

この間、古墳時代前期の方形周溝墓群が良好な状

態で検出でき、一般公開するため準備を行い、 5月

17日（日）に現地説明会を実施し、 500名以上の見学

者が訪れた。その後笠懸小学校生徒が156名見学に

訪れたり、静岡県や東京都等の他県の埋蔵文化財担

当者が訪れた。
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発掘調査日誌抄

〈平成 9年度〉

10月6日（月） 西善尺司遺跡調査開始。須田 ・坂口が I-A区藤川

左岸の表土掘削と遺構確認にあたる。

10月13日（月） 齋藤利昭、福島久保田遺跡調査班が合流する。齋

藤 ・須田で本格的な調査を開始する。

10月16日（木） I-A区全体を表土掘削し、 I区西台地では平安時

代の住居跡 ・方形周溝墓、低地ではAs-B下水田

を検出した。

10月20日（月） 低地中央部をトレンチ調査する。 Hr-FA、As-Cの

一次堆積層を確認し、 As-B水田下に埋没谷があ

ることを確認した。

10月23日（木） I-A区に引き続き I-B区の表土掘削を行い、 As

-B下水田を検出した。しかし、一部未買収地があ

り調査に着手できない範囲がある。また方形周溝

墓 ・住居 ・土坑等の発掘を開始した。

10月31日（金） 前橋市教育委員会との調整会議が開かれた。隣接

する北側側道部分について、市教委が11月中旬よ

り着手し、既に表土掘削が終わっている藤川部分

については双方で遺構を分けることとした。遺構

は、市教委が住居、事業団が方形周溝墓とし、今

後またがる遺構については、そのつど調整するこ

ととする。市教委調査分の側道は、プレハプ前（駐

車場）も砕石を剥ぎ、明け渡す。

11月18日（火） 前橋市教育委員会（山武考古学研究所）測道部分発

掘調査開始。

11月25日（火） 山武発掘、一時終了。

12月11日（木） II-B区の表土掘削を行う。

12月26日（金） 年内調査終了。

1月5日（月） 調査再開。

1月7日（水） 藤川橋梁工事着手。前橋市教育委員会、測道発掘

再開。

1月20日（火） I-B区未買収地が解決。調査に着手する。

1月26~28日 I -A区藤川護岸部分、緊急に調査を行う。舗装除

（月～水） 去後、土坑 ．掘立柱建物 ・溝等を確認。調査終了

後公団へ明け渡し。

2月中旬～ 4月中旬 I ・II区の住居群の調査を行う。

3月2日（月） 石田真合流。年度末までの 1ヶ月間、 I・II区の

住居群の調査に参加する。

〈平成10年度〉

4月1日（水） 西善尺司遺跡 2班体制になり、作業員も増員する。

西善尺司遺跡 I（斎藤利昭・須田貞崇）、西善尺

司遺跡 II （桜井美枝 • 石川雅俊）となる。

4月上～下旬 III区As-B下水田調査。

4月20日（月） I • II区道路下調査開始。

4月22日（水） IV-B区表土掘削。

4月23日（木） IV-B区表土掘削。南側部分のみで調査日程の関

係により一時中断。

5月12日（火） 大胡町立滝久保小学校、社会科見学のため来跡。

5月13日（水） 公団との会議。

5月14日（木） 大胡町立滝久保小金丸分校の 6年生が見学。

またこの 日、 前橋市役所記者クラプにて、西善尺

司 • 徳丸仲田遺跡の方形周溝募 ・ 縄文時代草創期

土器について記者発表。

5月16日（土） 西善尺司遺跡現地説明会を開催。見学者数500人を

越える。

5月22日（金） 東京都埋文見学。

第 2節調査の経過

6月2日（火） 笠懸町立笠懸小学校、五十嵐教頭 ・大川先生以下

156名(6年）見学。

6月3~5日（水～金） 事業団新任職員研修。

6月4日（木） 古環境研究所（早田氏）来跡。テフラ同定 ・プラン

ト・オパール分析のサンプリング。

6月9日（火） パレオ ・ラボ（松葉氏）樹種同定のサンプリング。

6月15日（月） 1-B区明け渡し。

6月19日（金） 静岡埋文調査研究所、佐野五十三氏来跡。

7月6日（月） 芦屋市教委文化財課、森岡秀人氏来跡。

7月8日（水） 中村前遺跡 I区、表土剥ぎ。

8月3日（月） 高崎女子校 2年生 羽鳥さん現場体験。

8月10日（月） 中内村前 ］区、表土剥ぎ。

8月18~21日（火～金） I • II区道路下表土剥ぎ。

9月 1日（火） IV-A区表土掘削。

9月9日（水） 道路下終了。 I-A区埋め戻し。

9月11日（金） 中内村前 1区、住宅跡地表土掘削。遺構確認。

9月24日（木） IV-B区表土剥ぎ。 IV区館跡を調査。

11月12日（木） 行程会議。

11月24日（火） 中内村前 I区、公団明け渡し。

12月22日（火） IV-B区埋め戻し。

12月25日（金） IV-A区東側埋め戻し後、公団へ引き渡し。

〈平成11年度〉

1月8~29日 IV区を中心に発掘を進める。また旧石器試掘トレ

ンチ調査を行う。

1月29日（金） 現場作業終了。

2月2日（火） 西善尺司遺跡IV区引き渡し。

2月5日（金） 西善尺司遺跡全調査終了。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 3節調査の方法

1.グリッドの設定

当遺跡では、国家座標を用いて遺構及び出土遺物

の位置等を表し、図化及び取り上げ作業を行った。

当初は、北関東自動車道関連遺跡で使用されてい

る国家座標のX軸、 Y軸座標値の下 3桁併記を考え

たが、集落遺跡の調査であり、遺構外出土遺物等の

出土位置を示す場合や土器註記等で数字が並びすぎ

るため従来のアルファベットと数字の併記で表すグ

リッドを設置することとした。

調査工程では、藤川際の I区より調査を開始し、

順次西に向かい調査を進めていく工程を組んだが、

グリッド設定に当たり、国家座標X軸 • Y軸の進行

方向である南から北、東から西方向に進む座標値と

同一方向に進む表示とした。

グリッド起点は、本遺跡と中内村前遺跡 I区が調

査範囲であったため、中内村前遺跡 I区がカバーで

きる範囲で起点を決めた。

グリッド呼称については、 5mを最小単位として

方眼を組み、基点を南東隅に置いた。

座標基点は、 X軸＝37.150

Y軸＝—63.450

とし、

x軸＝アルファベッ． 卜のA·B·C•D……

Y軸＝数字の 1• 2 • 3 • 4…… 

を用いて、南東隅を基点とした。
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1/400 

゜第 5図西善尺司遺跡 グリッド設定図

Y 

1/2500 



第 4節遺跡の基本土層

西善尺司遺跡は前橋台地の東南端に位置している。

本遺跡周辺では、昭和40年代に圃場整備が行われ、

発掘前は北西から南東にかけて緩やかに傾斜する水

田地帯であったが、今回の調査により平安時代頃ま

では低地と台地が入り組む複雑な地形であることが

確認された。以下本遺跡の基本土層について概観し

ていくが、低地部と台地部では基本土層が異なるた

め個別に述べてゆく。

台地部 台地部は主に水成堆積と考えられるローム・

粘質土・礫層で構成されている。主な遺構確認面は

黄褐色ローム (6層）の上面である。現地表から20cm

ほどの表土を除去するとAs-B(2層）が一次堆積し

ているが、上層は攪拌されており IV区では検出でき

なかった。灰褐色ローム (7層）下層にはAs-YP(9・

低地部

I 現代の耕作土
II 

II As-Bを多く含む砂質土

III As-B （一次堆積）

IV As-B下水田耕作土

V 灰～褐灰色土
vm 

VI 灰褐色土 IX 

VII 暗灰～暗灰褐
X 
XI 
XII 

VIII Hr-FA（一次堆積）
Xlll 

IX Hr-FA下水田耕作土

X As-Cを含む黒色土
XIV 

XI 黒泥

XII As-C （一次堆積）

XIII 黒泥

XIV 暗褐色粘土層（礫を含む）

第3節調査の方法第 4節遺跡の基本土層

10層）が一次堆積していた。直下に泥炭（11層）が堆

積しており、木片が出土した。なお 9層上層にはAs

-YP二次堆積層(8層）が確認され、隣接する徳丸仲

田遺跡では縄文草創期の遺物が出土している。土層

から台地部は一定の水流がある低湿地が、概ね 7層

堆積頃より徐々に離水し形成されたと考えられる。

低地部 低地部は黄褐色ローム堆積後、開析された

小谷である。開析後は黒泥が堆積する比較的水流の

緩やかな地形であったと考えられる。低地部からは

As-B (II層）、 Hr-FA(VIII層）． As-C(X層）のそれ

ぞれ一次堆積層を確認した。 Hr-FA・ As-B層直下

ではそれぞれ水田を検出したが、 As-C直下では水

田耕作は行われていない。 V~VII層は洪水起源によ

る堆積と考えられるが一次堆積ではなく、耕作の継

続により数回の洪水砂を絶えず攪拌しつつ形成され

た地層と考えられる。

・・
 ．．． .. ．．． ．．

 ... 
．．
 ．．． ．．

 ... 
．．
 ．．． ．．

 ・・・ .
6
・

．．．
 

．．
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．．
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．．
 ... 

．．
 ．．． ．．

 ．．． ．．
 

．．． ．．
 ．．． 

.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・ 

： ： ：： ：：合:::::::1::名：：：：合：：：： 

10 

-12 

14 

第6図 西善尺司遺跡基本土層概念図

台地部

11 

1 現代の耕作土

2 As-B （一次堆積）

3 As-B下水田耕作土

4 灰褐色粘質土

(Hr-FA・泥流起源

の褐色土を含む）

5 暗褐色砂質土

(As-Cを含む）

6 黄褐色ローム

7 灰白色ローム

8 As-YP（二次堆積）

9 As-YPアッシュ

10 As-YPパミス

11 泥炭層

12 暗褐色粘土層

13 暗褐色砂層

14 褐色粘土層

15 礫層
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第2章遺跡の環境

第 2章 遺跡の環境

1.地理的環境

西善尺司遺跡は、県北の赤城山と榛名山の山麓の

間から利根川が関東平野に流れ出した所に広がる緩

傾斜の台地に立地する（第 7図）。この台地は「前橋

台地」と呼ばれ、現在、前橋市や高崎市といった群

馬県の中心地域が立地しているが、古代においても

上野国府がおかれるなど重要な地域であった。

前橋台地の形成 前橋台地の形成は「前橋泥流」と

呼ばれる浅間山の山体崩壊による岩屑なだれに起因

する。その発生年代は約 2万年前と考えられている。

泥流堆積直後から、流水による浸食が始まったよう

であるが、上流の流域面積の広い利根川などは急速

に深い谷を形成していったものの、前橋泥流堆積面

上に水源をもつ小河川は硬く締まった泥流堆積物を

彫り込むことができず網状に流れ、深い谷を形成す

ることはなかった。

現利根川右岸では、陣馬岩屑なだれと同一事件で

堆積したと考えられる相馬ヶ原扇状地が形成され、

榛名山東南麓の地形は一変した。その堆積年代は1.4 

万年前と推定される。このときの堆積物により、当

時の利根川（古利根川）も広瀬川低地帯に変流したも

のと想定されている。その後の前橋台地では、浸食

された窪地に前橋泥炭層が形成された。このことか

ら当時の前橋台地の環境は湿地であったといえる。

以上のような度重なる泥流の堆積、河川による浸

食、その後の湿地化という前橋台地の形成過程は長

い間人間生活にとっては不適切な土地であった。

o
 

1 : 30万 10km 

「群馬県史」通史編 1図を簡略化

第7図 群馬県中央部の地形と西善尺司遺跡
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第 1節 地理的環境

利根川の変遷 現在の利根川は前橋台地をほぼ二分

する形で南流している。 しかし、利根川は前橋台地

形成時から数度の変遷を経ていることが近年分かっ

ている。

当初、利根川（古利根川）は現在の井野川付近を南

流していたと考えられる。相馬ヶ原扇状地を形成し

た陣馬岩屑なだれの堆積により、 それまでの河道が

埋まり、赤城山よりに押しやられ広瀬川低地帯の方

に流路を変えたことは既に述べた。 その後、利根川

は現在の河道に移るが、変流した年代や要因は未だ

はっきりしない。現在のところ、天文年間の洪水に

よる河川争奪が原因とする説が最も有力視されてい

る。

る。

しかし人工的に開削された可能性も残されてい

西善尺司遺跡の地形 西善尺司遺跡は、 このように

形成された前橋台地の東南端に立地する。本遺跡は

前橋市市街地の南東約4kmに位置し、市域の南東部に

あたる。遺跡の南側は佐波郡玉村町に接している。

標高は約74m程である。本遺跡周辺は圃場整備が進

み一面の水田地帯になっているが、発掘調査の結果

平安時代頃までは小谷が網流し、台地部と低地部が

入り組む複雑な地形を形成していることが明らかに

なった。

本遺跡で確認された 2本の小谷は黒泥で埋まって

おり、同層からは縄文時代中期頃の遺物が少量なが

らも出土していることから、少なくとも縄文時代中

期頃には谷は浸食から堆積へと変わっていたと考え

られる。小谷はその後As-C、Hr-FAといった数度

の降灰と度重なる洪水等により、 As-B降下時の平

安時代末期頃までにはほとんど埋まってしまう。

現在は群馬県の中心地域が立地する前橋台地であ

るが、本格的な人間活動が見られるのは弥生末～古

墳時代初頭以降からである。本遺跡でも弥

生時代の遺構は検出されず、 As-C降下後
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の古墳時代前期に、方形周溝墓群が形成さ

れ、同時に低地部では水田耕作が行われた

ことがプラント ・オパール分析の結果、判

明している。

しかし近年、藤川を挟んで隣接する徳丸

仲田遺跡では縄文時代草創期の遺物が出土

しており、 また本遺跡でも縄文時代早～中

期と考えられる石器製作址が検出された。

安定した生活環境か否かは今後の出土例に

もよるが、前橋台地における人間活動が少

なくとも縄文時代にまでさかのぽることを

示唆するものとして注目される。

l l l 

名 称

浅間 A 軽石

浅間 B 軽石

榛名ニッ岳伊香保テフラ

榛名ニッ岳渋川テフラ

浅間 C 軽石

浅間一板鼻黄色軽石

略称

As-A 

As-B 

Hr-FP 

Hr-FA 

As-C 

As-YP 

給源火山

浅間山

浅間山

榛名山

榛名山

浅間山

浅間山

噴出年代

A. D. 1783 

A. D.1108 

6世紀中葉

6世紀初頭

3世紀後半

1.3~1.4万年前

参考文献

『群馬県史』通史編 1原始古代 I 1990 

『前橋市史』通史編 l原始古代中世 1987 

第 8図 西善尺司遺跡で確認された示標テフラ
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第 2章遺跡の環境

第 2節歴史的環境

西善尺司遺跡が立地する前橋台地東部は、前橋市

街地の南に広がる水田地帯である。本節では西善尺

司遺跡を理解するために西は利根川、東は広瀬川低

地帯により区切られた地域と玉村町の一部を併せた

前橋台地東部（概ね旧郡の那波郡）の歴史的環境に

ついて述べていきたい。

旧石器～縄文時代 前橋台地では、旧石器の遺跡は

確認されていない。縄文時代の遺跡は、下斉田 ・滝

川A遺跡（ 2)、滝川C遺跡（ 3)、六供中京安寺遺

跡（ 4) などで縄文時代の遺物が表面採集される程

度で、本格的な遺構の検出は少ないようである。こ

れは当時の前橋台地の地理的環境が人類生活に不適

であったためと考えられていたが、近年西善尺司遺

跡に隣接する徳丸仲田遺跡で縄文時代草創期の土器

と石器群が出土し、また本遺跡でも縄文時代前～中

期と考えられる石器集中部が検出されている。今後

の資料の増加に注目したい。

弥生時代 前橋台地東部では、弥生時代の遺跡はほ

とんど確認されていない。このことは新保田中村前

遺跡や日高遺跡などの立地する前橋台地西部と対照

的である。現在まで一万田遺跡（ 5) で検出されて

いる弥生時代後期の再葬墓が遺構として確認できる

のみである。

古墳時代 古墳時代になると遺跡数が急激に増加す

る。前期では群馬県内最古段階の定型化した古墳で

ある前橋天神山古墳（18) • 前橋八幡山古墳（19) が

造墓される。またほぼ同時期に本遺跡（ 1)を含み、

楊島川端 (6) ・ 公田池尻 (7)• 福島稲荷木遺跡 (9)

などの集落が開始される。中期では遺跡数が減少

し、オ勝島 ・川端遺跡 (6)・公田池尻遺跡（ 7)で集

落が検出されたにとどまる。また松原III遺跡 (17)

では石製模造品の工房址が確認されている。後期で

は、金冠塚 (23)・天川二子山 (24)古墳などが築造

され、低地部ではHr-FA • Hr-FP下水田が検出され

るがまとまった集落の検出は以外に少ない。

10 

奈良•平安時代 奈良時代では、遺跡数がやや増加

し生川遺跡（ 8)、後閑団地遺跡（14)、六供下堂木

遺跡 (15)などで集落が検出されている。特筆すべ

きは砂町遺跡（11) で検出された道路跡である。直

線的で両側に側溝を持ち、130mにわたって確認され

た。この道路跡は、高崎情報団地遺跡や牛堀 ・矢ノ

原ルートにより推定される東山道ルート上にあたっ

ており、今後の研究成果に注目したい。

平安時代になるとさらに遺跡数が増加する。前述

の遺跡だけでなく、前田遺跡 (30)、木ノ宮遺跡 (31)、

神人村遺跡（32) などほとんどの微高地上に集落が

拡大していく。低地部ではAs-B下水田が検出され

るようになる。この頃の畦はほぽ南北を向いており、

条里制の痕跡をみることができる。

中・近世 前橋台地東部の低地帯は、県内でも環濠

遺構が密集している地域の一つである。現在でも亀

里環濠遺構群 (55) の天神屋敷では二重に囲続する

堀をみることができる。西善尺司遺跡は旧西善環濠

遺構群（須田屋敷） （80)の範囲内にあり、本遺跡で

検出された館跡はいずれも未発見のものであった。

築造時期や築造者については不明な点が多く、南玉

館（原武屋敷）や観照寺屋敷などは平安期に遡る伝

承をもつものもあるがはっきりしない。田口下屋敷

(54)、萩原城 (69)、力丸城 (65)、新堀城 (71)など

おおむね戦国期に築造されたものが多い。

近世では、天明 3 (1783)年、浅間山の大噴火に

伴う火山灰と泥流により覆われた遺跡が多く見つか

っている。特に利根川が大きく東に蛇行し、その攻

撃面にあたる玉村地域で顕著である。上福島に位置

する柄田遺跡では田の草取り時についた足跡が良好

に残っており、稲の間を蛇行状に歩く様子が確認で

きた。

参考文献

『前橋市史』通史編 1原始古代中世 1987 

『玉村町史』通史編上巻 1992 

『群馬県の中世城館跡』 1990 



第 2節 歴史的環境

第 9図 前橋台地東部の遺跡分布図
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第 2章遺跡の環境

前橋台地東部の主な遺跡

No 遺跡名 所在地 旧石器 縄文 弥生
古頃時代

前期 As-C 中期後期 Hr-FAHr-FP 
奈良 平安 As-B 中近世 As-A 備考

］西善尺司遺跡前橋市西善町

゜ ゜
降As下-C後

゜゚ ゜゚ ゜2 r翡 ・滝川高崎市斉田町

゜ ゜ ゜3滝川C遺跡 高崎市上滝町

゜ ゜ ゜4盆関中京安寺前橋市六供町

゜ ゜ ゜ ゜ ゜5一万田遺跡 佐玉波村郡町福島

゜ ゜
再葬孫

6:島 ・川端遺前橋市橙島町

゜
降As下-C後

゜゚ ゜゜ ゜゚ ゜7公田池尻遺跡前橋市上佐鳥町

゜
降As下-C後

゜ ゜゚8生川遺跡 前橋市南町

゜ ゜゚ ゜゚，福跡島稲荷木遺 佐玉村波郡町上福島

゜ ゜゚ ゜゜10西横手遺跡 前橋市西横手町

゜ ゜ ゜II砂町遺跡 佐玉村波郡町上福島

゜ ゜
路東。山道。古項時代月IJ期の水

l2公田東遺跡 前稲市公田町

゜13萩原団地遺跡前橋市萩原町

゜ ゜゜ ゜
復1日溝

14後閑団地遺跡前橋市後閑町

゜ ゜゚15;供下堂木遺前橋市六供町

゜ ゜ ゜゚ ゜16山王若宮遺跡前橋市山王町

゜ ゜17松原LIL遺跡 佐玉村波郡町樋越

゜ ゜゚ ゜
石製模造品工房址

18閾橋天神山古前橋市広瀬町

゜19前橋八幡山古前橘市朝倉町
墳

゜20朝倉II号墳 前橋市朝倉町

゜
円墳

21忍盈名将軍塚高崎市

゜22不動山古墳 高崎市綿貫町

゜
前方後円墳

23金冠塚古項 前橋市山王町

゜
前方後円項

24盃川二子山古前橋市文京町

゜
前方後円墳

25大塚北古墳 前橋市山王町

゜26川曲遺跡 前橋市下佐烏町

゜27靡立文書館遺前橋市文京町

゜ ゜28下佐烏遺跡 前橋市下佐鳥町

゜29悶貫観音山古 高崎市綿貫町

゜30前田遺跡 前橋市東善町

゜゚31木ノ宮遺跡 前橋市広瀬町

゜32神人村遺跡 佐玉村波郡町福島

゜33藤川前遺跡 佐玉波村郡町藤川前

゜34蓋魯烏中原前前橋市上佐烏町

゜35盃関下堂木Ill 前橋市六供町

゜36西田遺跡 前橋市鶴光路町

゜37中大門遺跡 前橋市六供町

゜38西三並遺跡 前橋市中内町

゜39宮地中田遺跡前橋市宮地町

゜40金免遺跡 佐玉村波郡町福島

゜41尾柄町遺跡 佐玉村波郡町上福島

゜42誓里内晶城） 前橋市亀里町 016C 三輪石丹

43鎖守廻り遺跡前橋市朝倉町

゜

12 



第 2節歴史的現境

古墳時代
No 遺跡名 所在地 旧石器 縄文 弥生 奈良 平安 As-B 中近世 As-A 備考

前期 As-C 中期 後期 Hr-FA Hr-FP 

44上福島の砦 佐胃郡
玉町福島

゜
福島元連那波氏一族。

45福島屋敷 前橋市上佐鳥町

゜
福島氏

46宿阿内城遺跡前橋市亀里町

゜47眉善環濠遺構前橋市西善町

゜
6カ所の遺構。

48山王環濠巣落前橋市山王町

゜
惣堀、別に 2カ所の環濠跡。

49中沢屋敷 前橋市上佐鳥町

゜
条里制に関連あり。

50詞倫田蹂濠遺前橋市公田町

゜51後閑環濠集落前橋市後閑町

゜
惣堀。 5カ所の環濠跡。

52贔佐鳥瑕濠集前橋市下佐烏町

゜
眉； くの宅地が共有の堀で

れている。

53靡倉環濠遺構前橋市朝倉町

゜54田口下屋敷 佐玉村波郡町斎田 016C l 田口の祈願所とする。

55靡里環濠遺構前橋市亀里町

゜
天好神。屋敷は二重堀で保存良

56江原源左衛門 高崎市上滝町
屋敷

016Cl l 末 江原源左衛門

57田口下屋敷跡塵青胄斉田

゜58上橙島屋敷 前橋市橙島町 016C I l 牛込氏

59萩原城 高崎市萩原町 016C I 荻原地衆。

60後閑大屋敷 前橋市広瀬町

゜61晶炉し環濠遺前橋市力丸町

゜62鶴濠光遺路構群亀里印 前橋市鶴租光里路町

゜
堀、 14カ所の四濠遺構。

63温井西屋敷 佐玉村波郡町斎田

゜
温井弥兵衛か？

64温井東屋敷 佐玉村波郡町斎田

゜
温井弥兵衛か？

65カ丸城 前橋市力丸町 015・l 16C カ丸氏

66田口屋敷 高崎市中島町 016C I 田口業祐

67畠仕東環濠遺前揺市徳丸町

゜
近年堀を埋める。

68靡堀蝶濠遺構前僑市西善町

゜
天悶のものは、酒井藩陣屋
とる。

69靡手環濠遺構高崎市横手町 〇近世l？ 防水の小型遺構。

70新居屋敷 高崎市横手町

゜
新井喜左衛門

71新堀城（郷土城）前橋市新堀町 016C l 和利根田正川盛の氾武濫田で氏消築滅城。 ？ 

72前田屋敷 前橋市亀里町

゜73藤川環濠巣落塵胄昇藤川

゜74話地環濠遺前橋市宮 地町

゜75与六屋敷 佐玉村波郡町与六分 0～天正末期 早川与六は和田与六

76届仕東環濠遺前橋市洟丸町

゜77町田屋敷 玉佐村波郡町斎田

゜
町田氏

78石原屋敷 佐玉村波郡町斎田

゜
畠骨氏 寛文の頃石原左右

はここのゆかりか。

79玉村館 佐玉村波郡町下新田 0~ 徳 4年
近世、伊奈半十郎陣屋とな
る。

80犀開」闊望悶罰前橋市西善町 016C I 喜田腐天正10年、北条氏
陣はここか。

81阿左美館 佐玉村波郡町樋越 013~I 16世紀 藤等原あ那り。波氏 吾妻鏡。花代
I 

82田村屋敷 佐玉波村郡町斎田

゜
田村甚兵衛•田村甚右衛門

83 飯群塚（閑環濠濠集遺落構） 佐玉村波郡町飯塚 0天正l年間 宇津木氏 惣堀も認められ
る。

84中樋越屋敷 佐玉村波郡町樋越

゜85 遺（阿構左群美） 環濠 佐悶
玉 樋越

゜86天川寄居 前橋市文京（天川）町

゜
S 56年一部発掘調査。
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第3章調査の内容

第 3章調査の内容

第 1節遺跡 の概要

西善尺司遺跡では、縄文時代から近世に至るまで

の多くの遺構・遺物が検出された。本章では、検出

された遺構・遺物を縄文時代、古墳時代、奈良•平

安時代、中・近世に時代区分し掲載する。また低地

部に関しては別に項を立て述べる。本節では、西善

尺司遺跡全体についての概要を述べる。

縄文時代（第 2節） 縄文時代に属する明確な遺構は

検出されなかったが、唯一III区で石器製作趾と考え

られる石器の集中部を 1ヶ所検出した。石器集中部

は5X6mの範囲に、総点数77点の石器が分布して

いた。石材構成は黒色頁岩が主体である。土器を伴

わないため遺構の時期については断定し得ないが、

チャート製の石鏃が 1点出上しておりその形態から

縄文時代前～中期と考えられる。

なお、本遺跡では旧石器時代の調査として、各調

査区の微高地を試掘した。地表下約1.8~2.0m付近

に浅間一板鼻黄色軽石（As-YP)の一次堆積層を確

認した。下位には泥炭層が形成されており、中から

自然木を検出したが、旧石器時代の遺構・遺物は検

出されなかった。

古墳時代（第 3節） 古墳時代の遺構は、方形周溝墓

14基、竪穴住居 2軒、井戸 1基、土坑10基、溝 3条、

溝状遺構 1基を検出した。

方形周溝募群は遺跡内を流れる 2筋の小谷に挟ま

れた狭い微高地上に群集していた。中でも 6号方形

周溝墓は、周溝を含めた規模は20mを越える大規模

なものである。 7号方形周溝墓では中央に主体部と

考えられる土壊を検出した。検出した方形周溝墓の

全ては、 3世紀後半に降下したと考えられる浅間C

軽石（As-C)を多く含む黒色土によって埋まってお

り、埋没土と出土した土器から方形周溝墓群の造営

時期はAs-C降下後の古墳時代前期 (4世紀前半

～中葉）と考えられる。
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第1節遺跡の概要

奈良•平安時代 （第 4 節） 奈良 • 平安時代の遺構は、

竪穴住居46軒、掘立柱建物、溝、土坑等を検出した。

平安時代の住居群は、西台地と特に中央台地に集

中している。住居は、 20~30cmの掘り込みを持ち、

東壁に鼈を設置する当該時期に典型的な住居形態で

ある。出土した土器から集落の継続期間は 8世紀後

半～10世紀後半頃まである。

中・近世以降（第 5節） 中近世以降の遺構は、館 4

軒、井戸27基、火葬墓 2基、掘立柱建物、溝、土坑

等を検出した。

IV区4号館は、四辺を堀で囲続しておりその規模

は北辺約34m• 東西辺約42m • 南辺推定約19m と本

遺跡最大である。堀の深さは最大で幅2.5m・深さ

1.5mの断面V字形で、いわゆる薬研堀である。堀断

面の土層観察から内部に土塁があったと考えられる。

15軒程の掘立柱建物が想定できるが、堀と同時期で

あるかはっきりしない。館の性格 ・造営主体などは

不明である。供伴する遺物もほとんどなく、築造年

代は不明である。なお、館内部からは200以上を越え

る土坑 ・柱穴等を検出した。

低地部（第 6節） I区と II区ではそれぞれ 2筋の

小谷を検出し、 As-C、榛名一ニッ岳降下火山灰 (Hr

-FA)、浅間 B軽石（As-B)の一次堆積層を確認し

た。 As-C層下では水田は検出されなかったが、 Hr

-FA層下からは極小区画水田を、 As-B層下では条

里制水田を検出した。本遺跡では、開田当初は小谷

内部の狭い範囲で行われていた水田耕作が、漸次台

地部へと拡大していく様子が確認できた。

以上、西善尺司遺跡は縄文～中 ・近世に至る複合

遺跡であり、また台地と低地部の両方を調査するこ

とができた希な遺跡である。今まで発掘例の少なか

った前橋台地東部地域の様相を示す一例となる遺跡

であろう。
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第10図西善尺司遺跡全体図
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第 3章調査の内容

第 2節縄文時代の 遺 構と 遺 物

1．概要

本遺跡は、前橋台地の末端部に位置している。遺

跡地周辺は、昭和40年代の圃場整備によって一面の

水田地帯となっているが、本来は、水田が営まれる

低地と、集落の立地する微高地が混在する景観であ

った。

調査区内は、大きく低地と微高地部分に分けられ

る。 I区から II区の西側にかけて微高地が広がり 、

I区西側には狭い谷が南北に入る。 II区にはやや幅

の広い低地が広がっており、 III区からIV区にかけて

は再び微高地となる。 II区の低地部分では、浅間C

軽石（以下As-C)が認められ、その下位には厚く泥

炭層が堆積している。長く湿地のような環境にあっ

たものと考えられる。一方、 I区西側の低地では、

As-C下の泥炭層下は砂礫層となっており 、古い河

道と考えられる。現在、本遺跡の西側には端気川が

流れており、その古い流路の一つであろうか。微高

地では、浅間ー板鼻黄色軽石（以下As-YP)が堆積

していたが、その下位は砂やシルトの互層になって

おり、一部泥炭層も認められた。 As-YP層の直上

でも水流による攪乱を受けた痕跡があり、しばしば

河川の氾濫に見舞われるような環境であった。ただ

し、隣接する徳丸仲田遺跡で発見された草創期の石

器製作趾や、本遺跡III区の石器集中部の存在から、

縄文時代初頭までには、安定した微高地となってい

たようである。

ここでは、縄文時代に属する明確な遺構は発見さ

れていない。唯一、 III区の微高地上で、石器製作趾

と考えられる石器の集中部が見つかっているだけで

ある。ただし、当該期の遺物は、 I区西側の旧河道

と、その東側、 I区から II区の西側にかけて広がる

微高地を中心に出土している。水流による円磨もさ

ほど受けておらず、近隣の地域における縄文時代遺

跡の存在を示唆している。

なお、微高地では旧石器の試掘調査を行ったが、

遺物は出土しなかった。
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第2節縄文時代の遺構と遺物

2. 石器集中部

III区中央付近の北側に所在する。 5X6m程の範

囲に、合計81点の石器が分布していた。

石器の分布していた地点は、比較的幅の広い微高

地上にある。北から南に向かってごく緩やかに傾斜

しているが、集中部のあたりで傾斜がややきつくな

っているようである。

石器は、 As-C混じりの黒色土を除去した段階で

発見された。中央部に分布が集中しており、周辺は

疎らである。出土層位は 2層で、最大20cm程の上下

差をもって出土したが、大半は10cm程の範囲に納ま

る。平面分布、垂直分布から見て、全て同時期の遺

物と判断される。

遺物は石器のみで、土器の共伴はない。全81点の

内訳は、石鏃、敲石各 1点、 石核 4点、二次加工あ

る剥片 3点、剥片44点、砕片28点である。

石鏃は、チャート製の凹基無茎鏃で、両面前面を

丁寧に調整してある（第12図 1)。分布の周辺部から

の出土で、製作に関連する剥片や砕片類はなく、完

成した状態で遺跡外から搬入されたものである。敲

石も周辺部からの出土である。

この他の石核と剥片類は、すべて同一母岩に含ま

れる。石材は黒色頁岩。全79点中、 29点が接合し、

3つのまとまりに復元することができた。以下、各

接合資料について述べる。

接合資料ー 1 （第13~15図）

原石

ロ2-3-4 f3;,口］言＋10-11

*1□□―゚21-22
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第11図 西善尺司遺跡縄文時代遺構概念図

17 
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第12図 西善尺司遺跡石器集中部と出土遺物

本資料は、 3点の石核（11、15、22) と剥片19点、

合計22点からなる。接合状態での大きさは、長さ19.2

cm、幅12.4cm、厚さ6.6cm。大きく 2個体に分けられ

るが、一方に属するのは 1の剥片のみである。 1の

打面が分割面で、同一個体の他の部分は確認できな

18 

かった。遺跡外に搬出されたものと思われる。もう

一方の個体では、分割面を打面として複数の剥片を

剃離 (2、3）、その後打面と作業面を入れ替えて複

数の剥片を剥離した後、再び打面と作業面を戻して

複数の刻片を剥離 (5~11、13)。以後、同様の工程



を繰り返し (14、15、16~22)、石核は遺跡外に持

ち出される。剥離された剥片も、かなりの量が搬出

されている。

大型の剥片のうち、 11、15、22の石核を含む個体

では、遺跡内で剥片剃離を行っている。 15と22では、

剥片の表裏を打面と作業面として設定し、交互に入

れ替えながら小型の剥片を剥離する。残核は、チョ

ッピングトゥール状になる。剥片、石核ともに遺跡

内に残され、どちらも積極的にトゥールの素材とし

て利用している痕跡はない。

また、 2の剥離以前に、個体の表面側で、右側面

を打面として、 12を含む複数の剥片が剥離されてい

る。一連の剥離と思われるが、 11、13、14との厳密

第 2節縄文時代の遺構と遺物

な前後関係は不明である。

接合資料ー 2 （第16• 17図）

分割礫？ 一lー（打面 ・作業面転移）ー 2-3-4

剥片 4点からなる。素材は分割礫と思われ、 1を

剥離した後に打面と作業面を転移し、複数の剥片を

剥離している (2~4)。石核は遺跡外に持ち出され

る。

接合資料ー 3 （第17図）

分割礫？ー 1ー（大型剥片剥離）ー 2-3 

石核 1点と剥片 2点からなる。素材は板状の分割

礫と思われる。打面と作業面を交互に入れ替えなが

ら剥片を剥離（1)、大型の剥片を別個体として小型

の剥片剥離を行っている（2)。石核は遺跡内に廃棄

接合資料ー1

こ 。
1 : 2 5cm 

第13図接合資料ー1(1) 
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第3章調査の内容

される (3)。接合資料ー 1と同様の剃片剥離工程を

示し、同一個体から剥離された剥片や大本の石核は

遺跡外に持ち出されている。

このような接合資料の状況から、遺跡内における

剥片剥離工程について考察する。

接合資料に残された自然面の状況から、原石の形

状は角のとれた柱状とわかる。この原石を輪切りに

するように分割し、それぞれの個体において剥片剥

離を行っている。板状に分割された個体では、初め

に平坦な分割面を打面として設定した後、打面と作

業面を交互に入れ替えながら剥片を剥離。石核は、

チョッピングトゥール状を呈するものと考えられ

る。剥片類は、すべて同一母岩であるにもかかわら

ず、接合率は36.7％と決して高くない。接合資料に

も抜けている部分がかなりあることから、分割され

た個体や剥片の大半が遺跡外へ持ち出されたものと

考えられる。遺跡に残されたもののうち、大型の剃

片については別個体として小型の剥片を剥離、石核

は廃棄される。この際にも、大型の剥片剥離と同様

の工程を示す。大型、小型の剥片ともに調整加工を

施されるものはなく、 トゥールを製作した痕跡は認

められない。

以上から、ここでの作業は、単独の母岩を持ち込

んで、 トゥールの素材となる剥片を集中的に剥離し

ていたことがわかる。剥片剃離工程は母岩の分割と

素材生産のみで、製品作製までの一貫した石器製作

は行われておらず、生産された剥片は遺跡外に搬出

されている。おそらく、遺跡周辺の小河川から原石

を採取し、 トゥールの素材として利用可能な剥片の

みを集落に持ち帰ったのであろう。

3.縄文時代遺構外出土遺物

I区から II区にかけての微高地を中心に、縄文時

代の遺物が出土している（第18図）。

l~4は縄文土器である。いずれも小破片であり、

全体の形状や文様構成は不明確であるが、主に中期

の深鉢形土器と判断できる。いずれも I区から見つ

かっている。

5~7は石鏃である。いずれも表裏全面を丁寧に

調整されている。 5は凸基有茎鏃であるが、茎部を

欠損している。石材は黒曜石。 6は凹基有茎鏃で先

端部欠損。石材は黒色頁岩。 7は凸基有茎鏃で、茎

部を欠損する。石材は黒色頁岩。 5はIV区、他は I

区からの出土である。

8~10はスクレイパー。 8は薄手の横長薄片の打

面側に調整を加えて刃部を作出している。石材は黒

色頁岩である。 9は縦長薄片の左側裏面に、やや不

規則な調整を加えている。石材は黒色頁岩。 10は、

薄手の横長剥片のほぼ全周に調整を加え、器体端部

の裏面に、急角度の刃部を作出している。刃部には

再調整が施され、器体の長さを減じている。石材は

灰色安山岩。 8はI区、 9はIV区、 10がII区からの

出土である。

11~13は打製石斧である。 13は刃部を欠損してお

り、形状は不明。 11• 12はバチ形である。 11は横長

゜
1:2 5cm 

第16図 接合資料一2
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剥 片を素材とし、表面に自然面を残す。調整は側辺

両 面と刃部に施され、両側がやや内側に湾曲するよ

うに整形される。 刃部の裏面に、使用による摩耗が

みられる。石材は細粒安山岩。 II区出土。 12は、器

体の両側に主に調整が施される。刃部側が薄い素材

剥 片の形状を生かし、刃部にはほとんど調整が加 え

られない。全体に摩耗しているが、刃部付近と基 部

の 裏面両側に特に強い摩耗が認められる。石材は 灰

色安山岩。 I区出土。 13は、偏平な円礫を素材とす

石器集中部出土石器観察表

番号
種類 出土状況 寸 法

I石材器種 残存状況 (cm、g)

1 石鏃 石器集中部 長 2.30 幅 1.30|チャート

完形 厚 0.40 重1.34

縄文時代遺構外出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調

器種 位置 (cm) ③胎土

1 縄文土器 K•L 口径ー ①酸化焔

85~87 底 径 一 ② -

グリッド 器高一 ③ ― 

2 縄文土器 I区 口径 一 ①酸化焔

表面採集 底 径 一 ② -

器高 一 ③ ― 

3 縄文土器 1-B区 口径ー ①酸化焔

J -89 底径ー ② -

グリッド 器 高 一 ③ ―・ 

4 縄文土器 1号住居 口径ー ①酸化焔

埋没土中 底 径 ー ② -

器高 一 ③ -

番号
種 類 出土状況 寸 法

石材
器種 残存状況 (cm、g)

5 石鏃 S-40グリッド 長 250 幅 150 黒曜石

一部欠損 厚 0.60 重 0.97

6 石鏃 12号住居 長 3.20 幅 1.50 黒色頁岩

一部欠損 厚 060 重 199 

7 石鏃 6号方周 長 320 幅 130 黒色頁岩

一部欠損 厚 0.50 重1.24 

8 スクレイパー K-77グリッド 長 8.10 幅 4.10 黒色頁岩

完形 厚 0.90 重 28.00， スクレイパー IV区S-26グリ 長 7.60 幅 4.50 黒色頁岩

ッド、完形 厚1.40 重 53.00

10 スクレイパー 遺構外ー 3 長 6.70 幅 4.20 灰色

完形 厚1.20 重 28.00 安山岩

11 打製石斧 II区倒木痕 長 9.80 幅 4.40 細粒輝石

完形 厚 140 重 6600 安山岩

12 打製石斧 I区包含層 長 11.70 幅 560 灰色

完形 厚 2.00 重10000 安山岩

第 2節縄文時代の遺構と遺物

る。調整加工は周辺部に限られ、表裏両面に自然面

を残す。石材は硬質泥岩。 I区出土。

以 上の 遺物 は、 土器 の他 は明 確に 所属 時期 を特 定

で き る も の は な い 。 概 ね 、 土 器 と 同 じ 中 期 の 所 産 と

考えて矛盾がないものと思われる。ただし、 I区出

土の 2点の石鏃 (6 • 7) については、形状からよ

り古い年代が与えられる可能性がある。隣接する徳

丸仲田遺跡で草創期の遺物が出土していることか

ら、同時期の遺物とも考えられよう。

特 徴

凹基無茎鏃。表裏全面に細かな調整加える。

成 ・整形技法の特徴

（器形 ・文様の特徴）

外面に縄文施文。半戟竹管による沈線あり。

縄文施文あり。

摩耗が激しく、調整不明。

摩耗が激しく、調整不明。

特 徴

残存状態

備 考

体部破片

体部破片

体部破片

体部破片

突基有茎鏃。表裏全面に細かな調整を施す。茎部欠損。

凹基有茎鏃。表裏全面に細かな調整加える。先端を一部欠損。

突基有茎鏃。長さに比して幅の狭い、細身の形状呈する。表裏全

面に細かな調整施す。茎部欠損。

横長の剥片を素材とし、表裏両端に調整加え刃部作出。刃部わず

かに摩耗。

縦長剥片を素材とする。器体左側の腹面に、やや不規則な調整加

え刃部作出。刃部にわずかな摩耗認められる。

横長剥片素材。器体両側の表裏と先端裏面に調整加える。先端の

調整は、やや急角度になっている。

剥片を素材とし、両側の両面に調整加える。刃部は丸く広がり、

撥形の形状を呈する。刃部付近に摩耗認められる。

剥片素材。両側両面に調整。側辺が先端部に向かって直線的に広

がる。全体に摩耗激しいが、刃部付近が顕著。

13 打製石斧 L-91グリッド 長 11.60 幅 7.50 硬質泥岩 盤状の円礫を素材とし、周辺両面に粗い調整加える。刃部欠損。

刃部欠損 厚 2.50 重264.00
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第 3章調査の内容

石器集中部石器属性表

遺物
器 種

重籠

N(l (g) 

1 欠番 欠番

2 剥片 4.21 

3 砕片 0.28 

4 砕片 1. 41 

5 剥片 3 10 

6 剥片 20 00 

7 砕片 1.80 

8 剥片 122.00 ， 砕片 0 10 

10 砕片 0.31 

11 RF 26.09 

12 砕片 2.09 

13 砕片 2.25 

14 砕片 0.52 

14-1 砕片 0.31 

15 RF 13.15 

16 砕片 1.17 

17 剥片 5.37 

18 剥片 21.26 

18-1 剥片 2 06 

19 剥片 3.50 

20 剥片 40.87 

21 敲石 407 00 

22 砕片 0 62 

23 石鏃 1.34 

24 剥片 15 47 

25 砕片 0.86 

26 剥片 2.49 

27 剥片 6.96 

28 剥片 43.22 

29 剥片 3.38 

30 剥片 4.12 

31 剥片 3.86 

32 剥片 31. 70 

33 剥片 33.73 

34 剥片 7.07 

35 剥片 20.64 

36 剥片 12.90 

37 剥片 11.40 

38 剥片 15.74 

39 剥片 10 58 

39-1 剥片 6.47 

40 剥片 3.30 

40-1 剥片 0. 77 

41 剥片 10.22 

42 剥片 6.27 

43 剥片 38. 74 

44 剥片 5.45 

44-1 剥片 0.61 

45 剥片 13.49 

46 石核 208.90 

47 石核 141.19 

48 剥片 37.32 

49 剥片 39 10 

50 石核（？） 146 65 

51 石核 111. 80 

52 剥片 4. 70 

53 砕片 0.54 
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掲載

Nu 

接 1-19 

接 1-2

接 3-1 

接 3-2

接 1-17 

接 2-3

接 1-16 

接 1-12 

接 2-1 

接 1-6

接 1-13 

接 1-5

接 1-19 

接 1-18 

接 1-22 

接 1-4

接 1-8 

接 1-14 

接 1-11

接 3-3

接 1-3

接 1-1 

接 1-15 

接 1-22 

接 1-20 

石 材 x座標 Y座標 z座標
長さ 幅 厚さ

(cm) (cm) (cm) 

黒色頁岩 37246.08 63715.81 74. 462 

黒色頁岩 37246.22 63715.83 74.478 

黒色頁岩 37246.88 63715.67 74.496 1 4 1.0 0.2 

黒色頁岩 37247.18 63715. 78 74.485 3.3 2.6 1.2 

黒色頁岩 37246.84 63714. 70 74.514 4 4 2.3 0.3 

黒色頁岩 37246.84 63714. 34 74.542 3.4 1.6 0 6 

黒色頁岩 37246.89 63714. 36 74.542 2.6 2.0 0.6 

黒色頁岩 37246.68 63714.14 74.507 6.5 8.3 3.3 

黒色頁岩 37246. 72 63714. 09 74. 540 1.0 0.7 0.2 

黒色頁岩 37246.84 63714.04 74. 515 1. 7 1.0 0 2 

黒色頁岩 37246.67 63713.84 74. 516 5.3 5 3 1.1 

黒色頁岩 73245 64 63713.19 74.472 2.0 2 4 0.6 

黒色頁岩 37246.69 63712.98 74.502 2.7 5.2 1 2 

黒色頁岩 37246. 70 63712. 92 74.500 1. 7 1.0 0 2 

黒色頁岩 37246 70 63712 92 74.500 1.2 0 8 0 4 

黒色頁岩 37247 04 63712. 48 74.520 5.2 2.8 1.1 

黒色頁岩 37247. 42 63712 81 74. 512 2.2 1 6 0.3 

黒色頁岩 37247 38 63712.65 74 532 2.8 2 5 0.8 

黒色頁岩 37247. 80 63712.46 74.548 4.8 4 2 1.1 

黒色頁岩 37247. 80 63712.46 74.548 4.3 2.2 1.1 

黒色頁岩 37247. 75 63711. 02 74 556 2.8 2.3 0.5 

黒色頁岩 37248.10 63710. 78 74.538 7.7 4 3 1. 2 

不 明 37248. 76 63711. 52 74 522 

黒色頁岩 37248.48 63712. 52 74 535 1.6 1.4 0.3 

チャート 37248.90 63713.14 74.510 2 5 1 6 0.5 

黒色頁岩 37249.22 63713. 53 74.496 4 2 4.0 0.7 

黒色頁岩 37248.66 63713. 66 74.528 2.2 1.0 0.3 

黒色頁岩 37248.14 63713.54 74. 564 3 7 1.6 0.4 

黒色頁岩 37248.04 63713.68 74.530 4.1 2.8 0.7 

黒色頁岩 37247.92 63713 67 74.552 4 6 6. 7 1.3 

黒色頁岩 37247. 74 63713.54 74. 526 3.6 1. 9 0.7 

黒色頁岩 37247.68 63713 48 74.556 2 9 2.6 0.4 

黒色頁岩 37247 64 63713 46 74.555 3 3 2.2 0.5 

黒色頁岩 37247.12 63713 70 74. 522 4 0 4.4 1.5 

黒色頁岩 37247. 32 63713. 78 74. 544 6.0 4.5 1.3 

黒色頁岩 37247 30 63714.12 74.546 3.4 3.0 0.6 

黒色頁岩 37247 30 63714 20 74. 518 2.3 6.2 1.6 

黒色頁岩 37247.16 63714. 34 74.548 4 6 4.2 1.1 

黒色頁岩 37247 09 63714 41 74. 526 3 5 4.4 0.8 

黒色頁岩 37247 16 63714.43 74. 544 5.0 5.4 1.3 

黒色頁岩 37247. 35 63714. 32 74.526 5.1 2.9 0.7 

黒色頁岩 37247. 35 63714.32 74.526 4.3 1.8 0.7 

黒色頁岩 37247.39 63714. 28 74. 530 2.5 2.1 0.5 

黒色頁岩 37247.39 63714. 28 74.530 1.8 0.7 0.6 

黒色頁岩 37247.39 63714. 42 74.532 3.1 2.4 1.2 

黒色頁岩 37247.66 63714. 64 74 526 4.2 2.0 0.9 

黒色頁岩 37247.48 63714. 08 74.516 4.3 6.4 1 6 

黒色頁岩 37247.53 63714. 04 74.524 3.5 1.5 0 9 

黒色頁岩 37247.53 63714. 04 74.524 2.0 1.0 0 4 

黒色頁岩 37247.56 63714.11 74 518 4.7 3.1 0.7 

黒色頁岩 37247.60 63714.14 74 530 7.8 8 0 2 3 

黒色頁岩 37247. 64 63714.16 74. 512 8.0 8 8 1 6 

黒色頁岩 37247 69 63714.10 74. 532 4.3 7.2 1 5 

黒色頁岩 37247 70 63714 04 74.530 6 8 4.7 1.4 

黒色頁岩 37247 70 63713 98 74.520 7 3 8.1 2.7 

黒色頁岩 37247. 55 63713. 91 74.536 6.5 9.8 1.8 

黒色頁岩 37248. 78 63713. 82 74. 520 2.0 3.2 0. 7 

黒色頁岩 37247. 82 63713.82 74. 514 1.8 0.8 0.4 



第 2節縄文時代の遺構と遺物

遺物
器 種

重量 掲載
石材 x座標 Y座標 z座標

長さ 幅 厚さ

No (g) N()_ (cm) (cm) (cm) 

54 剥片 6.05 接 2-4 黒色頁岩 37247.84 63714.14 74.500 2.7 3.9 0 9 

55 砕片 0 97 黒色頁岩 37247. 90 63714.18 74.518 2 1 1.3 0.5 

56 砕片 0.73 接 1-9 黒色頁岩 37247 91 63714.14 74.516 1 0 1 8 0.4 

57 剥片 8.94 黒色頁岩 37248.04 63713.85 74.504 

58 剥片 4.99 黒色頁岩 37248.11 63714.20 74.498 2.8 2.7 0.6 

59 砕片 0.54 黒色頁岩 37247.58 63714.80 74.474 1. 9 1.1 0.2 

60 砕片 1 68 黒色頁岩 37248.16 63715.13 74 526 2 8 1.6 0.5 

61 砕片 0 24 黒色頁岩 37247.84 63715.09 74. 528 1.4 0.5 0.3 

62 剥片 3 02 黒色頁岩 37248.24 63715. 31 74.524 3.4 1.6 0.6 

63 剥片 73.45 接 2-2 黒色頁岩 37249.57 63716. 30 74. 495 6.0 7 8 2.4 

64 剥片 8.42 黒色頁岩 37248 13 63714 74 74.505 3.6 2.6 0.7 

65 砕片 0.66 黒色頁岩 37248 43 63714 73 74.506 1.6 0.9 0 4 

66 砕片 1.29 黒色頁岩 37249.24 63714. 02 74 512 2 1 1.6 0.3 

67 砕片 1.52 黒色頁岩 37245.80 63716. 50 74.418 2 5 1.8 0.6 

68 砕片 2 19 黒色頁岩 37248.30 63714. 94 74 488 2.2 1 5 0.7 

69 砕片 2 26 接 1-10 黒色頁岩 37249. 94 63711. 57 74. 482 3.0 1.6 0.6 

70 FR 5. 91 接 1-21 黒色頁岩 37248. 78 63714. 39 74. 482 2.4 3.4 1.0 

71 砕片 0.98 黒色頁岩 37245 50 63715.06 74. 419 1. 7 1.5 0 5 

72 剥片 3.78 黒色頁岩 37247.24 63715 82 74. 447 3.0 2.1 0. 7 

73 砕片 0.64 黒色頁岩 37249. 77 63711. 28 74.350 1 7 1.6 0.3 

74 剥片 2.87 接 1-7 黒色頁岩 37249. 27 63713.19 74.470 2.9 2 0 0.6 

75 砕片 2.25 黒色頁岩 37246. 77 63713. 20 74 452 2.5 1 6 0.5 

76 剥片 1. 81 黒色頁岩 37250.11 63715. 66 74 478 2.4 2.0 0.3 

77 砕片 0.97 黒色頁岩 37246.42 63713.80 74.465 1. 4 1.5 0 5 

77-1 砕片 0 30 黒色頁岩 37246. 42 63713. 80 74. 465 1.3 1.0 0 2 

※ FR:二次加工のある剥片
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第 3章調査の内容

第 3節古墳時代の遺構と遺物

1.概説

古墳時代の西善尺司遺跡の地形は、小谷が網流し

台地と低地が入り組む複雑な地形となっている。遺

構は台地部と低地部から検出されているが、特に I

• II区の台地部に集中している。

台地部からは、方形周溝墓14基、竪穴住居 2軒、

井戸 1基、土坑10基、溝 3条、溝状遺構 1基、低地

部からは、 As-C下谷とHr-FA下水田を検出した。

なお、 As-C下水田とHr-FA下水田については第 6

節低地部の遺構と遺物を参照されたい。

方形周溝墓群は、西谷右岸に 3基、西谷と東谷に

挟まれた狭小な台地に11基検出された。概ね北東に

主軸をあわせ、 2基を 1単位として、平行する周溝

中央部を連結させる群集のタイプを成している。周

溝は全周するするものがほとんどであるが、 7号方

形周溝墓は隅が一部切れていた。規模は20mを越え

るものから 5m程の小さいものまで様々である。す

べての方形周溝墓は 3世紀後半に降下した浅間C軽

石(As-C)を多く含む黒色土によって埋没しており、

As-Cの一次堆積は認められなかった。よって方形

周溝墓の造墓時期は、 As-C降下後の 4世紀前半か

ら中葉頃と考えられる。このことは出土した土器と

も矛盾しない。

竪穴住居は、 2軒検出された。方形周溝墓群に非

常に隣接しており、 2度の里複が認められた。 2軒

ともAs-Cを含む黒色土で埋没しており、下層の住

居の年代ははっきりしないが、上層の住居の年代は

出土遺物からも 4世紀前半～中葉に求め られる。概

ね方形周溝墓の造営期間と一致しており、その立地

と併せて興味深い。 38号住居からは畿内系土器が出

土している。

土坑の分布はIV区に集中する傾向にある。 IV-A

区102号土坑は、長軸3.12m、短軸1.86mの規模を持

つ。埋没土にはAs-Cを多く含む黒色土が含まれて

いる。下層から S字甕が出土しており、 4世紀中葉

の遺構と考えられる。
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IV-A区115土坑は直径約1.30mの規模をもつ。埋

没土中から土師器模倣坪が出土し、 6世紀後半の遺

構と考えられる。

溝は東谷で検出されている。 II-B区13号溝は、

東谷左岸の縁辺部を谷の地形に沿って南流してい

る。出土遺物から、 6世紀後半頃の古墳時代後期に

は既に掘削・使用されていたと考える。

溝状遺構はIII区で検出されている。遺構の性格に

ついてははっきりしない。しかし、埋没土には多量

のAs-Cが含まれており、また出土した若干の土器

片から、 As-C降下前後の古墳時代前期の遺構であ

るとの調査担当者の所見を得た。

風倒木痕は、調査時には遺構の性格が不明であり、

風倒木痕と考えて調査を行った。その後、 III区で溝

状遺構が検出され、遺構の形状や埋没土から同様の

遺構であると考えられる。埋没土にはAs-Cがレン

ズ上に堆積していた。埋没土からは樽式土器甕が出

土している。

／ u 

/ 」|

60 55 50 45 

第 3節古墳時代の遺構と遺物

西善尺司遺跡では、 As-C降下後の古墳時代前期

を契機に、集落や方形周溝墓、水田耕作などが開始

される。これは本遺跡のみならず、前橋台地東部の

周辺遺跡についても同様である。

このことは、本遺跡北方約1.5kmに位置する県内

最古の前方後方墳である前橋八幡山古墳、同じく県

内最古の定型化した前方後円墳である前橋天神山古

墳の造墓時期と概ね一致しており、初期大型墳の造

墓と周辺地域の開発が読みとれる。

なお、古墳時代中期の顕著な遺構や遺物は、検出

されていない。また古墳時代後期の遺構は、 Hr-FA

降下時の 6世紀前半では、低地部から水田は検出さ

れるが、台地上の遺構は大変希薄である。

゜＼ ゜ ＼ 

゜ぶ

゜

40 35 30 25 

第19図 西善尺司遺跡古墳時代遺構概念図
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第 3章調査の内容

2.住居

II-B区37号住居

位置J• K-85 • 86 写真 PL5~7

形状 一辺を南北方向にする大形隅丸正方形を呈

する。周壁は直線的に掘られている。規模は、長軸・

短軸ともに5.4mである。

面積 25.6面 方位 N-14'- W

重複 38号住居を掘り込んでいる。

埋没土 As-Cを含む黒色土・黒褐色土で埋まって

いた。埋没土には多くの焼土 ・炭化材が含まれてい

た。特に床面近くには焼土とローム粒が広がり、上

層には住居の構築材と考えられる炭化材が出土した。

床 面 削平のため住居の掘り込みは浅く、遺構確

認面から約16cm掘り込んで構築面とする。構築面は

凸凹しており中央がやや低い。北壁中央部とp2付

近に床下土坑を検出した。この面に厚さ約10cmの貼

床を施し生活面とする。深さは 6cmである。生活面

は平坦で硬く締まっていた。

炉 住居中央ややp4寄りに炉と考えられる施設

を検出した。焼土の残存状況が悪く範囲は明確では

なかったが、付近から礫が 1点出土しておりこれが

炉の南端とも考えられる。

周 溝北西隅から北東隅 ・東壁中央の一部 ・南東

隅に幅14~20cm・深さ約 8cmの周溝を検出した。西

壁では重複のため検出できず、南壁でははっきりし

なかった。周溝の埋没土からは土器片・礫がまとま

って出土した。

貯蔵穴検出されなかった。

柱 穴 4本の主柱穴を検出した。各柱穴は住居の

対角線上に位置する。規模は以下のとおりである。

p 1 直径 60x 34cm 深さ 50cm

P2 直径 35X 23cm 深さ 64cm

p 3 直径 40X40cm 深さ 56cm

p 4 直径 32X30cm 深さ 46cm

迫物 100点余りの遺物が出土している。遺物は

北側に集中する傾向にある。 S字状口縁台付甕（1）、

土師器高坪(2)・器台（3）は底面からまとまって出土

した。 (2)は畿内系の高坪である。炉の周囲からは用

途不明の石製品(5)が出土している。

所見 出土遺物から、古墳時代前期(4世紀中葉）

の焼失家屋と考えられる。

炉

G
 竺 G' 

G
 

2 3 ー 4 G ’ 

L=74.60 

炉 G-G'

1.暗褐色土 白色土粒 ・焼土粒を極少黛含む。やや締まりあり。

2.焼土ブロック。使用面。

3.褐色土＋ロームプロック 焼土粒を中央に多く含む。締まりあり。

4. 2層に似るが焼土粒が含まれない。 2層とは漸移的に変化。貼床。

。
1:30 lm 

第20図 II-B区37号住居炉
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物
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住居 A-A' B-B' 

1. 黒色土 As-Cを含む黒色土。炭化物

A' 粒・焼土粒を含む。土器片出土。住居埋没土。

- 2,黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム

小プロック・炭化物粒 ・焼土粒を含む。住

居埋没土。

2b,黒褐色土 2に似るが黒褐色土がやや

多い。周溝埋没上。

3. 黒褐色土 As-C・焼土 ・ローム粒を

含む。 2に似るが色調が黒い。貼床。

4a.黒褐色土 As-Cを含む。 2に似るが

ロームプロック主体。床下土坑埋没土。

4b.黒褐色土 As-Cを含む。 2に似るが

ローム粒が多い。床下土坑埋没土。

5.黄褐色土 ローム主体。

6 • 7 38号住居埋没土

p 2 セクション

1.褐色土＋黄橙色土締まりあり。

2.暗褐色土 ローム粒 ・白色土粒を少鼠

含む。 1層より締まりなし。

3.暗褐色土＋ローム 締まりなし。

P3 セクション

1.褐色土＋黄橙色土締まりなく下層に

空洞あり。ノロ・木の皮が混じる。

2.暗褐色土＋ローム 1層より締まりな

し。

3.黄橙色上＋ローム

p 4 セクション

1. 暗褐色土 ローム粒を多量に含む。下

層ほど締まりなし。

2.暗褐色土＋ローム。締まりあり。

締まりあり。

゜
1:60 4m 

第21図

L~74.60 

II-B区37号住居生活面
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第 3章 調査の内容

ltT1 構築面 叫 吋
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H_ 
H' 床下土坑 H-H' 

1.黒褐色土 ローム粒 ・白色土粒（As-C)を多く含む。締まりあり。

焼土 ・炭を少塁含む。

2.黄褐色土 ロームプロック主体。黒褐色土を含む。締まりあり。

3.黒褐色土＋ロームプロック 2層に似るが、ロームブロックが多い。

締まりあり。

焼土プロックを多く含む。締まりややなし。

ロームプロック主体。土質粗く、もろい。

4. 黒褐色土

5.黄灰色土
L=74.60 

゜
1:30 lm 

第22図 II-B区37号住居構築面
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物
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第23図 Il-B区37号住居出土遺物

II-B区37号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 北東隅 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 外面体部下位斜縦方向ハケメ。台部上位斜縦方向ハ 体部下位～

s字状口縁 床上 底径 104 ③粗細砂 ・角閃石 ・ ケメ後一部ナデ消し、矢羽状にする。下位ナデ。 台部残存

台付甕 +0.6cm 器高一 赤色鉱物粒を含む。 内面 体部下位ナデ。接合部砂礫充填。台部上位指ナ

デ。下位ナデ。端部折り返し。

2 土師器 北東隅 口径 169 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 坪部ハケメ後、ナデ。口縁部横ナデ。面を持つ 口～脚部2/3

高坪 床上 底径 124 ③粗細砂 ・角閃石 ・ ナデ。柱状～裾部縦方向細かい(12本／cm)ハケメ後、 残存

+10cm 器高 114 白・赤色鉱物粒を含 裾部横ナデ。透孔 3カ所（直径12cm)あり。内面坪

む。 部細かい横方向ハケメ後、口縁部横ナデ。柱状部、柱

実。裾部ハケメ ・指頭による調整。裾部横ナデ。

3 土師器 北東隅 口径一 ①酸化焔②鈍い橙～ 外面 受部ナデ。脚部細かい縦方向箆磨き。 3分割の 脚部破片

器台 床上 底径一 褐③細砂 ・角閃石・ 位置に透孔 3カ所（直径1.2cm)あり。

+10cm 器 高 一 赤色鉱物粒を含む。 内面上位箆ナデ。中位絞り痕有り。下位ナデ。

4 土師器 南東隅 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 外面 台部横ナデ ・指頭による調整。 台部破片

台部？ 床直 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 台部横ナデ。煤けている。

堀方床直 器 高 一 白色鉱物粒を含む。

5 石製品 炉周辺 長一 幅ー 凝灰質 破損のため形状不明。中央部に表面からの穿孔有り。

不明石製品 破片 厚 一 重 9.33 シルト岩

6 石製品 炉内 長 30.0幅一 粗粒輝石 盤状の円礫。表裏に使用による摩耗がみられる。器体右側 3分の 1

台石 2/3残存 厚 7.3重 78900 安山岩 ほどを欠く。炉石に転用されていた。
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第 3章調査の内容

II-B区38号住居

位置 K • L-85 • 86 写真 PL7・8

形状重複のためはっきりしないが、短辺を南北

方向にする大形隅丸長方形を呈すると考えられる。

周壁は中央部がやや外に膨む。規模は、長軸5.7m • 

短軸4.9mである。

面積計測不 能 方位 N-8°-W  

重複 II-B区37号住居に掘り込まれている。

埋没土 炭化材・焼土・ As-Cを多く含む黒色土で

埋まっていた。特に床面には焼土 ・灰が広がってお

り、上層には住居の構築材と考えられる炭化材が放

射状に出土した。樹種同定の結果、全てクヌギ節で

あることが判明した。（第 4章第 3節参照）

床面検出した範囲では、遺構確認面から15cm掘

り込んで構築面とする。この面に約 8cmの貼床を施

生活面
叫 昇 lm

L-86 

cっ

゜

P4⑮ 

匂

員

）

四

+

』

]

•,s,0 

｀ 
゜

し生活面とする。深さは 7cmと浅い。

炉 残存する範囲では検出されなかった。

周 溝残存する範囲では、北西隅から南東隅にか

けて幅14cm・深さ約 5cmの周溝を検出した。

柱 穴 4本の主柱穴を検出した。各柱穴は住居の

対角線上に位置する。規模は、以下のとおりである。

p 1 直径 42X38cm 深さ 54cm

p 2 直径 44X38cm 深さ 52cm

P3 直径 50X46cm 深さ 61cm

p 4 直径 40X34cm 深さ 60cm

遺 物 30点ほどの遺物が出土した。石製品(1

~6)は北壁中央の壁際からまとまって出土した。土

器は小破片で図化出来なかった。

所見埋没土と重複する遺構から、 As-C降下後

の古墳時代前期(4世紀前半）の焼失家屋と考えたい。

［叫

干ざ2m
k-85 

A' 

叫

住居 A-A' B-B' 

l．黒褐色土焼土 ・炭化物を多く

含む。 As-C (¢,~ 3 mm)をやや多く

含む。 ロームプロックを含む。

(38号住埋没土。）

2.炭化物（住居の垂木）＋焼土。

3．黄褐色土 ロームプロック主体。

As-C (¢,~3 mm)を含む。貼床。

A
 

A' 

L=74.60 

。
1:60 4m 

第24図 11-B区38号住居生活面
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

構築面 ＼ 
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P 1 • 2 • 4 

1．黒色土 黒色土主体。ロームプロックを含む。締まり弱い。柱根。

2. 明黄褐色土 ローム・シルトブロック (</,10~50mm)を班状に多く含む。

黒色土を少量含む。柱の埋土。

゜
1:60 4m 

第25図 II-B区38号住居構築面
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第 3章調査の内容

N(l12クヌギ節

No2クヌギ節

Nolクヌギ節
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第26図 II-B区38号住居炭化材出土状況
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第27図 II-B区38号住居出土遺物 ゜
1. 3 

11-B区38号住居出土遺物観察表

L 
10cm 

番号
種 類 出土状況 法 拭

石材 特 徴
器 種 残存状況 (cm、g)

1 石製品 北東隅 長 9 0 幅 4.3 閃緑岩 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。表面に煤

こもあみ石 周溝内 厚 3 4 重 193.0 付着。

完形

2 石製品 北東隅 長 7.8 幅 4.1 ひん岩 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 周溝内 厚 2.9 重 131.0

完形

3 石製品 北東隅 長 8.0 幅 4.1 粗粒輝石 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 周溝内 厚 2.5 重 1100 安山岩

完形

4 石製品 北東隅 長 7.5 幅 4.0 流紋岩 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 底面直上 厚 2.7 重 135.0

完形

5 石製品 北東隅 長 8.3 幅 5.2 粗粒輝石 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 周溝底面直上 厚 2.1 重 120.0 安山岩

完形

6 石製品 北東隅 長 5.3 幅 3.4 砂質頁岩 棒状の小型の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 周溝内 厚 2.4 重 590 

完形
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

3.方形周溝墓

位

写

置

真

長軸方位

1号方形周溝墓

0 • P-102~105、Q-104

PL9 

N-43°-E 

周 溝 検出した範囲では全周していた。規模は上

重 複 なし

幅1.65~0.95m ・下幅1.18~0.42mで、幅は比較的

一定している。深さは最も深い北東辺東隅寄りで0.

62m、他は約0.38mである。底面は平坦で部分的に

形 状 南隅は調査の安全上一部発掘できず、 また よく踏み

北隅付近から方台部中央にかけて後世の攪乱を受け

ておりはっきりしないが、対角線を南北にする方形

を呈すると考えられる。

方台部 長軸ll.3X短軸9.88mの長方形と考えられ

る。盛り土は残存していなかったが、周溝の土層観

察からは周溝掘削直後の割と短期間に方台部側から

ロームを含む土の流入がみられ、盛り土があったと

考えられる。

[ I 

~
 

．
．
 

6
 。

ー

干

掘削時の残土が貼床状に埋め戻してあり、

締められていた。

主体部

遺 物

埋没土

所 見

いが、埋没土からAs-C降下後の古墳時代前期 (4

世紀代）

検出されなかった。

なし

周溝はAs-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。

出土遺物がなく時期については断定し得な

平ー104

i I I 

の遺構と考えたい。

撹

乱

4
 。

ー

干
＼
 

1
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＼
 

＼
 

・
し

．
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み
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¥ J 
ヽ ／-~------

調査区域外

。
1: 100 5m 

第28図 1号方形周溝墓
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第3章調 査の内容

A
 

4 2 4 lb le 4 A' 

B
 

la le B'C  le lb 旦＿

la.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。
lb.黒褐色土 la層に似るが、色調が黒<As-Cが多い。
le.黒褐色土 As-Cをわずかに含む。土質は密。

2. にぶい黄褐色土 ローム＋As-Cを含む黒色土＋As-Cを含まない黒色土。
3.にぶい黄褐色土 ローム小プロックを多く含む。黒色土を含む。
4.黄褐色土 ローム・ロームプロック主体。暗褐色土を含む。

踏みしめられた掘り残しの土。

゜
1 : 50 

L ~74.80 
2m 

第29図 1号方形周溝墓周溝土層断面

2号方形周溝墓

位置 P• Q • R-105~107 

写 真 PL9

重複北西辺中央部が 3号方形周溝墓と接してい

る。土層観察からは新旧関係を判断出来なかった。

長軸方位 N-36°-E 

形状対角線を南北する北東一南西方向に伸びた

長方形を呈する。

方台部長軸7.3X短軸6.15mの長方形である。盛

り土は残存していなかった。

<i::I 

周溝周溝は全周する。規模は上幅1.60~0.43m、

下幅0.85~0.22mで、北東・南西辺中央はやや外へ

拡がるが、北西・南東辺は一定している。深さは

0.32~0.28mで、底面は平坦である。

主体部検出されなかった。

埋没上 周溝はAs-Cを多く含む黒褐色土によって

埋まっていた。

遺物なし

所見 出土遺物がなく、また新旧関係も不明なた

め時期については断定し得ないが、埋没土からAs-C

降下後の古墳時代前期(4世紀代）の遺構と考えたい。

A lb lb 4 D' 

B 
3 I 2 I 4 I 3 I 

B' -c  
3 'lb ' 3 

C' 

-D' 

x 0 袋'

旦 ＼＼互

L=74.90 ゜
1:50 2m 

la.黒褐色土 As-Cを多 く含む。しまり弱い。
lb.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小塊を少量。
2.にぶい黄褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小塊混じる。

＼ 3.ローム塊

u ーム塊＋As-Cを含む黒色土小塊＋As-YP。

こ

゜
1 : 100 5m 

し

74 8 
ul 

第30図 2号方形周溝墓
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3号方形周溝墓

位置Q-106~108、R • S-105~108 

写真 PL9 • 10 

重複南東辺中央部で 2号方形周溝墓と接してい

る。土層観察からは新旧関係を判断出来なかった。

形状北隅が一部調査区域外のため全体の形状は

はっきりしないが、対角線を東西にする方形を呈す

ると考えられる。

長軸方位 N-40°-E 

方台部 長軸9.60X短軸8.75mのほぼ正方形と考え

られる。盛り土は残存していなかったが、周溝の土

層観察から周溝掘削直後の割と短期間に方台部側か

らロームを含む土の流入がみられ、盛り土があった

と考えられる。

周溝検出した範囲では全周していた。規模は上

幅1.75~0.64m ・下幅1.30~0.22mで、 2号方形周

第 3節 古墳時代の遺構と遺物

溝墓と接する南東辺がやや幅広く、東隅は狭いやや

不整形を呈している。深さは北東 ・南西辺中央で0.50

mと最も深く、他は0.30m程で底面は平坦である。

主体部検出されなかった。

埋没土 周溝はAs-Cを含む黒褐色土によって埋

まっていた。

遺物遺物は17点出土した。そのうち図化し得た

のは 5点である。遺物は南西辺に集中する傾向にあ

る。二重口縁壺（4）は口縁内部に突帯をもち、底部

には焼成前に開いていた孔を粘土で塞いだ痕が残る。

床面からまとまって出土した。土師器壺(3• 5)は底

面から30cm程上位で出土した。 (3)は外面を縦方向

に磨くやや丁寧な作りであるが、 (5)は器形が歪み、

胎土には砂礫が多く箆削り痕も明瞭で粗製である。

所見 出土遺物から、古墳時代前期(4世紀後半）

の遺構と考えられる。

I I 

＼ ＇三 こ こ ／／

II 

゜
1: 3 10cm 

第31図 3号方形周溝墓出土遺物
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第 3章調査の内容

魯
泰

令
叙

孜’

／
 

A
 B' 

2号方形周溝墓

゜
1:100 5m 

A 3a 4 3b A' 

｀ B
 

3a 2 lb B' 

la.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。 As-YP・土器片 ・ローム粒を含む。

lb.黒褐色土 As-Cをわずか含む。締まりややあり。

2.にぶい黄褐色土 ローム小プロックを多絨に含む。 As-Cを含む黒色土を含む。

壁の崩落土か？。

3a.褐色土 As-Cを含まない黒色土＋ローム小プロック。

3b.褐色土 As-Cを含まない黒色土を多く含む。

4.にぶい黄橙色土 ローム主体。 As-Cを含まない黒色土小プロックを含む。

5.灰黄褐色土 ローム粒とAs-Cを含む黒色土が縞状に堆積。やや締まる。

c
 

5 lb lb C' 

L=75.00 

゜
1:50 2m 

第32図 3号方形周溝墓
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

3号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径 (8.4) ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体～底部ナデか？ 口～底部1/4

鉢？ 底径 一 ③粗細砂 ・チャート 内面 口縁～底部横ナデ。 残存

器高一 ・角閃石を含む。

2 土師器 南西辺 口径 一 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 胴部下位細かい横方向箆磨き。底部ナデ。 底部破片
・亜＝ピ +26 8cm 底径 7.8 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面胴部下位～底部ナデ。

器高 一 赤色鉱物粒を含む。

3 土師器 南西辺 口径一 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 頸部横ナデ。体部ハケ調整後、上～中位斜縦方 口縁部欠損

壷 +32cm 底径 3. 7 ③粗細砂 ・角閃石・ 向箆磨き、下位横方向箆磨き。底部箆ナデ。

器高 一 赤色鉱物粒を含む。 内面 頸～胴部上位指ナデ。指頭痕による調整。中位

ナデ。下位～底部クモの巣状ハケメ。

4 土師器 西隅 口径 210 ①酸化焔・軟質 外反する口縁部一段目端部に二段目を垂直に接合。接 口縁 ・体部下

二重口縁壷 +4cm 底径 6.0 ②橙 合部を粘土紐により下垂させる。 位のみ残存

器高一 ③細礫 ・チャート ・ 外面 口縁部横ナデ。体部下位箆ナデか。底部粘土充

赤 ・白色鉱物粒 ・角 填の痕明瞭。黒斑あり。赤色塗彩か。

閃石を含む。 内面 口縁部一段目中位に粘土紐を貼り付け突帯とす

る。横ナデ。体～底部ナデ。

5 土師器 南西辺 口径ー ①酸化焔②明赤褐 外面体部斜縦方向箆削り後磨き。底部箆ナデか。黒 胴～底部1/2

士亜 +26.Scm 底 径 ー ③粗細砂 ・赤 ・白色 斑あり。 残存

器高一 鉱物粒•長石・角閃 内面 胴部上位指ナデ ・指頭による調整。輪積痕あり。

石を多く含む。 体部中位～底部縦方向箆ナデ。

4号方形周溝墓

位置 K•M-91·92 、 L-91~93

写真 PLll • 12 重複なし

長軸方位 N-35°-E 

形状 中世館により一部削平され、全体の形状は

はっきりしないが、対角線を南北にする方形を呈す

ると考えられる。

方台部 長軸6.33X短軸6.04mの正方形である。盛

り土は残存していなかった。

周 溝残存した範囲では全周していた。規模は上

幅1.76~0.84m・下幅1.56~0.5mで、幅は比較的一

定している。深さは0.44~0.34mである。底面は平

坦で、掘削時の残土が貼床状に埋め戻してあり、よ

＜踏み締められていた。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cをやや含む暗褐色粘質土によって埋

まっていた。

遺物遺物は120点余りが出土している。ほとんど

が小破片で図示し得たのは 3点である。出土は南東

辺に集中する傾向にある。土師器鉢（1）は平底から

開くタイプで、外面に縦方向の箆磨きが施されてい

る。土師器鉢(2)は平底で湾曲する体部から口縁部

が小さく外反する。焼成はやや軟質である。土師器

高坪(3)は屈折脚高坪の坪部であると考えられる。い

ずれも底面から10~30cm上位から出土した。

所見出土遺物から、古墳時代前期 (4世紀後半）

の遺構と考えられる。

゜
1:3 10cm 

第33図 4号方形周溝墓出土遺物
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第 3章調査の内容

1号館

没、9,?

火 ‘.9ふ

メ匁、.9;

゜
1: 100 5m 

A lb 3 4 3b la A' B
 

lb 3b B' 

la. As-Bを多量に含む。

lb. As-Bを含む黒色土 la層に似るが、 As-B少なく粘性あり。

2.暗褐色粘質土土坑覆土か？

3a.暗褐色粘質土 As-Cを含む。粘性ややあり。あまり黒くない。

3b.暗褐色粘質土 地山灰白粘土小プロック・黄色粘質土小プロックを含む。

4.灰白色粘土プロック ＋黄褐色シルトプロック＋褐色粘土プロック。（掘内残土）

メ、9/

C 3b 4 lb ，
 

r

)

 

L=74.60 

゜
1:50 2m 

第34図 4号方形周溝墓

4号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎士 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南隅 口径02.8) ①酸化焔 ②橙 外面 口縁部横ナデ・体部箆ナデ後、縦方向箆磨きか 口～底部1/3

鉢？ +ll.2cm 底径 3.5 ③粗細砂・白 ・赤色 ？黒斑あり。底部丁寧なナデ。 残存

器高 4 5 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ後、ナデ・指頭

による調整。

2 土師器 北西辺 口径 8.1 ①酸化焔 ・軟質 外面 口縁部横ナデ。体～底部横方向箆ナデか。黒斑 口縁部一部欠

鉢？ +31 1cm 底径 3.2 ②淡橙③粗細砂 ・ あり。赤色塗彩か。内面 口縁部横ナデ。体～底部ナ 損

器高 7.6 輝石を多く含む。 デ。体部上位輪積痕あり。

3 土師器 南隅 口径 19.8 ①酸化焔 外面 坪部ハケメ後、ナデ ・指頭による調整・ロ縁部 坪部のみ残存

高杯 +ll.5cm 底 径 一 ②鈍い橙 横ナデ。横方向箆磨き。

器高一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 坪部ハケメ後、ナデ ・ロ縁部横ナデ。放射状箆

赤色粘土粒を含む。 磨き。
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5号方形周溝墓

位置 M-93~95、N • 0-92~95、P-93~96

写真 P L12 • 13 

重複北西辺中央部で 7号方形周溝墓と接してい

る。土層観察からは新旧関係を判断出来なかった。

長軸方位 N-54°-E 

形状対角線を南北にする方形を呈しているが、

南東 ・南西 ・北西辺各中央部が外に膨らんでおり、

全体の形状はやや不整形である。

方台部 長軸9.16X短軸8.82mの正方形である。盛

り土は残存していなかったが、周溝の土層観察から

周溝掘削直後の割と短期間に方台部側からロームを

含む土の流入がみられ盛り土があったと考えられる。

周溝周溝は全周する。規模は上幅3.10~1.03m

・下幅2.20~0.56mで北東辺は比較的一定であるが、

北西辺から南東辺中央にかけて幅広い。深さは0.60

~0.24mである。底面は平坦で、掘削時の残土が貼

床状に埋め戻してあり、よく踏み締められていた。

A
 

7 6 2 

第 3節 古墳時代の遺構と遺物

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cをやや多 く含む黒褐色土によって埋

まっていた。中位にHr-FAが一次堆積していた。

迫物遺物は90点余り出土した。そのうち図化し

得たのは 5点である。出土は南東 ・南西辺に集中す

る傾向にある。土師器甕（1)は体部上位に横位縄文

が施されている。その系譜は弥生土器に連なると考

えられる。底面からの出土である。小型丸底壺（3）は

やや粗製ではあるが、底部に焼成前の穿孔がある。パ

レス壺（5)は口縁部のみの出土である。内面には沈

線により綾杉文が施され、赤色塗彩の痕が残る。 S

字状口縁台付甕（4)はヘラ削り後ハケメが施されて

おり、群馬に在地化した S字甕の特徴を持つ。

所見埋没土と出土遺物から、古墳時代前期 (4

世紀中葉）の遺構と考えられる。

A' B
 

B' 

L=74.80 

1.灰黄褐色土 As-B下水田耕作土。粘性強い。 As-Bを少量含む。

2. Hr-FA層一次堆積層。

3.にぶい黄褐色土 Hr-FA陪の2次堆積。（上からの流れ込み）

4. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小プロック含む。粘性あり。

5.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ロームブロック ・褐灰色シルト ・粘質土小ブロックを含む。

6.黒褐色土 As-Cを含む黒色土＋褐灰色粘質土。

7.黄色ロームプロック ＋灰白シルト質粘質土＋褐灰色。（掘り残しの残土）

8.暗褐色土 ローム漸移層に似た土。 As-Cを含む。

。
1:50 2m 

第35図 5号方形周溝墓土層断面
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第 3章調査の内容

／ 

り
l

B, 
~‘‘ 

｀ 74.6 

74.4 

匂

D
 

D' 

L=74.80 ゜
1:100 5m 

c
 

2 4 C' 

la.褐灰色土 As-Cを含む。

lb.褐灰色土 As-Cを含む。粘性強い。

2.灰色土 As-Cを多量に含むザラついた土。

3a.褐灰色粘質土 ノロ状の堆積。水性堆積。

3b.褐灰色粘質土 ノロ状の堆積。ローム含む。（水性堆積）

4.にぶい黄褐色 ローム漸移層＋黒褐色土。細砂を含む。（壁崩落土）

5.黄褐色 ローム漸移層＋黒褐色土。細砂混じり。（壁崩落土）

6. にぶい黄褐色土 4層に似るが、 As-YPに似た細砂を含む。（壁崩落土）

7.ローム ＋As-YP灰・褐灰色土小塊。（人為的埋土）

1.黒色土 As-Cを含む黒色土。

2. にぶい黄褐色土 ローム小塊含む。上部からの流入。

3.暗褐色土 2層に似る。黒色土が多くローム小塊含む。

4.ロームプロック十 3層塊。（人為的埋土）

゜
1 : 50 2m 

第36図 5号方形周溝墓
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物
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第37図 5号方形周溝墓出土遺物

5号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東辺 口径ー ①酸化焔②明赤褐 外面胴部縄文施文。 体部上位破片

士蛍 床面直上 底径 ー ③赤色鉱物粒多い。 内面体部ナデ。

器高 一 粗細粒・角閃石• 長

石を含む。

2 土師器 埋没土 口径(10.6) ①酸化焔 ．軟質②浅 外面脚部箆ナデ後、縦方向箆磨き。裾部横ナデ。 脚部1/2残存

高坪？ 底径 一 黄③白色鉱物粒 ．粗 内面坪部ナデ。脚部横方向箆ナデ後ナデ ・指頭によ

器高 一 細砂・角閃石を含む。 る調整。裾部横ナデ。

3 土師器 南東辺 口径一 ①酸化焔・軟質 外面体部調整不明瞭。底部は焼成前穿孔。体部下位 口縁部欠損

小型丸底壷 底面直上 底径 (44) ②淡橙③粗細砂・ に黒斑あり。

（底部穿孔） 器高 一 赤 ・白色鉱物粒・角 内面 頸部指頭による調整。体部箆ナデ後、ナデ。

閃石を含む。

4 土師器 散乱 口径一 ①酸化焔 ②橙③粗 外面体部下位箆削り後、斜縦方向ハケメ。台部矢羽 体部下位2/3

s字状口縁 +10cm 底径ー 細粒 ・赤 ・白色鉱物 状ハケメ。内面体部箆ナデ。台部内面指ナデ。砂礫 残存

台付甕 器高 一 粒を含む。 の充填あり。

5 土師器 北隅 口径ー ①酸化焔 外面 口縁端部箆状工具による 3条の沈線。口縁部径 口縁部破片

パレス壷 +49cm 底径一 ②鈍い橙 ③粗細砂 を4分割する位置に棒状付文あり。口縁端部下端粘土

器高 一 ・チャート ・角閃石 紐貼り付けにより下垂。赤色塗彩。

をやや多く含む。 内面 箆状工具による綾杉状の指突文。
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第 3章調査の内容

6号方形周溝墓

位置 0-90~93、 P-89~94、Q• R-89~94、

S-90~93、T-91~92 写真 PL13~16 

重複南東隅で8号方形周溝墓と接している。土

層観察から新旧関係を判断することは出来なかった。

長軸方位 N-40°-E 

形状対角線を南北にする方形を呈する。

方台部 長軸13.18X短軸11.58mの正方形を呈す

る。盛り土は残存していないが周溝の土層観察から

周溝掘削後の割と短期間に方台部側からロームを含

む土の流入がみられ、盛り土があったと考えられる。

周溝周溝は全周する。規模は上幅2.80~1.80m、

下幅2.12~0.65mで、各辺中央部がやや幅広い。深

さも各辺中央部が0.70mと低く、東 ・南隅がやや高

い。底面は平坦で整っていた。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土によって埋まってい

た。中位にはHr-FAが、上位にはAs-Bが堆積して

いた。

A 14 11 7 3 lb 4 15 

B
 

13 15 7 4 

c
 

15 14 8 5 6 19 

9 15 

20 

C' 

追物遺物は縄文時代～中世までの総数1400点余

りが出土した。そのうち図化したのは21点である。遺

物の分布は南東辺 ・南西辺に集中している。土師器

壺(1~12• 13 • 15 • 17 • 18)は破片資料も含めると 16

点と多く出土している。 (17)は焼成前に底部穿孔が

施してある。また二重口縁壺（6）は軟質で、周溝内外

側に集中して出土した。 S字状口縁台付甕(16)は底

部付近からの出土である。

所見 本遺跡方形周溝墓群最大の規模を持ち、周

溝を含めた規模は20mを越える。埋没土

と出土遺物から、古墳時代前期 (4世紀後
A' 

半）の遺構と考えられる。

la.褐色土 As-B塊を多く含む。

lb.暗褐色土 As-Bを若干含む。締まり良。

2.暗褐色土 ローム ・白色軽石粒(Hr-FP?)を若干含む。

やや砂質。締まり良。

16 10 13 17 3 18 9 7 16 5 17 D' 

B' 
3.黒褐色土 ローム粒 ・白色軽石粒を若干含む。

4.褐色土 ローム粒 ・白色軽石を含む。締まり良。

5.黒褐色土 2層に似るが、黒みが強く央雑物少ない。

6.暗褐色土やや砂質。

7.灰黄褐色砂質土 Hr-FA主体。

8.黒褐色土 やや砂質。

9.暗褐色土 As-Cを含む黒色土。地山黄褐色土をわず

かに含む。粘性あり。

10.黒褐色土 ローム粒を若干含む。やや砂質。

（墳丘の崩落土）

11.暗褐色土 白色軽石(FP?)若干含む。締まり良。

12.黒色土 しまり良。粘性強い。

13. 暗褐色土 ローム塊 (</,5~15mm) を少量含む。やや

砂質。

14.黒褐色土 ローム粒を若干含む。やや砂質。

15.暗褐色土 ローム塊を含む。やや砂質。

16. fこぶい黄褐色土 ローム塊＋As-Cを含む黒色土。

（壁崩落土）

17.黒色粘質土 土質均質。（滞水によるノロ？）

18.褐灰色土 シルト質。地山白色粘土を含む。

19.黄褐色土 ローム塊主体。（壁崩落土）

20 • 21. 2号溝埋没土。
22. 8号方形周溝墓埋没土。

。
1:50 2m 

L=74.90 

第38図 6号方形周溝墓土層断面
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物
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第 3章調査の内容
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

6号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南西辺 口径（15.9) ①酸化焔②橙 外面 口唇部受け口状。浅い沈線が巡る。口縁部斜縦 口縁部破片

一団を +25cm 底径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 方向ナデ後、横ナデ。上位指頭による調整。

器高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。

2 土師器 埋没土 口径(16.4) ①酸化焔②浅黄橙 外面 口唇部受け口状。口縁部縦方向ナデ後、上位横 口縁部破片

壺 底径 ー ③赤色鉱物粒 ・角閃 ナデ。頸部横ナデ。

器高 一 石 ・粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ後、指ナデ ・指頭による調整。

3 土師器 北東辺 口径(16.9) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口唇部受け口状。口縁部斜縦方向ナデ後、上位 口縁部破片

壺 +21.5cm 底径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ 横ナデ。指頭による調整。

器高一 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。

4 土師器 南東辺 口径（17.0) ①酸化焔②橙 外面 口唇部受け口状。口縁部縦方向ナデ後、上位横 口縁部破片

竺一 10cm 底 径 一 ③細砂 ・角閃石を含 ナデ。頸部横ナデ。

器 高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。

5 土師器 南西辺 口径(162) ①酸化焔②淡橙 外面 口唇部受け口状。口縁部縦方向ナデ後、横ナデ。 口縁部破片

互ギ +14.Scm 底 径 一 ③赤色鉱物粒 ・角閃 内面 口縁部横ナデ。

器 高 一 石 ・粗細砂を含む。

6 土師器 南東辺 口径(10.6) ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口唇部はね上げ。沈線が巡る。口縁部縦方向ナ 口縁部破片

一g +14.Scm 底 径 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ デ後、上位横ナデ ・指頭による調整。

器 高 一 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。

7 土師器 散乱 口径(16.6) ①酸化焔②橙 外面 口唇部受け口状。口縁部縦方向ナデ後、上位横 口縁部破片
g ギ 17. 5cm 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石を ナデ・指頭による調整。頸部横ナデ。

器高 一 含む。 内面 口縁部横ナデ。

8 土師器 南西辺 口径（168) ①酸化焙②鈍い橙 外面 口唇部受け口状。浅い沈線が巡る。口縁部縦方 口縁部破片

壺 18. 7cm 底 径 ー ③粗細砂 ・雲母を含 向ナデ後、上位横ナーデ。頸部接合部横ナデ。

器高一 む。 内面 口縁部横ナデ。指頭による調整。， 土師器 南隅 口径(15.8) ①酸化焔②橙 外面 口唇部受け口状。面取り。横ナデか。 口縁部破片

g 一 +15.5cm 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデか。

器高 一 粒を含む。

10 土師器 東隅 口径(16.1) ①酸化縁②浅黄橙 外面 口唇部はね上げ状。浅い沈線が巡る。縦方向ナ 口縁部破片

一宮乞 2 ~33cm 底径 一 ③細砂・角閃石を含 デ後、横ナデ。頸部横ナデ。

器高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。

11 土師器 南西辺 口径06.0) ①酸化焔②浅黄橙 外面 口唇部はね上げ状。浅い沈線が巡る。縦方向ナ 口縁部破片
g 士 ~ 10.5~ 底径 ー ③細砂 ・角閃石を含 デ後、上位横ナデ。

14 5cm 器高一 む。 内面 口縁部縦方向ナデ後、横ナデ。

12 土師器 南西辺 口径(15.8) ①酸化焔②鈍い褐 外面 口唇部はね上げ。口縁部縦方向ナデ後、上位横 口縁部破片

士竺 +5.5cm 底径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 ナデ。

器 高 一 粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。

13 土師器 南西辺 口径(11.5) ①酸化焔②浅黄橙 外面 端部丸くおさめる。口縁部縦方向ナデ後、口唇 口縁部破片

一竺 +15cm 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ 部横ナデ。

器高一 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部ハケメ後、口唇部横ナデ。

14 土師器 南隅 口径(11.6) ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位不連続な斜横方向ハケ 口縁部破片

鉢？ 6.1cm 底 径 ー ③粗細砂・チャート ・ メ。中位横方向ハケメ。

器 高 一 角閃石 ・白色鉱物粒 内面 口縁部ハケメ後、横ナデ。体部不定方向ハケメ。

を含む。 やや煤けている。

15 土師器 散乱 口径一 ①酸化焔 ②明褐 外面 調整不明。口縁端部欠損。口縁部折返し。二段 口～頸部のみ

二重口縁壺 +26 6cm 底 径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 目下端部箆状工具による指突文。 残存

器 高 一 粒を含む。 内面調整不明。黒斑あり。

16 土師器 南隅 口径（14.8) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。頸部調整あり。体部上位斜縦方 口縁部、体部

S字状口縁 +15cm 底 径 一 ②浅黄 向ハケメ。台部矢羽状ハケメ。 中位～台部残

台付甕 器 高 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 口縁部横ナデ。体部上位指頭による調整 ・ナデ。 存

白色鉱物粒を含む。 台部内面砂礫充填。端部折返し。

17 土師器 南東辺 口径一 ①酸化焔 外面 口唇部はね上げ。口縁部横ナデ。体部斜縦方向 口～底部2/3
竺ギ -3.5cm 底 径 一 ②浅黄橙 箆ナデ後ナデ。底部焼成後穿孔。 残存

（底部穿孔） 器 高 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部上位指頭による調整。下位

粒 ・角閃石を含む。 横方向ナデ。

18 土師器 南西辺 口径一 ①酸化焙 外面 口唇部受け口状。口縁部横ナデ。体部斜縦方向 口～体部2/3
宮・― 0cm 底径 一 ②灰白 箆ナデ。底部欠損。 底部穿孔の可

器高 一 ③細砂 ・赤色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部上位指ナデ・指頭による調 能性あり

・角閃石を含む。 整。下位ナデ。
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第 3章調査の内容

7号方形周溝墓

位 置 0 • P-95 • 96 

写 真 PL17 • 18 

重複南東辺で 5号方形周溝墓と接している。土

層観察から新旧関係を判断することは出来なかった。

長軸方位 N-41°-E 

形状対角線を南北にする方形を呈する。

方台部長軸3.80X短軸3.64mの正方形である。盛

り土は残存していなかった。

周 溝周溝は西隅が一部切れ、北隅がやや突出す

る。規模は上幅0.95~0.40m、下幅0.56~0.22m、

深さ0.31~0.19mである。底面は平坦であった。

主体部 方台部中央に埋葬主体部と考えられる土壊

を1基検出した。主体部は長軸を周溝墓と同方位に

／ 
745 <| 

とる。規模は長軸2.03、短軸0.64m、深さO.llmで

ある。底部には炭化物層が一部広がっていた。同定

のためリン ・カルシウム分析を行ったが良好な結果

が得られなかった（第 4章第 4節参照）。

埋没土 As-C・ローム細粒を含む黒褐色土によっ

て埋まっていた。

迫物遺物は62点出土している。いずれも小破片

で図化し得たのは 2点のみである。土師器壺（1)は

底部の破片である。主体部の埋没土中からは、青緑

色のビーズが1点出土した。

所 見 本方形周溝墓群で唯一主体部が検出され

た。埋没土と出土遺物から古墳時代前期 (4世紀中

葉～後半）の遺構と考えられる。

A 1 2 A' 

旦こ二〕旦
,情 |IM I B B' 

x。、を ノ1.‘ ` ミロニ＝こ」り D D' 

ù | 

゜

0
、◇
文
‘ 1:100 

1.黒褐色土 As-Cを含む。ローム細粒が混じる。

2.にぶい黄褐色土 地山のくすんだ土。

3.灰黄褐色土 1層プロック＋ 2層プロック。

4.黒褐色土 土質均質。ローム細粒をわずかに含む。

(5号方形周溝墓埋没土）

5.灰黄褐色土 地山のくすんだ層。 As-YP灰プロック
5m 

を含む。 (5号方形周溝墓埋没土）

c
 

C' 

L =74.60 

゜
1: 50 2m 

第42図 1号方形周溝墓
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

主体部 叫 叫

A 
I I更 三二疇

I I A' 

プ／

叫
L=74.80 

m̀| 

3b 3a A' 

7号方形周溝墓主体部

1.黄褐色土 ロームプロック主体。白色パミス

(As-C?)を少量含む。硬くよく締ま

っている。

叫
2.暗褐色土 As-Cをプロック状に含む。ローム粒

(cf,5~10mm)を少量含む。炭化物

(<f,~5  mm)を含む。下面に炭化物層

（厚さ 7mm)が広がる。締まり良。

ビーズ 1個出土。

3a.暗褐色土 2に似るが、ロームが主体。

3b.暗褐色土 ロームが主体。 As-Cを極少鼠含んで

A 11 )) A' いる。

m̀| 
。

1 : 50 2m 

◎ 

の2
1/1 

。
1: 3 10cm 

゜
1: 1 2.5cm 

第43図 1号方形周溝墓主体部と出土遺物

7号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南隅 口径一 ①酸化焔②明黄褐色 外面体部下位ハケメ後、ナデ。 体部下位のみ

壺？ +23an 底径一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面体部不連続横方向の粗い (4本／cm）ハケメ。底部 残存。

器高一 粒を含む。 不連続横方向の細かい(9~10本／an）ハケメ。

2 ガラス 主体部 直径 0.4 青緑色。中央部穿孔。 完形

ビーズ 埋没土 長さ 0.4 

厚さ
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第3章調査の内容

8号方形周溝墓

位置 N • 0-90 • 91 

写真 PL18 

璽複北西辺で 6号方形周溝墓と接している。土

層観察から新旧関係を判断することは出来なかった。

長軸方位 N-29°-E 

形状対角線を南北にする方形を呈する。

方台部長軸5.55X短軸5.16mの正方形である。盛

り土は残存していないが周溝の土層観察によると周

溝掘削直後の割と短期間に方台部側からロームを含

む土の流入がみられ、盛り土があったと考えられる。

周溝周溝は全周する。規模は上幅0.84~0.40m、

下幅0.58~0.15m、深さ0.44~0.24mである。各辺

の中心部がやや深い。底面は掘削時の残土が貼床状

に埋め戻してあり、よく踏み締められていた。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cを含む黒色土によって埋まっていた。

迫物迫物は 6点出土している。そのうち 2点を

図化した。小形丸底鉢（1)は焼成も良く、細かい縦

方向ヘラミガキが丁寧に施されている。土師器壺(2)

は北隅の底面から横倒しの状態で出土した。

所見 出土遺物から古墳時代前期 (4世紀中葉）

の遺構と考える。

メ‘9I

,c¥ ー
B' 

c
 

74.6 

74.1 

74.6 

没‘9。

ò| 

゜
1:100 5m 

第44図 8号方形周溝墓
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

A ロームプロック A' 

C 2 3 laローム粒．£ニ

B
 

B' 

D 2 3 lb 2 D' 

la.黒色土 As-Cを含む黒色土。締まりやや弱い。

フカフカした土。

lb.黒色土 As-Cを含む黒色土をわずかに含む。

2.黒褐色土 As-C・ローム小プロックを含む。

3. ロームプロック＋ 2層小ブロック（人為的埋土）

E
 

E' 

。
1 :50 2m 

L=74.70 

`~ 

゜
1:3 10cm 

ご 2
 

第45図 8号方形周溝墓土層断面と出土遺物

8号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・ 整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径 10.4 ①酸化焔 ・硬質 外面 口～底部丁寧なナデ後、縦方向丁寧な箆磨き。 口縁部一部

小型丸底壺 底径 3.0 ②明赤褐 底部＜ぽみ底。体部下位に黒斑あり。 欠損。

器高 11.1 ③粗細砂・白色鉱物 内面 口縁部丁寧なナデ後、横方向丁寧な箆磨き。体

粒 ・角閃石を含む。 ～底部ナデ。底部に黒斑あり。

2 土師器 北東隅 口径ー ①酸化焔 外面 頸部ハケメ。体～底部ハケメ後、縦方向箆磨き。 口～体部

壺 +5cm 底 径 ー ②橙③粗細砂・赤 ・ 頸部粘土紐張り付け後、箆状工具による刺突。 1/2欠損

器高 一 白色鉱物粒 ・角閃石 内面 頸部ナデ。体部上位指ナデ ・指頭による調整。

を含む。 中位～下位ハケメ (7本／単位）による調整。
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第3章調査の内容

9号方形周溝墓

位置 L• M • N • 0-85~87 

写真 PL19 

重複なし

長軸方位 N-17°-E 

形状西隅付近が一部調査区域外ではっきりしな

いが、形状は不定形である。

方台部長軸10.90X短軸9.35mの長方形である。盛

り土は残存していないが、周溝の土層観察によると

周溝掘削直後の割と短期間に方台部側からロームを

含む土の流入がみられ、盛り土があったと考えられ

る。

周溝検出した範囲では全周していた。規模は上

幅4.66~0.92m、下幅4.66~0.40m、深さ 0.40~

0.24mで、各辺の中央部分が大きく外に膨らむ。特

に南東 ・北西辺中央部が著しい。四隅の幅は狭い。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土によって埋まってい

た。また周溝上位にHr-FAが 1次堆積していた。

迫物遺物は70点余り出土した。いずれも小破片

で図化し得たのは 3点である。分布は南西辺に集中

する傾向にある。 (1)は土師器高坪の坪部と考えられ

る。 S字状口縁台付甕(2 • 3)には頸部調整が認め

られる。

所見他の方形周溝墓と形状が異なる点が注意さ

れる。また37• 38号住居とも隣接している。埋没土

と出土遺物から古墳時代前期 (4世紀後半）の遺構

と考える。

A
 

A' D
 

5a 4 D' 

B B' 1.黒褐色土 As-Cを含む。 Hr-FA小プロックが

乱れて堆積。

2. Hr-FA シルト質。やや乱れて堆積。やや砂質。

3a.黒色土 As-Cを含む。ホクホクした土。

土質均質。

3b.黒色土 As-Cを含む黒色土主体。

E E' 
Hr-FAプロックを含む。

＾ 2 
5.b 5,a 4.暗褐色土 ローム小プロックを含む。 As-C

(ef, 1~2 mm)を含む。粘性強い。

5a. 3 a層プロック ＋ロームプロック

Sb. As-Cを含む黒色土＋地山プロック＋ローム小プ

ロック。

C I 2 ？ヽ＇ C' 

第46図 9号方形周溝墓土層断面

L=74. 70 

0 1:50 
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第 3節古墳時代の遺構と遺物
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凶

゜
第47図 9号方形周溝墓
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第 3章調査の内容

ー二
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゜
1 : 3 10cm 

第48図 9号方形周溝墓出土遺物

9号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東辺 口径(16.2) ①酸化焙②浅黄橙③ 内外面坪部箆ナデ後、ナデ。口縁部横ナデ。 坪部破片

高坪 +21cm 底径 ー 粗細砂・赤色鉱物粒

器高 一 ・角閃石を含む。

2 土師器 南西辺 口径 148 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。頸部調整あり。胴部上位箆削り 口～体部1/4

S字状口縁 +llcm 底径 一 ③粗細砂・赤 ・白色 後、斜め縦方向ハケメ (8本／単位）。 残存

台付甕 接合多数 器高 一 鉱物粒・角閃石を含 内面 口縁部横ナデ。体部上位ナデ ・縦方向指ナデ。 3と同一個体

む。 の可能性あり

3 土師器 南西辺 口径05.8) ①酸化烙 外面 口縁部横ナデ。頸部調整あり。胴部上位斜縦方 口～体部破片

S字状口縁 +10cm 底径 ー ②鈍い橙 ③粗細砂 向ハケメ。 2と同一個体

台付甕 器高 一 ・赤 ・白色鉱物粒 ・ 内面 口縁部横ナデ。体部上位ナデ ・指ナデ。 の可能性あり

角閃石を含む。

10号方形周溝墓

位置 I-89 • 90、J-88~90、K-87~90、

L-87~89 写真 PL20~23 

長軸方位 N-4T-E 

重 複 北 西 辺 中央部で13号方形周溝墓と接してい

ると推定されるが、遺構による重複のため確認でき

なかった。

形状 南隅付近が平安時代の溝に壊され全体の形

状ははっきりしないが、対角線を東西にする方形を

呈すると考えられる。

方台部長軸ll.5X短軸10.6mの正方形である。盛

り土は残存していないが周溝の土層観察によると、

周溝掘削直後の割と短期間に方台部側からロームを

含む土の流入がみられ、盛り土があったと考える。

周溝検出した範囲では、全周していた。規模は、

上幅3.3~1.98m•下幅2.6~1. 6m、深さ 0.6~0.36

mである。底面は平坦であった。

周溝内土坑 西隅付近の周溝底面から土坑を1基検

出した。規模は長径1.70m •短径1. 05m ・深 さ 0.35

58 

mである。主にロームブロックで埋まっており、炭

化物も認められた。人為的な埋没土と考えられる。

土坑内からの出土遺物はなかった。

主体部検出されなかった。

埋没土 周溝はAs-Cを含む黒褐色土によって埋ま

っていた。上位にはHr-FAが堆積していた。

遺物縄文～平安時代の遺物を含め総数約840点

が出土している。遺物の分布は全体に散在している

が、北東辺中央部に特に集中している。（1）は樽式土

器甕の口縁部分である。土師器高坪(18• 19)と土師

器器台(15・16・17)は南西辺方台部際からまとまって

出土した。いずれも赤色塗彩がしてあり、丁寧に磨

かれている。石製品(21)は中央部が擦られている。い

ずれも底面からの出土である。

所見 埋没土と出土遺物から古墳時代前期 (4世

紀後半）の遺構と考えられる。
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第 3節古墳時代の遺構と遺物

A lb A' B
 

5a 2a B' 

c
 

lb 5a 5a 

5b 2b 2c 

la,暗褐色土 Hr-FA塊（¢,3~10mm)を含む。焼土 (</,~3mm)を

極少量含む。

lb. Hr-FA 一次堆積層。

2a．暗褐色土 As-C (¢,5~10mm)を含む。ローム (¢,~5mm)をや

や多く含む。

2b．暗褐色土 2a層に似るが、ローム粒少なく Hr-FAを少量含

む。

D' Zc.暗褐色土 2b層に似るが、 Hr-FAが少なく

黒色が強い。

3.暗褐色土 2a層に似るが、ローム粒少ない。

遺物を少鼠含む。

4.暗黒色土 As-Cを含む。黒色土が主体。

5a．ロームプロック＋黒色土。

Sb. 5 aに似るが、ロームが少ない。

E
 

゜
g
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L=74. 70 

゜
1:50 2m 

E
 

E' 

憂

西 2m

J□＼~/ 1 
叫

"'/ 

土lm
西 2m
J-90 

L=74. 70 

10号方形周溝墓周溝内土坑

1.褐色土地山ローム多く含む。

2.黒褐色土 ローム粒 ・炭化物粒をわずかに含む。

3.褐色土 地山ロームプロック多旦に含む。

4.黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。粘性弱い。

5.暗褐色土 ローム粒を少量含む。炭化物粒わずかに含む。粘性弱い。

6.黒褐色土 ローム粒を少量含む。粘性弱い。

7.褐色土 ロームプロック主体。粘性弱い。

゜
1:50 2m 

A
 

A'C  C' 

匂 ゜
1:20 lm 

L=73. 90 

第51図 10号方形周溝墓土層断面と周溝内土坑
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第 3章調査の内容
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第 3節古墳時代の遺構と遺物

~, 

14 15 

16 

18 

10cm ヽ

第53図 10号方形周溝墓出土遺物(2)
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第 3章調査の内容

10号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 弥生土器 北西辺 口径一 ①酸化焔②橙 外面 折り返し口縁。口縁部1単位6本の櫛描簾状文を 口縁部破片

亜＝ +18cm 底径一 ③細砂 ・白色鉱物粒 3段以上施す。黒斑あり。

器高 一 ・角閃石を含む。 内面 □縁部横方向箆ナデ。

2 土師器 東隅 口径ー ①酸化焔②暗褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位斜縦方向ハケメ。 口縁部破片

S字状口縁 +10cm 底径 一 ③白色鉱物粒 ・細砂 内面 口縁部横ナデ。体部ナデか。 調整不明瞭

台付甕 器高 一 を含む。

3 土師器 西隅 口径(14.4) ①酸化焔②灰白～灰 外面 口縁部横ナデ。頸部調整あり。体部箆削り後、 口縁部破片

S字状口縁 + 9cm 底径ー 黄③白色鉱物粒 • 細 斜縦方向ハケメ。

台付甕 器高 一 砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部指ナデ。

4 土師器 北東辺 口径 11.0 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ・指頭による調整。体部ナデ。黒 口～体部上位

甕 +2~23cm 底径 一 ③白 ・赤色鉱物粒を 斑あり。内面 口縁部ハケメ後、横ナデ。体部指ナデ 残存

破片多数 器高 一 含む。 ・指頭による調整。

5 土師器 北西辺 口径 11.0 ①酸化焔②灰黄褐 外面 口～体部ハケメ後、口縁部横ナデ。体部ナデ。 ロ～体部上位

甕 +23cm 底径一 ③粗細砂 ・白・赤色 黒斑あり。内面 口縁部横ナデ。体部上位ナデ ・指頭 残存

器高一 鉱物粒を含む。 による調整。

6 土師器 北西辺 ロ径(16.4) ①酸化焔②淡赤橙 外面 口縁端部はね上げ状。明瞭に段を持つ。口縁部 口縁部破片
士g +38cm 底径 ー ③細砂 ・角閃石を含 横ナデ。

器高 一 む。 内面 口縁部縦方向指ナデ後、横ナデ。

7 土師器 北東辺 口径一 ①酸化焔②淡黄 外面体～底部箆ナデ後、ナデか。 体～底部1/4

g • +20~48cm 底径 5.8 ③細砂 ・白・赤色鉱 内面体～底部箆ナデ。 残存

接合多数 器高 一 物粒を含む。

8 土師器 南東辺 口径ー ①酸化焔②鈍い橙 外面頸～体部上位ハケメ後、ナデ。黒斑あり。 体部上位1/3

小型 +20cm 底径ー ③粗細砂・白色鉱物 内面 体部上位指ナデ ・指頭による調整。 残存

丸底壺？ 器高一 粒 ・角閃石を含む。， 土師器 西隅土坑 口径ー ①酸化焔②浅黄橙③ 外面 口縁部欠損。体～底部丁寧な箆磨き。 体部のみ残存

壺 +51cm 底径 3.5 粗細砂 ・赤 ・白鉱物 内面 体部上～中位ナデ。中位～底部クモの巣状のハ

器 高 一 粒を含む。 ケメ。

10 土師器 北隅 口径(10.0) ①酸化焔②浅黄橙 外面 口縁部横ナデ。頸部粘土紐貼付け。体部箆ナデ。 口～体部上位

壺 +16cm 底 径 一 ③白 ・赤色鉱物粒 ． 内面 口縁部横ナデ。頸部指ナデ ・指頭による調整。 破片

器 高 一 粗細砂・角閃石含む。 接合痕明瞭。体部ナデ。

11 土師器 北東辺 口径ー ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部箆ナデか。 体部上位破片

壺 +5cm 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部ナデ ・指頭による調整。輪

器 高 一 粒 ・角閃石を含む。 積痕明瞭。

12 土師器 東隅 口径 (7.4) ①酸化焔②明赤褐 外面杯受部横ナデ。 坪受部破片

器台 +9cm 底 径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面坪受部ナデ。

器 高 一 粒・角閃石を含む。

13 土師器 北東辺 口径ー ①酸化焔・硬質 外面坪部下位箆ナデ後ナデ。脚部縦方向箆磨き。脚 脚部のみ残存

高坪 +32cm 底径(12.8) ②橙③白色鉱物粒 ． 裾部横ナデ。

器 高 一 細砂を含む。 内面 坪部ナデ。脚部絞り目明瞭。裾部横ナデ。

14 土師器 南西辺 口径 9.0 ①酸化焔②淡赤橙 外面 坪部ナデ後丁寧な箆磨き。口縁部横ナデ。脚部 ほぼ完形

器台 +6cm 底径 11.7 ③粗細砂 ・赤粒 ・白 箆ナデ後、縦方向箆磨き。裾部横ナデ。ほぼ 3分割の

器高 9.3 色鉱物粒を含む。 位置に透孔。赤色塗彩。黒斑あり。内面坪部箆磨き。

脚部箆ナデ ・指ナデ。裾部横ナデ。黒斑あり。

15 土師器 南西辺 口径 7.7 ①酸化焔 外面 受部横方向箆磨き。口縁部横ナデ。脚部箆ナデ 完形

器台 +13cm 底径 12.0 ②黄橙 後、縦方向箆磨き。裾部横ナデ。透孔をほぼ 4分割の

器高 8.7 ③粗細砂 ・赤 ・白色 位置に穿孔後、 1ヵ所を粘土で埋め 3カ所とする。赤

鉱物粒 ・角閃石を含 色塗彩。黒斑あり。 内面 受部横方向箆磨き。口縁部

む。 横ナデ。脚部指頭による調整。裾部横ナデ。

16 土師器 南西辺 口径 11.3 ①酸化焔②橙 外面 受部ナデ後斜め横方向箆磨き。脚部ナデ後丁寧 ほぼ完形

高坪or器台 +15cm 底径 138 ③粗細砂 ・角閃石 ・ な縦方向箆磨き。裾部横ナデ。ほぼ 4分割の位置に透

器高 115 赤 ・白色鉱物粒を含 孔。全体の1/2に黒斑あり。内面 受部放射状箆磨き。

む。 脚部箆ナデ。裾部横ナデ。

17 土師器 南西辺 口径一 ①酸化焔 外面坪部ハケメ、ナデ後丁寧な横方向箆磨き。口縁 完形

高坪 +llcm 底径ー ②赤 部横ナデ。脚部ハケメ、ナデ後、丁寧な縦方向箆磨き。

器高一 ③粗細粒 ・白色鉱物 裾部横ナデ。 4分割の位置に透孔。坪 ・裾部に黒班あ

粒を含む。 り。赤色塗彩。

内面坪部ハ1ケメ ・ナデ後、丁寧な横方向箆磨き。脚

部ハケメ。裾部横ナデ。坪部黒斑。
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

18 土師器 南西辺 口径 197 ①酸化焔 外面杯部ハケメ、ナデ後、丁寧な横方向箆磨き。下 ほぼ完形

高坪 +17cm 底径 12.3 ②明黄褐 位丁寧な縦方向箆磨き。口縁部横ナデ。脚部ハケメ後、

器高 139 ③粗細砂・白色鉱物 縦方向箆磨き。裾部横ナデ。 4分割の位置に透孔。ロ

粒 ・角閃石を含む。 縁・裾部に黒斑あり。赤色塗形

内面 坪部ハケメ、ナデ後、箆磨き。口縁部横ナデ。

脚部ハケメ。裾部横ナデ。坪部黒斑あり。

19 土師器 北東～南 口径 13.8 ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部ハケメ後、ナデ。底部不定 体部中位一部
宰・ギ 東辺 底径 8.4 ③粗細砂 ・角閃石・ 方向箆ナデ。黒斑あり。内面 口縁部横ナデ。体部上 欠損

-5 ~33cm 器高 27.6 白 ・赤色鉱物粒 ・雲 位指ナデ ・指頭による調整。中位～下位箆ナデ。底部

散乱 母を含む。 ハケメ後、ナデ ・指頭による調整。

20 土師器 北東辺 口径ー ①酸化焙②鈍い橙 外面体部上位ハケメ。下位箆ナデ後、丁寧な縦方向 口縁部欠損
・亜ギ 0 ~15cm 底径 ー ③粗細砂 ・赤 ・白色 箆磨き。黒斑あり。ー内面 体部上位指ナデ ・指頭によ 体～底部2/3

破片多数 器高 一 鉱物粒・角閃石含む。 る調整。中位～底部箆ナデ。内面煤けている。 残存

21 台石 南西辺 十 4cm I 長 242 幅 14.2 I 粗粒輝石 盤状の円礫。表裏に使用による摩耗がみられる。

完形 厚 48 重 28210 安山岩

11号方形周溝墓

位置 I• J -82~84 写真 PL23 

重複検出された範囲ではなし。

長軸方位 N-67°-E 

形 状 中世館に壊されており、全体の形状ははっ

きりしないが、対角線を北東方向にする方形を呈す

ると推定される。

方台部 残存部分で4.62X2.4m以上である。盛り土

は残存していないが周溝の土層観察によると、周溝

掘削直後の割と短期間に方台部側からロームを含む

土の流入がみられ、盛り土があったと考えられる。

周溝検出した部分では全周していた。規模は、

上幅3.3~1.98m、下幅2.6~1.6m、深さ0.6~0.36

mである。底面は東隅がやや高い。

主体部検出されなかった。

埋没士 給— C を含む黒褐色土によって埋まっていた。

遺物遺物は11点出土した。いずれも小破片で図

化し得なかった。分布は北辺に集中する。

所見埋没土から古墳時代前期 (4世紀後半）の

遺構と考えられる。

午-84 |
|
l
ヽ
‘
-

干-83
A A' 

B lb la B' 

C 2 4 C' 

L=74.40 

゜
1:50 2m 

゜
1:100 5m 

la.暗褐色土 As-Cを含む。橙色砂礫を含む。

lb.暗褐色土 la層に似るが、 As-Cを含む黒色土が多い。

2.橙色土砂礫に黒色土がわずかに混じる。

3.黒色土 As-Cを含む。ホクホクした土。

4.ロームプロック＋黒色土。

第54図 11号方形周溝墓
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12号方形周溝墓

位置 L-89、M • N-88~90、0-88• 89 

写 真 PL24 • 25 

重複検出した範囲ではなし。

長軸方位 N-22'-E 

形状南東隅が一部調査区域外であるためはっき

りしないが、対角線を南北にする方形を呈すると考

えられる。

方台部 長軸7.75X短軸6.95mのほぼ正方形である。

盛り土は残存していなかった。

周 溝検出した範囲では全周していた。溝の規模

は上幅1.4~0.8m・下幅0.84~0.40mである。深さ

は0.9~0.4mである。底面は北西辺～南西辺中央部・

北東辺の一部が低い。一部貼り床状に踏み固め られ

ていた。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土によって埋まってい

た。上位にはHr-FAが一次堆積していた。

迫物遺物165点出土した。分布は南西辺中央か

ら南隅にかけて集中していた。土師器壺(3 • 4)は

底面から、破砕した状態で出土した。いずれも底面

からの出土である。 (5)は土師器壺で口縁部は欠損し

ているが跳ね上げもしくはつまみ上げの口縁部をも

つものと考えられる。小型丸底壺（4）は完形で出土し

た。

所見 埋没土と出土遺物から古墳時代前期 (4世

紀後半）の遺構と考えられる。

汐妙。
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1:100 5m 

第55図 12号方形周溝墓
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A 4a A' B
 

B' 
c
 

4c 6 C' 

E 3 2 6 5 E' 

D
 

D' 

1.オリ ープ褐色土 現代の耕作土。

2.暗褐色土 As-B • Hr-FAを含む。As-B降下後の耕作土。

3.黄褐色土 Hr-FA。上部は鋤込まれ、撹乱されている。

4a.黒褐色土 黒色土主体。 As-C(¢,5~10mm)をやや多く含む。

4b.黒褐色土 4 a層に似るが、 As-Cが多い。

4c.黒褐色土 As-Cをわずかにふくむ。ローム粒を少旦含む。

5.褐色土 ローム粒(</,~5 mm)主体。（地山の崩落土？）

6.灰黄褐色土 ローム ・シルトプロック(¢,5~30mm)を多く含む。

黒色土＋ロームシルトプロック。貼床に似る。

7.黒色土粘性強い。

゜
1:50 2m 

L~75.10 

＼
 

ー一言 冒

/ ¥¥ 

1 

゜
1:3 10cm 

第56図 12号方形周溝墓土層断面出土遺物（1)
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1:3 10cm 

第57図 12号方形周溝墓出土遺物(2)

12号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東辺 口径ー ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部斜縦方向ハケメ。 口縁部破片

S字状口縁 底面直上 底 径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指頭による調整。

台付甕 器 高 一 粒 ・角閃石を含む。

2 土師器 北西辺 口径 9.6 ①酸化焙②橙 外面 口～体部ナデ後、口縁部横ナデ。体部縦方向箆 完形

小型丸底 底面直上 底径 1.5 ③粗細粒 ・赤色鉱物 箆磨き。底部窪み底。黒斑あり。

土器 器高 6.3 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部ナデ。

3 土師器 南西辺 口径一 ①酸化焔②橙 外面 口～体部箆ナデ後縦方向箆磨き。頸部粘土紐貼 口縁部欠損

ギ宝 底面直上 底径 8.0 ③細礫 ・粗細砂 ・白 貼り付け。底部木葉痕あり。

器 高 一 色鉱物粒 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体部上位指頭による調整。中位

含む。 ～底部箆ナデ後ナデ。

4 土師器 南西辺 口径 18.2 ①酸化焙 外面 口縁部折返し。口～体部ハケメ後、口縁部横ナ 体部中央一部

二重口縁壷 底面直上 底径 8.6 ②橙 デ。頸～体部丁寧な箆磨き。底部箆ナデ。赤色塗彩か。 欠損

器高 30.6 ③粗細砂・赤 ・白色 黒斑あり。内面 口縁部ハケメ後横ナデ。体部上位縦

鉱物粒多く含む。 方向指ナデ ・指頭による調整。輪積み痕あり。体部中

位～底部箆ナデ後ナデ。

5 土師器 埋没土 口径ー ①酸化焔②橙 外面体部斜縦方向箆ケズリ後ナデか。 体部破片

壷 底径ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面体部横方向ナデ。

器高一 粒 ・角閃石を含む。
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13号方形周溝墓

位 置 L-89• 90グリッド 写真 PL26 

重複 10号方形周溝墓と接する可能性があるが、

遺構の里複が激しく確認できなかった。

長軸方位 N-44"-E 

形状遺構の重複が激しく全体の形状ははっきり

しないが、対角線を南北にする方形を呈すると推定

される。

方台部 検出した範囲では長軸3.85X短軸3.66mの

方形であると推定される。盛り土は残存していなか

った。

周溝規模は上幅0.77~0.4m、下幅0.43~0.24

m、深さ0.3~0.28mである。東隅が一部切れていた

可能性があるが重複が激しく不明である。

X筐

2̀ 、 1< 72,¥ 
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第 3節古墳時代の遺構と遺物

主体部検出されなかった。

埋没土 As-Cを含む黒色土によって埋まっていた。

迫物遺物は50点出土したがいずれも小破片で図

化し得たのは 2点である。(1)は器種不明である。外

面はヘラケズリ調整で折返口縁をもつ。また S字状

口縁台付甕 (2)は周溝外からの出土である。出土時

に付近を丁寧に調査したが遺構が検出されなかっ

た。しかし胴部だけでなく台部も検出されており、

現位置を保っていたと考えられることから本遺構に

掲載した。東海地域のS字甕B類古層の特徴を持ち、

オリジナルに近い。

所 見埋没土と出土遺物から古墳時代前期の遺構

と考えられる。

A 2b la 2a lb A' B
 

2b lb B' 

゜
1 :50 2m 

L~74.70 

la.黒色土 As-Cを含む黒色土。

lb.黒色土 1 a層＋ローム小プロック。

2a. As-Cを含む黒色土 ローム小ブロックを含む。

2b. 2 a層に似るが、ロームプロックが多い。

ノ ロ／

゜
1: 100 5m 

゜
1:3 10cm 

第58図 13号方形周溝墓と出土遺物

13号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸 法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位骰 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②黄褐 外面 口縁部折り返し。横方向箆ナデか。 口縁部破片

器種不明 底径 ー ③粗細砂を含む。白 内面横方向箆ナデか。

器高 一 色鉱物粒が目立つ。

2 土師器 周溝外 口径(10.0) ①酸化焔 ②褐～鈍 外面 口縁部横ナデ。体部斜縦方向ハケメ c 上位横ハ 口～体部破片

s字状口縁 北東辺 底径 一 い黄褐③粗細砂 ・角 ケメ。中位やや乱れた斜横方向ハケメ。

台付甕 上場付近 器高 一 閃石 ・白色鉱物粒 ・ 内面 口縁部横ナデ。頸部ハケメ。体部上位縦方向指

石英を含む。 ナデ ・指頭による調整。

71 



第 3章調査の内容

14号方形周溝墓

位置 K • L-84 • 85 写真 PL26 

重複検出した範囲ではなかった。

長軸方位 N-11°-E 

形状後世の遺構による攪乱のため、全体の形状

は不明であるが、一辺を南北にする方形を呈すると

推定される。

方台部検出した範囲では、長軸5.75X短軸4.80m

の正方形である。盛り土は残存していなかった。

周 溝残存する範囲では北東隅が一部切れている

が、削平が著しいため判断できない。規模は上幅

0.90~0.34m、下幅0.60~0.22m、深さ0.24~0.18

mである。底面は凸凹しており、四隅が高い。

主体部検出されなかった。

埋没土 As-C・ロームブロックを含む黒色土によ

って埋まっていた。

遺物遺物は30点ほど出土している。分布は北辺

に集中していた。土師器壺(2)は外面ハケメ調整後

丁寧に縦方向のヘラミガキを施し、胴部上位に細か

＜鋭いハケメを装飾的に用いている。小形丸底鉢(1)

は粗製である。いずれも底面からの出土である。

所 見埋没土と出土遺物から古墳時代前期 (4世

紀後半）の遺構と考えられる。

* -85 

吋
ヽ

芦-84

ー

そ／

立

立 （＼i• |1 土85

1:100 5m 

A
 

△ 

B
 

B' 

L074.60 

1.黒褐色土 As-B下水田耕作土。粘性強い。

2. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム

小プロックを含む。

3. にぶい黄褐色土 ロームプロック＋As-Cを含む

黒色土プロック。

゜
1 :50 2m 
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L=74.60 

゜
1: 2 lm 

第59図 14号方形周溝墓と遺物出土状況
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

゜
1: 3 10cm 

第60図 14号方形周溝墓出土遺物

14号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 北西辺 口径 106 ①酸化焔 外面 口～底部箆ナデ後ナデか？底部剥離のため調整 ロ縁部2/3欠

小型壺 床面直上 底径 4. 4 ②鈍い黄橙 不明。黒斑あり。 損

器高 120 ③粗細砂 ・白 ・赤色 内面 口縁部横ナデ後縦方向箆磨き。体～低部ナデ。

鉱物粒 ・角閃石を含 全体に黒く煤けている。

む。

2 土師器 北西辺 口径一 ①酸化焔 外面 口～体部ハケメ後縦方向箆磨き。体部上位細か 口縁部欠損

・宜― + 4 cm 底径 9.5 ②鈍い橙 い(13本／cm)横方向クシメを 3段施文した後、残存 体部l/3残存

器高一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 部分で3ヵ所に縦方向クシメを装飾的に施す。黒斑あ

赤・白色鉱物粒を含 り。底部木葉痕あり。

む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部横方向ハケメ。
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第 3章調査の内容

4.井 戸

IV-A区25号井戸

位置 T-35

重複なし

形状平面形は楕円形、断面形は逆台形を呈する。

規模長径1 .0lm 短径0.79m

底面遺構確認面から0.64m掘り込んで底面とな

写 真 なし

る。底面はほぽ平坦であるが、西側がやや低い。底

面の標高は74.57mである。

埋没土 ローム・ As-Cを含む黒褐色土で埋まって

いた。中位には粘質土が堆積していた。

遺物出土遺物はなかった。

所見 調査時には中位の粘質土が水成堆積による

ものとし、井戸と判断して調査を行った。埋没土か

らAs-C降下後の古墳時代前期(4世紀代）の遺構と

考えられる。

5.土坑

1-B区124号土坑

位置 K-61 写 真 なし

重複近・現代の溝（非掲載）に掘り込まれている。

形状重複のため不明であるが、検出した範囲で

は平面形は溝状を呈する。断面形は逆台形を呈する。

規模検出した範囲では長さ2.0m幅0.50mである。

底面遺構確認面から0.14m掘り込んで底面とな

る。底面は平坦である。

埋没土 As-Cを含む暗褐色土で埋まっていた。

遺物出土遺物はなかった。

所見 重複によりはっきりしないが、未確認の方

形周溝墓の一部と考えられる。埋没土からAs-C降

下後の古墳時代前期(4世紀代）の遺構と考られる。

A <~A

A
 

6 2 3 4 

ー ん文

A' 

乞

L=75. 30 

1.黒褐色土 白色軽石（As-C)を多く含む。ローム粒を少拡含む。

2.黒色土軽石を若干含む。粘性あり。

3.黒褐色土 As-Cをわずかに含む。比較的均質な粘質土。

4. 暗褐色土 ローム粒． As-Cをわずかに含む。粘性あり。

5. 黒褐色土 ローム粒 ．As-Cをごくわずかに含む。粘性あり。

6.灰色シルト 土質均質。細粒。粘性弱い。

゜
1:60 2m 

第61図 1V-A区25号井戸
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1,暗黒褐色土 As-C(¢,5mm)をやや多く含む。ローム粒を少鼠含む。

゜
1:60 2m 

第62図 1-B区124号土坑
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

II-B区128号土坑

位置J-86 写真 PL27 重 複 なし

形状平面は楕円形、断面は擢り鉢形を呈する。

規模長径0.37m、短径0.31mである。

底面遺構確認面から0.27m掘り込んで底面とな

る。底面は摺り鉢状に中央が緩やかに窪む。

埋没上 As-Cを含む黒色土で埋まっていた。

遺物台付甕脚部(1)が出土した。

所見埋没土と出土遺物から、 As-C降下後の古

墳時代前期(4世紀代）の遺構と考られる。

+ -86 

ー＝＝フ

ぅ炭1）））〖 △ 

128号土坑 129号土坑

A A' 

L=74.50 

1.黒色土 As-Cが混じる。焼土粒 ・炭化物粒を含む。

2.黒褐色土 ローム小プロックを多く含む。

3.黒褐色土 ローム細粒 • As-C に似る白色軽石粒を含む。

¥“`  

゜
1: 3 10cm 

゜
1:60 2m 

第63図 II-B区128• 129号土坑出土遺物

11-B区128号土坑出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴
器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴）

1 土師器 +14.2cm 口径ー ①酸化焔 外面 台部箆ナデ後、縦方向細かい箆磨き。

台付甕 底径 5.0 ②鈍い黄橙 内面箆削り後、細かい箆磨き。

器高一 ③細砂を含む。

残存状態

備考

台部のみ

II-A区132号土坑

位 置 S-87 写真 P L27 

重複なし

形状平面は楕円形、断面は浅擢鉢状を呈する。

規模長径1.06m 短径0.62m

底 面遺構確認面から0.3m掘り込んで底面となる。

埋没土埋没土の記載なく不明。

遺物土師器甕（1）が出土した。

所見 II-A区低地右岸の縁辺部に位置する。出土

遺物から古墳時代前期(4世紀代）の遺構と考えたい。

!I 

A Cg》立
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L~74 .40 

゜
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。
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第64図 II-A区132号土坑と出土遺物

II-A区132号土坑出土遺物観察表

番口］口［［：
1 土師器 埋没土

壷

寸法 ①焼成②色調 成・整形技法の特徴

::cm：゚ I：且門： u．。I:：三｀｀：；ナ：か：）

残存状態

備考

底部破片
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第 3章調査の内容

IV-A区55号土坑

位置 T-31

写 真 P L27 

重複中近世の遺構と重複。

形状平面は円形、断面は揺り鉢形を呈する。

規模直径0.53m

底面遺構確認面から0.50m掘り込み底面となる。

埋没土 As-Cを含む黒色土で埋まっていた。

追物出土遺物はなかった。

所 見 埋 没 土からAs-C降下後の古墳時代前期(4

世紀代）の遺構と考られる。

責"'<I I 
一叫

A A' 

IV-A区122号上坑

位置 Q-34 写真 P L27 

重複中近世の遺構と重複。

形状不明。

規模検出した範囲では1.60X 1.40mの規模であ

る。

底 面 遺 構 確認面から0.10m掘り込んで底面とな

る。

埋没土 埋没土の記載なし。

遺物土師器坪が 3点出土した。遺物は概ね 2時

期に別れ、 (2)(3)が本遺構に伴うと考える。

所見 出土遺物から古墳時代前期(6世紀後半）の

遺構と考たい。

L=75.00 

1.黒色土 As-Cを含む黒色土・ロームをわずか含む。土質均質。

ややベタついた土。

＼万

。
1 : 60 2m 

第65図 IV-A区55号土坑
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N-A区122号土坑出土遺物観察表
第66図 w-A区122号土坑と出土遺物

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデか？ 口～体部破片

坪 底径ー ③細砂 ・角閃石 ・赤 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

器高一 色鉱物粒を含む。

2 土師器 埋没土 口径 13.9 ①酸化焙②灰白 外面 口縁部横ナデ。底部箆削り。 口～底部2/3
坪 底径 ー ③粗細砂 ・角閃石・ 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。 残存

器高 4 1 赤色鉱物粒を含む。

3 土師器 埋没土 口径(129) ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。底部箆削り。 口～底部1/4
坪 底径 ー ③細砂 ・赤色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。底部ナデ。 残存

器高 (3.0) ・角閃石を含む。
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

IV-A区100号上坑

位置 R-24 • 25 写真 P L28 重複なし

形状平面は長方形、断面は逆台形を呈する。

規 模長径1.58m 短径1.41m

底面遺構確認面から0.72m掘り込んで底面とな

る。底面は平坦であった。

埋没土 上層は黒褐色土、下層はAs-Cをわずかに

含む黒褐色粘質土で埋まっていた。

遺物 出土遺物は20点である。分布は底面付近に

集中している。 S字状口縁台付甕（ 1• 2 • 3)が底

面から出土した。

所 見 埋没土と出土遺物から、 As-C降下後の古

墳時代前期(4世紀代）の遺構と考えられる。
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1.暗灰色砂質土 2層ブロック ・ローム粒 ・白色軽石（As-C?)

を含む。

2.黒褐色土 暗灰色土プロック ・白色軽石(As-C?)を含む。

3.黒褐色粘質土 白色軽石（As-C)をわずかに含む。

4.暗褐色土 ローム粒を少鼠含む。

5.黒褐色粘質土 白色軽石を含まない。

゜
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第67図 N-A区100号土坑と出土遺物

IV-A区100号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 底面直上 口径(16.0) ①酸化焔 ②灰褐 外面 口縁部横ナデ。頸部調整あり。体部斜縦方向ハ 口～体部上半

S字状口縁 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ ケメ。 破片

台付甕 器高 一 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部ナデ ・指頭による調整。

2 土師器 +5.5cm 口径ー ①酸化焔 ②褐灰 外面 台部ナデ後、矢羽状ハケメ。内外面煤付着。 台部破片

s字状口縁 底径 (7.6) ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 台部指ナデ。裾部折返し。 1と同一個体

台付甕 器 高 一 赤色鉱物粒を含む。 か？

3 土師器 底面直上 口径 一 ①酸化焔 ②灰白 外面 台部ナデ後、矢羽状ハケメ。 台部破片

s字状口縁 底径 6.2 ③細砂・角閃石を含 内面 台部指頭による調整。裾部折返し。

台付甕 器高 一 む。

4 土師器 埋没土 口径 ー ①酸化焙②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部縦方向箆削り？後ナデか？ 口縁部破片

器種不明 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面丁寧な横ナデ。

器高 一 白・赤色鉱物粒を含

む。
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第 3章調 査の内容

IV-A区102号上坑

位置 P• Q-24 

重複なし

形状平面は隅丸長方形を呈する。断面は逆台形

写真 PL28 

であるが、西側中位に段がある。

規模長径3.12m、短径1.86m

底面遺構確認面から0.76m掘り込んで底面とな

る。底面は中央がやや窪む。

埋没土 上層はAs-Cを含む黒色土で埋まってい

た。下層は黒色土とロームブロックがやや乱れて堆

積していた。

遺物出土遺 物 は 6点である。図化したのは 1点

である。底面から10cmほど上位でS字状口縁台付甕

(1)が出土した。

所見埋没土と出土遺物から、 As-C降下後の古

墳 時 代 前 期(4世紀代中葉）の遺構と考えられる。

¥
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1.黒色土 As-Cを含む黒色土。

2a.黒褐色土 1層に似るが、ローム粒・軽石粒を含む。

2b．黒褐色土 1層に似るが、ローム小プロックを含む。

3. にぶい黄褐色土 粘性強く踏み締まっている。ロームやや変色。

4a.灰褐色土・黒褐色土 ・細かいローム小プロック。

4b. 4 a層に似るが、粗い。

5.ローム ・地山層プロック。

0 1:60 2m 

。
1:3 10cm 
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第68図 w-A区102号土坑と出土遺物

lV-A区102号土坑出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 + 10 5cm 口径(14.2) ①酸化焔②暗褐 外面 口縁部横ナデ。体部箆削り後斜縦方向ハケメ。 口～体部1/2

S字状口縁 底径一 ③細砂・角閃石 ・赤 煤付着。 残存

台付甕 器高一 色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部ナデ ・指頭による調整。
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

IV-A区131号土坑

位 置 V-32 写真 PL28 

重複 2つの小ピットと重複している。

形状 平面は隅丸方形、断面は摺り鉢形を呈する。

規模長径1.30m 短径1.14m

底面遺構確認面から0.35m掘り込み底面となる。

埋没土 As-Cを含む黒色土で埋まっていた。

遺物 出土遺物は13点である。いずれも小破片で

ある。 所見埋没土と出土遺物から、 As-C降下

後の古墳時代前期(4世紀代）の遺構と考えられる。`~ 
／ 一 ；。

]

`
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L=75.20 

1.黒色土 As-C混りの土。

2.焼土プロック＋灰褐色ブローク（攪乱？）

3.黒褐色土 黄褐色土＋ローム、ザクザクした土。

1 : 3 10cm 

゜
1:60 2m 

第69図 IV-A区131号土坑と出土遺物

IV-A区131号土坑出土遺物観察表

番号 I 種 類
出上 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴

器 種 位置 (cm) ③胎士 （器形・文様の特徴）

1 I土師器 埋没土 口径一 ①酸化焙②鈍い橙 内外面 口縁部ハケメ後、横ナデ。体部ハケメ。

甕 底径 ー ③粗細砂 ・角閃石・

器高一 赤色鉱物粒を含む。

残存状態

備考

口縁部破片

IV-A区115号土坑

位 置 V-38 写真 PL29 重複 な し

形状 平面は不整形な長方形、断面は浅擢り鉢形

を呈する。 規模長径1.60m 短径1.14m

底面遺構確認面から0.18m掘り込み底面となる。

埋没土 上層は洪水に起因すると考えられる細砂で

埋まっていた。 遺 物 出 土 遺 物 は 6点である。

土師器坪(1 • 2)は埋没土からの出土である。

所見埋没土と出土遺物から、古墳時代後期 (6

世紀後半）の遺構と考えられる。
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1.灰褐色砂質土 砂主体。白色パミス (As-C?)を含む。

（洪水起源による水成堆積）

2.暗黒褐色土 所々に細砂が層位的に堆積。締まり良く硬い。

シルト質。

3.暗黄褐色土 ロームブロック(¢,10~50mm)を多く含む。

゜
1:60 2m 

1:3 10叩

第70図 IV-A区115号土坑と出土遺物
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第 3章 調査の内容

w-A区115号土坑出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径 12.6 ①酸化焙②橙 外面 口縁部横ナデ。坪部横方向箆削り。 口縁部一部

坪 底径一 ③細砂・角閃石を含 内面 口縁部横ナデ。坪部ナデ。 欠損

器高 3.7 む。

2 土師器 埋没土 口径（15.1) ①酸化焙②橙 外面 口縁部横ナデ。段差あり。坪部箆削り。 口縁部破片

坪 底径ー ③細砂 ・角閃石を含 内面 口縁部横ナデ。坪部ナデ。

器高一 む。

位

重

形

規

底

置

複

状

模

面

埋没上

K-79 

なし

平面は楕円形、断面は浅擢り鉢形を呈する。

長径1.19m

遺構確認面から0.30m掘り込み底面となる。

褐灰色シルト質土 ．As-Cの二次堆積層で

埋まっていた。

遺

所

物

見

11-B区158号上坑

写

短径0.88m

真 P L29 

出土遺物は 3点である。いずれも小破片で

図化し得たのは 1点のみであった。土師器坪（1）は

上層から出土した。埋没土中からは木片も出土した。

いずれも自然木であった。

II-A区低地底面の傾斜変換点付近で、 Hr

-FA下水田耕作土の下層から検出された。出土遺物

や埋没土の層位から、 As-C降下後の古墳時代の遺

構と考えられる。

＼
ぐ

ぐ

□3m 
K~79 

I 3a 3b 2 

［
、＿

司

z

q
c

e

C

I

 

m̀ | 

A' 

L=74.00 

1.黒色粘土 Hr-FA下水田耕作土。黒泥。

2. As-Cの二次堆積上層からの流入。

3a.褐灰色シルト質粘土 土質均質。

3b,褐灰色シルト質粘土 3 aに似るが、粘性強くロームプロッ

クを含む。

゜
1 :60 2m 

口 ］
クー

゜
1:3 10cm 

第71図 Il-B区158号土坑と出土遺物

番号

II-B区158号土坑出土遺物観察表

冗三
①焼成

③胎土

①酸化焙②橙

③粗細砂 ・赤色鉱物

粒 ・角閃石を含む。

②色調

外面

内面

成 ・整形技法の特徴

（器形・文様の特徴）

口縁部横ナデ。体～底部箆削り。

口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

残存状態

備考

口縁部破片
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

6.溝

ー

ジ

仁-8I

II-B区13号溝

位置 K • L-79、L • M-80、M-81

写真 P L80 重複 3号館より古い。

規模上幅0.43~0.20m 下幅0.20m

深さ0.07m 調査長 17.8m 

形状断面は逆台形を呈する。

走行谷の地形に沿い、北西から南東に走行する。

埋没士軽石を含む暗褐色土で埋まっていた。

遺物土師器坪(1)(2)が出土した。

所見遺物と埋没土から 6世紀後半には掘削・使

A A' 

用されていたと考えられる。 II-A区では上流部分を

検出できなかったが、 Hr-FA直下で浅い溝状の窪み

が認められ、調査区を南北に貫流していたと思われ

る。

。
1:80 4m 

B
 

B' 

L=74.40 

1.暗褐色土 白色パミス (¢,~5mm)・ローム粒(¢,5~7 mm)を含む。

締まり良。土質密。

+ -80 

沙

。
1 : 40 lm 『-719m

□ 口
。

1 : 3 10cm 

第72図 11-B区13号溝と出土遺物

II-B区13号溝出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径 (3.4) ①酸化焔②橙～浅黄 外面 口縁部横ナデ。坪部横方向箆削り。 口縁部破片

坪 底径一 橙③細砂・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。坪部ナデ。

器高 一 粒・角閃石を含む。

2 土師器 埋没土 口径(120) ①酸化焔②灰黄褐 外面 口縁部横ナデ。坪部横方向箆削り。 口縁部破片

坪 底径 ー ③細砂・角閃石・赤 内面 口縁部横ナデ。坪部ナデ。

器高一 色鉱物粒を含む。
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第 3章調査の内容

II-A区11号溝

位置 R • S-86、S-87 写真 P L29 

重複単独で占地する。
＼ 

規 模幅0.58~0.35m 深さ0.07m ＼と I 調査長4.7m

形状断面は浅播鉢形を呈する。

走 行谷の地形に沿い北西から南東に走行する。

埋没土 As-Cを多く含む黒色土で埋まっていた。 A A' 

決 吻
迫物出土遺物はなかった。

所見埋没土から古墳時代前期の遺構と考えられ

る。

IV-A区35号溝

位置 T -34、 T · U •V -35 写真 P L29 

¥¥ ~ レメ唸5

重複中世堀より古い。
B B' 

規模幅0.37~0.25m 深さ0.16m

調査長1.64m 1111 B B' 

形状断面形状は浅擢鉢形を呈する。

走行北北西から南南東へ走行する。

埋没土 As-Cを含む黒色土で埋まっていた。

悶¥ 9 i 1¥,¥ 、̀
゜

1:40 lm 
遺物出土遺物はなかった。

所見埋没土から、古墳時代前期の遺構と考えら

れる。

11号溝 干 ―87

1 
ヽヽ ＼＼ 

'l""/ 

A
 

A' 

門」8m

l．黒褐色粘質土 As-Cを含む黒色土。

゜
1 : 40 lm 

L=74.40 

1.暗褐色土 白色軽石（As-C）・ローム粒を若干含む。

゜
1:80 4m 

第74図 II-A区11号溝 第73図 w-A区35号溝
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第 3節古墳時代の遺構と遺物

6
ご

5
十ー

--J (l  

A
 

7 4 2 1 

A' 

。
1:40 2m 

6

：ー引
L=74.70 

1.現代の地表土

2. As-B 

3．黒灰色粘質土 上層に鉄分の沈着層あり。締まり良。

(As-B下水田耕作土）

4,灰褐色粘質土 白色軽石(Hr-FP?)を含む。締まり良。

5.暗黒褐色砂質土 As-Cを含む。

6.暗灰褐色砂質土 As-Cを少量含む。溝状遺構の埋没土。

7.灰褐色粘質土 ローム上層。

7. 溝状遺構

位置 III区を対角線に横断写真 P L29 • 30 

重 複 III区1~5号溝（中世）に掘り込まれている。

規模調査長93.7m 上幅0.55~0.33m

深さ0.11~0.03m 下幅0.25~0.12m

形状平面形は、 III-A区では北西方向に伸びる

連続した溝で構成されている。途中で合流しIII-B

区では一本の溝状になるが、底面は平坦ではなく小

規模な土坑が連続する布堀状を呈する。断面形は浅

揺鉢状である。 走行 N-55°-E 

埋没土 As-Cを多く含む砂質土で埋まっていた。

遺物礫 ・土師器小破片が出土した。

所見 調査時には溝状遺構として調査したが、遺

構の性格については不明である。年代ははっきりし

ないが、小破片ながらも出土した土師器片は古墳時

代前期であり、層位的にも矛盾のないことから古墳

時代前期の遺構という調査所見を得た。

N
9

シ
十
ー

6
9
1

土

゜
1:400 20m 

第75図 III区溝状遺構(1)と土層断面
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第76図 III区溝状遺構(2)
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

8. その他

風倒木痕

位 置 P-72 写真 PL30 

重複 中世以降の溝に掘り込まれている。

規 模 ・形状 形状 ・規模ははっきりしない。

As-Cが約2.5mの範囲でレンズ状に堆積していた。

埋没土 As-Cを非常に多く含む。

遺物弥生土器甕（l）を検出した。

所見調査時には風倒木痕として調査したが、遺

構の性格は不明である。遺構の拡がりから II-A区で

検出された溝状遺構と同一の遺構と考えられる。出

土した甕は樽式土器で本遺跡にお

ける弥生から古墳時代の遺物の中

ー
ー
ー
、
ヽ
―

でもっとも古い特徴をもつ。

A
 

ヘ

ふ

匁

Q

二

◇

9
怠

、も0
ヽ
‘ —----—— 

゜
1 : 40 2m 

A 
18溝

4 2b 3 A' 

Lc74.80 

第77図 風倒木痕と出土遺物

。
1 : 3 10cm 

1. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土。

2a.砂礫層 （17号溝埋没土）

2b.黒褐色土＋砂

3.黒褐色土細砂をわずかに含む。

4. As-C (2次堆積）

5. にぶい黄褐色粘質土（地山）

6.黄褐色ローム

風倒木痕出土遺物観察表

番号
種類 出上 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 弥生土器 散乱 口径(14.4) ①酸化焔 外面 口縁部折返し。口縁～体部上半ナデ成形後不連 口～底部2/3

甕 埋没土 底径 (6.2) ②鈍い褐色～黒 続な波状文を施す。頸部簾状文を施す。体部下半横方 残存

器高 16.7 ③粗細砂を含む。 向箆磨きか。底部箆ナデ。内面 口縁部横ナデ。体～ 樽式土器

底部横方向箆ナデ。内面煤付着。
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第 3章調査の内容

第 4 節奈良 • 平安時 代の 遺構 と 遺 物

1.概要

奈良 • 平安時代の地形は、前代までと同様、台地

に2筋の小谷が網流する起伏のある地形であるが、

小谷がだんだん埋没していき、台地との比高差が少

なくなっていった。低地部には水田耕作が継続し、

台地部には集落が展開していた。

検出された遺構は、竪穴住居46軒、掘立柱建物 l

軒、井戸12基、土坑21基、溝10本、畠 1基である。

低地部からは、 As-B下水田を検出した。

竪穴住居は、 I区西谷右岸や、西谷と東谷に挟ま

れた台地上、IV区に分布している。特に西谷と東谷

に挟まれた台地上に集中しており、 III区では検出さ

れなかった。 8世紀代の住居は、 IV区に分布する傾

向にある。竪穴住居の形態は、掘り込みを持ち、底

面に貼り床を行って調整し、東壁に竃を設置する当

該時期に典型的な住居形態である。西善尺司遺跡に

おける平安時代の集落は、 8世紀後半に開始される

が、 8世紀末から 9世紀初頭にかけて、一時遺構数

が減少する。 9世紀中葉に再び増加し 9世紀後半～

10世紀前半にはピークを迎える。その後は徐々に減

少しながら、10世紀中葉頃まで継続していく。

掘立柱建物は、 I区西谷右岸に 1軒のみ検出され

た。 2間X 2間の南北棟建物で北側に庇がつく。出

土遺物はほとんどなかったが、柱穴の埋没土が本遺

跡の特徴的な奈良 • 平安時代の埋没土で埋まってい

たため当該時期と判断した。

溝は、谷の縁辺部とIV区で検出した。中でも I.

II区7号溝は、集落群の南に位置し、一部のみの検

出であるが、調査長40m、最大幅3.13m、深さ0.83

mの大規模な溝である。土層観察から 2~3度の変

遷が見られる。多量の土器が出土し、その年代から、

集落とほぼ同時期の 9世紀中葉頃には掘削 ・使用し

ていたと考えられる。

I -A・ B区2号溝やIV-A区27• 29 • 30 • 37号溝

では、黄褐色の砂層が確認されている。各遺構から

出土している遺物の年代も、ほぼ一致しており 8世

E
 

B
 llO 105 100 95 90 85 80 75 70 
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

紀後半の洪水と考えられる。

井戸は、 I• II区の集落付近と特にIV区に集中し

て検出された。 IV-A区21号井戸は、直径1.87m、

深さ2.06mの規模で、9世紀後半の遺構と考えられ

る。出土遺物は330点ほどあり、そのうち 3点に「嶋」

「叶」「士」と書かれた墨書土器が出土した。

土坑は、 I• II区 ・IV区の竪穴住居周辺に散在し

て分布している。 III区では検出されなかった。 11-B

区98号土坑は、直径0.88m、深さ0.22m程の小さな

土坑であるが、須恵器坪と共に鉄製刀子が出土した。

畠は、I-B区西谷右岸の台地で検出された。一部

のみではあるが、列状の溝が 8本検出された。推定

される畝幅は、 1.66~2.24mと考えられる。これは、

畝間の溝の下半部を検出したに過ぎないのではある

が、水田域に隣接しており、集落周辺の土地利用の

一例を示している。年代については、本遺跡の奈良・

平安時代に特徴的な埋没土によって埋まっており、

土層観察からも矛盾がないことから当該時期の遺構

とした。

低地部では、同時期にパックする火山灰や洪水層

がないため、水田遺構そのものは検出できない。し

かし、プラント ・オパール分析から水田耕作の継続

を確認した。また遺構か ら、II区では13号溝が 6世

紀後半、 さらに台地上の 9号溝が 8世紀末～ 9世紀

の遺構であり、水田域の拡大に伴い水路を漸次台地

上に掘削していく様子が確認できる。

平安時代末期の天仁元（1108)年に降下した浅間B

軽石(As-B)降下時には、小谷がほぽ埋まり I・II区

全面にさらに水田が展開する。また新たにIII区台地

上にも拡大している。区画は埋没した谷の細かな起

伏に規制され、やや変則ではあるが概ね方形を基本

とし、畦は東西南北を指向していることから、条里

水田の様相を呈している。詳細は、「第 6節低地部

の遺構と遺物」を参照にされたい。

z
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◎° 

T
 

J
 
゜

Q
 

゜
゜
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E
 

B
 65 60 55 50 45 40 35 30 25 20 

第78図 西善尺司遺跡 奈良•平安時代遺構概念図
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第 3章調査の内容

2.住居

I-A区 1号住居

位置 P• Q-104 写真 PL31 

形状長軸を東西にする超小形不整四角形を呈す

る。北壁ははっきりしない。周壁は、北 ・東壁が外

にやや膨らんでいるが、他は直線的に掘られている。

四隅は丸い。規模は、長軸3.lm・短軸2.6mである。

面積 7.12面 方位 N-79°-E

重 複 1局方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 白色軽石粒 ・ロームを含む灰褐色土で埋ま

っていた。

床面上部から削られたため住居の掘り込みは浅

く、遺構確認面から 3cm掘り込んでそのまま床面と

する。貼床は方形周溝墓と重複する部分にのみ一部

に施されていた。床面は硬く締まり平坦である。

鼈 東壁のほぼ中央に設置されていた。住居の壁

生活面 Q-10」竺lm 、ミマ←←

呵叫

立ニ

A-

§ 

A' 

... 
総・̀• ］ A 

col 
蒜 IOS 叫

A' 2 4 1 

L=74.80 

住居 A-A' 

1.灰褐色土 As-Cに似た軽石粒を含む。ローム小プロックあり 。

2. ロームプロック ＋As-Cを含む黒色土。

3.灰褐色土 ローム粒＋As-Cを含む黒色土。硬化面。（床面）

4.ロームプロックとAs-Cを含む黒色土が入り混じる。

上面硬 くしまる。（貼り床）

5. 4層に似るが、各プロックが大きい。

より内側に寵袖が若干張り出す形態の寵で、向かっ

て右側では13cm程袖の基部が残存していた。焚口幅

は48cmである。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。燃焼部奥の壁は良く焼けてお

り、底面に灰層が拡がっていた。煙道部は壁から外

へ47cm突出していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 記録不備のため平面形態がはっきりしない

が、長軸推定66cm、短軸推定60cm、深さ 13cmの円形

の貯蔵穴が検出された。

柱穴検出されなかった。

遺物 出土遺物は60点余りである。ほとんどが小

破片であった。鼈内からは土師器坪（1)、土師器台付

甕(3)の台部が、鼈前では土師器甕（1）が出土した。

いずれも床面直上からの出土である。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。

寵

叫 叫

m̀| 、i>:ll

A
 

2 5 I A' 

L=74.80 

゜
1 : 30 lm 

鼈 A-A' B-B'

1.暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒をわずかに含む。

2.黄褐色土 ロームプロック ＋1層プロック ・焼土小プロック。

（竃天井部の崩落土）

3.暗褐色土 As-Cの白色軽石粒 ・ローム小プロック ・焼土粒を

含む。

4.黒色灰

5.暗褐色土焼土粒 ・灰が混じる。ローム粒を含む。

6.焼土プロック＋粘土プロック

゜
1: 60 2m 

第79図 I-A区 1号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物
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゜
1 : 3 10cm 

第80図 I-A区 1号住居出土遺物

I-A区 1号住居出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 窟内 口径(140) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部横方向箆削り。 暗文土師器

坪 埋没土 底径 一 ②橙③粗細砂 ・白色 内面 口縁部横ナデ。体～底部丁寧な箆ナデ後、放射

-4.6cm 器高(3.8) 鉱物粒 ・雲母 ・角閃 状箆磨き。

石を含む。

2 土師器 北東隅 口径(16.0) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 床下 底径 一 ②鈍い褐 内面 口縁部横ナデ。体部上半横方向ナデ。

-1.lcm 器高一 ③細砂 ・雲母 ・角閃

石を含む。

3 土師器 竃内 口径ー ①酸化焔 外面底部箆削り。脚部横ナデ。 脚部のみ

台付甕 埋没土 底径一 ②鈍い橙 内面横ナデ。

+5cm 器高 一 ③細砂 ・白色鉱物粒

・雲母を含む。

4 須恵器 中央 口径 128 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

坪 床下 底径 6.3 ②鈍い黄橙 り。無調整。内外面黒斑あり。

~2.5cm 器高 3.5 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部指頭痕有。

粒 ・角閃石を含む。

5 須恵器 北東隅 口径(12.7) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 体～底部

坪 床下 底径 5.6 ②鈍い黄橙③粗細砂 り。無調整。内外面黒斑あり。

-1 5cm 器高 3.9 ・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 南東隅 口径 15.2 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 ロ～体部破片

坪 床下 底径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

-4 4cm 器高一 粒 ・角閃石を含む。
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第 3章調査の内容

I-A区 2号住居

位置 R-105• 106 

写真 PL32 

形状長軸を東西にする超小形長方形を呈する。

南東以外は隅が丸い。規模は、長軸2.4m・短軸2.0

mである。

面積 4.17対 方位 N-89'-E 

重 複 3号方形周溝幕を掘り込んでいる。

埋没土 灰・焼土粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

床面上部から削られており掘り込みは浅い。遺

構確認面から 8cm掘り込んで、そのまま床面とする。

貼床はない。

鼈 東壁の中央やや南寄りに設置されていた。住

居の壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は63cmである。燃焼部には顕著な焼土 ・灰は

確認できなかった。底面は平坦で煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。煙道部は壁から外へ40cm突出

していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅の東壁からやや離れたところに、長

軸71cm、短軸53cm、深さ 9cmの楕円形の貯蔵穴と考

えられる土坑を検出した。焼土 ・ ローム粒・灰 • 土

器片を含む褐灰色土で埋っていた。

柱穴検出されなかった。

遺物 出土遺物は50点余りである。ほとんどが小

破片であった。貯蔵穴内からは土師器坪(2 • 3)が

出土している。 (2)は床面直上の破片と接合関係に

ある。 (4 • 5)は須恵器坪で床面直上から出土して

いる。 (1)の土師器甕と (7)の須恵器甕は竃付近の出

土で住居外の出土だが、攪乱によって現位置に移動

したと判断し、この遺構の所属とした。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。

生活面 -(l  

m̀| 

鼈

長］1；6

A 

A 

A 

長lm 

106 

A' 

＼ 

ノ
m̀| 

忍 ）
m̀| 

叫

A' A 栢 △上 C' 

L=74.90 

住居 A-A' 

1.黒褐色土焼土粒 ．灰を含む。

鼈 A-A'B-B'

la.黒褐色土焼土粒 ．灰を含む。（使用面？）

lb.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒・ローム粒を

わずかに含む。

2.にぶい黄褐色土 As-Cを含む黒色土＋ローム。

叫 叫

貯蔵穴 C-C' 

1.褐灰色土 焼土粒 ・ローム粒 ・ローム小プロックが入

り混じる。灰を含む。

゜
1 : 30 Im 

゜
1 : 60 2m 

L=74.90 

第81図 I-A区 2号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物
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第82図 I-A区 2号住居出土遺物

1-A区 2号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位閻 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 貯蔵穴内 口径 124 ①酸化焔②鈍い褐色 外面 口縁部横ナデ。接合痕有。体部指ナデ（いわゆ 口～底部1/3

坪 + 6cm 底径 (8.4) ③粗細砂 ・白色鉱物 る型膚）。底部箆削り。やや雑な整形。歪みあり。 残存

器高 3.0 粒 ・雲母 ・角閃石を 内面 口～体部横ナデ。底部丁寧なナデ。指頭痕有。

含む。

2 土師器 貯蔵穴内 口径 12.9 ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ後指押さえ。体部横方向箆削り。 口～底部l/2

坪 + 6cm 底径 (9.0) ③粗細砂 ・角閃石 ・ 底部箆削り。 残存

器高 4 0 白色鉱物粒を含む。 内面 口～底部丁寧な指ナデ後、放射状箆磨き。 暗文土師器

3 須恵器 中央 口径(120) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

坪 床上 底径 6.8 ②褐灰色 り。無調整。内外面底部酸化気味。

+7.4cm 器高 3.6 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

粒を含む。

4 須恵器 中央 口径 127 ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 l/3残存

坪 床上 底径 5.2 橙③湖1礫 ・白色鉱物 り。無調整。

+l 2cm 器高 3 5 粒 ・チャート含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

赤色鉱物粒目立つ。

5 土師器 遺構外 口径 10.9 ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。頸部指 口縁部破片

甕 床上 底径一 ③粗細砂 ・雲母・角 頭痕・接合痕有。

+2.5cm 器高一 閃石を含む。 内面 口縁部～体部上半横方向箆ナデ。

6 須恵器 遺構外 口径(30.0) ①還元烙②灰 外面 口縁部横ナデ。端部箆状工具による回転ナデ。 口縁部破片

甕 床上 底径一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。

+2.5cm 器高一 粒を含む。
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第3章 調査の内容

I-A区 3号住居 鼈 東壁の中央やや南寄りに設置されていた。住

位

写

形

置

真

状

N-101 • 102、

P L32 • 33 

0-101・102 

長軸を南北にする小形長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。南東隅は角張って

いるが他は丸い。規模は、長軸3.6m・短軸2.5mで

ある。

面

重

積

複

埋没土

いた。

床 面

8.44m' 方 位 N -lll°-E 

溝に掘り込まれている。

ロームブロックを含む暗褐色土で埋まって

遺構確認面から20cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹しており北側がやや高い。 この面

に厚さ 10cmの貼床を施し床面とする。底面には鼈を

を中心に南東隅にかけて灰層が拡がっていた。住居

西辺の壁際に焼土が集中していた。

居の壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は50cmである。竃の残存状況は良好で、燃焼

部の壁は良く焼けており、底面には灰が拡がってい

た。煙道部は残存する範囲で、壁から外へ104cm、燃

焼部からは30cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙

道部へ緩やかに傾斜していた。

周

貯蔵穴

柱

遺

所

溝

穴

物

検出されなかった。

検出されなかった。

検出されなかった。

出土遺物は20点である。遺物の分布は鼈を

中心に灰層の広がりとほぽ一致している。鼈内から

は図化し得なかったが、土師器甕が出土している。

(1 • 2)の土師器坪、 (3• 4)の須恵器坪は床面直上の

出土である。

見 出土遺物から平安時代(9世紀前半）の住居

と考えられる。

生活面

e
⑱
 

喜

A
 

岱憚

ーニrr
叫

l ・2 □/  
A' 

叫

「言~ △

ーニにニク

m̀| 

L=74. 70 

住居 A-A' B-B' 

1. As-Cを含む黒色土＋褐灰色プロック。 2層との境に灰堆積。（一括埋土）

2.褐灰色土 ロームプロックをわずかに含む。粘性強い。

3.褐灰色土 2層に似るがロームプロック多く、褐色土プロッ クが混じる。

4.黄褐色ローム 褐灰色土が混じる。（貼床）

5.黄褐色ロームのくすんだ層。（貼床）

‘ 

゜
1:3 10cm 

゜
1 : 60 2m 

第83図 I-A区 3号住居と出土遺物（1)
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第 4節 奈良・平安時代の遺構と遺物

鼈 叫 叫
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鼈 A-A'B-B'C-C'

1. As-Cを含む黒色土＋ロームプロック＋褐灰色プロック。

2.暗褐色土 As-Cと考えられる</>1~2 mmの細粒軽石 ・ローム粒

・焼土粒を含む。

ロームプロック＋褐色粘質土プロック。

焼土 ・小プロックを含む。（天井崩落土）

ロームプロックをわずかに含む。粘性強い。

3.暗褐色土

祠

c
 

83 ?627 

4.褐灰色土

5.焼土

6.ロームプロック主体。

7.青灰色灰使用面。

8.暗褐色土 ローム小プロック ・焼土粒を含む。粘性強い。

（竃の貼床）

9. にぶい黄褐色土 ロームプロック主体。焼土・暗褐色プロック

を含む。（鼈の貼床）

C' 

゜
1 : 30 lm 

L=74. 70 

二

第84図

□ 
〇 1 : 3 10cm 

I-A区 3号住居寵と出土遺物(2)

I区 3号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 東南隅 口径 12.2 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部横方向指ナデ・指押さえ。 口～底部1/4

坪 床上 底径一 ②鈍い橙 底部箆削り。やや雑な整形。 残存

+3. lcm 器高 (26) ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口～底部指ナデ。指頭痕有。

粒 ・角閃石を含む。

2 土師器 東南隅 口径 115 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 ロ～底部2/3

坪 床上 底径 (8.0) ②鈍い橙 削り。 残存

+3.lcm 器高 3.1 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部丁寧なナデ。指頭痕有。

粒 ・角閃石を含む。

3 須恵器 東南隅 口径 12.7 ①還元焔②灰③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

坪 床上 底径 6.2 砂 ・白色鉱物粒を含 り。無調整。 残存

+ 1.6cm 器高 3.5 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 須恵器 寛前 口径(12.4) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/4

坪 床上 底径 (67) ②灰 り。無調整。 残存

+0.3cm 器高 3.8 ③細礫 ・赤 ・白色鉱 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

物粒を含む。
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第 3章調査の内容

I-B区4号住居

位置 P-107

写真 PL33 • 34 

形状西壁を削平されているため、全体の形状は

はっきりしないが、長軸を東西にする超小形長方形

を呈すると推定される。検出した範囲では、周壁は

直線的に堀られ、隅は丸い。規模は、長軸2.3m以

上 ・短軸2.2mである。

面積 5.12m'

方位 N-77°-E

重複なし。

埋没土 焼土粒 ・炭化物粒・白色軽石を含む暗褐色

土で埋まっていた。

床 面遺構確認時には既に床面が削平されていた。

確認されたのは貼り床から構築面にかけてである。

遺構確認面から 7cm掘り込んで構築面とする。構

築面はほぼ平坦である。この面に部分的に厚さ 3cm 

以上の貼床を施し床面としたと推定される。

鼈 東壁のほぽ中央に設置されていた。竃袖がほ

とんど張り出さない形態の鼈で、焚口幅は50cmであ

る。燃焼部の覆土には灰・焼土 ・炭化材が多く含ま

れていた。煙道部は壁から外へ47cm突出していた。

燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜して

いた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径57cm、深さ 19cmの円形の貯蔵

穴を検出した。埋没土からは少量の土器片が出土し

た。

柱穴検出されなかった。

遺物出土遺物はなかった。

所 見 遺物もなく年代については判断しかねる

が、埋没土と住居の平面形態から平安時代の住居と

考えられる。

生活面 鼈

lrn107 
悲 ヽ 叫 叫
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竺
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(O¥ m̀ | 一C 
叫

C C' 

A A' 
A' 

住居 A-A' 

1.黒色土 As-Cに似た軽石粒を含む。ロームプロックが混じる。

貼床。床面は削平されている。

2.黒色土 As-Cを含む。地山か？

鼈 A-A'B-B'

la.ロームプロック ＋青灰色灰 ・焼土プロック・炭化物を含む。

lb. 1 a層に似るが、ロームプロックが多い。

゜
1 : 60 2m 

。
1 : 30 lm 

L=79. 40 L=79. 40 

第85図 I-B区 4号住居
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I-A区 5号住居

位置 P• Q-88 • 89 写真 PL34 • 35 

形状現代の側溝とトレンチによって一部壊され

ているが、対角線をほぽ南北にする小形長方形を呈

する。周壁は直線的に掘られている。四隅は丸い。

規模は、長軸3.5m・短軸2.6mである。

面積 9.06面 方位 N-66°-E 

重 複 6号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 焼土粒 ・炭化物粒 ・白色軽石を含む暗褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面から28cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹しており北西隅 ・中央 ・北東隅が

土坑状に低く掘り込まれていた。この面に部分的に

厚さ 6cmの貼床を施し床面とする。床面までの深さ

は22cmである。床面は平坦で、硬く締まりあった。

鼈 東壁の中央やや南寄りに設置されていた。住

居の壁より内側に鼈袖がやや張り出す形態の竃で、

右袖は18cm、左袖は14cm程の基部が残存していた。

第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

右袖芯には棒状の礫が直立して使用されていた。ま

た右袖前に直径20cmのピットを検出しており、鼈袖

芯を抜いた痕跡の可能性がある。焚口幅は57cmであ

る。燃焼部の壁は良く焼けて焼土化しており、底面

には灰が拡がっていた。煙道部は壁から外へ44cm突

出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩や

かに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径53cm、短径40cm、深さ40cmの

ほぼ不整円形の貯蔵穴を検出した。貯蔵穴内からは

土師器甕（3）が出土した。

柱穴検出されなかった。

遺 物 出土遺物は80点余りである。分布は竃 ・貯

蔵穴に集中し、他は南側に散在している。竃内から

は土師器甕（ 3• 5)と須恵器羽釜(9)が、貯蔵穴から

は土師器甕(2 • 4)が出土した。

所 見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

叫

]

4

 

C' 
＼ 4, 

叫
A
 

4 6 5 2 3 

住居 A-A' 

1.住居埋没土。

2. ロームのくすんだ土。ローム小プロック＋焼土プロックが混じ

る。（窟天井崩落土）

3.ロームプロックを含む。ロームもしくはAs-Cを含む。黒色土

等が入り混じる。硬くしまる。（床の硬化面）

A' 

L=74.80 

II 
1 

文 1 ¥ ¥ 
2 

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 60 2m 

4.黒褐色土 ローム小ブロック ＋黒色土 ・暗褐色土。（貼床）

5.ロームプロック ＋黒褐色プロック＋暗褐色プロック。一括埋土。

やや踏みしまる。（貼床）

6. ロームプロック主体。暗褐色土プロックが混じる。（貼床）

7.黒色土 As-C含まない。フカフカした土。（貼床）

第86図 I-A区 5号住居と出土遺物（1)
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第 3章調 査の内容

ぶ

c
 

鼈
叫

叫
C' 

司

L=74.80 

叫

合

c'M 
—— 

諜

q
z
 

。
1 : 60 2m 

鼈 A-A'B-B'

1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土のややくすんだ土。

ローム粒 ・焼土粒・土器片を含む。

2a. 1層＋ローム小プロック＋焼土プロック。

（天井崩落土）

2b.鼈構築材のロームプロック主体。土器片を多く含

み、下層は焼土化。（天井崩落土）

3.青灰色灰（使用面）

4. にぶい黄褐色土 ローム小プロック＋ロームのく

すんだ土＋褐色小プロック。硬

くしまる。（貼床）

5.暗褐色土 As-Cを含む黒色土小プロック ＋ロ ー

ム小プロック＋ロームのくすんだ土。

m̀| m`| 貯蔵穴 C-C' 

A.3  2b ]a.5 5.  A c
 

3 2 C' 
1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。ロームプロ ック ・

焼土粒を含む。下層に灰面あり 。

2.青灰色灰とロームの互層。

3.ロームプロック＋褐色土。

L=74.80 

。
1 : 30 lm 

-C‘こ2二ご‘c__:_:_
久ここ2二、二生

／ 

＼
 

I/ 3 

第87図 I-A区 5号住居と出土遺物(2) ゜
1 : 3 

／／ 
4 

10cm 
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

¥¥ /  
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゜
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1

゜
10cm 

＼ 

1区 5号住居出土遺物観察表

／／ ， 
第88図 I-A区 5号住居出土遺物(3)

1 : 3 

番号
種 類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 竃 口径(164) ①酸化焔②橙③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部上位斜横方向箆削り。 口縁部破片

甕 + 14 5cm 底径 一 砂 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

器高 一

2 土師器 貯蔵穴内 口径(210) ①酸化焔②明褐③粗 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 +10cm 底径 一 細砂・角閃石 ・雲母 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

器高 一 母を含む。

3 土師器 中央 口径 20.2 ①酸化焔②橙③細礫 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積痕・指頭痕有り。体部 口～体部上位

甕 床 底径一 ・赤・白色鉱物粒を 上位横方向箆削り。下位斜縦方向箆削り。 1/3残存

~ 1.4cm 器高一 含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

4 土師器 中央 口径 22.0 ①酸化焙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 口～体部1/3

甕 床下 底径一 ③細礫 ・白色鉱物粒 縦方向箆削り。 残存

-l.4cm 器 高 一 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

5 土師器 鼈 口径 19.8 ①酸化烙②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積痕有り。体部上位横方 口縁部破片

甕 +8 2cm 底径一 ③粗細礫 ・角閃石を 向箆削り。

器高 一 含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

6 須恵器 鼈 口径ー ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。底部調整不明。付高台。 体～底部破片

高台付椀 + 15.4cm 底径 5.5 ③細礫 ・白色鉱物粒 内面体～底部回転ナデ。 器面の荒れ顕

器高 一 を含む。 著

7 土師器 北東隅 口径 13.2 ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口～体部破片

甕 床上 底径ー ③細礫 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。 器面の荒れ顕

+9 4cm 器高 一 を含む。 著

8 須恵器 鼈 口径一 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 底径 ー ③粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高 一， 須恵器 竃 口径(170) ①遠元焔②灰白③粗 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部上位

羽釜 +12.7cm 底径 ー 細砂・赤・白色鉱物 下位縦方向箆削り。 破片

器高一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

10 須恵器 南西隅 口径(18.5) ①還元焔②灰白③粗 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床下 底径一 細礫 ・角閃石 ・白色 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

-7.Zcm 器高 一 鉱物粒を含む。
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第 3章調査の内容

I-B区6号住居

位置 L•M-91·92 写真 PL35 

形 状 1号館によって西壁を壊されているため全

体の形状ははっきりしないが、長軸を東西にする小

形長方形を呈すると推定される。周壁の北壁 ・南壁

は直線的に掘られているが、東壁は外に膨らんでい

る。検出されたニカ所の隅は丸い。規模は、長軸3.3

m・ 短軸2.4m以上である。

面積 6.60rri刈残存部分）方位 N-91°-E

重 複 4号方形周溝墓を掘り込み、 1号館に掘り

込まれている。

埋没土 白色軽石 ・ロームブロックを含む黒褐色土

で埋まっていた。

床面遺構確認面から18cm掘り込んで構築面とす

る。竃手前は土坑状に掘り窪めている。この面をほ

ぼそのまま床面とするが、南側には部分的に貼り床

を施していた。

生活面 仁 3m
M-91 

--J(l  

B
_
 

A' 

IIIIIl 

m
9
2
 

A
-

圧

A
 

゜

la A' 

住居 A-A' 

la.黒褐色土 As-Cに似た軽石粒 ・ローム小プロックを含む。

住居埋没土らしくない。

lb.黒褐色土 As-Cに似た軽石粒 ・ローム粒を含む。

周辺の漸移層と類似。

2.ロームプロック＋As-Cを含む黒色土灰黄褐色土 砂質。

磁 東壁のほぽ中央に設置されていた。住居の壁

より内側にほとんど鼈袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は50cmである。左袖部分にはピットを検出し

ており、袖心材を抜き取った痕の可能性がある。煙

道部は壁から外へ41cm突出していた。燃焼部は中央

部が高くやや凸凹しており、煙道部にかけて緩やか

に傾斜していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

遺物 出土遺物は41点である。分布は竃左袖部分

に集中している。 (1 • 2 • 3)は須恵器坪、 (5)は須

恵器高台付椀、 (4)は灰釉陶器坪の破片である。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

構築面

旦

A' 

B
 

B' 

L=74.70 

゜
1 : 60 2m 

第89図 I-B区 6号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

鼈 叫 叫

拿 点
甕

`
g
 

叫

鼈 A-A'B-B'

1.暗褐色土 ローム小プロック粒 ・炭化物を含む。

2.青灰色灰層 焼土粒・炭化物を含む。（使用面）

3.ロームプロック主体。（天井崩落土）

4.ローム小ブロック ・褐色小プロックが互層に堆積。上層は硬く

しまる。（貼床）

5.ロームブロック

A 撹乱 2 3 4 A' 

L"74. 70 

゜
1 : 30 lm 

/

]

 

]
 

＼
 

り

一

三

2 

ロ ニ ＿／

ロ／
゜

1 : 3 10cm 

第90図 1-B区 6号住居寵と出土遺物

I-B区 6号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸 法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴）外面 備 考

1 須恵器 ピット内 口径 14.6 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部欠損 口～体部1/3

（高台付）椀 床下 底 径 一 ③細礫 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

-1 5cm 器 高 一 を含む。

2 須恵器 鼈前 口径 129 ①還元焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぼ完形

坪 床上 底径 6 0 ③細 ・中礫・白色鉱 り。無調整。

+8 5cm 器高 4 2 物粒・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 鼈前 口径 13.5 ①還元焔②明褐灰～ 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/4

坪 床下 底径 6.0 灰白③細砂・白色鉱 り。無調整。 残存

-0.5cm 器高 4 2 物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 灰釉陶器 鼈前 口径（150) ①還元焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。ハケ塗りか。 口縁部破片

坪 床上 底径 一 ③細砂 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+8.5cm 器 高 一 を含む。

5 須恵器 鼈前 口径ー ①酸化烙気味②鈍い 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 口縁部欠損

高台付椀？ 床下 底径 6.7 橙③細砂 ・角閃石を 無調整。付高台。底部器壁がやや厚め。 他完形

+7.9cm 器 高 一 含む。 内面体～底部回転ナデ。
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第 3章 調査の内容

1-B区7号住居

位

形

置

状

K-90 写 真 PL 36 • 37 

現代の攪乱により西辺を壊されているが、

長軸を東西にする小形長方形を呈すると考えられる。

周壁は直線的に掘られている。検出された 3カ所の

隅は丸い。規模は長軸2.7m•短軸2.3mである。

面

重

積

複

埋没土

5.08m刈残存部分）

暗褐色土で埋まっていた。

床 面

鼈

方

13号方形周溝墓を掘り込んでいる。

白色軽石 ・ロームブロック ・土器片を含む

遺構確認面から19cm掘り込んでそのまま床

面とする。床面は平坦であった。

位 N-92°-E 

東壁の中央やや南寄りに設置されていた。住

居の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の

鼈で、焚口幅は55cmである。鼈左袖部分に棒状礫が

直立した状態で検出され、袖心材と考える。煙道部

は壁から外へ63cm突出していた。燃焼部は平坦で、

干°
生活面 --JI 

巳。mm|叫

煙道部にかけて緩やかに傾斜していた。記録できな

かったが、竃底面には貯蔵穴にかけて灰層が広がっ

ていた。

周

貯蔵穴

楕円形の貯蔵穴を検出した。貯蔵穴の底面には灰層

が堆積していた。

柱

遺

小破片でそのうち14点を図化した。分布は床面全体

に散乱している。鼈内からは土師器甕（7)、貯蔵穴内

からは土師器坪（1)・須恵器高台付椀(5)が出土して

いる。土錘（12・13・14)はほぼ床面直上から出土し

た。 (4)は須恵器短頸壺の口縁部破片と考えられる。

重ね焼き時の高台部が釉着していた。

所

溝

穴

物

検出されなかった。

南東隅に長軸81cm、短軸61cm、深さ 18cmの

検出されなかった。

遺物は300点ほど出土している。いずれも

見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

ヽ

・ 、3’o：や
'`  ， ヽ ・
,0 、
ヽ ●＇

ヽO '
’̀ 

A
 

O I 12 

m̀ | 

A' 

叫

L=74.80 

口

＼三二／／

\~/ 

住居 A-A' 

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.黒褐色土

As-Bを含む暗褐色土。

As-Bに似た¢,1 mm前後の軽石・ローム小プロックを

含む。

As-Bに似た¢,1 mm前後の軽石 ・¢,1~3 mm程のやや

大きめの軽石（As-C)を含む。ロームプロック ・土器

片を含む。

／ ： ＼：  

。
1 : 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第91図 1-B区 7号住居と出土遺物（1)
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

寵 叫 叫

C' 

司

c
 

C' 

鼈 A-A'B-B'

1.暗褐色土焼土粒 ・ローム粒 ・プドウ色の斑点が混

じる。

2.灰＋ローム＋焼土混在。（天井崩落土）

3. 2陪に似るが、ローム含まない。炭化物粒を含む。

灰層の上部。

4.鼈貼床

貯蔵穴 C-C' 

1.暗褐色土 As-Cのくすんだ層。ローム小プロック・

炭化物粒・焼土粒を含む。（埋没土）

2.暗褐色土 1層に似るが、ロームプロ ックが

多く、炭化物粒 ・焼土粒を含む。

（埋没土）

3.暗褐色土 1層に似る。底面に灰層あり。

4.灰 底面に拡がって堆積。（使用面）

3 2 

A A' 

゜
1 : 30 lm 

L=74.80 

こ

← 

＼
 7

 

”

ワ

！
4
＼

ー

ー □□ 
I I IO 

／ 

。
1 : 3 m~ 

¥

c
 

¥

o
 

ー

8
 

＼
 1/2 

2 ~2 €)13 8 14 

0 11 

゜
1 : 2 5cm 

第92図 1-B区 7号住居寵と出土遺物(2)
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第 3章調 壼の内容

1-8区 7号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 貯蔵穴内 口径 124 ①酸化気味②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位指ナデ・指押さえ。下 ほぽ完形

坪 底径 6 8 ③粗細砂・白色鉱物 位横方向箆削り。底部箆削り後ナデ。 須恵器模倣坪

器高 4.0 粒・角閃石・雲母含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。 か

2 須恵器 北東隅 口径一 ①還元焔②灰白 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り 底部破片

坪 床上 底径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 後ナデか。

+6.9crn 器高 6.1 粒・雲母を含む。 内面体～底部回転ナデ。

3 須恵器 北西隅 口径一 ①還元焔②黄灰③細 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台杯椀 床上 底径 5 8 礫 ・角閃石を含む。 高台。

+ll.8cm 器高一 内面体～底部回転ナデ。

4 須恵器 埋没土 口径 (7.4) ①還元焔②灰白③白 外面 回転ナデ。釉付着。重ね焼時の高台釉着。 口縁部破片

短頸壺？ 底径 ー 色鉱物粒を含む。 内面回転ナデ。

器高 一

5 須恵器 貯蔵穴内 口径 13.9 ①酸化焔気味②灰赤 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 高台部欠損

高台坪椀 +2.lcm 底径 6 2 ③細礫・白色鉱物粒 り。無調整。付高台。

器高 5 1 ・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 中央 口径 14.8 ①還元焔②橙③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

高台坪皿 床上 底径 7.4 礫・白色鉱物粒 ・雲 り。無調整。付高台。 残存

+7.8cm 器高 3.0 母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

7 土師器 鼈内 口径 18.8 ①酸化焔②橙③粗細 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積み痕・指頭痕有り。体 口～体部1/2

甕 -1 9cm 底 径 一 砂・角閃石 ・赤 ・白 部上位横方向箆削り。下位斜縦方向箆削り。 残存

器高 一 色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

8 土師器 窮内 口径 192 ①酸化焔②橙③粗細 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積み痕 ・指頭痕有り 。体 口～体部上半

甕 床上 底 径 一 砂・白色鉱物粒 ・角 部上位横方向箆削り。 l/2残存

-8 3cm 器高一 閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。， 須恵器 北東隅 口径一 ①還元焔②鈍い黄褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位弱い回転ナ 口縁部破片

羽釜 床上 底 径 一 ③粗細砂・白色鉱物 T-• 。

+6. 9cm 器 高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。煤付着。

10 須恵器 中央 口径一 ①還元焔②灰黄褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底 径 一 ③粗細砂・白・赤色 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+7.9cm 器 高 一 鉱物粒を含む。

11 鉄製品 埋没土 長さ 72 先端部が一部欠損。釘か？

釘？ 最大径 24 

12 土製品 西側 長さ 4 5 ①酸化焔②褐灰③白 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 完形

土錘 床上 最大径 14 色鉱物粒・角閃石を 線的。小口は直線的に切れている。

+3.9cm 孔径 0 3 含む。

13 土製品 鼈前 長さ 4 6 ①酸化焔②明赤褐 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 完形

土錘 床直 最大径 14 ③粗細砂 ・白色鉱物 線的。小口は直線的に切れている。

孔径 0.5 粒を含む。

14 土製品 北西隅 長 さ ー ①酸化焔②明赤褐 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 1/2残存

土錘 床上 最大径1.8 ③粗細砂 ・白色鉱物 線的。小口は直線的に切れている。

+2 3cm 孔径 0.4 粒 ・角閃石を含む。
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

位

写

形

置

真

状

I-B区8号住居

L-88 • 89、M-89• 90 

PL 37 • 38 

現代の攪乱により南東隅を壊されているが、

長軸を東西にする小形長方形を呈すると考えられる。

周壁は直線的に掘られている。北西隅は丸いが、他

の2カ所は角張っている。規模は長軸3.2m ．短軸

2.9mである。

面

重

積

複

生活面

8.38m' 方 位 N-90°-E 

埋没土

ていた。底面付近からは、炭化材が放射状に検出さ

れた。

床 面

炭化物 ・焼土を多く含む黒褐色土で埋まっ

遺構確認面から20cm掘り込んで掘り方とす

る。中央部に床下土坑 2基を検出した。 この面に 2

~3cmの貼り床を施し床面とする。床面は平坦であ

った。

鼈 東壁の中央やや南寄りに設置されていた。住

A-

怜 ー390m

15号住居を掘り込んでいる。
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4 
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南ふ詞一
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森
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a

居の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の

鼈で、焚口幅は40cmである。両袖には礫が鼈袖心材

として使われていた。燃焼部はよく焼けて

おり、底面には灰層が広がっていた。煙道

部は壁から外へ50cm突出していた。燃焼部

は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜し

ていた。

周

貯蔵穴

迫

溝

物

検出されなかった。

検出されなかった。

出土遺物は221点である。そのうち

叫＼`，

12点を図化した。分布は鼈を中心に全体に

散乱している。須恵器高台付椀(8)は床面

直上からの出土である。鉄製品(12)は埋没

土からの出土である。刀子の破片と考えら

れる。
A
 

3a la A' 

.. _,,, 
所

半）

見 出土遺物から平安時代（10世紀後

の焼失住居と考えられる。

構築面
凶
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L~74.80 

叫

A' 

住居 A-A' 

la.黒褐色土

lb.黒褐色土

2.暗褐色土

3a,暗褐色土

3b.暗褐色土

4.黒褐色土

B-B' 

As-Cを含む黒色土。炭化物 ・焼土粒・

土器片を多く含む。

炭化物陪下。しまりやや強い。

1 a層に似るが、焼土粒が多い。

As-Cを含む黒色土のくすんだ層。炭

化物を含む。

炭化物粒 ・焼土粒をわずかに含む。

ロームプロックを斑状に含む。焼土 ・

炭化物粒を含む。

m̀lや 叫

I-B区 8号住居 ゜
1 : 60 2m 

第93図
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鼈

第 3章調査の内容
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鼈

1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土小プロック含む。

下層に炭化物 ・灰層あり。
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第94図 I-B区 8号住居竃と出土遺物(1)
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物
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第95図 1-B区 8号住居出土遺物(2)

1-B区 8号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 遺構外 口径一 ①還元焔②鈍い黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口縁部破片

椀 底径 一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

2 須恵器 北西隅 口径 12.5 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぽ完形

坪 埋没土 底径 6 4 ③粗細砂 ・白色鉱物 り。無調整。

器高 4 0 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 遺構外 口径 12.6 ①酸化焙気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 完形

高台付椀 底径 5.3 黄橙③粗細砂 ・赤色 り。無調幣。付高台。

器高 4.7 鉱物粒・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 須恵器 竃内 ロ径 14.9 ①酸化焔・軟質②浅 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右？回転糸 口～底部2/3

高台付椀 埋没土 底径 (6.0) 黄橙③細礫 ・赤 ・白 切り。無調整。付高台。高台一部欠損。 残存

器高 4.7 色鉱物色を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 高台部欠損

5 須恵器 北西隅 口径 12.9 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

高台付椀 埋没土 底径 6.2 ③赤色鉱物粒が目立 り。無調整。付高台。

器高 4.7 つ。粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 中央 口径 13.0 ①還元焔 ②鈍い黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

高台付椀 床面直上 底径 6.0 橙③粗細砂 ・白色鉱 り。無調整。付高台。 残存

器高 6 2 物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

7 灰釉陶器 中央 口径（154) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。付高台。 口～底部1/2

高台付椀 埋没土 底径 (72) ③白色鉱物粒を少最 釉は浸け掛け。 残存

器高 4.9 含む。 内面 口～底部回転ナデ。

8 須恵器 北西隅 口径ー ①酸化焔気味 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 埋没土 底径 ー ②橙 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高 一 ③細礫を含む。， 須恵器 北西隅 口径 一 ①還元焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。 口縁部破片

羽釜 埋没土 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ調整。

器高 一 白色鉱物を含む。

10 須恵器 鼈前 口径ー ①還元烙②橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 11.3 底径 ー ③粗細砂 ・赤・白色 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

堀方 器高 一 鉱物粒を含む。

11 須恵器 鼈内 口径(17.8) ①還元焔②橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部1/2

羽釜 埋没土 底径一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

12 鉄製品 埋没土 長さ (6.0) 断面三角形。両端部が欠損。

刀子？ 幅 1.4 

厚さ 0.6 
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第3章調査の内容

I-A区9号住居

位置 P-90 写真 PL39 

形状長軸を東西にする超小形不整四角形を呈す

る。周壁の掘り込みはしっかりしているが、各辺は

歪んでいる。規模は、長軸2.3m ・短軸2.2mである。

面積 3.92面 方位 N-55°-E

重複 6号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 白色軽石 ・ロームブロックを多く含む黒褐

色土で埋まっていた。

床 面 遺構確認面から16cm掘り込んで構築面とす

る。中央が床下土坑状に掘り窪めてあった。この部

分を人為的に埋め、そのまま床面とする。床面は平

坦であった。

鼈 東壁中央やや南寄りに設置されていた。住居

生活面

脅。どの ＼ 
o:i1 //¥  叫

A 

メ9、91 A' 
o.  

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は50cmである。煙道部は壁から外へ59cm

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。

また鼈前に礫群が出土した。周囲には焼土 ・灰 ．

ロームブロックが多くみられ、検出できなかった里

複した住居の鼈である可能性がある。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 出土遺物は17点である。分布は竃右袖前 ・

北東隅 ・南と各遺物がまとまって出土した。

所 見 遺構が重複している可能性があるが、遺物

に時期差がみられないため、出土遺物から平安時代

(9世紀後半）の住居と考えたい。

窟

叫
I 

i:a1 

司

叫`

A A' 32456 C' 

司
A 4 2 5 3 6 A' 

L =74. 70 

L~74 . 70 

住居 A~A' 

笥 A-A'B-B'

1.暗褐色土 As-Cを含む。ローム粒 ・焼土粒 ・炭化物粒をわず

1.褐灰色土 As-Cと考えられる白色軽石細粒(ef,l~2mm)・ローム かに含む。

小プロック粒 ・褐色小ブロック（斑鉄状）を斑に含む。 2.黒灰十炭化物＋焼土粒。

2. 多鍼のローム小プロック ＋褐色プロック 十As-Cを含む黒色土 3.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。

小プロック。（人為的埋土） C-C' 

3.褐灰色土 ローム粒を含む。粘性ややあり。締まりあり。 1.暗褐色土 ローム粒 ・軽石粒（As-C?)を斑点状に含む。

4. ローム小プロック ・灰色シルト ・褐色土が交互にラミナ状堆積。 2.ローム大小プロックと 1層がプロック状に混じる。

（使用面） 3.焼土小プロック＋ 1層・炭化物粒。

5.褐灰色土 褐灰色土＋褐色小ブロック。ローム大小プロックを 4.焼土

含む。 5.灰 ・炭化物層。

6. ロームブロック＋褐灰色ブロック 十As-Cを含む黒色土プロック。 6.褐灰色土 焼土 ・炭化物粒をわずかに含む。

゜
1 : 60 2m 

。
1 : 30 lm 
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第97図 I-A区 9号住居出土遺物

I-A区 9号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 ，，父・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 南東隅 口径（13.6) ①還元焔②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

坪 床上 底径 (7.6) ③粗細砂・白色鉱物 り。無調整。付高台。

+7.3cm 器高 3.5 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

2 須恵器 中央 口径 135 ①還元焔②淡黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口縁一部欠損

高台付椀 床上 底径 5 5 ③細礫・赤・白色鉱 り。無調整。付高台。

+4 7cm 器高 4 8 物粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 北東隅 口径(144) ①還元焔②浅黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部欠損。付尚 口～底部l/3

高台付椀 床上 底径 (7.0) ③粗細砂・赤・白色 台。 残存

+ 2 cm 器高 5.5 鉱物粒・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 土師器 窟前～北 口径 195 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 体部欠損

甕 東隅床上 底径 4 0 ②鈍い赤褐 縦方向箆削り。底部箆削り。

+ 8cm 器高 一 ③粗細砂 ・赤 ・白色 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

鉱物粒を含む。
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第 3章調査の内容

I-A区10号住居

位置 P-89、Q-89• 90 写真 PL39 • 40 

形状 長軸を南北にするやや不整形な小形長方形

を呈する。周壁の南 ・北壁はほぽ直線的だが、北 ・

西壁はやや外に膨らみ不整形である。掘り込みはし

っかりしている。四隅は丸い。規模は、長軸3.6m• 

短軸2.4mである。

面積 7.79m' 方位 N-64°-E 

重複 6号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 ロームブロック ・As-C・土器片を多く含む

暗褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から16cm掘り込んで、そのまま

床面とするが、薄い貼床が部分的に施してあり、構

築面から遺物が少量出土した。

寵 北東壁中央に設置されていた。住居の壁より

内側にほとんど袖が張り出さない形態の鼈で、焚口

幅は55cmである。煙道部は壁から外へ40cm突出して

いた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾

斜していた。燃焼部底面は良く焼けて焼土化してお

り、また灰層が堆積していた。

生活面

〉¥ m|

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径96cm、短径60cm、深さ22cmの

楕円形の貯蔵穴と考えられる土坑を検出した。東壁

には接しているが、南壁からは離れて設置されてい

る。底面は擢鉢状である。土器片・ロームブロック

を含む暗褐色土で埋まっていた。

遺物 出土遺物は180点余りである。いずれも小破

片で、そのうち14点を図化した。分布は竃周辺を中

心に床面全体に散乱していた。土師器甕(10)は竃か

らの出土である。器壁が厚く、口縁部が崩れた「コ」

の字状を呈している。また須恵器高台付椀（7）は、酸

化焙気味の焼成と粗雑な高台部の調整がこの時期の

特徴を良く表している。いずれも床面直上からの出

土である。（8)は底部が欠損しているが小形の台付

甕と思われる。鉄製品（14)は構築面からの出土であ

る。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

構築面

4
¥
 

／い。
゜

o

o

?

 

A

＿
 

2 4 

％
包
入

条

Q

．
 

もゥ
03 . 

叫

廷

蛉

0
 .
 

.

.
 Q

Q

 f
 

叫

A' 

L=74.80 

゜
1 : 60 2m 

col 
住居 A-A' 

1.暗褐色土 As-B • As-Cを含む ・ローム粒を斑状に含む。

粘性強い。 (As-B下耕作土に似る）

2. 暗褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小ブロックを斑状に含

む。土器片を多く含む。（人為的）

3.暗褐色土 2層に似るが、ローム小プロックが多い。

4.黒褐色土 As-Cを含む黒色土に似るが、粘性強く、土質は密。

灰を含む。

第98図 I-A区10号住居
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1.暗褐色土 As-Cに似た軽石粒・ロ

ーム小プロックを含む。

2.暗褐色土 1層に似るが、ローム小
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第 3章調査の内容

I I 
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゜
1 : 2 5cm 

第100図 I-A区10号住居出土遺物(2)

I-A区10号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位四 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 中央 口径（13.8) ①酸化気味②鈍い橙 外面 口～体部回転ナデ。底部調整不明。高台欠損。 口～底部l/4

（高台付）椀 床上 底径 (6.0) ③粗細砂 ・赤・白色 内面 口～底部回転ナデ。 残存

+17cm 器高 4.7 鉱物粒を含む。 高台部欠損

2 須恵器 北西隅 口径03.8) ①還元焙②暗青灰 外面 口～体部回転ナデ。底部調整不明。 口縁部破片

（高台付）椀 床上 底径ー ③細礫 ・白色鉱物粒 内面 口～底部回転ナデ。

+14cm 器高一 が目立つ。

3 須恵器 鼈内 口径(13.8) ①還元焔②黄灰 外面 口～体部回転ナデ。 口縁部破片

（高台付）椀 -3cm 底 径 一 ③粗細砂・白色鉱物 内面 口～底部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

4 須恵器 貯蔵穴内 口径(146) ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口～体部回転ナデ。底部調整不明。 破片

椀 +8 6cm 底 径 ー ③粗細砂を含む。 内面 口～底部回転ナデ。 底部欠損

器高 4 7 

5 須恵器 中央 口径 153 ①酸化焔気味②鈍い 外面 口～体部回転ナデ。底部調整不明。 口～底部破片

椀 床上 底 径 一 橙③細砂 ・赤 ・白色 内面 口～底部回転ナデ。

+ 1.8cm 器高 3.5 鉱物粒を含む。

6 須恵器 遺構外 口径ー ①還元焔 ②灰白 外面底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 床面直上 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面回転ナデ。

器高一 チャートを含む。

7 須恵器 鼈月lj 口径 144 ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

高台付椀 床下 底径 5 2 褐③粗細砂 ・赤色鉱 り。無調整。付高台。 残存

-3cm 器高 5 4 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

8 土師器 北東隅 口径一 ①酸化焔②赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 口縁部破片

甕 床上 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 縦方向箆削り。

1堀方 器 高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。， 土師器 窟内 口径ー ①酸化焔②赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 口縁部破片

甕 床面直上 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 縦方向箆削り。

器 高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

10 土師器 鼈内 口径（17.6) ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 口～体部1/2

甕 床面直上 底 径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 縦方向箆削り。 残存。外面炭

器高(23.0) 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。 化物付着

11 須恵器 中央 口径(20.2) ①還元焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底径一 ③粗細砂・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+2.8cm 器高一 粒を含む。

12 須恵器 中央 口径一 ①還元焔②褐灰 外面体部回転ナデ。底部調整不明。 底部破片

甕？ 床上 底径(17.4) ③粗細砂 ・白色鉱物 内面体部回転ナデ。

+15cm 器高一 粒を含む。

13 土製品 南東隅 長さ 4 2 ①酸化焔②橙 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 完形

土錘 床上 最大径14 ③細砂 ・角閃石を含 線的。小口は直線的に切れているが一部欠損。

+ 1.6cm 孔径 0 3 む。

14 鉄製品 埋没土 長さ (54) 両端部欠損。一方が細い。刀子の一部か。

刀子 堀方 幅 1 0 

厚さ 0.6 
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I-B区11号住居

位置 L-90• 91 写真 PL41 

形状調査時に 4号方形周溝墓を先に発掘してし

まったため住居中央部について不明であるが、長軸

を南北にする小形長方形を呈していたと考えられる。

周壁は直線的に掘られている。四隅は角張る。規模

は、長軸3.4m・短軸2.9mである。

面積 8.86m' 方位 N-77°-E

董 複 4号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没上 As-Cを含む暗褐色土で埋まっていた。地

山との区別がつきにくい埋没土であった。

床面遺構確認面から20cm掘り込んでそのまま床

面とするが、竃燃焼部は深く掘り込まれていた。こ

の部分を埋め鼈の使用面としている。

臨 東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の鼈

で、焚口幅は86cmである。煙道部は壁から外へ50cm

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

やかに傾斜していた。燃焼部は良く焼けており、底

面には灰層が堆積していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径20cm、短径10cm、深さ10cmで

円形の土坑を検出した。住居の範囲外であるが、本

住居は南東隅の範囲がはっきりせず、また竃と貯蔵

穴内出土遺物 (8• 9)が接合関係をもつことから本

住居に伴う遺構の可能性がある。

遺 物 出 土 遺 物 は120点余りである。そのうち9点

を図化した。竃内から土師器甕(8)と須恵器羽釜(9)

が出土した。 (8)は器壁が厚く、口縁部は崩れた「コ」

の字状を呈する。 (9)は口縁部がやや内傾し、しっか

りとした面を持つ。土師器坪（ 1• 2)は平底から口

縁部が外反する。体部は弱いナデ調整である。いず

れもこの時期の特徴を良く表している。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

生活面 構築面

五，1

-+-91 

4号方形周溝墓

゜
。ヽ I A' A

 

A' 

A
 

A' B 4 3 z 1 撹乱 B' 

住居 A-A' 

1.にぶい黄褐色土 As-Bを多く含む。水田耕作土？

2. 暗褐色土 As-Cを含む。土質均質。 As-Cを含む黒色土の地

山よりややくすんだ色調。

L=74.70 

゜
1 : 60 2m 

床下土坑 B-B'

1．黒褐色土 As-Cを含む黒色土。 2層小ブロックを含む。

2.黄褐色細砂層 地山層主体。

3.黒褐色土 1層＋ローム細粒 ・焼土細粒。

4.黒褐色土 3層に似るが、粘性強い。

第101図 I-B区11号住居
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第 3章

鼈

調査の内容
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As-Cのくすんだ陪。焼土粒を

わずかに含む。

2. fこぶい黄褐色土 天井崩落土。砂質。

3.暗青灰色灰使用面。

4.黒褐色土 灰 ・炭化物 ・焼土粒含む。

1層に似るが色調がやや暗い。

5.掘り方
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貯蔵穴 A-A'

1.暗黒色土

A' 

As-B含む。白色パミスを多く

含む。遺物を少量含む。

2.暗黄褐色土 ローム粒主体。

3.暗褐色土 白色バミスを少塁含む。

しまり非常に良い。

4.土層注記不明。 ゜
1 : 30 lm 

： 
｀ 二＝＝［
＼
 

□ ／

／
 

6
 

—_-— 

＼こニI.I

7
 

-―-

第102図 1-B区11号住居寵と出土遺物（1) ゜
1 : 3 10cm 

112 



第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

＼ 

LI ＼ 

＼ // 8 

゜
1 : 3 10cm 

第103図 1-B区11号住居出土遺物(2)

I-B区11号住居出土遺物観察表

番号
種類 出上 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 竃前 口径ー ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部ナ 口～底部2/3

坪 床上 底径一 ③白色鉱物粒 ・角閃 デか？ 残存

+ 1.2cm 器 高 一 石を含む。 内面 口～体部横ナデ。底部ナデ。指頭痕あり。

2 土師器 鼈前 口径(134) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部1/3

坪 床上 底径 (80) ③粗細砂・角閃石 ・ 削り後、一部ナデ。 残存

+ 1.2cm 器高 2 9 白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部丁寧なナデ。

3 須恵器 床下土坑 口径 14.0 ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口縁部破片

椀 埋没土 底 径 ー ③粗細砂・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器 高 一 粒 ・チャートを含む。

4 須恵器 鼈内 口径ー ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台付椀 埋没土 底径 5.8 ③細砂 ・白色鉱物粒 高台。

器高 一 を含む。 内面体～底部回転ナデ。

5 須恵器 鼈内 口径ー ①還元焙②灰白 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 体～底部破片

高台付椀 +4.7cm 底径 6 8 ③細礫を含む。 高台。高台部箆当て痕あり。

器高 一 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 遺構外 口径 13.7 ①還元焙②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

高台付椀 貯蔵穴 底径 6.5 ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

器高 5.0 粒 ・雲母を含む。 内面体～底部回転ナデ。

7 須恵器 遺構外 口径 13.8 ①還元焔②灰白③粗 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぼ完形

高台付椀 貯蔵穴 底径 5.6 細砂 ・角閃石 ・白色 り。無調整。付高台。

器高 4 9 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

8 土師器 鼈内 口径（17.6) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。下位斜 口～体部1/3

甕 +5.2cm 底径ー ②明赤褐 縦方向箆削り。 残存

器高(230) ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

粒・角閃石を含む。， 須恵器 鼈内 口径(200) ①還元焔②灰 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部1/3

羽釜 +3.7cm 底 径 ー ③粗細砂 ・白 ・赤色 下位縦方向箆削り。 残存

器 高 一 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。指頭痕有り。体部回転ナデ。
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第 3章調査の内容

1-B区12号住居

位置 K • L-89 • 90 写真 PL42 

形状一部重複しているが、竃の軸線を東西にす

る超小形正方形を呈すると考えられる。周壁はほぽ

直線的に掘られており、隅は角張る。規模は、長 ・

短軸ともに2.5mである。

面積 6.40面 方位 N-86°-E 

重複 13号住居に掘り込まれている。

埋没土 多量のローム小ブロック ・土器片を含む黒

褐色土で埋まっていた。

床 面 遺 構 確 認面から38cm掘り込んで構築面とす

る。構築面の起伏が激しいが、中央が高く周囲が低

ぃ。この面に厚さ約10cmの貼床を施し床面とする。

床面の深さは26cmである。

鼈 東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど鼈袖が張り出さない形態の

叫 構築面
叫

生活面

□L-829 m 

~'I (A¥ 
叫 叫

戸

゜ ンぐ
△. I IU」)忍 三 ＼ A' 

A II 
゜的 A' 

゜ a 6 

13 
.. 7 

芍Cコ

住

居

二 ＼舟3 m 叫 ùI I: 
C' 

90 

C 4 6 A' A 

竃で、焚口幅は60cmである。煙道部は壁から外へ85

cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて

緩やかに傾斜していた。燃焼部から煙道にかけて灰

が底面に堆積していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径58cm、短径52cm、深さ16cmで

円形の貯蔵穴を検出した。焼土・ローム粒を含む黒

褐色土で埋まっており、土器片が出土した。

遺物出土遺物は180点余りである。そのうち 8点

を図化した。分布は全体に散在している。床面から

の出土は少ない。須恵器高台付椀(3)は、高台の調整

が粗雑である。須恵器羽釜(6)は口縁部が内傾し、端

部を丸くおさめる。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

L~74.80 

住居 A-A' B-B' 

1. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム粒・焼土粒を含む。

2.黒褐色土 ローム小プロックを多最に含む。土器片が混じる。

（一括埋土）

3. As-Cを含む黒色土＋ロ ーム大小プロック。

4 • 5 • 6 13号住居埋没土

第104図 1-B区12号住居
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

鼈 叫 叫

句 m̀ | 

A
 

A'C  C' 

貯蔵穴 C-C' 

1.黒褐色土 焼土粒 ・ローム粒を斑状に含む。 As-Cを含む黒色

土のくすんだ土。

2.ロームプロック＋焼土粒。土器片を含む。

鼈 A-A'B-B'

la.暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

ローム粒・小プロック・黒褐色土小

プロックが混じる。（人為的埋土）

lb.暗褐色土 As-Cを含む黒泥土のくすんだ土。

ローム粒をわずかに含む。

2. にぶい黄橙色土 灰白粘土。部分的に焼土化。

（天井崩落土）

3.暗青灰色灰層

4.赤褐色土焼土プロック。

5.暗褐色土 ロームプロックを含む。

As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

6.黒褐色土＋ローム小プロック

焼土プロック・灰が互層に堆積。（使用面）

7.ロームプロックを多蘭に含む。黒色土プロック ・

焼土粒が混じる。（鼈の貼床）

8.焼土粒を上面に含む。ロームプロックを少最を

含む。

Lc74.80 

。
1 : 30 lm 

口／ロ
ロ＼：／り

3 

;"%l 
：心、

＼ こニー ／

皇07 
＼
 

I ／ 6 

゜
1 : 2 5cm 

第105図 I-B区12号住居寵と出土遺物 。
1 : 3 10cm 
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第 3章調査の内容

1-B区12号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調

器 種 位置 (cm) ③胎土

1 土師器 竃前 口径ー ①酸化焔②橙

坪 床上 底径 一 ③粗細砂を含む。

+13cm 器高 一

2 須恵器 中央 口径(14.4) ①酸化焔気味

（高台付）椀 床上 底径 一 ②鈍い褐

+16cm 器高 一 ③粗細砂・赤色鉱物

粒を含む。

3 須恵器 中央 口径 12.6 ①還元焔②灰

高台付椀 床上 底径 6.4 ③赤色鉱物粒・角閃

+16cm 器高 4.9 石・雲母を含む。

4 須恵器 埋没土 口径ー ①還元焔②灰白

高台付椀 底径 5.7 ③赤色鉱物粒・角閃

器高 一 石・雲母を含む。

5 須恵器 北西隅 口径一 ①酸化焔気味②橙

高台付椀 床上 底径 5.8 ③粗細砂・赤色鉱物

+llcm 器高一 粒を含む。

6 須恵器 中央 口径ー ①還元焔②黄橙

羽釜 床上 底 径 ー ③粗細砂・角閃石・

+5 2cm 器 高 一 赤色鉱物粒を含む。

7 土製品 中央 長さ 4.3 ①酸化焔

土錘 床上 最大径1.3 ②褐灰

+19.3cm 孔径 0.4 ③細砂を含む。

8 土製品 遺構外 長さー ①酸化焔

土錘 床下 最大径1.2 ②黒灰

~7cm 孔径 0.4 ③細砂を含む。

1-B区13号住居

位置 K • L-89 • 90 写真 PL43 

形状長軸を南北にする超小形長方形を呈する。

周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は丸い。規

模は長軸2.7m・短軸2.lmである。

面積 5.02吋 方位 N-81°-E 

重複 10 • 13母方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 As-C・ロームブロックを含む黒褐色土で

埋まっていた。

床面遺構確認面から30cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹していたが、重複する南東部分で

は方形周溝墓埋没土と貼床が似ており、はっきり検

出できなかった。中央やや北西より床下土坑を 1基

検出した。この面に厚さ約10cmの貼床を施し床面と

する。床面は平坦で硬く締まっていた。深さは21cm

である。

116 

成・整形技法の特徴 残存状態

（器形・文様の特徴） 備 考

外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ。 口縁部破片

内面口～底部ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り 口～底部2/3

（回転方向不明）。無調整。付高台。高台部欠損。 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 高台部欠損

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/3

り。無調整。付高台。 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台。

内面体～底部回転ナデ。

外面体部回転ナデ。底部右？回転糸切り。無調整。 底部破片

付高台。

内面体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部回転ナデ。 口～体部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 ほぽ完形

線的。小口は直線的に切れている。

中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 破片

線的。小口は直線的に切れている。

鼈 東壁中央に設置されていた。住居の壁より内

側に袖がやや張り出す形態の竃で、焚口幅は80cmで

ある。煙道部は壁から外へ68cm突出していた。燃焼

部は平坦である。底面には灰層が部分的に拡がって

いた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径58cm、短径40cm、深さ40cmで

楕円形の貯蔵穴を検出した。

遺物 出土遺物は300点余りである。埋没土からの

出土が多く、いずれも小破片で図化し得たのは 7点

である。遺物は鼈を中心に東側と南西隅に分布して

いる。床面直上のものは少なかった。灰釉陶器椀(3)

は小さく外反する口縁部とやや崩れた三日月高台を

もつ。釉は刷毛塗りである。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。



第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

生活面
叫

--J(l  

“ 
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ニニ又 一
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叫
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｀二こ三△
L=74.80 

構築面

住居 A-A' 

1.にぶい黄褐色土 As-A・ As-Bを含む。現代の耕作による攪乱。

2.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小プロックを斑点状に

含む。

3.黄褐色土ロームプッロク主体。床の硬化面。

4. As-Cを含む黒色土。ロームプロックを多贔に含む。（貼床）

5 • 6 12号住居埋没土。

A' 

D' 

m̀| 
D
 

D' 
］ 床下土坑 C-C' 

1.黄褐色ローム主体。床上の硬化面。

2. As-Cを含む黒色土＋多鼠のロームプロック。

L"74.80 

゜
1 : 60 2m 

鼈
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戎
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叫
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A' 

鼈 A-A' B-B'

la.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム ・焼土粒 ・炭化物粒あ

り。

lb. 1 a屈に似るが、焼土粒 ・炭化物粒をわずかに含む。

2. Iこぶい黄褐色土 ロームのくすんだ土。焼土小プロックを含む。

（天井崩落土）

灰 ・焼土粒を含む。灰層に近い。

la 2 

L=74.80 

第106図

3.黒色土

4.掘り方。

5 • 6 12号住居埋没土。

lm 
I-B区13号住居 ゜

1 : 30 
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第 3章調査の内容
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第107図 1-B区13号住居出土遺物

1 : 3 10cm 
；」
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゜
1 : 2 5cm 

I区13号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎上 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 中央 口径 ー ①還元焔②灰 外面体部回転ナデ。底部右？回転糸切り。無調整。 底部破片

高台付椀 床上 底径 5 8 ③細礫 ・赤色鉱物粒 付高台。

+36.6cm 器 高 一 ・角閃石を含む。 内面体～底部回転ナデ。

2 須恵器 南西隅 口径(124) ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

皿 床下 底径 5.0 橙③赤色鉱物粒・角 り。無調整。付高台。 残存

+ 1. 7cm 器高 3.2 閃石 ・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 灰釉陶器 南西隅 口径 14.1 ①還元焔②灰白 ハケ塗り。 ほぼ完形

高台付椀 床上 底径 7.0 ③白色鉱物粒を含む。

+23 5cm 器高 5.4 

4 土師器 南西隅 口径 一 ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積み痕 ・指頭痕有り。体 口～体部破片

甕 床上 底径ー ③粗細砂 ・白色鉱物 部上位横方向箆削り。

+27.5cm 器高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

5 土師器 南西隅 口径 ー ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 床上 底径 ー ③白色鉱物粒 ・細砂 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+27.5cm 器高一 を含む。

6 須恵器 鼈～鼈前 口径ー ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 散乱 底径 ー ③粗細砂 ・白色鉱物 下位縦方向箆削り。

器高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

7 土製品 中央 長さ 4.5 ①酸化焔②黒灰 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 小ロ一部欠損

土錘 堀方 最大径1.4 ③細砂を含む。 線的。小口は直線的に切れている。

-13cm 孔径 0.4 
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I-B区14号住居

位置 L-90

写真 PL44 

形状長軸を南北にする超小形正方形を呈する。

掘り込みは浅く、周壁は東壁がやや外に膨らむが、

他はほぽ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模

は、長軸2.4m、短軸2.lmである。

面積 4.69m'

方位 N-91°-E

重 複 10 • 13号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 As-C・焼土 ・炭化物 ・土器片を含む暗褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面から20cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は部分的に土坑状や溝状に掘り窪められ

ていた。この面に厚さ約10cmの貼床を施し床面とす

第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

る。床面の深さは10cmである。床面は平坦で、良く

締まっていた。

鼈東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にやや袖が張り出す形態の竃で、焚口

幅は40cmである。煙道部は壁から外へ50cm突出して

いた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾

斜していた。部分的に焼土化していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物遺物は4点を図化した。分布は竃に集中す

る。土師器甕（3）は口縁部の器壁が厚く、崩れた「コ」

の字状を呈する。須恵器羽釜(4)は口縁部が内傾し、

しっかりした面を持つ。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

生活面
---J'|-

構築面

A
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叫
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A' 

m̀| 叫 西L1一舟 叫`

A' 

叫
、 1

叫 ul 
A
 

L=74. 70 

住居 B-B' 

1.暗褐色土 As-Cを含む黒色土。土器片を含む。ややくすんだ

色調。焼土粒・炭化物粒をわずかに含む。

2.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。土質均質。締まり ・粘性あり。

3.黒褐色土 As-C＋ローム小プロック。焼土粒をわずかに含む。

（一括埋土） 。
1 : 60 2m 

第108図 I-B区14号住居

119 



鼈

第 3章調査の内容
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鼈 A-A'B-B'

1.黒褐色土 住居埋没土 l層に似るが、焼土粒 ・小ブロック ・

炭化物粒を含む。

1 : 30 lm 

／
 

＿

＿

 

二

- 2 

.r
l
i
 

＼
 

| ／ 4 

゜
1 : 3 10cm 

第109図 I-B区14号住居寵と出土遺物

1-B区14号住居出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎士 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 鼈内 口径（14.2) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り 口縁部破片

高台付椀 + 7cm 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 （回転方向不明）。無調整。付高台か。 高台部欠損

器 高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

2 須恵器 貯蔵穴内 口径 13.1 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部3/4

高台付椀 + 1.5cm 底径 6.0 ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

器高 4 5 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 土師器 北東隅 口径ー ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 床上 底 径 一 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+ 5cm 器 高 一 含む。

4 須恵器 鼈内 口径ー ①還元焔②明黄褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位弱い回転ナ 口縁部破片

羽釜 + 5cm 底径一 ③粗細砂を含む。 ァ-・。

器高 一 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。
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1-B区15号住居

位置 L-89• M-89 写真 PL45 

形状一部重複と攪乱のため、全体の形状は不明

である。東壁がやや外に膨らんでいるが、他の 2辺

はほぼ直線的に掘られている。検出された二隅は丸

い。規模は、長軸3.5mである。

面積計測不可 方位 N-89°-E（鼈）

重 複 8号住居に掘り込まれている。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。

床面彫り込みは浅く、遺構確認面から12cm掘り

込んで構築面とする。構築面中央に床下土坑を 1基

検出した。この面に厚さ約 4cmの貼床を施し床面と

する。床面の深さは 8cmである。床面は平坦で、硬

生活面

峙 ー：げ 六1-89 -=:::7'-l 

第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

く締まっていた。竃から貯蔵穴にかけて灰層が拡が

っていた。

.,:I 

c
 

C' 

叫

c
 

8号住居

叫

、~I

鼈東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にやや鼈袖がほとんど張り出さない形

態の竃で、焚口幅は64cmである。煙道部は壁から外

へ44cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にか

けて緩やかに傾斜していた。燃焼部は良く焼けてお

り、底面には灰層が堆積していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径48cm、短径44cm、深さ32cmで

円形の貯蔵穴を検出した。底面に鼈から続く灰層が

堆積していた。焼土 ・炭化物 ・ローム小ブロックを

含む黒褐色土で埋まっており、土器片 ・竃の構築材

と考えられる褐灰色粘土ブロックが出土した。

遺物遺物は50点余りである。そのうち

7点を図化した。分布は鼈前と貯蔵穴付近

に集中している。須恵器羽釜(6)は(5)と同

一個体と考えられる。面を持ち内傾する口

縁部に、体部下位に縦方向箆削りを施す。

(7)は口縁部が直立することから、甑の可能

性もある。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀後

半）の住居と考えられる。

叫

住居 A-A' 

1. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

2.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。ローム小ブロッ

クを斑状に含む。硬くしまる。（貼床）

C' 

叫

叫

c
 

C' 

゜
1 : 60 2m 

Lc74.70 

第110図 1-B区15号住居

121 



鼈

第 3章調 査の内容

叫 叫

C' 

話
森

鼈 A-A'B-B'

1.暗褐色土 焼土小プロックを斑状に含む。炭化物粒・炭を

含む。

2.黒色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒をわずかに含む。

3.暗褐色土焼土プロック主体。

4.暗褐色土 ローム小プロック ・焼土粒を含む。

（天井崩落土）

c̀o| 

c
 

C' 

A-
撹乱 3 4 A' 

口

＼＼ク

貯蔵穴 C-C' 

1.黒褐色土 焼土粒 ・炭化物粒 ・ローム小プロックを含む。

2.褐灰色ブロック 焼土粒をわずかに含む。窟構築材か？

3.暗褐色土 ローム小プロックを含む。炭化物粒 ・焼土粒を

わずかに含む。粘性ややあり。

L=74.70 

＼二//

ヽ'‘•昼ば迄】

“¥ ,', / 

．ヽ．

＼ 翌，否泌蛇＇｀ ぷ

・ヽ
.,._が如3

゜
1 : 30 lm 

＼＼／  

n?
 

6
 

I I 

// 5 

＼
 

| | 7 

＼
 ゜

1 : 3 10cm 

第111図 1-B区15号住居鼈と出土遺物
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1-B区15号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法

器 種 位置 (cm) 

1 須恵器 埋没土 口径 12.8

高台付椀 底径 6.3 

器高 5.0 

2 須恵器 北東隅 口径一

高台付椀 床下 底径 6 2 

-5 5cm 器高一

3 須恵器 鼈内 口径一

高台付椀 +ll 5cm 底径 5 0 

器高一

4 須恵器 鼈前 口径ー

坪 床下 底径 6.0 

-l.5cm 器高 一

5 須恵器 鼈即 口径ー

羽釜 床下 底 径 ー

-8 3cm 器 高 一

6 須恵器 貯蔵穴内 口径ー

羽釜 -16.Scm 底 径 一

器高一

7 須恵器 鼈前 口径ー

羽釜（甑？） 床下 底 径 一

-2 4cm 器高一

I-B区16号住居

位置J-90 • 91 

写真 PL46 

①焼成 ②色調

③胎土

①還元焔

②灰白

③細砂を含む。

①酸化焔②灰白

③粗細砂・角閃石を

含む。

①還元焔②灰白

③粗細砂を含む。

①還元焔②灰

③粗細砂・白色鉱物

粒・チャートを含む。

①還元焔②鈍い橙

③粗細砂・赤色鉱物

粒を含む。

①還元焔②鈍い橙

③粗細砂・赤色鉱物

粒を含む。

①還元焔

②黄灰

③粗細砂を含む。

形状現代の攪乱により東・西辺が壊され、全体

の形状は不明である。現存する規模は、長軸2.8mで

ある。

面積・方位 計測不可

重複現代の溝に掘り込まれている。

埋没土 ローム小ブロックを含む黒褐色土で埋まっ

ていた。

床面遺構確認面から 5cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は土坑状に掘り窪めていた。この面に厚

さ約 2cm前後の貼床を施し床面とする。床面の深さ

は3cmである。床面は平坦で、中央部分が特に硬く

締まっていた。

第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

成・整形技法の特徴 残存状態

（器形・文様の特徴） 備 考

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

り。無調整。付高台。 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台。

内面体～底部回転ナデ。

外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

ー尚ム口 o

内面体～底部回転ナデ。

外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

内面体～底部回転ナデ。

外面体部上位弱い回転ナデ。下位縦方向弱い箆削り。 体部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

鼈鼈は検出できなかったが、灰層の分布から東

壁中央付近に設置されていたと考えられる。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に楕円形の貯蔵穴を検出した。残存

した範囲での規模は長径60cm、短径40cm、深さ30cm

である。ローム小ブロック・褐灰色土を含む黒褐色

土で埋まっていた。

遺物出土遺物は66点であるが、 50点以上が古墳

時代の遺物で、本住居に伴うと考えられる遺物は数

点である。そのうち1点を図化した。土師器甕（1)は、

崩れた「コ」の字状口縁の特徴をもち、器壁も厚い。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。
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第 3章調査の内容

—ー(| 生活面

m
9
1
 

尉「

撹乱

J-91 

叫

叫 叫

住居 A-A' 

1.黒褐色土 ローム小ブロックを含む。

一部中央貼床状に締まる。

2.暗褐色土 くすんだAs-Cを含む黒色土。焼土粒 ・

炭化物粒を含む。上面やや締まる。（床面）

3. ロームプロック＋にぶい黄褐色土。

4.暗褐色土 炭化物 ・焼土粒を含む。（床下土坑）

A l 2 3 A' 

構築面 叫

1 : 60 2m 

゜
貯蔵穴

□ A' A 

A' A 

c
 

C' 

貯蔵穴 A-A' 

1.黒褐色土 ローム小プロック十褐灰色土＋にぶい黄褐色土。

I□□ 
ー

刀
い

゜
1 : 30 lm 

L=74.50 

゜
1 : 3 10cm 

第112図 I-B区16号住居と出土遺物

I-B区16号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴

器 種 位閥 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴）

1 土師器 中央 口径ー ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。指頭による調整。

甕 -3.6cm 底径ー ③粗細砂・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。

堀方 器高一 粒を含む。

残存状態

備考

口縁部破片
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I-B区17号住居

位置J• K-90 

写真 PL46 

形状西辺が削られているため全体の形状ははっ

きりしないが、長軸を東西にする超小形長方形を呈

すると考えられる。周壁はほぼ直線的に掘られてい

る。四隅は丸い。規模は、長軸3.2m、短軸2.5mで

ある。

面積 7.37m'

方位 N-91°-E 

重複 18号住居を掘り込んでいる。

埋没土 As-C・焼土 ・灰を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。

床面掘り込みは浅く、遺構確認面から 9cm掘り

込んでそのまま床面とする。床面は平坦で、硬く締

まっていた。

第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

竃東壁中央に設置されていた。住居の壁より内

側にほとんど袖が張り出さない形態の鼈で、焚口幅

は45cmである。煙道部は壁から外へ49cm突出してい

た。燃焼部はやや起伏があり、煙道部にかけて緩や

かに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物出土遺物は145点である。いずれも小破片

で、そのうち図化し得たのは 3点であった。分布は

中央部に疎らに散在している。石製品（3）は扁平な

礫の周囲が摩滅している。摩滅部分の観察から金属

器によるものと考たい。

所見 出土遺物が少なく年代は判断し得ないが、

形態や18号住居より新しいことから平安時代(10世

紀前半以降）の住居と考えたい。

生活面 寵

古言言
叫 叫

--Jl 

叫

・ぷ， 

△ II ゜゚
。。

゜
O ヽ

ヽ 筏 ゜
ク II A' 

ヽ

｀ 
6’ 

0 2 

—一―- _ ----

叫畏》↑
CQ I 

A A' 

住居 A-A' B-B' 

1. 黒褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土 ・焼土粒 ・灰を斑

点状に含む。（埋没土）

2.黒褐色土 1層に似るが、やや締まる。鉄分の凝集あり。

m̀| 
A
 

3 4 
A' 

m̀| 

鼈 A-A'B-B'

1．黒褐色土 2層に似る。 As-Cを含む黒色土。

2.黒褐色土 As-Bのくすんだ土。焼土粒・炭化物をわずかに含む。

As-B降下後の攪乱。鼈埋没土のようだが不明瞭。

（埋没後の崩落？）

3.黒褐色土 2層に似る。 As-Cを含んだ黒色土のくすんだ土。

焼土粒・ローム粒を含む。

4.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。

。
1 : 60 2m 

゜
1 : 30 lm 

L=74. 40 L=74.40 

第113図 1-B区17号住居
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第 3章調在の内容

：ロニニミ：

1 : 3 10cm 

①2 0 
1 : 2 5cm 

第114図 1-B区17号住居出土遺物

1-B区17号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 埋没土 口径一 ①還元焔 ・硬質②灰 外面 口～体部回転ナデ。 口縁部破片

有蓋短頸壺 底径一 ③粗細砂・白色鉱物 内面 口～体部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

2 土製品 中央 長さ 4.6 ①酸化焔②褐灰 外面指頭による整形。孔は直線的。小口は直線的に切 体部中央欠損

土錘 床上 最大径1.4 ③細砂を含む。 れている。

+2.5cm 孔径 0 4 

番号
種類 出土状況 寸 量

器種 残存状況 (cm、g)
石材 特 徴

3 石製品 南東隅床下

不明石製品 -0 5cm 

長 115 幅 10.2

厚 4 8 重 790 

石英閃緑岩 1円盤状の円礫。側面のほぽ全周に、エ具によると思われるはつり痕

がめぐる。

完形

I-B区18号住居

位置 J-89 • 90 K -90 

写真 PL47 

形状短軸を東西にする小形正方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。南西隅は角張って

いるが、他の三隅は丸い。規模は長軸3.4m、短軸

3.2mである。

面積 9.53m' 方位 N-92'-E 

重複 17号住居に掘り込まれている。

埋没上 As-C・焼土・灰を含む黒褐色土で埋まって

いた。

床面遺構確認面から 4cm掘り込んでそのまま床

面とする。床面は平坦である。

鼈 東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は50cmである。煙道部は壁から外へ26cm

126 

突出していた。燃焼部は起伏があり、煙道部にかけ

て緩やかに傾斜していた。灰層が堆積していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に貯蔵穴と考えられる土坑を検出し

た。竃と非常に接近しており位置がやや不自然であ

るが、埋没土に違いが見られず、重複も確認できな

かった。また貯蔵穴の立ち上がりが住居と一体化し

ていたため、ここでは貯蔵穴として取り扱う。焼土 ・

炭化物 ・灰 ・ロームで埋まっており、内部から礫 ・

土器が出土した。

遺物 出土遺物は100点余りである。貯蔵穴内 ・中

央部付近にまとまって分布している。 (2)は口縁部

の形態から甑の可能性がある。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。



第 4 節奈良 •平安時代の遺構と遺物

生活面

k —叫
--ート( | 叫 叫

．。

o ‘。｀,•b゚•9要も_.aぐ! . 、o) 

＜ 

。 支ヅ

)! I 住居 A-A' 

。I • 
1.黒褐色土 As-Cを含む、くすんだ黒色土。焼土・

。 ~6 
灰を含む。（自然埋没土）

A II 

勺゚；，‘`。I
A' 

凸
鼈 A-A'

0. 
1. As-B降下後の攪乱。 2府との間に炭化物とローム

｀ 
、. プロックあり。

2.黒褐色土 焼土粒 ・炭化物粒をわずかに含む。

貯蔵穴 B-B' 

17号住居
1.暗褐色土 灰を含む。焼土プロック ・土器片混じ

吋 叫 る。

A A' 
2.焼土プロックを多く含む。炭化物 ・ローム粒 ・灰

を含む。
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第 3章調査の内容

1-B区18号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調

器種 位置 (cm) ③胎上

1 須恵器 北東隅 口径一 ①還元焔

坪 床上 底 径 一 ②灰

+ 4 cm 器高一 ③粗細砂を含む。

2 須恵器 貯蔵穴内 口径一 ①還元焔②灰褐

（高台付）椀 床下 底 径 ー ③粗細砂・赤色鉱物

-15cm 器 高 一 粒 ・角閃石 ・雲母を

含む。

3 須恵器 貯蔵穴内 口径ー ①還元焔

高台付椀 床下 底径 6.0 ②灰褐

-10 7cm 器 高 一 ③赤色鉱物粒 ・角閃

石を含む。

4 須恵器 北東隅 口径ー ①還元焔②灰白

高台付椀 床上 底径 6.2 ③粗細砂・赤色鉱物

+ 5cm 器高 一 粒 ・雲母を含む。

5 土師器 南東隅 口径(194) ①酸化焔

甕 床上 底径 ー ②鈍い赤褐

+37 7cm 器高 一 ③粗細砂・角閃石・

赤色鉱物粒を含む。

6 須恵器 南隅 口径 ー ①還元焙

甑？ 床上 底径 一 ②灰白

+ 3cm 器高 一 ③粗細砂・赤色鉱物

粒を含む。

I-B区19号住居

位置 M-89 写真 PL48 

形状北半分が道路下のため調査できず、その後

に行われた道路下調査でも39号住居との重複のため

範囲が確定できなかった。残存する範囲から長軸を

東西にする小形長方形を呈すると考えられ、その規

模は東西3.lm、南北1.4mである。

面積計測不可 方位 N-94°-E

重複 39号住居に掘り込まれている。

埋没土 As-C・土器片・鉄分の凝集層を含む黒褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面から10cm掘り込んで構築面とす

る。この面に約 5~6cmの貼床を施し床面とする。

床面の深さは 5cm程である。

鼈 東壁中央に設置されていたと考えられる。住

居の壁より内側に袖がやや張り出す形態の竃で、左
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成・整形技法の特徴 残存状態

（器形・文様の特徴） 備 考

外面体部回転ナデ。底部調整不明。 底部破片

内面体から底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 ロ～体部破片

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

ー尚ム口 0

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 体～底部破片

無調整。付高台。

内面体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。頸部輪積み痕 ・指頭痕有り。体 口縁部破片

部上位横方向箆削り。

内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

全体に薄手。

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

袖には10cmの基部が残っていた。焚口幅は40cmであ

る。煙道部は壁から外へ37cm突出していた。燃焼部

にはやや起伏があり、煙道部にかけて緩やかに傾斜

していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径52cm、深さ 18cmで円形の貯蔵

穴を検出した。ロームを含む暗褐色土、炭化物を含

む黒褐色土によって埋まっていた。

遺物 出土遺物は34点である。遺物は竃前・貯蔵

穴内 ・中央部にそれぞれ疎らに分布している。その

うち 6点を図化した。灰釉陶器椀(4)は三日月高台の

面影はとどめるが、釉は浸け掛けで口縁部の返りも

やや小さい。貯蔵穴からの出土である。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀中葉）の住居

と考えられる。
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住居 A-A' B-B' 

1.現代の耕作土

2. As-A・ As-Bを含む。鉄分の凝集あり。

3.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。土器片 ・ローム粒を含む。

L=75.00 

鼈 A-A'B-B'

1. iこぶい黄褐色土 ローム粒、焼土ブロックを含む。上層から著

しく攪乱されている。

2.黒褐色土焼土を含む。

貯蔵穴 C-C' 

1．暗褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

2.黒褐色土炭化物を含む。
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第 3章調 査の内容

1-B区19号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法

器 種 位協 (cm) 

1 須恵器 竃内 口径ー

（高台付）椀 床面直上 底径一

器 高 一

2 須恵器 中央 口径一

高台付椀 床上 底 径 一

+7 5cm 器 高 一

3 須恵器 埋没土 口径 一

坪 堀り方 底 径 一

器 高 一

4 灰釉陶器 中央 口径（13.6)

高台付椀 床上 底径 7.5 

+ 1 cm 器高 3.3 

5 須恵器 中央 口径ー

甑？ 床上 底径 一

+ 1 cm 器高一

6 須恵器 鼈内 口径(166) 

羽釜 +0.5cm 底径一

器高一

II-B区20号住居

位置J• K-85 

写真 PL48 

①焼成 ②色調

③胎土

①還元焔②鈍い黄橙

③粗細砂 ・赤色鉱物

粒を含む。

①還元焔

②淡黄

③粗細砂・赤色鉱物

粒を含む。

①還元焔

②鈍い黄橙

③粗細砂 ・白色鉱物

粒を含む。

①還元焔

②灰白

③白色鉱物粒を含む。

①還元焔②灰

③粗細砂・角閃石・

赤色鉱物粒を含む。

①還元焔②灰白

③粗細砂 ・赤 ・白色

鉱物粒を含む。

形状他住居との重複のため、全体の形状ははっ

きりしないが、長軸を東西にする小形長方形を呈す

ると考えられる。周壁はほぽ直線的に掘られている。

残存した範囲での規模は長軸2.lm、短軸1.8m以上

である。

面積計測不可

方位 N-91°-E

重 複 26 • 29 • 31号住居に掘り込まれている。

埋没土 ローム・焼土・炭化物・白色軽石を含む暗

黄褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から18cm掘り込んで構築面とす

る。中央部がやや低く、やや南側に床下土坑を 1基

検出した。この床下土坑を部分的に埋めそのまま床

面とする。床面は平坦で硬く締まっていた。
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成・整形技法の特徴 残存状態

（器形・文様の特徴） 備 考

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

内面体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

り。無調整。付高台。釉浸け掛け？ 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

鼈 東壁中央に設置されていた。住居の壁より内

側にほとんど袖が張り出さない形態の竃で、焚口幅

は41cmである。煙道部は29号住居に掘り込まれてお

り、残存する範囲では壁から外へ45cm突出していた。

燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜して

いた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物 出土遺物は180点である。そのうち図化した

のは10点である。土師器甕(4)はやや崩れた「コ」の

字状口縁である。土師器坪（3）は湾曲して立ち上が

る体部に、内外面に縦方向のヘラミガキが施されて

いる。須恵器高台付椀(6~10)はいずれも焼成は酸

化焔気味である。粗雑な高台部の成形に省略化が見

て取れる。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。
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住居 A-A' 

1.暗黄褐色土 ローム粒(¢,5 mm)・白色軽石を少鼠含む。焼土・

炭化物を含む。色調やや暗い。 (20住埋没土）

2.暗黒褐色土 上部に炭化物・灰層あり。締まり非常に良い。

（床の硬化面）

3. 暗黄褐色土 1層に似るがロームブロック (¢,10~50mm)が多い。

焼土(¢,lOmm)を含む。

4 • 5 26号住居埋没土。

竃 A-A'B-B'

1.暗褐色土 29号住居埋没上。

2.褐色土 白いパミスを少最含む。焼土・炭化物を少量含む。

3.赤褐色土焼土をブロック状に多く含む。灰を多く含む。

（燃焼部）

4.暗褐色上焼土・炭化物を少最含む。

5.灰色土灰が主体。焼土を少鼠含む。（使用面）

6.褐色土 3に似るが、焼土がやや少ない。

7. 黒褐色土 白色パミス(¢,1~5 mm)を含む。（堀方）

床下土坑 D-D' 

1.褐色土＋焼土 白色軽石粒を含む。焼土が東側に集中する。締

まりあり。

2.黒褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。白色軽石と

焼上を極少量含む。 2層がプロック状に堆積。 1層

lm よりも締まりない。

口

10cm ロ
3
 

＼＼ 
4 

第117図 II-B区20号住居と出土遺物(1)
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第 3章調査の内容
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第118図 11-B区20号住居出土遺物(2)

II-B区20号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 鼈月IJ 口径 12.0 ①酸化焔②明褐③粗 外面 口縁端部横ナデ。体部上位上半無調整。下半横 口～底部破片

坪 床上 底径 一 細砂 ・白色鉱物粒 ． 方向箆削り後指ナデ ・指押さえ。下位横方向箆削り。 須恵器模倣坪

+6.9cm 器高 4.0 角閃石・雲母を含む。 底部調整不明。内面 口～底部横ナデ。 か。

2 須恵器 中央 口径一 ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右？回転糸 口～底部破片

坪 床上 底径 8.0 橙③粗細砂 ・赤色鉱 切り。無調整。

+5 5cm 器高 3.2 物粒 ・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 土師器 鼈内 口径一 ①酸化焔②鈍い褐 外面 口縁部横ナデ。体部丁寧なナデ後、縦磨き。 口～体部破片

坪 埋没土 底径一 ③白色鉱物粒 ・角閃 内面 口縁部横ナデ。体部～底部丁寧なナデ後、縦磨

器高一 石を含む。 き。

4 土師器 鼈内 ロ径ー ①酸化焙②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。頸部指頭による調整。 口縁部破片

甕 +4.8cm 底 径 ー ③細砂 ・角閃石 ・白 内面 口縁部横ナデ。

器高 一 色鉱物粒を含む。

5 土師器 遺構外 口径一 ①酸化焔②鈍い橙③ 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 底部破片

坪 床上 底径 6.0 粗細砂・赤色鉱物粒・ 無調整。箆当て痕あり。

+4.5cm 器 高 一 角閃石・雲母を含む。 内面体～底部回転ナデ。

6 須恵器 中央 口径ー ①酸化焔気味 外面 体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 床上 底径一 ②灰褐③粗細砂 ・雲 無調整。付高台。

+6.2cm 器 高 一 母を含む。 内面体～底部回転ナデ。

7 須恵器 遺構外鼈付 口径ー ①酸化焙②鈍い橙 外面体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 近 ・床上 底径 6 2 ③粗細砂 ・赤 ・白色 無調整。付高台。

+2 3cm 器 高 一 鉱物粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

8 須恵器 南東隅 口径一 ①酸化焔気味②明赤 外面 体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 体～底部破片

高台付椀 床上 底径 7.0 褐③粗細砂 ・赤色鉱 無調整。付高台。

+10.2cm 器 高 一 物粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。， 須恵器 中央 口径一 ①還元焔②灰白 外面体部回転ナデ。底部右？回転糸切り。無調整。 体～底部破片

高台付椀 床上 底径 6.1 ③粗細砂 ・赤色鉱物 付高台。

+15.7cm 器高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面体～底部回転ナデ。

10 須恵器 鼈前 口径一 ①還元焔②鈍い黄橙 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台付椀 床上 底径 6 6 ③粗細砂 ・白・赤色 高台。

+ 13 3cm 器高 一 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

II-B区21号住居 燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜して

位

形

置

状
長軸を東西にする超小形正方形を呈する。

周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は丸く、北

西隅がやや突出している。規模は長軸3.lm、短軸

2.8mである。

面

重

積

複

埋没上

147号土坑を掘り込んでいる。

焼土 ・炭化物 ・ロームブロックを含む暗黄

褐色土で埋まっていた。

床 面

鼈

M • N-85 • 86 

7.52m' 

写

方

真

位

P L49 • 50 

N-90°-E 

遺構確認面から一番深いところで42cm掘り

込んで構築面とする。構築面は凸凹していた。 この

面に19cmほどの貼床を施し床面とする。床面はほぼ

平坦であるが中央部がやや窪んでいた。

東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は60cmである。煙道部は壁から外へ28cm

突出していた。燃焼部の壁が一部焼けて焼土化して

おり、底面から竃前にかけて灰層が拡がっていた。

--ー(l

生活面 叫

いた。

周

貯蔵穴

遺

所

溝

物

検出されなかった。

南東隅に直径75cm、深さ20cmで円形の貯蔵

穴を検出した。 ロームブロック・焼土・灰・炭化物

を含む黒色土で埋まっていた。

出土遺物は141点である。遺物は鼈から床

面全体に分布している。 そのうち18点を図化した。

灰釉陶器 (7 · 8 • 9) はいずれも釉は浸け掛けで、

やや崩れた三日月高台の特徴をもつ。土師器甕(10)

は「コ」の字状口縁の面影はなく、器壁も厚い。土

師器坪高台付椀（4）はやや酸化焔気味の焼成と高い

高台をもつ。須恵器羽釜(12• 13 • 14 • 15)は口縁部

が内傾し、 しっかりとした面をもつ。破片資料であ

るが口縁の形態からもいくつかのバラエティーある。

(11)は口縁部が直立することから甑と考えられる。

見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）と考え

られる。
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住居 A-A' B-B' 

1.現代の耕作土

2. As-B 

3.攪乱

4.暗黄褐色土 粘土・炭化物を少量含む。ローム粒をプロック状に少且含む。

5.黒色土 As-Cを含む黒色土。ローム粒、焼土粒をわずかに含む。

6.ロームプロック ＋焼土粒小プロック＋炭化物。

7.にぶい黄褐色土 As-Cを含む黒色土＋ロームプロック。

゜
1 : 60 2m 

第119図 II-B区21号住居
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第 3章調在の内容

構築面 u| ^ ul 

I, 

＼ 口
→ 

叫

＼こIJ

叫

゜
1 : 60 2m 

4 

鼈
L"74.80 f 

叫

名

叫

c' 
＼＼三~/

m̀ I 叫
A A' c

 

C' 

L=74.80 

鼈 A-A'B-B'

1. 明黄褐色土 ロームが主体。黒色土 ・焼土を少鼠含む。

（鼈の構築材）

2.明赤褐色土 焼土主体。硬質で良く焼けている。（燃焼部）

3.暗黒灰色土 灰主体。炭化物を含む。（使用面）

4.暗黒褐色土 ローム粒を含む。粒子細かい。（地山か？）

5.明黄褐色土後世の攪乱。

6. 暗赤褐色土 ロームプロック (</>lOmm)を含む。焼土・灰 ・炭化物

を含む。（鼈の貼床）

7.暗赤褐色土 燃焼土・灰をプロック状に多く含む。（貼床）

8.暗黄褐色土 ローム基盤層をプロック状に多く含む。（貼床）

゜
1 : 30 

m□: 

貯蔵穴 C-C'

1.黒色土 ローム小プロックを斑状に含む。焼土粒 ・炭化物粒を含む。

2.黒色土 単一層。ややベタついた層。

三

》
I

゜
1:3 10cm 

第120図 Il-B区21号住居と出土遺物(1)
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物
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第121図 Il-B区21号住居出土遺物(2)
゜

1 : 3 10cm 
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第 3章調査の内容
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゜
1 : 3 10cm 

第122図 Il-B区21号住居出土遺物(3)
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

II-B区21号住居出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 北東隅 口径（12.0) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/4

（高台付） 床面直上 底径 (55) ③粗細砂・赤色鉱物 り。無調整。高台欠損か？ 残存

椀 器高 一 粒を含む。 内面 口～底部回転ナデ。

2 須恵器 中央 口径 ー ①還元焙②灰黄 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 体～底部破片

高台付椀 床上 底径 5.5 ③粗細砂 ・白色鉱物 無調整。付高台。

+0.7cm 器高 一 粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

3 須恵器 西側 口径一 ①酸化焔気味②灰白 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 底部破片

高台付椀 床上 底径 6.2 ③粗細砂 ・赤色鉱物 無調整。付高台。

+14cm 器高一 粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

4 須恵器 北西隅 口径 12.3 ①還元焔②灰黄褐 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部左回転糸切 ほぽ完形

高台付椀 床上 底径 5.1 ③粗細砂 ・角閃石 ・ り。無調整。付高台。高台横ナデ。

+ 5cm 器高 7.5 白色鉱物粒が目立つ。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

5 須恵器 南西隅 口径ー ①還元焔②褐灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口～体部破片

（高台付）椀 床上 底径 ー ③粗細砂・白・赤色 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+6.8cm 器高 一 鉱物粒を含む。

6 須恵器 北西隅 口径ー ①還元焔②褐灰 外面体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 床上 底径 5.9 ③粗細砂・赤色鉱物 無調整。付高台。

+4.5cm 器高 一 粒・雲母を含む。 内面体～底部回転ナデ。

7 灰釉陶器 中央 口径 124 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部調整不明。 口～底部1/3

高台付椀 床上 底径 6.6 ③白色鉱物粒を含む。 付高台。釉浸け掛け。 残存

+ 1 cm 器高 2.6 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

8 灰釉陶器 中央 口径(15.6) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転箆削り。 口～底部1/3

高台付椀 床上 底径 8.2 ③白色鉱物粒少量含 付高台。釉浸け掛け。内面 口縁部横ナデ。体～底部 残存

+ 1 cm 器高 4.6 む。 回転ナデ。釉内面全体に付着。， 灰釉陶器 埋没土 口径 16.0 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転箆削り。 口～底部l/2

高台付椀 中央 底径 8.0 ②灰 付高台。釉浸け掛け。 残存

床上 器高 5 1 ③白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

10 土師器 竃前 口径ー ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。頸部輪積み痕あり。指頭による 口～体部破片

甕 床上 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石 ・ 調整。体部上位横方向箆削り。下位斜縦方向箆削り。

+7.9cm 器 高 一 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

11 須恵器 北東隅 口径ー ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

甑か？ 床上 底 径 一 ②灰白 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+14cm 器 高 一 ③粗細砂を含む。

12 須恵器 北西隅 口径一 ①還元焙②灰白 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜or甑 +4 5cm 底 径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口～体部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

13 須恵器 中央 口径（19.4) ①還元焔②橙～鈍い 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 床上 底径ー 橙③粗細砂 ・赤色鉱 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+ 4 cm 器 高 一 物粒を含む。

14 須恵器 南西隅 口径ー ①還元焙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 床下 底径一 ②鈍い黄橙③粗細砂 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

-1 cm 器 高 一 ・赤色鉱物粒を含む。

15 須恵器 竃前 口径ー ①還元烙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位弱い回転ナ 口縁部破片

羽釜 床下掘方 底径一 ③細礫 ．粗細砂を含 プー•。

-9 2cm 器高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

16 須恵器 貯蔵穴内 口径ー ①還元焔②灰黄 外面体部下位縦方向箆削り。底部箆削り。 体～底部1/4

羽釜 +2 4cm 底径 7 3 ③粗細砂・赤色鉱物 内面 体部回転ナデ ・指頭による調整。輪積み痕明瞭 残存

器高 一 粒を含む。 に残る。

17 須恵器 貯蔵穴内 口径 一 ①還元焔②鈍い黄褐 外面体部下位平行タタキ後ナデ。底部箆ナデ。輪積 底部破片

甕 +4.9cm 底径(14.0) ～褐灰。 み痕有り。

器高一 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面体部下位粘土紐積み上げ後横ナデ。指頭による

粒を含む。 調整。底部横ナデ。

18 須恵器 東南隅 口径ー ①還元焙②灰褐③細 外面体部タタキ。 体部下位破片

（大型）甕 床上 底径一 砂 ・ 赤 • 黒色鉱物粒 内面当て具痕。（青海波）

+ 6cm 器高 一 を含む。
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第 3章調査の内容

II-B区22号住居

位 置 K • L-86 写真 PL 51 • 52 

形状長軸を東西にする超小形長方形を呈する。

周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規

模は長軸2.7m、短軸1.9mである。

面積 4.88面 方位 N-93°-E 

重 複 24号住居を掘り込んでいる。

埋没土 ほぼ床面まで削平されており、埋没土につ

いては不明である。

床 面遺構確認面から最深部で約40cm掘り込んで

構築面とする。構築面は凸凹しており部分的に深く

掘り込まれている。床下土坑が 5基検出された。そ

の面に貼床を施し床面とする。床面の深さは 5cmで

ある。床面は平坦で硬く締まっていた。

鼈 東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にやや袖が張り出す形態の竃で、右袖

20cm ・左袖20cm基部が残存していた。焚口幅は74cm

である。煙道部は壁から外へ56cm突出していた。燃

焼部底面はやや起伏がある。燃焼部からは礫が多く

出土し、鼈の構築材であったと考えられる。燃焼部

奥と竃前に焼土が分布していた。煙道部にかけては

緩やかに傾斜していた。燃焼部から貯蔵穴にかけて

灰層が拡がっていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径38cm、深さ 9cmで不整形の貯

蔵穴を検出した。上層は灰・焼土・炭化物で、下層

はにぶい黄褐色土で埋まっていた。

迫物出土遺物は80点余りである。分布は鼈に集

中している。そのうち図化したのは 5点である。土

師器無頸壺（1）は内外面とも黒色処理後、細かし磨き

が施されている。須恵器羽釜（5）は口縁部が内傾し、

しっかりとした面をもつ。体部下位は回転ナデ後縦

方向のヘラケズリが施されている。 (4)は灰釉陶器の

底部破片である。高台は崩れた三日月形で、釉は浸

け掛けである。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀後半）と考え

られる。

生活面
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叫
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2 3 2 4 5 A' 

L=47.70 

住居 A-A' B-B' 

1.暗褐色土 ロームブロックをやや多く含み、締まり

良い。（床面）

2.暗褐色土 lに似るが色調が黒い。ローム小プロッ

クを若干含む。

3. ロームプロック主体。暗褐色土を含む。

4.黒褐色土 ロームプロックを少鼠含む。炭化物を

やや多く含む。

5.ロームプロック主体。締まり非常に良い。

6.黒褐色土 ロームブロック ・炭化物をやや多く含む。

締まり弱い。

7.ロームプロックと黒褐色土をほぽ同量含む。締まり

は普通。

8.黒褐色土 ロームプロックを多く含む。 7に似るが、

ややロームが少ない。

。
1 : 60 2m 

第123図 11-B区22号住居生活面
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第 4 節奈良 •平安時代の遺構と遺物
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床下土坑 D-D' 

1.黒褐色土焼土粒を少鼠含む。

2.焼土層灰を多く含む。

3.焼土粒主体。黒褐色土を若干含む。

4.黒褐色土 ロームプロックを少拍含む。（古い土坑か？）

5.黒褐色土 ロームプロックをやや多く含む。（古い土坑か？）

床下土坑 E-E' 

1.暗褐色土焼土粒を多く含む。

2.焼土層 灰、焼土粒からなる。暗褐色土を若干含む。

3.暗褐色土焼土粒を多く含む。

4.暗褐色土焼土粒をほとんど含まない。

L=47. 70 

゜
1 : 60 2m 
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L=47. 70 

窟 B-B'C-C'

1.ロームプロック＋焼土粒＋灰。

2.焼土 土層が反転して堆積。（天井の崩落土）

3.灰層 薄く堆積。焼土粒を含む。

4.焼土ブロック主体。青灰色灰を斑状に含む。

5.黒褐色土 ロームプロックを若干含む。焼土粒を含む。

上層にAs-Bを含む黒色土あり。

貯蔵穴 D-D' 

1.焼土小ブロック＋炭化物＋灰。

2.青灰色灰

3.焼土

4. にぶい黄褐色土 ロームプロック＋黒色土＋灰。

。
1 : 30 lm 

第124図 11-B区22号住居構築面と寵
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第 3章調査の内容
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゜
1 : 3 10cm 

第125図 11-B区22号住居出土遺物

11-B区22号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南西隅 口径 3.8 ①酸化焙②黒 外面 口～底部横方向細かな箆磨き。 黒色処理

小型無頸壺 床上 底径 4.0 ③細砂 ・角閃石 ・白 内面 口～体部横方向細かな箆磨き。底部細かな箆磨 口～底部2/3

+2.5cm 器高 2.9 色鉱物粒を含む。 き。 残存

2 須恵器 竃 口径ー ①酸化焔気味②明赤 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

坪 床上 底径 (7.0) 褐③粗細砂 ・白色鉱 り。無調整。 残存

+ 19.2cm 器高 3 0 物粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 埋没土 口径ー ①還元焔②鈍い褐 外面 口縁部欠損。体部回転ナデ。底部右回転糸切り。 体～底部破片

高台付椀 底径 7 0 ③粗細砂・白・赤色鉱 無調整。付高台。

器 高 一 物粒・角閃石を含む。 内面体～底部回転ナデ。

4 灰釉陶器 埋没土 口径一 ①還元焔②灰白 外面体部回転ナデ。底部回転箆削り。付高台。 底部破片

皿？ 底径 6.2 ③白色鉱物粒少星含 内面体～底部回転ナデ。

器 高 一 む。

5 須恵器 散乱 口径一 ①還元焔②灰褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。鍔右下がりに歪んで 口縁部破片

羽釜 +1.4 底径 6.0 ③粗細砂 ・角閃石・ 付く。体部上位回転ナデ。下位回転ナデ後縦方向箆削 体～底部破片

~17 1cm 器 高 一 赤色鉱物粒・チャー り。底部箆削り。

トを含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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II-B区23号住居

位置 L-87 写真 PL52 • 53 

形状現代の排水路により壊されているが、長軸

を東西にする超小形長方形を呈する。周壁は南東隅

が突出しているが、他はほぽ直線的に掘られている。

規模は長軸3.4m、短軸2.9mである。

面積 8.10面 方位 N-88°-E 

重複 34号住居を掘り込んでいる。

埋没士 As-C・焼土・炭化物 ・ロームを含む黒褐色

土で埋まっていた。また埋没土中に焼土 ・炭化物が

集中する層があり、検出できなかった住居の竃の可

能性がある。

床 面遺構確認面から一番深いところで18cmほど

掘り込んで構築面とする。構築面からも土器片が出

土している。この面に約 5cmの貼床を施し床面とす

る。床面の深さは13cmであり 、平坦で硬く締まって

いた。

鼈 東壁中央やや南よりに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の鼈

第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。底面には灰層が堆積していた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅で貯蔵穴を検出した。残存する範囲

での規模は直径36cm、深さ20cmで円形である。ロー

ム・炭化物・焼土を含む明黄褐色土で埋まっていた。

遺物出土遺物は、 140点余りである。分布は竃と

住居南側に集中していた。そのうち 8点を図化した。

灰釉陶器(5)の高台は崩れた三日月形で、口縁部の返

りも小さい。釉は塗り掛けである。須恵器羽釜（6）は

内傾する口縁部にしっかりした面をもつ。体部上位

は張るが、中位はくびれる。内外面に煤が付着して

いた。 (1)は須恵器足高高台付椀の高台部破片であ

る。須恵器坪(3)は底部から口縁部が大きく外反す

る。床面やや上位から完形で出土した。糸切り痕の

様子から切り離し時のロクロ回転速度が遅いことが

分かる。須恵器(2)は混入と考えられる。

所見出土遺物から平安時代(10世紀前半）と考え

られる。

で、焚口幅は65cmである。煙道部は壁から外へ33cm

生活面

口
--¥-87 

撹乱

A
 D

▽
 

立 ＼＼ ⇔,  
1, Q 

I 

§ 

0. 、

三｀｀［

A' 

c' 

6゚歪っ．．．゜

c 
0 0 

o:il 

A
 

8 7 639258 A' 

住居 A-A' 

1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。焼土粒 ・炭

化物粒・ローム粒をわずかに含む。

2. ローム大小プロック ＋As-Cを含む黒色土＋焼土小プロッ

ク。炭化物粒をわずかに含む。（他の住居の鼈の残骸？）

3. ロームプロック主体。焼土ブロック＋くすんだ黒褐色土プ

ロック。（竃の崩落土）

4.黒褐色土 ローム粒 ・焼土粒 ・炭化物粒をわずかに含む。

硬く踏みしまる。（貼床）

5.黒褐色土 くすんだAs-Cを含む黒色土＋ロームブロック

含む。下層に黒色灰層あり。

6. As-Cを含む黒色土プロック。ロームプロックを多く含む。

下層に黒色灰あり。（一括埋土）

7.黒褐色上 As-Cを含む黒色土ブロック ＋ロームプロック。

8.ロームブロック主体。 As-Cを含む黒色土小ブロックを含

む。

9.黒色灰

L=74.60 

。
1 : 60 2m 

第126図 Il-B区23号住居
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第 3章調査の内容

構口 二
叫

A
 

A' 

c

一

òI 叫

叫
C 623145 

2坑

3 4 2 3 C' 

l坑

。
1 : 60 

L=74.60 
2m Q̀| 

鼈
叫 叫

1号床下土坑 C-C' 

1.黒色土＋黄橙色土 黄橙色土塊（ </,30mm)を

50%・軽石を含む。締まりややあり

2.黒色土＋黄橙色土 黄橙色土プロック (</,10

mm)を40%・軽石を含む。締まりややあり。

3.黄橙色プロック

4.黒色土＋黄橙色土 1に似るが黄橙色土プロ

ック (</,30mm)を40%・軽石含む。締まりあり。

2号床下土坑 C-C' 

1.暗褐色土 軽石を含む。黄橙色土粒(</,5mm)・ 

焼土塊（¢,10mm)少鼠含む。締まり

ややあり。

2.黒色土＋黄橙色土黄橙色土塊(</,30mm)を30

％含む。軽石あり。締ま

りややあり。

3.黒色土＋黄橙色土 黄橙色土塊（</,lOmm)を20

％含む。軽石あり。締ま

りややあり。

4. 暗褐色土 黄橙色土粒(</,lOmm)・焼土粒(</,5 

mm)を少菰含む。締まりややあり 。

5. 黒色土(40%)十黄橙色土(60%)

粘性 ・締まりあり。

6.黒色土＋黄橙色土 黄橙色土プロック(¢,20 

mm)を20％含む。締まりあ

り。軽石あり。

3号床下土坑 D-D' 

1. 黒褐色土＋黄橙色土 ロームプロックを少駄含む。

2.黒色土＋黄橙色土 ロームプロックを50％程含む。

短期間の人為的埋土。

m̀ | 

A 2 5 3焼土 4 s 6 2 A' 

L=74.60 

ロロ

窟 A-A'B-B'

1.暗黄褐色土 ローム粒(ef,5mm) を多く含む。炭化物・焼土含む。（鼈埋没土）

2.暗黄褐色土 lに似るが、ローム塊主体。（構築材？）

3. 暗赤褐色土 焼土をプロック状に多く含む。炭化物・灰を少量含む。（鼈燃焼部）

4.暗灰青色土灰層。（鼈使用面）

5. 明赤褐色土 プロック状の焼土主体。

6. 明黄褐色土 ローム塊主体。

7.黒褐色土 ローム塊（ef,10~50mm)を多く含む。焼土 ・炭化物を少鼠含む。（鼈堀方）

。
1 : 30 lm 

： 
゜

1 : 3 10cm 

第127図 11-B区23号住居と出土遺物(1)
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

＼戸／：

＼
 

I/ 6 

。
l : 3 10cm 

|
 

|
8
 

第128図 II-B区23号住居出土遺物(2)

II-B区23号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位府 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 中央 ロ径 ー ①酸化焙②灰褐 外面台部横ナデ。 台部のみ

台付甕 床下掘方 底径 11.2 ③粗細砂 ・白 ・赤色 内面台部横ナデ。

-1 cm 器 高 一 鉱物粒を含む。

2 須恵器 西側 口径 10.7 ①遠元焙②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部不定方向箆 口～底部l/2

坪 床上 底径 (5.0) ③粗細砂 ・白色鉱物 ナデ。 残存

+3 4cm 器高 4.2 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 南西隅 口径 10.5 ①還元焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 完形

坪 床上 底径 5.6 ③粗細砂 ・角閃石 ・ り。無調整。

+5.5cm 器高 4.4 白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 須恵器 中央 口径一 ①還元焔 外面 体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 床下 底径 5.8 ②灰白 無調整。付高台。

-l.9cm 器 高 一 ③粗細砂を含む。 内面体～底部回転ナデ。

5 灰釉陶器 南西隅 口径（147) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転箆削り。 口～底部1/4

高台付椀 床上 底径 7 3 ③白色鉱物粒を少最 付高台。釉塗り掛けか？ 残存

+ 4 cm 器高 5.3 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 西側 口径(237) ①還元焙②灰 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 床上 底 径 ー ③粗細粒 ・白色鉱物 中位乱れている。下位縦方向箆削り。 内外面煤けて

+3.4cm 器 高 一 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 いる。

7 須恵器 南西隅 口径(19.5) ①還元焔②灰黄 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底 径 ー ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+3.6cm 器高一 粒を含む。

8 須恵器 南西隅 口径(208) ①還元焔②鈍い褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 床面直上 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高 一 含む。
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第 3章 調査の内容

11-B区24号住居

位

写

形

置

真

状

K-86 

P L53 • 54 

重複により北 ・西辺を壊されており、全体

の形状は不明である。周壁はほぽ直線的に掘られて

いた。残存した範囲の規模は、南北長軸1.8m、東西

短軸1.4mである。 周 溝

面

方

重

積

位

複

埋没土

計測不可

N-88°-E 

22 • 32号住居に掘り込まれている。

As-C・炭化物・焼土粒 ・ロームを含む暗褐

壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は40cmである。煙道部は壁から外へ80cm

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。竃左袖には棒状礫が直立して

出土し、竃袖心材として使用されたと考えられる。

燃焼部から煙道にかけて灰層が拡がっていた。

色土で埋まっていた。

床 面 遺構確認面から10cm掘り込んで中央に床下

土坑を掘った後、

床面は平坦で、締まっていた。

鼈

それを埋めてそのまま床面とする。

東壁中央に設置されていた。竃の残存状況は

良好で、煙道部の天井部が一部検出された。住居の

生活面

一ーJ(―l

22号住居

L―午

A 

3 4 

住居 A-A' 

1. 暗褐色土

2.褐灰色土

3.暗黒色土

□2m 

A' 
K-87 

A' 

L074.60 

As-Cを含む黒色土のくすんだ層。ローム粒 ・焼

土粒 ・炭化物粒含む。

ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒をわずかに含む。

締まりあり。ややしっとりした土。（床面）

焼土・炭化物を少量ふくむ。ローム粒を含む。

（床下土坑）

貯蔵穴

遺

所

物

集中している。いずれも小破片で、

得たのは 3点のみであった。須恵器高台付椀（2）は酸

化焔気味の焼成で、粘土紐状の高台を粗雑に付けて

いる。 (3)は口縁部が直立気味で甑の可能性も考えら

れる。

見

られる。

構築面

B
 

検出されなかった。

検出されなかった。

出土遺物は30点余りである。分布は鼈内に

そのうち図化し

出土遺物から平安時代(10世紀前半）と考え

4.暗黄褐色土

5.暗黒色土

：ロ
B
 

B' 

L=74.60 

ローム主体。黒色土をプロック状に含む。

（床下土坑）

4に似るが、焼土 ・炭化物が少ない。（床下土坑）

゜
1 : 60 2m 

第129図 II-B区24号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

竃 叫 叫

A' 

C' 

叫`

A
 

A' 

竃 A-A'B-B'C-C'

1.ローム ブロック＋黒褐色土。

2. ローム層（鼈構築土の崩落）

3.黒褐色土 焼土粒をわずかに含む。土質均質。

4.黒褐色土 As-Cのくすんだ層。ローム小プロックを含む。

5.黒色灰

6.褐灰色土 ローム小プロックをわずかに含む。

7. 1層に似るが、ロ ームが少ない。（鼈構築土の崩落）

8.暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒をわずかに含む。（鼈の貼床）

9. ローム小プロック・焼土粒 ・炭化物粒を斑状に含む。（鼈の

貼床）

10.ロームブロック＋にぶい黄褐色土。焼土粒をわずかに含む。

（鼈の貼床）

11.にぶい黄褐色土 ローム小ブロック＋焼土粒。（鼈の貼床）

12.暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ層。土質均質。

（鼈の貼床）

I 2 10 9立 8

゜
1 : 30 lm 

L"74.60 

□□三／

ロ
|
|
|
『
ー

――
―
-
=
 

口3
 

゜
1 : 3 10cm 

第130図 11-B区24号住居寵と出土遺物

11-B区24号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 鼈内 口径(15.7) ①酸化焙気味②橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口～体部破片

坪 +2.5cm 底径ー ③白・赤色鉱物粒を 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器 高 一 含む。

2 須恵器 南東隅 口径（125) ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/2

高台付椀 床上 底径 (6.4) 橙③細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

+4.5cm 器高 4.8 粒・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 鼈内 口径一 ①還元焔②灰褐 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜or甑 掘方 底径一 ③細礫 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+ 4cm 器 高 一 を含む。
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第 3章調査の内容

Il-B区25号住居

位置 J • K-84 • 85 

写真 PL55 

形状住居中央を東西に現代の水路により破壊さ

れており全体の形状ははっきりしないが、長軸を南

北にする小形長方形を呈すると考えられる。周壁は

ほぽ直線的に掘られているが、貯蔵穴付近がやや突

出している。残存した範囲での規模は、長軸3.Sm• 

短軸2.7mである。

面積計測不 可

方位 N-7l°-E（短軸）

菫複本遺構が29号住居を掘り込み、 81• 97号土

坑に掘り込まれている。

埋没土 炭化物粒 ・焼土粒を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。

床面遺構確認面から18cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹しており、周囲が低く中央部が高

A
 

＼ 
叫

い。床下土坑を 2基検出した。この面に12cmの貼床

を施し床面とする。床面は平坦で硬く締まっていた。

鼈残存した範囲では検出されなかった。攪乱の

位置から想定すれば東壁中央付近にに設置されてい

たと考えたい。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径24cm、深さ18cmで不整円形の

貯蔵穴を検出した。ローム ・焼土ブロックなどで埋

まっていた。

遺物出土遺物は18点である。構築面 ・貼床から

の出土が多い。そのうち 3点を図化した。須恵器高

台付椀（3)は床面付近からの出土である。底部から

直線的に口縁部が開く。土師器坪（1）は平底から口

縁部が外反する。全体として浅い。

所見 出土遺物から平安時代 (9世紀後半）の住居

と考えられる。

叫

A' 

叫

冑，，，

A 6 4 5 A' 

L~74.60 

住居 A-A' 

1.黒褐色土 ロームプロック＋黒褐色土。

炭化物粒 ・焼土粒を含む。灰面広がる。

締まりよく、やや硬質。（床面）

2. ロームプロック十黒褐色土。一括埋土。（貼床）

3.黒褐色土 焼土粒 ・炭化物粒 ・ローム粒を

わずかに含む。（貼床）

4.黒褐色土 ローム粒を少鼠含む。やや硬質。（床面）

5.黒褐色土 ローム粒を多く含む。（貼床）

6.ロームプロック主体。黒褐色土を若干含む。（貼床）

。
1 : 60 2m 

第131図 Il-B区25号住居
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叫
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貯蔵穴

□A 

A' A A' 

L~74.60 

貯蔵穴 A-A' 

1. ロームプロック＋焼土プロック十にぶい黄褐色土ブロック。

゜
1 : 60 2m 

゜
1 : 30 lm 

ー＼し（三'-)’`‘
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口 二／］
二

- 3 

゜
1 : 3 10cm 

第132図 11-B区25号住居構築面と出土遺物

II-B区25号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東隅 口径ー ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～体部破片

坪 床下掘方 底径ー ②鈍い褐 削り。

-llcm 器高一 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部丁寧なナデ。

含む。

2 土師器 南東隅 口径一 ①酸化焙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～体部破片

坪 床下掘方 底径一 ②鈍い橙 削りか。

-5.Scm 器高一 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

含む。

3 須恵器 西側 口径 136 ①還元焙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切り離し方 口～底部1/2

高台付椀 床下 底径 6 6 ②灰白 法不明。付高台。 残存

-4cm 器高 4.9 ③細砂 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

を含む。
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11-B区26号住居

位 置 K-85 写真 PL55 

形状長軸を南北にする小形長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。規模は長軸3.4m• 

短軸2.5mである。

面積 7.10m' 方位 N-9T-E

重複 20号住居を掘り込んでいる。

埋没土 白色軽石 ・ローム・炭化物粒・焼土粒を含

む暗黄褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から28cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹しており、床下土坑を 4基検出し

た。この面に約13cmの貼床を施し床面とする。床面

の深さは15cmである。なお中央部やや西側に焼土の

集中部分を検出した。

寵 東壁中央やや南寄りに設置されていた。住居

の壁よりやや内側に袖が張り出す形態の竃で、焚口

幅は65cmである。煙道部は壁から外へ50cm突出して

いた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾

生活面 l I 
叫Iご

叫

舟：；
A A' 

C 

゜
C' 

D 

゜ ゜
心。

0 .`. o / 『

＝ f-86 
司

こI|̀に

2b 2a 3 A l I I A' 

L=74.70 

゜
1 : 60 2m 

叫

森

m̀| 

斜していた。燃焼部右側と左袖が良く焼けており焼

土化していた。灰層が鼈から貯蔵穴内に拡がってい

た。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径86cm、深さ40cmで不整形の貯

蔵穴を検出した。貯蔵穴内には鼈からの灰層が流れ

込んでいる。内部からは礫・土器片が出土した。貯

蔵穴と竃の間がテラス状に張り出しておりこれに併

せて貯蔵穴もやや変形している。

遺物出土遺物は280点余りである。分布は貯蔵

穴内と住居北西側に散在している。構築面貼床中か

らの出土も多い。いずれも小破片でそのうち 5点を

図化した。鉄製品(5)は埋没土からの出土である。須

恵器（1）は坪部が浅い特徴を持つ。須恵器羽釜（ 3.

4)は内傾する口縁部にしっかりとした面を持つ。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀後半）の住居

と考えられる。

叫

住居 A-A' B-B' 

司 1.暗黄褐色土 As-B・白色軽石・ローム粒を

含む。 (As-B降下後の耕作土）

2a. 暗黄褐色土 1層に似ているが、色調がやや暗い。白色軽石粒

・ローム粒(5mm)を少輩含む。焼土・炭化物を含

む。 (20号住居埋没土）

2b.暗黄褐色土 2 a層によく似るが、ローム粒がやや多い。

(26号住居埋没土）

3.暗黒褐色土 上部に炭化物 ・灰層あり。締まりよく非常に硬い。

（床の硬化面）

4.暗黄褐色土 2 a層に似るが、ロームプロックが多い。

(26号住居床下土坑）

5.暗黄褐色土 4層に似るが、ロームプロック (¢,10~50mm)を多

く含む。焼土(</,lOmm)を含む。（床下土坑）

第133図 II-B区26号住居
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2b.黒褐色土
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5 2b 3 2a l 4a 4b 
A' 

鼈 A-A'B-B'

1. As-B降下後の攪乱。

2a.黒褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

焼土粒を含む。

As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

2 a陪に似るが焼土粒が多い。

3.黒褐色土 2 a層＋灰。（使用面）

4a.天井の崩壊土 ロームプロック。土層が反転

して堆積。

4b.鼈構築材のロームプロック

5.黄褐色土 黒色土 ・焼土・少鼠のロームを含

む。（貼床）

゜
1 : 30 lm 

L=74. 70 
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第134図 II-B区26号住居と出土遺物
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II-B区26号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法

器種 位骰 (cm) 

1 須恵器 北東隅 口径(118) 

坪 床下 底径 (60) 

+5.lcm 器高 3 2 

2 須恵器 貯蔵穴内 口径 (54) 

高台付椀 -3.8cm 底 径 一

器 高 一

3 須恵器 中央 口径(203) 

羽釜 床下堀方 底 径 ー

-1cm 器 高 一

4 須恵器 中央 口径ー

羽釜 床上堀方 底径 一

-3 2cm 器 高 一

5 鉄製品 埋没土 長さ (5.3)

刀子？ 幅 1.3 

厚さ 0.7 

II-B区27号住居

位置 K • L-84 • 85 

写真 PL56 

①焼成 ②色調

③胎土

①還元焔

②灰白

③粗細砂 ・白色鉱物

粒を含む。

①還元焔

②黄灰

③粗細砂を含む。

①還元焔

②明褐灰～鈍い橙

③粗細砂 ・赤 ・白色

鉱物粒を含む。

①還元焔

②灰

③粗細砂 ・赤 ・白色

鉱物粒を含む。

形状長軸を南北にする小形長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られているが、貯蔵穴付近がやや

突出している。規模は長軸3.0m・短軸2.6mである。

面積 6.75m' 方位 N-67°-E

重複 14号方形周溝墓を掘り込んでいる。

埋没土 ローム・シルトブロックを含む暗褐色土で

埋まっていた。

床面 遺構確認面から約18cm掘り込んで構築面と

する。構築面は凸凹しており、北東部と南部が土坑

状に掘り込まれていた。この面に 8cm程の貼床を施

し床面とする。床面までの深さは10cmである。

寵 東壁中央やや南寄りに設置されていた。住居

の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は45cmである。煙道部は壁から外へ52cm

150 

成・整形技法の特徴 残存状態

（器形・文様の特徴） 備 考

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右？回転糸 口～底部1/4

切り。無調整。 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切り離し方 口～底部1/4

法不明。付高台。高台部欠損。 残存

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位弱い回転ナ 口縁部破片

T-• 。

内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

断面円形。端部一部欠損。刀子破片か？

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。燃焼部は一部良く焼けており

焼土化していた。灰層が鼈から住居南半分にかけて

拡がっていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径53cm、短径42cm、深さ21cmで

不整円形の貯蔵穴を検出した。灰・焼土などによっ

て埋まっていた。中からは土器片が出土している。

遺物 出土遺物は245点である。分布は全体に疎ら

に散在している。いずれも小破片で図化し得たのは

4点である。土師器甕 (4)は床面付近からの出土で

ある。底部は欠損しているが小形台付甕の可能性も

ある。(1.2)は須恵器高台付椀であるが、 (1)は粘

土紐状の高台部を粗雑に貼り付けている。 (2)はや

や高い高台を持つ。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。
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貯蔵穴 C-C' 

1.黒色灰 ・焼土粒をわずかに含む。

2.黒色・青灰色灰 上・下層に焼土小プロックを含む。

3.焼土プロック＋黒色灰。（貼床）

4. 1に似る。炭化物を含む。（貼床）

5.黒色灰十焼土小プロック ・ロームプロック含む。（貼床）

住居 A-A' 

1.暗褐色土

B-B' 

As-B・白色軽石粒を含む。ローム粒（¢,1~5 mm)を

多く含む。焼土・炭化物を少絨含む。

2.暗褐色土 l層に似るが、ローム粒 (¢,5~10mm)をプロック状

に含む。シルトブロック (¢,50mm)を含む。

3.黒褐色土 白色軽石粒を含む。

4.灰層灰 ・焼土(¢,5~10mm)を多く含む。（床面）

5. 暗褐色土 ロームブロック主体。黒色土を少星含む。（貼床）

6.黒褐色土 6層に似るが黒色土が多く、 As-Cを少量含む。

7.黄褐色土 ロームプロック主体。

叫

L =74.60 

鼈 A-A'B-B'

la.暗黄褐色土 As-B・ローム粒を含む。

As-B降下後の耕作による攪乱。

白色パミス ・ローム粒 ・炭化物 ・

焼土を少鼠含む。（住居埋没土）

2.暗黄褐色土 lb層に似るが、焼土 ・炭化物を

多く含む。

3. 灰層灰主体。

4.暗褐色土 ロームを含む。焼土(¢,5 mm)をや

や多く含む。灰を少量含む。

5.灰層 厚さ20~30mmに堆積。（鼈の使用面）

6.褐色土 ロームブロック主体。（鼈の堀方）

lb.暗褐色土

。
1 : 30 lm 

第135図 11-B区27号住居
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第136図 11-B区27号住居出土遺物

II-B区27号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 中央 口径 12.0 ①還元焔②褐灰③粗 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り 口～体部l/2

高台付椀 床上 底径 6.4 細砂 ・赤色鉱物粒 ． （回転方向不明）。無調整。付高台。 残存

+ 4 cm 器高 4.6 角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

2 須恵器 埋没土 口径（13.6) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右？回転糸 口～体部1/2

高台付椀 底径 6.6 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 切り。無調整。付高台。高台横ナデ。 残存

器高 5.7 石英を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 埋没土 口径一 ①還元焔②赤灰 外面体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

坪 底径 一 ③細砂 ・白色鉱物粒 無調整。

器高 一 を含む。 内面体～底部回転ナデ。

4 土師器 西側 口径(142) ①酸化焙②明褐～橙 外面 口縁部横ナデ。頸部接合痕・指頭痕有り。体部 口～体部1/4

甕 床下 底径 ー ③粗細砂 ・白色鉱物 上位横方向箆削り。下位斜縦方向箆削り。 残存

-1. 8cm 器高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

11-B区28号住居

位置 K-86 写真 PL57 

形状遺構の重複により全体の形状ははっきりし

ないが、長軸を東西にする超小形長方形を呈すると

考えられる。検出した範囲での規模は長軸2.lm• 

短軸l.Smである。

面積 3.63m' 方位 N-8T-E

重 複 89号土坑に掘り込まれている。 30• 31 • 32 • 

37 • 38号住居と重複しているが、土層観察からの新

旧関係は判断できなかった。

埋没土 白色軽石粒・ロームブロック・炭化物・焼

土を含む暗黄褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から部分的に40cmを掘り込んで

構築面とする。構築面は凸凹しており、中央が高く

周囲が低い。この面に中央と同じ高さまで周囲を埋

152 

め床面とする。床面までの深さは26cmである。

鼈 東壁中央に設置されていた。鼈の残存状況は

良好であった。住居の壁より内側にほとんど袖が張

り出さない形態の鼈で、焚口幅は50cmである。煙道

部は壁から外へ80cm突出していた。燃焼部は平坦で、

煙道部にかけて緩やかに傾斜していた。煙道付近は

良く焼けており焼土化していた。内部は竃の構築材

と考えられるロームブロックが含まれていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物遺物は40点余り出土している。分布は鼈を

中心とする。図化したのは 3点である。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。



第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物
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2b.暗黄褐色土

住居 A-A' B-B' 

1. 89号土坑埋没土。

2a.暗黄褐色土 焼土（ef,5~10mm)・ローム粒(ef,5 mm)・炭化物をや

や多く含む。白色軽石粒を少獄含む。

(28号住居埋没土）

2a層に似るが、焼土 ・ローム粒が少ない。

(28号住居埋没土）

灰、焼土をプロック状に少絨含む。

ロームプロック(ef,10~50mm)を多く含む。

ローム主体。（貼床）

5.ローム小プロック＋As-Cを含む黒色土プロック。

土。攪乱か）

3.暗灰色土

4.暗褐色土

拮；7m K—閂

A
 

A' 

（人為的埋

L =74. 70 

゜
1 : 60 2m 

鼈

叫

／—-一

c
 

叫

A
 

A' 

lb, 暗褐色土

c
 

2 3a 4 lb c
 

。

L =74. 70 

1 : 30 

鼈 A-A'B-B'C-C'

la.暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。ロームプロック

を含む。焼土粒わずかに含む。（攪乱か）

As-Cを含む黒色土。ロ ームブロックを含む。焼土

粒を少旦含む。

2.暗褐色土 1 b層に似るが、ロームブロックがやや大きい。

3a.黒色土 As-Cを含む黒色土。

3b.ロームプロック主体。褐灰色土小ブロックを含む。

（天井構築土）

4.焼土プロック

5.焼土プロック＋青灰色灰層。（鼈の使用面）

6.焼土プロック＋ローム小プロック＋暗褐色土小プロック。

（鼈の燃焼部）

7. ロームブロック＋黒色土。（鼈貼床）

8 • 9 II区89号土坑埋没土。

10.暗褐色土炭化物＋焼土粒。

11.暗褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒・炭化物粒を少鼠含む。

lm 

第137図 II-B区28号住居
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第 3章調査の内容
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第138図 II-B区28号住居出土遺物

Il-B区28号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位附 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 鼈内 口径 12.7 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

坪 埋没土 底径 5 5 ②灰白 り。無調整。 残存

+13 1cm 器高 5.4 ③細砂 ・赤色鉱物粒 内面 口緑部横ナデ。体～底部回転ナデ。

を少量含む。

2 土師器 竃内 口径(120) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。頸部指頭による調整。体部上位 口縁部破片

甕 埋没土 底径 一 ②暗赤褐 横方向 ・斜縦方向箆削り。

+9 8cm 器高 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

白色鉱物粒を含む。

3 須恵器 埋没土 口径 ー ①還元焔②灰黄 外面 体部下位回転ナデ後縦方向箆削り。底部箆削り。 底部破片

羽釜 底径 (6.2) ③粗細砂 ・白・赤色 内面体～底部回転ナデ。

器高 一 鉱物粒 ・角閃石を含

む。

II-B区29号住居

位置 K-86 写真 PL57・58

形状現代の攪乱により南半分を壊され、全体の

形状ははっきりしないが、長軸を南北にする超小形

長方形を呈すると考えられる。検出した範囲では周

壁はほぼ直線的に掘られ、二隅は丸い。規模は東西

長2.0mである。

面積計測不可 方位 N-89'-E 

重複本住居が25号住居を掘り込み、 20号住居に

掘り込まれている。

埋没土 As-C・ロームブロックを含む暗褐色土で

埋まっていた。

床 面遺構確認面から 3cmを掘り込み構築面とす

る。鼈と中央部付近が深く掘り込まれていた。その

部分を貼床で埋め床面とする。床面の深さは 3cmで

154 

ある。

寵 東壁中央やや南よりに設置されていたと考え

る。住居の壁より内側にほとんど袖が張り出さない

形態の竃で、焚口幅は65cmである。煙道部は壁から

外へ60cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部に

かけて緩やかに傾斜していた。底部に灰層が堆積し

ていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 残存した範囲では、検出されなかった。

遺物 出土遺物は60点余り出土している。分布は

疎らで、鼈内と北東隅にやや集中している。そのう

ち 3点を図化した。須恵器坪（1)・須恵器高台付椀

(2)は床面付近からの出土である。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。



第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物
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住居 A-A' 

1.暗褐色土

L =74. 70 

B-B' 

As-Cを含む黒色土のくすんだ土。ロームプロック

を含む。 (29号住居埋没土）

L =74. 70 

1 : 30 lm 

構築面
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c
 
A
 

叫

C' 

A' 

鼈 A-A'B-B'

1. As-B・焼土粒・ローム粒を含む。褐灰色シルト質粘土あり。

(As-B降下後の攪乱）

2. 暗褐色土 ローム粒・焼土粒わずかに含む。

3. ローム小ブロック＋焼土粒・軽石粒 (As-C)を含む。攪乱を受

けている。

4.攪乱

5.黒褐色土 軽石粒をわずかに含む。

6a.黒褐色土焼土粒 ・灰を含む。

6b.焼土粒十灰。（鼈の使用面）

7a. 暗褐色土 焼土(</>5~10mm)を多く含む。灰 ・炭化物を含む。

（鼈の貼床）

7aに似るが、焼土・炭化物・灰が少ない。

（鼈の貼床）

7b.暗褐色土

こ
co1 

c
 

c
 

D
 

D' 

L~74.70 

。
1 : 60 2m 

第139図 II-B区29号住居
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第 3章調査の内容

：ロ 二 、 ー'—―
ニロ

2 

ー文
＼ 

／ダニ
I 3 ゜

1 : 3 10cm 

第140図 11-B区29号住居出土遺物

II-B区29号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位漑 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 北東隅 口径 14.2 ①還元焙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部左回転糸切 ほぼ完形

高台付椀 床下 底径 7.1 ②灰白 り。無調整。付高台。

+l.Scm 器高 5.2 ③白色鉱物粒・粗細 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

砂を含む。

2 須恵器 北東隅 口径 12.2 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

坪 床上 底径 5.4 ②灰白 り。無調整。 残存

-l.2cm 器高 3 9 ③粗細砂・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

粒・角閃石を含む。

3 須恵器 埋没土 口径一 ①還元焙 内外面 口縁部回転ナデ。 口縁部破片

壷？ 底径 一 ②鈍い橙

器高 一 ③粗細砂・赤色鉱物

粒 ・角閃石を含む。

II-B区30号住居

位置 K-86

写 真 PL59 

形状竃のみの検出のため、全体の形状は不明で

ある。

面積・方位計測不可

重 複 28 • 32 • 33 • 37 • 38住居と重複しているが、

土層観察から新旧関係について判断できなかった。

埋没土 鼈は焼土・ローム粒・炭化物を含む黒褐色

土、貯蔵穴はAs-C・ロームブロック・炭化物を含む

暗褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認時には既に大部分の床面が削平さ

れていた。構築面からも住居の範囲が判断できなか

った。

竃検出した範囲での貯蔵穴と周溝の位置から、

東壁に設置されていたと考えられる。住居の壁より

156 

内側にほとんど袖が張り出さない形態の鼈で、焚口

幅は30cmである。煙道部は壁から外へ42cm突出して

いた。燃焼部は平坦ある。底面に灰層が拡がってい

た。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径59cm、深さ 12cmで円形の貯蔵

穴を検出した。貯蔵穴内から須恵器高台付椀（3）が

出土した。

迫 物 出 土 遺 物 は30点余りである。遺物は想定さ

れる住居の範囲に散乱していた。そのうち貯蔵穴内

と貼床から出土した土器を 3点図化した。土師器甕

(2)は崩れた「コ」の字状口縁を呈している。 (3)は

焼成がやや酸化焔気味である。

所見 全体の形状は不明であるが、出土遺物から

平安時代(9世紀後半）の住居と考えられる。
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物
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鼈 A-A'

1.黒褐色土焼土粒 ・ローム粒・炭化物粒を含む。

2.黒色土 灰白色灰 ・焼土粒を含む。（鼈の使用面）

貯蔵穴 B-B' 

1．暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。ローム小プロッ

ク・炭化物粒を含む。
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第141図 Il-B区30号住居と出土遺物

Il-B区30号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸 法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位閥 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東隅 口径(13.6) ①酸化焔②灰黄 外面 口縁部横ナデ。体部上位上半弱い指ナデ・指押 口～体部破片

坪 床面直上 底 径 ー ③粗細砂 ・白色鉱物 さえ。下半横方向箆削り後指ナデ・指押さえ。底部箆

器 高 一 粒・角閃石 ・雲母を 削り。

含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部横ナデ。

2 須恵器 貯蔵穴内 口径 136 ①還元焙②灰黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口縁部一部

高台付椀 + 5cm 底径 6.8 ③粗細砂 ・赤・白色 り。無調整。付高台。 欠損

器高 5 0 鉱物粒 ・チャートを 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

含む。

3 土師器 南東隅 口径(18.5) ①酸化焙 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 床上 底径ー ②鈍い橙 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+7.5cm 器高 一 ③粗細砂 ・角閃石を

含む。
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第 3章 調査の内容

11-B区31号住居

位

形
置

状

K-85 • 86 写 真 P L59 

南辺を現代の攪乱で壊されているが、短軸

を東西にする小形長方形を呈すると考えられる。検

出した範囲での局溝はほぽ直線的に掘られている。

規模は短軸2.lmである。

い形態の鼈で、焚口幅は54cmである。煙道部は壁か

ら外へ36cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部

にかけてやや急に傾斜していた。燃焼部は一部焼土

化しており、底面には灰層が拡がっていた。燃焼部

奥と鼈前から棒状礫が出土しており、鼈構築材であ

ったと考えられる。

面

重

積

複

計測不可

本遺構が20• 37 • 38号住居を掘り込み、 28

号住居に掘り込まれている。

埋没土 ローム粒 ・炭化物 ・焼土を含む暗褐色土で

埋まっていた。

床 面

方 位 N-89°-E 

遺構確認面から 4cm掘り込んで構築面とす

る。 この面に厚さ約 2cmの貼床を施し床面とする。

床面は平坦で、硬く締まっていた。

鼈 東壁中央やや南より設置されていたと考えら

周

貯蔵穴

遺

溝

物

検出されなかった。

検出されなかった。

出土遺物は70点余りである。分布は全体に

疎らである。いずれも小破片であり、

を図化した。灰釉陶器(2)は底部のみであるが釉は

浸け掛けで、崩れた三日月高台をもつ。須恵器羽釜

(3)は口縁部が内傾し、

所

そのうち 3点

しっかりとした面をもつ。

見 出土遺物から平安時代(10世紀後半）の住居

と考えられる。

れる。住居の壁より内側にほとんど袖が張り出さな

--Jl 
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住居 A-A' 

1.暗褐色土

2.黒褐色土

L =74. 70 

B-B' 

焼上粒 ・炭化物 ・ローム粒を少鼠含む。やや硬質。

（床面）

ローム粒を極少輩含む。焼土粒 ・炭化物はほとんど

含まない。締まり弱い。（貼床）

L =74. 70 

鼈 A-A'B-B'

la.暗褐色土 ローム粒をやや多く含む。焼土 ・炭化物を少品含む。

lb.暗褐色土 1 a層に似るが、焼土をやや多く含む。

2.暗褐色土 ローム粒を非常に多く含む。炭化物を少量含む。

（天井崩落土？）

ローム粒を多く含む。

灰 ・焼土をやや多く含む。

灰 ・焼土を少嚢含む。

ローム粒をわずかに含む。

3.暗褐色土

4.黒褐色土

5.黒褐色土

6.暗褐色土

。
1 : 60 2m 

゜
1 : 30 lm 

第142図 II-B区31号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物
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第143図 II-B区31号住居出土遺物

II-B区31号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 鼈前 口径(13.2) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

高台付椀 床下 底径 6.3 ②灰白 り。無調整。付高台。 残存

-5 8cm 器高 4.9 ③粗細砂・ 白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

粒 ・雲母を含む。

2 灰釉陶器 鼈前 口径一 ①還元焔 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

高台付椀 ？ 床上 底径 6.1 ②灰白～灰黄 付高台。

+3.lcm 器高 一 ③粗細砂 • 黒色鉱物 内面体～底部回転ナデ。釉浸け掛けか。

粒を含む。

3 須恵器 窟前 口径 一 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底径 一 ②鈍い黄橙 内面 口縁部横ナデ。指頭痕有り。 体部回転ナデ。

+l 9cm 器高 一 ③粗細砂を含む。

II-B区32号住居

位 置 K-86• 87 

写真 PL60 

形状床面直上まで削平を受けており、鼈のみの

検出である。全体の形状不明である。

面積計測不可

方位計測不可

重複 24• 28 • 30号住居と重複している。

埋没土 不 明。

床 面遺構確認時に既に床面が露出していた。床

面には遺物が散乱していた。

鼈 東壁に設置されていたと考えられる。住居の

壁より内側に袖が張り出さない形態の鼈で、焚口幅

は45cmである。煙道部は壁から外へ45cm突出してい

た。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜

していた。灰層が検出された。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物遺物は40点ほど出土している。そのうち図

化したのは砥石（1）点のみである。

所見年代については判断し得ないが、出土遺物

と住居形態から平安時代の住居と考えたい。

159 



第 3章調査の内容

生活面 ---J'l 鼈 叫 叫

舟；7m

<| 

叫
L =74.60 

住居 A-A' 

1. As-Cを含む黒色土のくすんだ土。焼土粒・焼土プロック・

炭化物粒を含む。底部に灰層あり。

2.焼土プロック

3.焼土プロック＋灰＋炭化物

△ 

叫 叫
A
 

A' 

L =74.60 

鼈 A-A'B-B'

1.赤褐色土焼土プロック

2.暗褐色土焼土小ブロック・灰 ・炭化物を含む。

゜
1 : 60 2m 

。
1 : 30 lm 

I 
こニコ 。

1 : 3 10cm 

第144図 II-B区32号住居と出土遺物

11-B区32号住居出土遺物観察表

番号 | 種 類
出土状況 寸 鼠

石材 特 徴
器 種 残存状況 (cm、g)

1 I石製品 南東隅 長一 幅 3.0 砥沢石 使用による損耗のためかなり薄くなっている。表裏、両側に使用面。

砥石 床上＋ 厚1.2 重 210 上端部も磨いて成形している。下部欠損。

7.6 2/3 

II-B区33号住居

位置J• K-86 

写真 PL60 

形状東壁中央を土坑に壊されており全体の形状

は不明であるが、短軸を南北にする超小形長方形を

呈すると考えられる。検出した範囲では、周溝はほ

ぼ直線的に掘られており四隅は丸い。規模は、長軸

2.7m ・短軸2.0mである。

面積 4.95m'

160 

方位 N-89°-E

重複本住居が30号住居 •89 • 90号土坑に掘り込

まれている。 28号住居とも重複しているが、土層観

察からは新旧関係を判断できなかった。

埋没土 As-C・ローム・焼土・灰を含む暗褐色土で

埋まっていた。

床面遺構確認面から14cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は中央が高く、周囲が低い。南西隅に床

下土坑を 1基検出した。この面の低い部分にのみ貼



床を施しそのまま床面とする。床面は平坦で、硬く

締まっていた。

鼈 竃は検出されなかったが、土坑との重複の位

置から東壁中央付近に設置してあったと想定できる。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

迫物 出土遺物は99点である。重複により遺物の

生活面

--—(I 

.:i:I ~1 

□:28月

゜
11 

。e

も1

叫 叫

住居 A-A' 

1.暗褐色土 焼土粒 ・焼土小プロック ・ローム小プロック ・

灰を斑状に含む。

2. 暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ層。

ロームプロック斑状に含む。

3.暗褐色土 1層と 2層の中間の土。

4 • 5 99号土坑埋没土。

6 • 7 98号土坑埋没土。

第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

所属が明確でなく、またほとんどが小破片であるた

め、図化し得たのは 1点のみである。分布は疎らで、

構築面からも土器片が出土した。須恵器坪（1）は、平

底から外反する口縁部をもち、全体的にやや浅い。

床面付近からの出土である。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。

構築面
-<I 

-----
I 

叫

叫 叫 叫

1号床下土坑 B-B' 
L =74.40 

1．暗褐色土 1層＋ローム小プロック。

2. ロームプロック＋ 1層プロック。

゜
1 : 60 2m 

＼―ーに／

゜
1 : 3 10cm 

第145図 II-B区33号住居と出土遺物

II-B区33号住居出土遺物観察表

番号 | 種類
出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 I須恵器 南西隅 口径(13.8) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/3

坪 床上 底径 6.2 ②灰白 り。無調整。 残存

+ 1. 7cm 器高 4.2 ③粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 3章調壼の内容

II-B区34号住居

位置 K • L-87 

写真 PL60 

形状現代の用水路と23号住居の重複によって住

居の大部分を壊されており、全体の形状は不明であ

る。検出した範囲では周溝はやや外に膨らんで掘ら

れており、南東隅もやや丸い。

面積 ・方位計測不可

重複本遺構が23号住居に掘り込まれている。 35

号住居とも重複しているが、土層関係から新旧関係

を判断することが出来なかった。

埋没土 As-C・ロームブロック ・焼土 ・炭化物粒を

含む黒色土で埋まっていた。

床面検出した範囲では、遺構確認面から26cm掘

り込んで構築面とする。床面は凸凹していた。この

面に 8cmの厚さで、黒褐色土とロームブロックの混

ざった土を埋め床面とする。床面までの深さは14cm

である。床面には灰が拡がっていた。

生活面

_J 
--..1'I ---p:-87 

□ - 叫
叫

攪乱

A 

23号住居

鼈 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 東南隅に貯蔵穴と考えられる土坑を検出し

た。検出した範囲での規模は直径40cm、深さ40cmで

ある。焼土・炭化物 ・ロームブロックを含む暗褐色

土で埋まっていた。

遺物出土遺物は35点である。そのうち 5点を図

化した。土師器甕(2)は床面直上からの出土である。

「コ」の字状口縁の特徴をもつ甕の最終段階である。

(1)は小形台付甕の可能性がある。須恵器羽釜(5)は

口縁部が内傾し、しっかりした面をもつ。須恵器高

台付椀(3)は小さな底部から大きく外反する。高台

部の調整は粗雑である。 (4)は須恵器足高高台付椀

の高台部である。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀前半）の住居

と考えられる。

｀ ク

Im88 
舟g

 

叫

A 8 6 5 7 4  2 3 A' 

L=74.60 

住居 A-A' 

1. As-Cを含む黒色土のくすんだ土。ローム小プロックを多黛に含む。焼土粒・

炭化物粒を含む。 (34号住居埋没土）

2.黒色灰 焼土粒 ・ロームブ小ブロックを含む。

3. ローム小プロック＋黒褐色土プロック。

4 • 5 • 6 • 7 • 8. 23号住居埋没土。

゜
1 : 60 2m 

第146図 II-B区34号住居
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第 4 節奈良 •平安時代の遺構と遺物

貯蔵穴

A -----1:'.1)(JJ立

A
 

A' 

L =74.60 

I I 1 

口
＼二□□

貯蔵穴 A-A' 

1.暗褐色土 焼土 ・炭化物を少黛含む。白色軽石粒を含む。

2.暗褐色土 焼土粒 ・炭化物を多く含む。ロームをプロック状に含む。

3.暗赤褐色土 炭化物 ・焼土を多く含む。ローム (¢,10~30mm)を含む。

(23号住居埋没土）

4. 暗赤褐色土 2層に似るが、焼土 ・炭化物が多い。 (23号住居貼床）

5. 明黄色土 ロームプロック主体。焼土 ・粘土 ・炭化物を多く含む。

(23号住居貼床）

6. 明黄褐色土 ローム主体。焼土 ・炭化物を少械含む。 (23号住居貼床）

゜
1 : 30 lm 

： 
ー

2

＼
 

゜
1 : 3 10cm 

第147図 11-B区34号住居貯蔵穴と出土遺物

11-B区34号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸 法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南西隅 口径一 ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 床上 底径一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+12cm 器高一 白色鉱物粒を含む。

2 須恵器 南東隅 口径一 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。頸部指頭による調整。体部上位 口縁部破片

甕 床面直上 底径一 ②橙 横方向箆削り。

器高一 ③細砂 ・角閃石 ・白 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

色鉱物粒を含む。

3 須恵器 南東隅 口径一 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り 口～底部1/3

高台付椀 床上 底径 (5.3) ②灰白 （回転方向不明）。無調整。付高台。 残存

+12.4cm 器高 4 5 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

白色鉱物粒を含む。

4 須恵器 中央 口径ー ①還元焔②灰白 外面 坪体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 高台部のみ

足高高台付 床上 底径 104 ③粗細砂 ・角閃石を 付高台。高台部横ナデ。 残存

椀 +11 1cm 器高一 含む。 内面高台部横ナデ。

5 須恵器 中央 口径(11.4) ①還元焔②橙③細砂 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底径一 ・赤 ・白色鉱物粒 ． 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+8.3cm 器高一 角閃石を含む。

163 



第 3章調査の内容

II-B区35号住居

位置 L-87 写真 PL61 

形状 住居の西半分が調査区域外のため全体の形

状は不明である。検出した範囲では、周溝は直線的

に掘られている。隅は北東隅がやや角張っている。

規模は南北長2.75mである。

面積計測不 可 方位 N-90°-E 

重 複 34号住居と重複しているが土層観察から新

旧関係を判断できなかった。

埋没土埋没土の記録なし。

床面遺構確認面から12cm掘り込んでそのまま床

面とする。床面は平坦であるが、竃手前が低く掘り

込まれていた。

鼈 東隅に設置してあった。住居の壁より内側に

ほとんど袖が張り出さない形態の竃で、焚口幅は45

cmである。竃左袖には棒状礫が張り付いて出土して

生活面

舟：7m ---/ 1 

叫

A」
A' 

門→ Im 叫 叫88 

A A' 

L =74.60 

鼈 A-A'B-B'

1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。土質均質。（鼈の埋没土？）

2.暗黒色土 1層に似るが、地山の黒色土が多い。

3.褐灰色土天井の崩落土。

4.暗赤褐色土焼土主体。

5.黒色灰層 （竃の使用面）

6.褐色土焼土粒(¢,5mm)を少羅含む。締まりあり。

7.にぶい褐色土 炭化物（¢,lOmm)を含む。焼土粒（¢,5 mm)を3%

程・白色土粒（¢,2 mm）を 1％含む。締まりあり。

おり、鼈袖心材として使用されていたと考えられる。

煙道部は壁から外へ72cm突出していた。燃焼部は平

坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜していた。底面

には灰層が検出された。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 竃手前に直径20cm、深さ20cmで不整円形の

貯蔵穴と考えられる土坑を検出した。竃と接してい

る。

遺物 出土遺物は40点ほどである。竃と床面に疎

らに分布している。そのうち図化したのは 3点であ

る。 (1)はいわゆる土釜である。器壁が厚く、体部に

は縦方向ヘラケズリが施してある。須恵器羽釜（3）は

口縁部が直立気味である、端部の面取りもやや崩れ

ている。須恵器坪(2)は焼成は酸化焔で体部が浅い。

所見 出土遺物から平安時代(10世紀後半）の住居

と考えられる。

竃
叫

A 3 s 

叫
O
I
 

0
1
 

叫 叫

L =74.60 

8.暗褐色土 白色土粒(</,3mm)少量含む。

9.にぶい褐色土 Hr-FA十少量の褐色土。

10. Hr-FA層 一次堆積。 10号方形周溝墓埋没土。

゜
1 : 60 2m 

。
1 : 30 lm 

第148図 11-B区35号住居
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第149図 Il-B区35号住居出土遺物

II-B区35号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 竃内 口径(17.0) ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。頸部指頭による調整。体部縦方 口縁部破片

甕 床上 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石・ 向箆削り。

（土釜） + 19 5cm 器高 一 白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部ナデ。

2 須恵器 竃内 口径(10.1) ①酸化焔気味②鈍い 外面 口縁部横ナデ。 体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

杯 床上 底径 6.0 橙③粗細砂 ・赤色鉱 り。無調整。 残存

+20.5cm 器高 2.4 物粒・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 中央 口径一 ①還元焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

羽釜 床上 底径 一 ③粗細砂・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+ 1.5cm 器 高 一 粒・雲母を含む。

I-A区36号住居

位 置 L-87 写真 PL61 

形状住居のほとんどを攪乱によって壊されてお

り、竃だけの検出となった。

面積計測不可 方位 N-89°-E 

重複検出した範囲ではなかった。

埋没土 鼈は暗褐色土で埋まっていた。

床面竃は、遺構確認面から40cm掘り込んで構築

面とする。構築面は凸凹していた。この面に地山口

ームブロック ・黒色土を含む暗褐色土で貼り床を施

し使用面とする。貼り床の厚さは20cmである。使用

面までの深さは20cmである。

鼈 東隅に設置してあった。検出した範囲では

幅は50cm• 長さ 50cmである。煙道部は壁から外へ25

cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて

緩やかに傾斜していた。底面には灰層が検出された。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺物出土遺物は 2点のみである。いずれも竃燃

焼部からの出土である。土師器坪(1 • 2)は平底か

ら大きく外反する口縁部をもつ。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。

ロ
□□_=/ 

゜
1 : 3 10cm 

第150図 I-A区36号住居出土遺物
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第 3章調査の内容

______,,, I 
竃 叫 叫

A' 

西 l詞
南3 92 

出 叫

A 8 6 7 A' 

鼈構築面 叫

A
 

L =74. 70 

鼈 A-A' B-B' o::il
1.暗灰褐色土 土質均質。砂質土。上部からの撹乱。

2.暗褐色土 黄色土粒をわずかに含む。

3.暗褐色土焼土ブロック ・灰を含む。

4.暗褐色土 灰を層状に含む。焼土プロックわずかに含む。（使用面）

5.灰層

6.暗褐色土＋黄橙色土プロッ ク締まりあり。黒色灰を含む。（貼床）

7.暗褐色土 黄橙色土粒（¢,1 mm)・白色粒(¢2mm)を10％含む。土器 ・焼土を含む。

8.暗褐色土 黄橙色土粒(¢,1 mm)・白色粒(¢,2mm)を3％含む。締まりあり。

。
1 : 30 lm 

第151図 I-A区36号住居寵

I-A区36号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 竃内 口径ー ①酸化焙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口～体部1/3

坪 +llcm 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石 ・ 削り 。 残存

器高 一 雲母を含む。 内面口～底部横ナデ。

2 土師器 竃内 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口縁部破片

坪 +10cm 底径 一 ③細砂 ・角閃石を含 削り 。

器 高 一 む。 内面 口～底部横ナデ。

I-A区39号住居

位置 M • N-89 写真 PL62 • 63 

形状現代の用水路により大部分が壊されている

が、長軸を東西にする超小形長方形を呈すると考え

られる。周壁の東辺は外に膨らんでいるが他は直線

的に掘られている。残存する範囲での規模は長軸

3.0m、短軸2.6mである。

面 積推定6.81吋 方位 N-88°-E 

璽複なし。

埋没土 As-C・焼土 ・ローム粒 ・土器片を含む黒褐

色土で埋まっていた。

床面遺構確認面からllcm掘り込んで構築面とす

る。構築面では南東隅 ・北側に床下土坑を 3基検出

した。この面に厚さ 6cmの貼床を施し床面とする。

床面までの深さは 5cmである。

鼈 東壁中央やや南寄りに設置してあった。住居

の壁より 内側にほとんど袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は43cmである。煙道部は壁から外へ58cm

166 

突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩

やかに傾斜していた。燃焼部からは礫が 1個検出さ

れ、鼈心材に使用されていたと考えられる。底面に

は灰層が拡がっていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 残存した範囲では検出されなかった。

遺物 出土遺物は180点余りである。分布は床面北

西隅に集中している。構築面からも出土した。遺物

は坪類が多い。図化したのは16点である。須恵器坪

(5)・須恵器高台付椀(3• 6~14)はいずれも小さめ

の底部から外反する。高台付椀は高台の成形がやや

粗雑である。内面にタール状の炭化物が付着してい

るものもある。灰釉陶器皿（16)はやや崩れた三日月

高台と小さく外反する口縁部の特徴をもつ。釉は刷

毛塗りである。 (4)は「コ」の字状□縁部をもつ土師

器甕の最終段階の特徴を示している。

所 見 出土遺物から、平安時代(10世紀前半）の住

居と考えられる。



第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物
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住居 A-A' 

1.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒 ・ローム粒を含む。

鼈 土器片を多く含む。

叫 叫
2.褐灰色土 ローム ・灰 ・焼土小プロックを斑状に含む。

上層締まり良い。 (2号床下土坑埋没土 ・上層床面）

3 • 4 1号床下土坑 1• 2層参照。

1号床下土坑 E-E' 

A' 
1.褐灰色土 As-Cを含む黒色上のくすんだ土。

灰白ローム小プロック ・焼土粒含む。

2. 1層＋ロームブロック十焼土粒。下面に薄く灰堆積。

（一括埋土）

鼈 A-A' B-B'

到
la.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒 ・ローム粒を含む。

叫 lb.黒褐色土 As-Cを含む黒色土＋焼土小プロック＋ロームブロ

ック。灰 ・炭を含む。

A 3 lh 2b △ 2a,暗青灰色灰＋焼土小プロック。

2b.青灰色灰（使用面）

L =74 40 3. As~C を含む黒色土のくすんだ土。ローム小プロック ・ 小石含

む。

゜
1 : 30 lm 

ー
□ --=- / 

゜
1:3 10cm 

第152図 I-A区39号住居と出土遺物(1)
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第 4 節奈良 •平安時代の遺構と遺物

1-A区39号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 竃内 口径(140) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部中位指ナデ ・指押さえ。下 口～底部破片

坪 -0.3~0 9 底径一 ③粗細砂 ・角閃石を 位弱いナデ。底部箆削り。

cm 器高 (53) 含む。 内面 口～底部横ナデ。

2 須恵器 北西隅 口径（13.4) ①還元焔②灰褐 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部欠損。 口～体部1/3

坪 床上 底径 一 ③粗細砂 ・白 ・赤色 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 残存

+0.9cm 器高 一 鉱物粒を含む。

3 須恵器 北西～ 口径 13.5 ①還元焔②灰白 外面 口縁部著しい横ナデ。体部回転ナデ。底部回転 高台部一部

高台付椀 北東隅 底径 6.9 ③粗細砂 ・角閃石・ 糸切り（回転方向不明）。無調整。付高台。 欠損

床直 器高 5.0 石英を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 土師器 窟 口径(16.0) ①酸化焔②明褐色 外面 口縁部横ナデ。体部上位斜縦方向箆削り。 口～体部破片

甕 床上 底径一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+4 3cm 器 高 一 粒 ・角閃石を含む。

5 須恵器 北西隅 口径(114) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

坪 床上 底径 (64) ②灰白 り。無調整。 残存

+ 1.4cm 器高 (39) ③粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

6 須恵器 北西隅 口径 125 ①還元焙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

高台付椀 床上 底径 5 5 ②灰白 り。無調整。付高台。 残存

+2.Zcm 器高 4 3 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

粒・角閃石を含む。

7 須恵器 埋没土 口径02.5) ①酸化焔気味 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り 口～底部2/3

高台付椀 底径 6.0 ②鈍い橙③細礫 ・赤 （回転方向不明）。無調整。付高台。 残存

器高 5.2 色鉱物粒 ・チャート 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

を含む。

8 須恵器 埋没土 口径（12.7) ①還元焔②明褐灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

高台付椀 底径 (6.0) ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

器高 4.6 粒 ・雲母を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。， 須恵器 北西隅 口径 12.5 ①還元焔②黒灰 外面 口縁部著しい横ナデ。体部回転ナデ。底部回転 口縁部一部

高台付椀 床上 底径 5 4 ③粗細砂 ・赤色鉱物 糸切り（回転方向不明）。付高台。高台部ナデ。 欠損

+0.5cm 器高 4.2 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

10 須恵器 北西隅 口径（134) ①還元焔②黒灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/3

高台付椀 床上 底径 (62) ③粗細砂 ・白色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

+0.3cm 器高 4 4 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

11 須恵器 北西隅 口径 12.7 ①酸化焔気味 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切り離し方 口～底部2/3

高台付椀 床上 底径 3.2 ②鈍い橙③粗細砂・ 法不明。付高台。高台横ナデ。 残存

+ 1.5cm 器高 4.7 赤色鉱物粒 ・角閃石 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

を含む。

12 須恵器 南西隅 口径02.5) ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/2

高台付椀 床下 底径 5.5 ②灰白 り。無調整。付高台。 残存堀方 ・

-12.Scm 器高 4.3 ③粗細砂を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 19住と接合

13 須恵器 北西～南 口径（14.6) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

高台付椀 西隅堀方 底径 5. 7 ③粗細砂 ・角閃石を り。無調整。付高台。 残存

-16.2cm 器高 5 0 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

14 須恵器 北西隅 口径（136) ①酸化焙気味 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

高台付椀 床上 底径 (5.8) ②鈍い橙③粗細砂 ・ り。無調整。付高台。

+l.3cm 器高 4 4 赤 ・白色鉱物粒を含 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

む。

15 須恵器 北西隅 口径 133 ①還元焙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切り離し方 口～底部1/2

高台付椀 床上 底径 (6.0) ②灰黄③細礫 ・角閃 法不明。付高台。内外面炭化物の付着あり。 残存

+ 1. 7cm 器高 4 7 石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

16 灰釉陶器 埋没土 口径（136) ①還元焔 外面 □縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転箆削り。 口～底部1/2

高台付椀 底径 (7.4) ②灰白 付高台。釉ハケ塗り。 残存

器高 (3.1) ③白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

169 



第 3章 調査の内容

I-A区40号住居

位

写

形

置

真

状

N • 0-88 

P L63 

遺構の東半分が調査区域外のため全体の形

状は不明である。検出した範囲での周溝はほぼ直線

的に掘られており、隅は丸い。規模は南北長3.0mで

ある。

面

方

重

積

位

複

埋没上

計測不可

計測不可

検出された範囲ではなし。

As-C・ローム小ブロック ・土器片を含む黒

褐色土で埋まっていた。

床 面 遺構確認面から18cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹しており中央部が高く、周辺が低

生活面
叫 1|

l
ー、、

一ー

叫

◇
 

A
 

eヽ ゚ ん

東□□——

0-

¢
 

0

0
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，
 ク 1

心

叫
A
 

住居 B-B' 

1.黒褐色土

4.暗褐色土

調
査
区
域
外

A' 

西；＿昌

A' 

L =74.80 

叫

As-Cを含む黒色土。ローム小ブロック ・土器片を

含む。

2. ローム＋焼土小プロック

3.黒褐色土 ローム小プロック＋焼土粒。こげ茶色の斑鉄あり。

締まり良い。（使用面）

As-Cをわずかに含む。ローム小プロックを含む。

い。住居中央やや南寄りに床下土坑を 1基検出した。

床下土坑はローム粒 • As-C ・ 炭化物を含む暗黒褐色

土によって埋まっていた。

を施し床面とする。床面までの深さは10cmである。

床面は平坦で良く締まっていた。床面には焼土が部

分的に認められた。

周

鼈

溝

貯蔵穴

遺

この面に厚さ 8cmの貼床

物

検出されなさった。

検出されなかった。

検出されなかった。

出土遺物は48点である。分布は床面に散在

している。いずれも小破片で図化した得たのは須恵

器高台付椀（l）の 1点のみである。

所 見 出土遺物から、平安時代(9世紀後半）の住

居と考えられる。

構築面

c
 

2.暗黒褐色土

叫

c
 叫

ol 

c
 

叫
c
 

床下土坑 D-D' 

1.暗黒褐色土 ローム粒(qr~5mm) • As-Cパミス ・炭化物を少獄

含む。

1に似るが、ローム粒が少ない。

2m 
第154図 I-A区40号住居 ゜

1 : 60 
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＼三亨1/

゜
1:3 10cm 

第155図 I-A区40号住居出土遺物

1-A区40号住居出土遺物観察表

番号 I種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位閻 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備考

1 I須恵 器 中央 口径 ー ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 l底部破片

高台付椀 床上 底径 (5.8) ③粗細砂 ・白色鉱物 高台。

+4.5cm 器高 一 粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

II-A区41号住居

位置 M • N-89 写真 PL64 

形状遺構検出時には、遺構北側が既に削平され

ており全体の形状ははっきりしないが、短軸を東西

にする超小形長方形を呈すると考えられる。残存す

る範囲では、周溝はほぽ直線的に掘られており、隅

は南西は丸く、南東は角張ってる。規模は南北長

2.5m・東西長2.6mである。

面積推定7.8面 方位 N-91°-E

重複検出された範囲ではなかった。

埋没土 As-C・焼土・ロームを含む暗黒褐色土で埋

まっていた。

床面遺構確認面から 6cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は北側が低く、南側が高い。床下土坑を

3基検出した。この低い部分に南側と同じ高さまで

貼床を施し床面とする。よって床面までの深さは 6

cmである。床面は平坦で、硬く締まっていた。

鼈 叫 叫

鼈 東壁中央やや南寄りに設置してあった。住

居の壁より内側にほとんど袖が張り出さない形態の

鼈で、焚口幅は75cmである。煙道部は壁から外へ75

cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて

緩やかに傾斜していた。燃焼部は良く焼け、一部焼

土化しており底面には灰層が拡がっていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に直径57cm、深さ21cmの円形の貯蔵

穴を検出した。焼土 ・炭化物 ・ローム粒を含む暗褐

色土で埋まっており、礫 ・土器片が出土している。

遺物出土遺物は44点である。分布は鼈と貯蔵穴

に集中している。図化し得たのは 3点である。須恵

器高台付椀(1)は、酸化焔気味の焼成で小さな平底の

底部から大きく外反する。高台部の成形も粗雑である。

(2)は直立する口縁部の形状から甑と考えられる。

所見出土遺物から、平安時代（10世紀後半）の住

居と考えられる。

c
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c

l

 

．
 

g̀ 

勺

滋

ン令翠
ぷ
蕊 立` 叫

A-
A' 

L =74.80 

鼈 A-A'B-B'

1.暗黄褐色土 ローム粒をやや多く含む。焼土を多く含む。下

部に灰層あり。

2.暗赤褐色土 焼土をプロック状に多く含む。（燃焼部か）

貯蔵穴 C-C' 

1.暗褐色土 焼土をブロック状に多く含む。炭化物 ・ローム粒

を少械含む。

2.攪乱か

3.暗黒褐色土 lに似るが、焼土が少ない。

第156図 II-A区41号住居寵 。
1 : 30 lm 
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第 3章調査の内容

生活面
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叫
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構築面
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A' 
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A' c
 

2 3 

A
 

旦

L =74.80 

住居 A-A' 

1.暗黒褐色土 As-B • ローム粒 ・ 焼土粒を含む。（住居埋没土か）

2.褐灰色土 ローム小プロック粒 ・焼土粒を含む。

ややザラついて、硬く締まった土。（床面）

゜
1 : 60 2m 

二
| | 2 

＼
 

゜
1 : 3 10cm 

第157図 II-A区41号住居と出土遺物
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

II-A区41号住居出土遺物観察表

番号 種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 貯蔵穴内 口径 ー ①酸化烙気味 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

坪 +16cm 底径 一 ②浅黄橙③粗細砂 ・ り。無調整。底部調整が雑。 残存

器高 一 赤色鉱物粒 ・角閃石 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ後、底部指頭

を含む。 による調整 ・内面から粘土補填。

2 須恵器 中央 口径 ー ①遠元焔②黄灰 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口縁部破片

甑？ 床上 底径 ー ③粗細砂 ・細礫・赤 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

+3 cm 器高一 色鉱物粒 ・角閃石を

含む。

3 須恵器 貯蔵穴内 口径（22.0) ①還元焔②灰黄 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部破片

羽釜 + 14cm 底径一 ③粗細砂 ・角閃石・ 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高一 赤色鉱物粒を含む。

位

写

形

置

真

状

I-A区42号住居

P-88 

P L64 

東半分が調査区域外のため、全体の形状は

不明である。残存する範囲では周溝はほぼ直線的で

ある。二隅は丸い。規模は南北長2.lmである。

面

方

重

積

位

複

残存部分1.66m'

N-73°-E 

149号土坑と重複しているが、土層観察から

は新旧関係を判断できなかった。

埋没土 住居の上層には、攪乱されたAs-B層の下

に水田耕作土を確認した。住居はAs-C・焼土・ロー

ム小ブロックを含む黒褐色土で埋まっていた。

床

周

遺

所

面 遺構確認面から 8cm掘り込んで、

床面とする。

鼈

溝

貯蔵穴

物

見

そのまま

検出した範囲ではなかった。

検出されなかった。

検出した範囲ではなかった。

出土遺物は19点である。分布は検出した床

面全体に疎らに散在していた。いずれも小破片で図

化し得なかったが、平安時代の土師器甕 ・須恵器高

台付椀の破片が出土した。

遺物も少なく、遺構の形状も不明なため年

代については断定し得ないが、出土遺物と層位から

平安時代の住居と考えたい。

生活面

A
 

［

、

一

□
89 

長

叫 叫

A' 

調
査
区
域
外

8

8

 

9
 

S
 

叫 叫

丘

郊閂
A A' 

L =74.80 

住居 B-B' 

1.軽石 ・細砂混じり。鉄分沈着を含む。粘性強い。

2.黒褐色土 As-B細粒含む。水田耕作土。

3.黒褐色土 As-Cを含む黒色土の くすんだ層。焼土粒 ・土器片・

ローム小ブロックを含む。（住居埋没土）

4.黒褐色土 As-Cを含む黒色土をわずかに含む。地山漸位層か？

5.ロームプロック ・褐灰色粘質ブロック ・炭化物＋焼土粒を含む。

6.ロームプロック＋As-Cを含む黒色土のくすんだ土のプロック。

。
1 : 60 2m 

第158図 I-A区42号住居
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第 3章調査の内容

IV-A区 1号住居

位置Q• R-33 

写真 PL65 

形状西半分が中世によって壊されており、全体

の形状は不明である。

面積残存部分13.68m'

方位測定不可

璽複 17号溝(4号館） • 73 • 76号土坑に掘り込ま

れている。

埋没土不明。

床 面遺構確認時には既に床面が削平されており、

構築面での検出となった。遺構確認面から 8cm掘り

込んで構築面とする。この面に地山ロームブロック

を多く含む暗褐色土で貼床を施していた。

瑚 残存する範囲では検出できなかった。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 残存する範囲では検出できなかった。

遺物 出土遺物は118点である。いずれも小破片

で、図化し得たのは 3点のみであった。土錘(1.

2 • 3) は中央が膨らむ筒形で、指頭により調整さ

れている。孔は直線的である。他に平安時代の土師

器甕 ・須恵器坪の破片が出土していた。

所見 出土遺物も少なく、遺構の形状も不明なた

め年代については判断し得ないが、平安時代の住居

と考えられる。

干Im
S~34 

生活面

叫 |
|
J
、
―

叫

17号溝

^

1

 

76号土坑 73号土坑

干 ―34

A
_
 
ca/ 

A
 

2 I A' 

L =74.80 

A' 

一
叫

住居 A-A' B-B' 

1.暗褐色土 白色軽石粒（As-C)をわずかに含む。

地山ロームプロック多く含む。

2.黄褐色土 地山ロームプロック主体。

゜
1 : 60 2m 

第159図 W-A区 1号住居
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

l/2 

I¥ 

1/2 

① l ⑤ 2 ⑤ 3 

゜
1 : 2 5cm 

第160図 w-A区 1号住居出土遺物

IV区 1号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 諷成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土製品 埋没土 長さ 3 8 ①酸化焔②浅黄橙 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 小ロ一部欠損

土錘 最大径1.0 ③細砂 ・赤色鉱物粒 線的。小口は直線的に切れている。

孔径 0.4 を含む。

2 土製品 埋没土 長さ 3.5 ①酸化焔 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 ほぼ完形

土錘 最大径1.0 ②浅黄橙 線的。小口は直線的に切れている。

孔径 0 3 ③細砂を含む。

3 土製品 埋没土 長さー ①酸化焔②灰白 中央が膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。孔は直 両小口欠損

土錘 最大径1.0 ③細砂・角閃石を含 線的。

孔径 0 4 む。

IV-A区2号住居

位置 R • S-26 

写真 PL65 

形状住居の中央部と西辺を中世の土坑群によっ

て壊されているため全体の形状ははっきりしないが、

長軸を南北にする小形長方形を呈すると考えられる。

北 ・東辺の周溝はほぼ直線的に掘られている。隅は

丸い。残存する範囲での規模は南北長4.0m• 東西長

2.3mである。

面積残存部分9.0lm'

方位 N-90°-E 

重複 中世の土坑 ・18号井戸に掘り込まれている。

埋没土 As-C・焼土・炭化物 ・土器片を含む黒褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面から 8cm掘り込んでそのまま床

面とする。床面は平坦で、硬く踏み締まっていた。

鼈 東壁中央やや南寄りに設置してあった。住

居の壁より内側に袖が張り出す形態の鼈で、竃左袖

4.0cm・右袖40cm基部が残存していた。焚口幅は64cm

である。煙道部は壁から外へ60cm突出していた。燃

焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜してい

た。燃焼部奥はよく焼け焼土化しており 、底面には

灰層が拡がっていた。

周 溝検出されなかった。

貯蔵穴残存する範囲では検出されなかった。

遺 物 出土遺物は50点弱である。遺物は床面全体

に散在しているが、南東部にやや集中した分布を示

している。いずれも小破片で、そのうち 4点を図化し

た。土師器坪(1・2・3)は平底気味の底部から、や

や内湾する体部をもつ。底部はヘラケズリ調整である。

所見出土遺物から平安時代(8世紀後半）の住居

と考えられる。
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第 3章調査の内容

生活面 -==フヽ I 
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゜

門：7m
特:7m

可

A
 

1 2 A' 

住居 A-A' 

1. As-Cを含む黒色土。焼土 ・炭化物粒

•土器片 を含む。

2.黒褐色（やや青色気味） As-C？を含

む。黒色土。踏み締まっている。焼土

粒をわずかに含む。

3.黒色土 As-C混じり黒（地山）。

L=75.20 

゜
1 : 60 2m 

鼈

ロニロニ／
ー ← 二／

A 2a 2b 3 

L=75.20 

A' 
鼈 A-A'

1.攪乱

2a.灰褐色土 （やや茶色）粘質土． As-Cを含む。

黒色土小プロックを含む。

2b.灰褐色土 粘質土・焼土粒を含む。

3.青灰色灰

ロ
ニ

/
3
 

――
 

\ ~4 

。
1 : 30 lm 

゜
1 : 3 10cm 

第161図 IV-A区 2号住居と出土遺物

w区 2号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南東隅 口径一 ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口縁部破片

坪 床上 底径一 ③細砂 ・角閃石を含 削り。

+ 3cm 器高一 む。 内面口～体部横ナデ。

2 土師器 遺構外 口径（13.7) ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口縁部破片

坪 床上 底 径 一 ③粗細砂 ・角閃石を 削り。

+2.5cm 器高一 含む。 内面口～底部横ナデ。

3 土師器 南東隅 口径(14.2) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口縁部破片

坪 床上 底径 一 ②鈍い橙～鈍い黄橙 削り 。

+4 5cm 器 高 一 ③角閃石を含む。 内面口～底部横ナデ。

4 土師器 北東隅 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 内外面横ナデ。 台部破片

台付甕 床上 底径 (8.6) ③白色鉱物粒 ・角閃

+ 3cm 器 高 一 石を含む。

176 



IV-A区3号住居

位置 V • W-34 • 35 写真 PL66 

形状住居の北辺 ・南東隅を中世溝に、煙道部分

を現代の撹乱によって壊されており全体の形状はは

つきりしないが、長軸を東西にする小形長方形を呈

すると考えられる。残存した範囲の周壁はほぼ直線

的に掘られている。南西隅は丸い。規模は東西長3.4

mである。 面積 4.93m刈残存部分）

方位 N-78°-E（鼈）

重複 25 • 12号溝に掘り込まれている。

埋没土 ほぼ床面付近まで攪乱を受けており、住居

の埋没土について記録できなかった。

床面遺構確認面から20cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹していた。この面に厚さ18cmの貼

床を施し床面とする。床面はほぼ平坦であるが、鼈

前付近がやや低い。床面の深さは 2cmである。

磁 東壁中央に設置してあったと考えられる。

第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

住居の壁より内側に袖が張り出す形態の竃で、焚口

幅は65cmである。煙道部は残存する範囲で壁から外

へ50cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にか

けて緩やかに傾斜していた。底面には灰層が拡がっ

ていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴残存する範囲では検出できなかった。

迫物出土遺物は175点である。分布は竃内・南中

央壁際に集中している。土師器坪(1.2)は丸底の

底部から内湾する口縁部をもつ。同坪(3)は丸底の

底部から外反し口縁部をもつ。土師器甕（4）は砲弾

状体部をもつタイプである。竃内からの出土である。

礫(5~12)は南中央壁際からまとまって出土した。

特に使用された痕跡は認められなかった。

所見 出土遺物から平安時代(8世紀後半）の住居

と考えられる。西善尺司遺跡の平安時代住居のうち、

最も古い時期の住居である。

且134m

生活面

--.....Jf l-

4¥ 

2
5
号
溝

干 ―35

-< I 

鼈

叫

A' 

鍔＼゚
J 

叫 叫

A 65435367  K 

三9:9“｀万疇：心~鯰恣ぐ泰cfu：臨巡恣唸禽瑯 ――-・痰磁滋怨 盛

叫
L=75.10 

住居 A-A' 

1.攪乱

2.暗褐色土 にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。

3.暗褐色土 灰を薄く含む。炭化物を含む。

4.暗褐色土 As-Cを少旦含む。

5.暗褐色土 ロームを少拡含む。 ゜
1 : 60 

鼈 A-A'B-B'

1.攪乱

2.黒褐色土 ローム ・焼土粒をわずかに含む。

3.褐色土灰色粘質土＋焼土。

4.黒褐色土焼土粒・灰を含む。

5.灰褐色土焼土粒＋多鼠の灰。

6.灰褐色土 灰～褐色粘質土プロック主体。焼土粒を含む。

7.ローム小プロック ・焼土小プロックを含む。

2m O 1 : 30 lm 

第162図 N-A区 3号住居
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第 3章 調査の内容
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第163図 IV-A区 3号住居出土遺物
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

IV区 3号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 南西隅 口径(128) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体～底部箆削り。 口～底部2/3

坪 床上 底径 一 ②鈍い橙 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。 残存

+o 1cm 器高 一 ③粗細砂 ・角閃石を

含む。

2 土師器 窪 口径(141) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部l/4

坪 床上 底径 10.4 ②鈍い橙～橙 削り。 残存

+4.5cm 器高一 ③粗細砂・角閃石を 内面 口～底部横ナデ

含む。

3 土師器 南西隅 口径ー ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体～底部箆削り。 口縁部破片

坪 床上 底径 一 ②鈍い橙 内面 口～底部横ナデ。

+2 5cm 器高 一 ③粗細砂 ・角閃石を

含む。

4 土師器 筍 口径(194) ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部上位縦方向箆削り。 口～体部破片

甕 床上 底径 ー ②鈍い黄橙 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+l 5cm 器高 一 ③粗細砂・角閃石 ・

白色鉱物粒を含む。

番号
種 類 出土状況 寸 祉

石材 特 徴
器 種 残存状況 (cm、g)

5 石製品 南中央 長 11.0 幅 4.0 粗粒輝石 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 2.5 重 1800 安山岩

完形

6 石製品 南中央 長 11.8 幅 4.0 石英閃緑岩 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 3 5 重 2700 

完形

7 石製品 南中央 長 12.3 幅 5 6 粗粒輝石 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 3.1 重 3380 安山岩

完形

8 石製品 南西 長 11.5 幅 5 8 粗粒輝石 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 4.5 菫 4630 安山岩

完形， 石製品 南中央 長 13.8 幅 5 2 ひん岩 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 2.8 重 3510 

完形

10 石製品 南西 長 14.5 幅 6 5 変質安山岩 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 3.3 重:485 0 

完形

11 石製品 南中央 長 150 幅 6.8 粗粒輝石 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 2 7 重 4030 安山岩

完形

12 石製品 南中央 長 152 幅 5.0 黒色片岩 棒状の円礫。加工痕、使用痕ともに認められない。

こもあみ石 壁際 厚 4 1 重 503.0

完形
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第 3章調査の内容

IV-A区4号住居

位置 U-33• 34 

形状住居北辺・煙道部分を現代の攪乱によって

壊されており、全体の形状ははっきりしない。周壁

は南辺がやや外に膨らんで掘られている。規模は東

西長3.5mである。

面積残存部分7.48m'

方位 N-80°-E 

重複検出した範囲ではなかった。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から 6cm掘り込んでそのまま床

面とする。床面は平坦で、灰と焼土が互層に堆積し、

踏み締まっていた。

寵 東壁中央に設置してあった。住居の壁より

内側に袖がほとんど張り出さない形態の竃で、焚口

幅は46cmである。煙道部は残存する範囲で壁から外

へ27cm突出していた。燃焼部は平坦で、煙道部にか

生活面

叫 →一ー／ 1-

A
 

v叫
乱

撹乱

A
 

写真 PL67 

南u]尋

A' 

けて緩やかに傾斜していた。竃左袖付近に棒状礫が

出土した。鼈心材として使用されていたと考えられ

る。燃焼部はよく焼け一部焼土化しており、底面に

は灰層が検出された。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴 東南隅に直径80cm、深さ30cmで円形の貯蔵

穴を検出した。上層は焼土・灰 ・炭化物を含む黒褐

色土、下層は黒褐色土とロームブロック主体の土で

埋まっていた。

遺物 出土遺物は150点である。分布は鼈前に集中

している。土師器坪(4• 5)は、平底の底部から口縁

部が外反する。特に (5)は墨書土器で、体部に「本」

が墨書してあった。床面直上からの出土である。須

恵器蓋（12)はわずかな返りをもち摘みが付く。土師

器甕（11)は口縁部が「コ」の字状を呈する。

所見 出土遺物から、平安時代(9世紀後半）の住

居と考えられる。

叫

司

L=75.10 

住居 A-A' 

1.黒褐色土 As-Cを含む。

2.黒褐色土 ・灰・焼土が互層に乱れて堆積。

踏み締まっている。下層に灰あり。

゜
1 : 60 2m 

第164図 IV-A区 4号住居
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

鼈

A 8653654 

L075.10 

゜
1 : 30 lm 

貯蔵穴 C-C' 

la.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒 ．灰 ・炭化物粒

をわずかに含む。

lb.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。炭化物をわずかに含む。

le.黒褐色土 1 a層＋ローム小ブロック ・灰

2.灰褐色土 灰を主体。焼土粒を含む。

3.黒褐色土＋ロームプロック。

｀ □_  
＼＼ーニ一望り

／
 

A'C  3 2 

、11

三

lb c
 

叫

叫

ー

＼ 

鼈 A-A'B-B'

1.攪乱

2.灰を多く含む。

3.粘土ロームブロックを多く含む。

4. 3に似るが、粘土 ・ロームが少ない。

5.黒褐色土 As-C・焼土粒含む。

6.黒褐色土 灰十焼土プロックなどが

互層に堆積。複数の床面

に見える。

7.灰＋焼土小プロック。（貼床）

8.暗褐色土 As-Cを含む黒色土。

焼土粒をわずかに含む。

（貼床）

ロ

＼こ三＿三ク

＼ロロご1:3

／ 

12 

。
1 : 3 10cm 

第165図 w-A区 4号住居鼈と出土遺物(1)
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第 3章調査の内容

¥¥I/  ＼ 口 10

゜
1:3 10cm 

第166図 w区 4号住居出土遺物(2)

N-A区4号住居出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 北東隅 ロ径(l2.6) ①酸化焔②鈍い橙③ 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口～底部1/4

坪 床直 底径 9.6 細砂 ・角閃石 ・白色 削り 。 残存

+o 1cm 器高 3.0 鉱物粒を含む。 内面 口～底部横ナデ。

2 土師器 埋没土 口径(12.0) ①酸化焙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～体部破片

坪 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石を 削り。

器高 一 含む。 内面口～底部横ナデ。

3 土師器 中央 口径 一 ①酸化焔 外面体部指ナデ・指押さえ。底部箆削り 。 底部破片

坪 床下 底径(100) ②橙 内面体～底部ナデ。放射状箆磨き。

-0.6cm 器高 一 ③粗細砂を含む。

4 土師器 貯蔵穴内 口径 12.2 ①酸化焔②明赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 完形

坪 + 13 8cm 底径 8 4 ③粗細砂・角閃石 ・ 削り。

器高 3 4 白色鉱物粒を含む。 内面 口～底部横ナデ。体部指頭痕有り。

5 土師器 中央 口径 11.9 ①酸化烙②橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。 「本」の 口～底部l/2

坪 床上 底径 7.8 ③粗細砂・白色鉱物 墨書有り。底部箆削り。 残存

+o 2cm 器高 3.3 粒・角閃石を含む。 内面口～底部横ナデ。 墨書土器

6 須恵器 中央 口径(116) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/2

坪 床上 底径 (68) ③粗細砂・赤色鉱物 り。無調整。 残存

+9.2cm 器高 (36) 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

7 須恵器 南東隅 口径 ー ①還元焔②青灰 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 床上 底径 6.0 ③白 • 黒色鉱物粒を 内面体～底部回転ナデ。

+o 1cm 器高 一 含む。

8 須恵器 遺構外 口径 一 ①還元焔 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 床上 底径 5.6 ②灰 内面体～底部回転ナデ。

+l 4cm 器高 一 ③粗細砂を含む。， 須恵器 中央 口径 13.3 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

皿 床上 底径 5.8 ③白色鉱物粒・角閃 り。無調整。付高台。 残存

+8.5cm 器高 3.2 石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

10 須恵器 中央 口径 13.2 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部左回転糸切 完形

高台付椀 床下 底径 5.7 ③中礫・粗細砂 ・角 り。無調整。付高台。

-2.4cm 器高 3.4 閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

11 土師器 貯蔵穴 口径 138 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 内？床上 底径 一 ②橙 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

+0.8cm 器高 一 ③細砂を少量含む。

12 須恵器 中央 口径(168) ①還元焔②黄灰 外面 口縁部横ナデ。体部右回転ナデ。天井部右回転 l/3残存

蓋 床下 器高 3 5 ③粗細砂 ・白色鉱物 糸切り後、裏返して右回転箆削り。摘みを付す。

-O 7cm 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

13 須恵器 埋没土 口径一 ①還元焔 外面体部回転ナデ。付け高台。 高台部のみ

底径 一 ②灰 内面体部回転ナデ。 残存

器高 一 ③黒色鉱物粒を含む。
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IV-A区5号住居

位置 U • V-32 • 33 

写真 PL68 

形状住居西 ・南部を現代の攪乱によって壊され

ており、全体の形状ははっきりしないが、長軸を南

北にする小形長方形を呈すると考えられる。周壁は

ほぼ直線的に掘られている。隅は丸い。規模は推定

南北長4.0mである。

面積残存部分8.15m'

方位 N-89°-E 

重複 IV-A区4号住居 ・16号掘立柱建物に掘り込

まれている。

埋没土 As-C・焼土・炭化物を含む暗褐色土で埋ま

っていた。

床面遺構確認面から 4cm掘り込んで構築面とす

る構築面は凸凹している。中央やや南寄りに床下土

坑を 1基検出した。この面に厚さ 2cmの貼床を施し

床面とする。床面は平坦で、硬く締まっていた。床

面までの深さは 2cmである。

---/l 

生活面
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

鼈 東壁中央やや南寄りにに設置してあった。

住居の壁より内側に袖がやや張り出す形態の鼈で、

竃右袖18cm・左袖 8cm基部が残存していた。焚口幅

は60cmである。煙道部は壁から外へ64cm突出してい

た。燃焼部は平坦で、煙道部にかけて緩やかに傾斜

していた。燃焼部はよく焼けており、煙道にかけて

焼土化していた。底面には灰が拡がっていた。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に直径78cm・深さ19cmで円形の貯蔵

穴と考えられる土坑を検出した。炭化物 ・焼土を含

む暗褐色土で埋まっており、底面には灰層堆積して

いた。土器片が出土している。

遺物出土遺物は200点程である。分布は疎らで、

上層からの攪乱により現位置に動いていた。いずれ

も小破片で図化し得たのは 2点のみであった。

所見 出土遺物から平安時代(9世紀後半）の住居

と考えられる。
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L =75.20 

第167図 1V-A区 5号住居

住居 A-A' B-B' 

1.暗褐色土 As-Cを少屈含む。炭化物 ・焼土を

わずかに含む。

2 • 3.貯蔵穴土層注記参照。

4.暗褐色土 As-Cを若干含む。焼土粒をわずか

に含む。

5.黒褐色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒を含む。

6.焼土プロック＋灰プロック＋ロームプロック。

下層に灰褐色土陪。

7.砂質ロームプロック。

8. 1層＋ロームプロック。

9.灰黄褐色土 ロームブロック・焼土粒をわずか

に含む。

10.暗褐色土 As-C焼土粒若干含む。

11. 暗褐色土 10層よ り焼土の混入が多い。

12.暗褐色土 10層より焼土の混入が少ない。

゜
1 : 60 2m 
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第 3章調査の内容
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L =75.20 
叫叫

鼈

叫

叫

叫

叫

A
 

q
9

5

9

 

z
 

c

/

 

ー

,
1
 

＼
 

鼈 A-A'B-B'

1.焼土プロック主体。青灰色灰プロック含む。

（天井崩落土）

2.暗褐色土 As-C・焼土粒を若干含む。締まり

良。

3. 暗褐色土 As-Bを含む。後世の攪乱。

4.暗褐色土 灰を多量に含む。焼土粒・粘質土を

含む。（鼈の使用面）

5. 暗褐色土 As-Cを含む。焼土粒を極僅かに含

む。

6a.焼土プロック＋灰小プロック。

6b.黒色土 As-Cを含む黒色土。焼土小プロック

を含む。

7. fこぶい黄褐色土 地山砂質ロームプロック ＋黒

褐色土＋焼上粒＋灰褐色粘土。

叫 叫

貯蔵穴セクションC-C'

1.暗褐色土 As-Cを少漿含む。炭化物・焼土を

わずかに含む。

2.暗褐色土 1層に似るがAs-Cが少なく、焼土

が多い。灰層を含む。土器片出土。

A
 

2 4 A' c
 

C' 

¥ ¥II  

L =75.20 

。
1 : 30 lm 

'―—三2

゜
1 : 3 10cm 

第168図 N-A区 5号住居と出土遺物

N-A区 5号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 遺構外 口径ー ①還元焔②暗灰黄 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 床上 底 径 一 ③中礫あり。白色鉱 内面体～底部回転ナデ。

+3.5cm 器高一 物粒を含む。

2 須恵器 中央 口径（186) ①還元焔②黄灰 外面 口縁部横ナデ。体部右回転ナデ。天井部裏返し 破片

蓋 床下堀方 器高 一 ③黒 ・白色鉱物粒を て右回転箆削り。

-16.5cm 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～天井部回転ナデ。
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IV-A区6号住居

位置 V-32• 33、W-32

写真 PL68 

形状住居の北半分を中世の溝によって壊され、

全体の形状は不明である。検出した範囲では周壁は

ほぽ直線的に掘られ、隅も丸い。

面積残存部分4.32m'

方 位計測不可

璽複 12局溝に掘り込まれている。

埋没土 As-C・焼土土器片を含む黒色土によって

埋まっていた。

床面遺構確認面から20cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は凸凹していた。この面に厚さ 12cmの貼

床を施し床面とする。床面の深さは8cm程である。床

面は平坦であった。

<;!)¥ 

第 4 節奈良 •平安時代の遺構と遺物

鼈 残存した範囲では検出されなかった。

周溝検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

迫物出土遺物は320点である。分布は床面全体

に散在していた。いずれも小破片で、そのうち 8点

を図化した。土師器坪(1)は平底の底部から外反する

口縁部をもつ。土師器甕(4)は崩れた「コ」の字状口

縁の特徴をもつ。須恵器(6 • 7)はやや小さめの平

底である。（2)と(5)は混入と考えられ、遺物にはや

や時期差がみられる。

所見出土遺物から、平安時代 (9世紀後半）の住

居と考えられる。
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L =75.20 

住居 A-A' B-B' 

1.攪乱。

2a.黒色土 As-Cを含む黒色土。焼土粒 ・焼土小プロックを含む。土器片を多く含む。

2b.黒色土 1 a層に似るが、央雑物が少ない。

3・4・5・6・7. IV区12号溝埋没土。

。
1 : 60 2m 

第169図 IV-A区 6号住居
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第170図 IV-A区 6号住居出土遺物

N-A区 6号住居出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径(13.4) ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部横方向箆削り。底部箆削り。 口～底部破片

坪 底径 一 ③粗細砂を含む。 内面口～底部横ナデ。

器高 一

2 土師器 埋没土 口径（13.8) ①酸化烙②橙 外面 口～体部横ナデ。底部箆削り。 口縁部破片

盤 底径 ー ③粗細砂・角閃石を 内面口～底部横ナデ。

器高 一 含む。

3 土師器 陣没土 口径一 ①酸化焔②灰赤～暗 内外面台部横ナデ。 台部破片

台付甕 底径 ー 赤褐③粗細砂・角閃 端部欠損

器高 一 石を含む。

4 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②浅黄橙 内外面 口縁部横ナデ。 口縁部破片

甕 底 径 ー ③細砂 ・角閃石を少

器 高 一 駄含む。

5 土師器 埋没土 口径ー ①酸化焔②橙③細砂 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 ロ縁部破片

甕 底 径 ー ・角閃石 ・雲母を含 内面 口縁部横ナデ。

器高一 む。

6 須恵器 南西隅 口径ー ①還元焔②褐灰～灰 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 体～底部破片

杯 床上 底径 5.6 褐③粗細砂 ・白色鉱 内面体～底部回転ナデ。

+ 6cm 器 高 一 物粒を含む。

7 須恵器 埋没土 口径一 ①還元焔②灰 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 底径 5.4 ③粗細砂・白色鉱物 内面体～底部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

8 須恵器 埋没土 口径 ー ①還元焙②黄灰③粗 外面体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 底径 6 7 細砂 ・白色鉱物粒 ・ 無調整。付高台。

器 高 一 角閃石を含む。 内面体～底部回転ナデ。
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3.掘立柱建物

I-A区4号掘立柱建物

位置 R-109・ll0

写真 P L69 

重複 I-A区4号溝に掘り込まれている。

形状南北棟建物で身舎は 2間X2間(3.88X 3. 38 

m)の規模を持つ。北辺に1.02~0.64mの幅で庇ま

たは縁が付く。柱間寸法は梁行寸法北列(Pll~P

4)で3.88m、南列 (P9~p 7)は1.94-1. 94mと

等間である。桁行寸法は西列(Pll~pg）、東列(P

第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

5~p 7)とも1.64m-l.84mと対応する問口が等

しい。の同一寸法で、西間口が広い。

主軸方位 N-4°-E 

柱穴柱穴掘り方は、直径0.40~0.60m、深さ0.70

m程の円形あるいは隅丸方形を呈する。柱根は検出

できなかった。

遺物柱穴掘り方の埋没土から、土師器坪（1）が出

土した。

所 見北列は、前橋市教育委員会が調査を行った

B-1に相当する。柱穴の埋没土から、平安時代の掘

立柱建物と判断した。
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L =74.80 

゜
1:3 10cm 

゜
1 : 80 4m 

第171図 1-A区 4号掘立柱建物と出土遺物

I-A区 4号掘立柱建物出土遺物観察表

番号1: :師:1埋：土よ 1 :i::;2)I]幸菩：角；；：含 I ~=-~:::写：：：：：：：：：：：：る型膚。 残存状態

備考

口縁部破片
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第 3章調査の内容

4.井戸

I-B区4号井戸

位置 M-90• 91 写真 PL70 

厘複なし。

形 状後世の攪乱と調査時の トレンチによりやや

変形しているが、平面形は円形 ・断面形は揺り鉢形

を呈する。

規模直径2.16m

底面遺構確認面から0.95m掘り込んで底面とす

乞＼

A' 

る。底面はほぼ平坦である。底面の標高は73.56mで

ある。

埋没上 上層は黒褐色土で埋まっていた。下層は黒

色シルト質土と細砂が互層に堆積していた。

遺物出土遺物は77点である。須恵器坪（1)、同高

台付椀(2• 3)、須恵器甕(4)が底部付近からまとま

って出土した。 (5)は須恵器甑の底部で、内面に孔が

対角線に 2つ空いていた。

所見埋没土と出土遺物の時期が集中することか

ら、平安時代(10世紀前半）の井戸と考えたい。

A 2b I A' 

1.暗褐色土 As-Bの上層が鋤込まれ攪乱を受けている。

2a.黒褐色土 As-Cと考えられる軽石粒を多く含む。土器片 ・礫

を含む。焼土粒・炭化物粒をわずかに含む。

2b.黒褐色土 黒色気味。炭化物粒 ・焼土粒 ・土器片 ・小礫を含む。

2c.黒褐色土 褐色気味。鉄分の浸透あり。

焼土粒 ・炭化物粒を含む。

3.暗褐色土 鉄分の沈着あり。粘質土を含む。

4.黒褐色土 黒色粘質土・シルト質土を含む。焼土・炭化物粒を

含む。

5.黒色シルト質土 滞水によるノロ状の堆積？

6.黒色シルト質土＋黄白色シルト。

7.黒色シルト質土＋細砂（変色したAs-YP)。

8. As-YP粒 • As-YP 十灰地山プロック ＋黒色シルト。壁の崩落土。

゜
1 : 60 2m 

L =74.70 

ロニロ ロロニ：／  

〇 1 : 3 10cm 

第172図 I-B区 4号井戸と出土遺物（1)
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＼
 

＼
 

5
 

゜
1 : 3 10cm 

第173図 I-B区 4号井戸出土遺物(2)

I-B区 4号井戸出土遺物観察表

番号
種 類 ＂出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +17cm 口径 11.8 ①還元焙②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 完形

杯 底径 6.8 ③細砂 ・白色鉱物粒 り。無調整。

器高 3.7 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

2 須恵器 +25cm 口径 12.5 ①還元焔 外面 口縁部横ナデ。箆当て痕あり。体部回転ナデ。 完形

足高高台 底径 7.6 ②灰白 底部右回転糸切り。無調整。付高台。高台横ナデ。 焼き歪みあり

付椀 器高 5.5 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

含む。

3 須恵器 埋没土 口径(12.0) ①還元焙②オリープ 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切離方法不 口～底部破片

高台付椀 底径 (5.8) 黒③細砂 ・白色鉱物 明。付高台。

器高 4.7 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 須恵器 +14cm 口径ー ①還元焔②灰白③粗 内外面 口縁部欠損。頸～底部回転ナデ。底部箆ナデ。 口縁部欠損

大型甕 底径 15.4 細砂 ・赤 ・白色鉱物

器 高 一 粒。角閃石を含む。

5 須恵器 +82cm 口径ー ①還元焔②黄灰 外面体～底部回転ナデ。 底部破片

甑 底径 17.8 ③粗細砂 ・白色鉱物 内面体～底部回転ナデ。指頭による調整。蒸気孔の

器高 一 粒 ・角閃石を含む。 支えあり。
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第 3章調査の内容

II-B区7号井戸

位置 I-87 写真 PL70 

重 複 II区7号溝に掘り込まれている。 9号井戸

と重複していると考えられるが、土層観察からは新

旧関係を判断できなかった。

形状底部付近のみの検出のため全体の形状はは

っきりしない。残存した範囲での平面形は隅丸正方

形 ・断面形は不明である。

規模長径0.6m 短径0.46m

底面遺構確認面から0.97m掘り込んで底面とす

る。底面はほぽ平坦である。底面の標高は73.42mで

ある。

埋没土不明。

遺物礫が底部付近から多数出土した。土器の出

土は少なく 10点余りであった。いずれも小破片で図

化し得なかった。

所見埋没土と重複する II区7号溝より古いこと

から、平安時代の井戸と考えたい。

II-B区9号井戸

位置 I-87 写真 PL70 

重複 II区7号溝に掘り込まれている。 7号井戸

と重複していると考えられるが、土層観察からは新

旧関係を判断できなかった。

形状 重複のため全体の形状ははっきりしない

が、平面形は隅丸正方形 ・断面形は井筒形から上部

は外反すると考えられる。

規模直径0.6m

底面遺構確認面から0.92m掘り込んで底面とな

る。底面はほぼ平坦である。底面の標高は73.45mで

ある。

埋没土 上層は褐灰色粘質土 ・ロームブロックによ

り埋まっていた。下層は記載漏れのため土層につい

ては不明である。礫は褐灰色粘質土の下層に集中し

ていた。

遺物土器は須恵器高台付椀の小破片が 1点出土

したのみであった。礫が底部からやや上位で出土した。

所見埋没土と 7号溝より古いことから、平安時

代の井戸と考えたい。
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1.攪乱

2.褐灰色土 ローム粒・焼土粒を斑状に含む。

3.灰褐色粘質土 シルト ・細砂がラミナ状に堆積。

4. ローム大小プロック・褐灰色粘土プロック。

5.灰褐色細砂

6.黒色土プロック

0 1 : 60 2m 

第174図 II-B 区 1 号• 9号井戸
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L =74.80 

1.暗灰色砂質土 As-B含む。

2 • 3. IV区18号溝埋没土。

4.黒褐色土 As-Bを含む黒色土。ロームを若干含む。

5.黒褐色土 4層に似るが、 As-C少なくロームやや多

い。締まりやや弱い。

゜
1 : 60 2m 

第175図 IV-A区 5号井戸
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＼
 

1:3 10cm 

第176図 W-A区 5号井戸出土遺物

IV-A区 5号井戸 出土遺物観察表

番 ¥1 土師器

坪？

出土 寸法

不尉竺□言
底径 ー

・ 器 高 一

IV-A区5号井戸

①焼成②色調 成・整形技法の特徴

①ご心②外．鈍い I外面体輩：二.0；部い。特徴）

黄橙、内：黒③粗細 内面 内面黒色処理後、細かい箆磨き。

砂・赤色鉱物粒

残存状態

備考

底部破片

黒色土器

埋没土 暗褐色砂質土・少量のローム粒で埋まって

位置Q-32 写真 P L71 

重複 IV区18号溝に掘り込まれる。

形状平面形は円形・断面形は井筒形である。

規模 直 径0.91m

底面遺構確認面から1.51m掘り込んで底面とな

る。底面はほぽ平坦である。底面の標高は73.20m

である。

埋没上 上層に攪乱されたAs-Bが堆積していた。

中層は黒褐色土で埋まっていた。下層は記録できな

かった。

遺物出土遺物は 3点である。土師器坪（1）は内

面黒色処理後、細かい磨きが施されている。

所見 最上層に攪乱されたAs-Bが堆積している

が埋没土中にAs-Bが含まれないことと、遺物の年

代から本遺構が掘削・使用された時期はAs-B降下

前の平安時代であると考えられる。

IV-B区7号井戸

位置 N-30• 31 写真 PL71 

重 複なし。

形状平面形は円形・断面形は井筒形であるが、

上半部はアグリのため不定形である。

規模直径l.Om

底面遺構確認面から1.51m掘り込んで底面と

なる。底面はほぽ平坦である。底面の標高は72.98m

である。

いた。

遺物出土しなかった。

所 見 埋 没 土 か らAs-B降下前の平安時代の井戸

と考えられる。

芦｛

A <)A

七-31

A A' 

L =74.60 

1．暗褐色土 砂粒とローム粒の混土。炭化粒．

軽石(Hr-FP• As-C)混入。

。
1 : 60 2m 

第177図 N-B区 7号井戸

191 



第 3章調査の内容

IV-B区8号井戸

位置 L• M-30 写真 PL71 

重 複 IV区17号溝に掘り込まれていた。

形状 一部削られているが平面形は楕円形 ・断面

形は朝顔形と考えられる。

規模長径1.67m 短径1.37m

底面遺構確認面から1.97m掘り込んで底面とな

る。底面はほぽ平坦である。底面の標高は72.55m

である。

埋没土 上層は暗褐色砂質土で埋まっていた。下層

は調査できなかったため不明である。

遺物出土遺物は32点である。礫は 3層下層付近

に集中して出土した。土師器坪（1）は丸底の底部か

ら内湾する口縁部をもつ。

所見埋没土と出土遺物から平安時代 (9世紀前

半）の井戸と考えたい。

完堀

I
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溝号7
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1.灰褐色土 白色軽石・ロームプロックを含む。現代の耕作土。

2. 4館堀覆土。

3.暗褐色砂質土 As-C • Hr-FP・ローム粒を含む。

L =74.60 

゜
1 : 60 2m 

□三□9口 了

名――
 ― -□二三3

゜
1:3 10cm 

第178図 IV-B区 8号井戸と出土遺物

N-B区 8号井戸出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径ー ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。坪部横方向箆削り。 口縁部破片

坪 底径ー ③細砂・角閃石を含 内面 口縁部横ナデ。坪部ナデ。

器高 一 む。

2 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②鈍い橙～ 外面 口縁部横ナデ。底部箆削り。 口縁部破片

坪 底径ー 橙③細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

器 高 一 含む。

3 須恵器 埋没土 口径ー ①還元焙 内外面回転ナデ。 口縁部破片

蓋 底 径 一 ②灰白

器 高 一 ③細砂を含む。
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IV-A区12号井戸

位 置 P-33 

写真 P L72 

重複なし。

形状平面形は不定形 ・断面形は朝顔形である。

規模 長 径1.88m 短径1.68m

底面遺構確認面から1.68m掘り込んで底面とな

る。底面はほぼ平坦である。底面の標高は72.94m 

である。

汐傷
、3ダ

A 

表

／

傍

A

ー
A' 

~. 7 5 4 2_a 2b 3 I 2c 2a A' 

第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

埋没土 上層はAs-Bの二次堆積層・黒褐色土・焼土

礫が複雑に堆積している。下層は黒褐色 ・暗褐色砂

質土で埋まっていた。

遺物出土遺物は 2点である。礫は 2b下に集中

していた。上層の埋没土中から骨臓器と思われる石

製品 2点が出土した。内外面とも竪によるハツリの

痕がみられる。

所見埋没土と上層のAs-Bの二次堆積と考えら

れる土層の堆積から、掘削 ・使用時期はAs-B降下

前の平安時代の井戸と考えたい。

L=74.70 

1.灰褐色砂質土 As-Bを含む黒色土。ローム小プロックをわず

かに含む。細砂を含む。

2a. As-Bを含む黒色土＋多鼠の細砂。ローム小ブロックをわずか

に含む。

2b,黒褐色砂質土 As-Bなのか細砂なのか不明瞭。

2c. As-Bを含む黒色土 黒褐色粘質土を含む。

3.黒褐色土 As-Bを含む黒色土。やや紫色気味。薄い焼土層と

灰白色灰が互層に堆積。

4.細砂 As-Bを含むか？

5. As-Bを含む黒色土 lに似るが中小ロームプロックを斑状に

含む。

6.暗褐色粘土プロック＋細砂 ．As-Bを含む黒色土。

7.黒褐色砂質土

8.黒褐色砂質土 暗褐色粘土 ．As-Bプロックを含む。

9.暗褐色砂質土 ロームブロックを含む。

゜
1 : 60 2m 

第179図 IV-A区12号井戸

IV-A区12号井戸出土遺物観察表

番号
種 類 出土状況 寸 鼠

石材 特 徴
器 種 残存状況 (cm、g)

1 石製品 + 144cm 長(48.0) 幅(450) ニツ岳 内外面ともに幅 2~3cm程の竪による調整痕有り 。

骨臓器 1/4 厚ー 重 4750 軽石

2 石製品 + 146cm 長(45.0) 幅(45.6) 二ツ岳 内外面ともに幅 2~3cm程の竪による調整痕有り。

骨臓器 破片 厚 重 5550 軽石
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□〉

ヽ
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1/4 1 

1/4 2 

゜
1:4 20cm 
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IV-A区19号井戸

位 置Q-26

写真 P L72 

重複なし。

形状平面形はやや不整形な円形 ・断面形は不定

形な井筒形である。

規模 直 径1.15m

底面遺構確認面から1.29m掘り込んで底面とな

る。底面はほぽ平坦である。底面の標高は73.SOm

である。

第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

埋没土 黒色土で埋まっていた。

遺物出土遺物は27点である。礫は 1層の下層か

ら数点出土した。土器は 2点を図化した。埋没土中

からの出土ではあるが、出土位置は不明である。土

師器坪(2)は完形であった。(1.2)とも平底気味の

底部から内湾する口縁部をもつ。

所見埋没土と出土遺物の時期が集中することか

ら、平安時代 (8世紀末～ 9世紀初頭）の井戸と考え

たい。

ー

幻

7
 

m
 

1

2

 `

 

』

]
A
＿

長

ー

A
 

A' 

□L=7500 

1．黒色土 As-Cを斑点状に含む。下層に石を含む。土質均質。

自然埋没土。

2.黒色土 As-C＋ロームブロック混じる。壁の崩落土か。

゜
1 : 60 2m 

。
1 : 3 10cm 

第181図 IV-A区19号井戸と出土遺物

IV-A区19号井戸出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 不明 口径(10.8) ①酸化焔②明褐 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～体部破片

坪 底径 一 ③細砂・角閃石を含 削り。内面 口縁～体部横ナデ・指頭による調整。底

器 高 一 む。 部ナデ。

2 土師器 不明 口径 12.0 ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 完形

坪 底径 9 4 ③粗細砂 ・角閃石を 削り。内面 口縁～体部横ナデ ・指頭による調整。底

器高 3.4 含む。 部ナデ・指頭による調整。
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第 3章調査の内容

IV-A区20号井戸

位置 U • V-30 

重複なし。

形 状 平 面 形 は楕円形 ・断面形は不定形である。

写真 PL73 

規模長径2.21m 短径1.58m

底面遺構確認面から2.06m掘り込んで底面とな

／
 A' 

る。底面は中央部がやや窪み、標高は72.91mである。

埋没土 下層は調査できなかったため不明である。

中層は褐灰色土、上層は褐灰色土とロームブロック

を 中 心 に 埋 ま っ て い た 。 上 層 と 中 ・ 下 層 で は 埋 没 土

の堆積状況が異なる。 遺物出土遺物は37点で

ある。そのうち 4点を図化した。

所見 上層と下層の埋没土の違いや、平面形のや

や不定形な点から井戸と土坑の重複とも考えられ

る 。 そ の 場 合 で も 遺 物 は 井 戸 に 属 す る 。 埋 没 土 と 遺

物の時期が集中することから平安時代(9世紀後半）

の井戸と考えたい。

責 m : 

A
 

A' 

1.褐灰色土 As-Bを含む黒色土・ローム小プロック・炭化物粒．

土器片を含む。一括埋土。

2. ロームプロック主体。一括埋土。

3. 1＋ロームブロック。土質は粗い。ホクホクした土。

4.褐灰色土 ロームプロック ・暗褐色土 ・細砂等を含む。

締まり弱い。

I I 4 

。
1 : 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

L=75.10 

第182図 N-A区20号井戸と出土遺物

IV-A区20号井戸出土遺物観察表

番号 種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～体部破片

坪 底径 一 ③細砂 ・角閃石を含 削り。

器高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

2 須恵器 埋没土 口径（14.4) ①還元焔②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/4

高台付椀 底径 (8.9) ③細砂 ・白色鉱物粒 り。無調整。付高台。 残存

器高 6.2 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 +44.Scm 口径 14.4 ①還元焙②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぼ完形

高台付椀 底径 8.9 ③細礫 ・白色鉱物粒 り。無調整。付高台。

器高 6.2 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

4 須恵器 +211cm 口径(26.8) ①還元焙②灰 内外面 回転ナデ。自然釉付着。 口縁部破片

甕 底径一 ③細砂 ・白色鉱物粒

器 高 一 を含む。
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IV-A区21号井戸

位置 U-30、U • V-31 写真 PL73 • 74 

重複なし。

形状平面形は楕円形 ・断面形は不定形である。

規模長径2.00m 短径1.66m

底面遺構確認面から2.17m掘り込んで底面とな

る。底面は播り鉢形で、中央が窪んでいる。底面の

標高は72.80mである。

埋没土 最下層は調査できなかったため不明である。

上層は暗褐色土 ・礫 ・ロームブロックで埋まってい

第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

た。礫は特に la層に集中している。中・下層は黒褐

色粘質土で埋まっており、使用時の滞水による堆積

と考えられる。

遺物 出土遺物330点余りである。須恵器坪(3)

(4)・灰釉陶器（11)は墨書土器である。（3）は「嶋？」

が内面に、（4）は「叶」が内外面、 (11)は「士」が底

部外面に墨書されていた。他に灰釉陶器耳皿(13)• 

瓦(15)が出土している。

所見埋没土と遺物の時期が集中することから、

平安時代(9世紀後半）の井戸と考えたい。

完掘

J
 

計

A

3

>

 

西

3 ー＼ 

遺物出土状況
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ー・------・一
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＼
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＼

＼

／

 

＼
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ヽ
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／
 ／
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゜，
 

la c,,,,,. 

la. 暗褐色土 白色軽石(As-B)・焼土粒 ・炭化物粒を少量含む。

lb.暗褐色上 シルト ・ローム小プロックを含む。水成堆積。

2.ローム大プロック主体。壁の崩落土。

3.黒褐色粘質土 灰白色シルト ・褐灰色シルト等を互層に堆積。

滞水による堆積。

L =75.00 

゜
1 : 60 2m 

口
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-
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l
 

゜
1:3 10cm 

第183図 IV-A区21号井戸と出土遺物(1)
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第 3章調 査の内容
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第184図 IV-A区21号井戸出土遺物(2)
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奈良 •平安時代の遺構と遺物

｀
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15 

゜
1 : 3 10cm 

第185図 IV-A区21号井戸出土遺物(3)

IV-A区21号井戸

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎士 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径(11.8) ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

坪 底径 ー ③粗細砂 ・白色鉱物 削り。

器高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

2 土師器 埋没土 口径一 ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

坪 底 径 一 ③細砂 ・角閃石を含 削り。

器 高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

3 須恵器 +94cm 口径 14.2 ①還元焔②灰 外面 □縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぽ完形

高台付椀 底径 6 5 ③粗細砂・白色鉱物 り。無調整。付高台。内面 口縁部横ナデ。体～底部

墨書土器 器高 5 6 粒を含む。 回転ナデ。体部下位「嶋」の墨書あり。

4 須恵器 埋没土 口径 12.5 ①還元焙②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 完形

坪 底径 5.7 ③粗細砂 ・白色鉱物 り。無調整。体部「叶」の墨書あり。内面 口縁部横

墨書土器 器高 3 5 粒を含む。 ナデ。体～底部回転ナデ。底部「叶」の墨書あり。

5 須恵器 埋没土 口径 13.8 ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。付高台。 口～底部3/4

足高高台付 底径 8.0 ③粗細砂 ・赤色鉱物 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 残存

椀 器高 5 5 粒・角閃石を含む。

6 須恵器 + 178cm 口径ー ①還元焙②灰 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 体～底部破片

高台付椀 底径 6 4 ③細砂 ・白色鉱物粒 吉回ム口 o

器高一 を含む。 内面体～底部回転ナデ。

7 須恵器 埋没土 口径 ー ①還元焔②暗オリー 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調幣。付 底部破片

高台付椀 底径 6.0 プ灰③粗細砂 ・白色 古向ム口 o

器高 一 鉱物粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

出土遺物観察表
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第3章調査の内容

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位沼 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

8 須恵器 埋没土 口径（12.6) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部l/2

皿 底径 5.7 ③粗細砂・角閃石を り。無調整。付高台。 残存

器高 2.6 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。， 須恵器 +233cm 口径ー ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り無調整。付高 底部破片

高台付椀 底径 6 4 ③細砂 ・角閃石・赤 台。

器高一 色鉱物粒を含む。 内面体～底部回転ナデ。

10 須恵器 埋没土 ロ径ー ①遠元焔②青黒③細 内外面 口縁部回転ナデ。 口縁部破片

甕 底 径 ー 砂・白色鉱物粒を含

器 高 一 む。

11 灰釉陶器 +93cm 口径 14.4 ①還元焔②灰白③細 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部付尚台後ナ 口縁部一部

高台付皿 底径 6.1 砂 ・白色鉱物粒を含 デ。 「士」の墨書あり。内面 口縁部横ナデ。 体～底 欠損

墨書土器 器高 3.2 む。 部回転ナデ。釉刷毛塗り。

12 灰釉陶器 埋没土 口径一 ①還元焔②灰白 外面体部回転ナデ。底部付高台後ナデ。釉浸け掛け。 底部破片

高台付椀？ 底径 6.9 ③黒 ・白色鉱物粒を 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。釉浸け掛け。

器 高 一 含む。

13 灰釉陶器 埋没土 口径一 ①還元焔②灰白 内外面回転ナデ。 口縁部破片

耳皿 底径 一 ③黒色鉱物粒を含む。

器高一

14 須恵器 埋没土 口径 (60) ①還元焔②灰 内外面回転ナデ。 口～体部破片

無頸壺 底径 一 ③細砂・ 赤色鉱物粒

器高一 を含む。

15 瓦 +233cm 外面ヘラナデ。 破片

内面布目痕あり。

IV-A区24号井戸

位置 R-35• 36 写真 PL74 

重複なし。

形状平面形は楕円形・断面形は井筒形から上位

は外反する。長軸方向に段をもつ。

規模長径2.29m・短径1.66m

底面遺構確認面から1.58m掘り込んで底面とな

る。底面はほぼ平坦である。底面の標高は73.15m

である。

埋没土 上層は褐灰色土、中層はロームブロック主

体の暗黄褐色土、下層は暗褐色土で埋まっていた。

遺物出土遺 物 は23点である。そのうち 2点を図

化した。

所見埋没土と出土遺物から、平安時代の井戸と

考えられる。

A 

A
 

匁％
逸ヽ

A' 

7a 12 2 7b 8 3 A' 

゜
1 : 60 2m 

L =74.80 

第186図 IV-A区24号井戸
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

1.褐灰色土 白色パミス(ef,1~5  mm、Hr-FP起源か）を10％含む。

2.褐灰色土 1に似るが、粒子が細かくややシルト質。

3. 褐灰色土 1に似るが、白色パミス(ef,1~5 mm)を30％程含む。

4.褐灰色土 1と同じか。

5.褐灰色土 lと似る。白色パミス(ef,1~10mm) ・黒色土プロッ

ク(ef,3~10mm)・ローム粒(ef,1~5  mm)を少鼠含む。

黒色土を層位的に含む。

6.暗黄褐色土 ロームプロック主体。

7a. 暗黄褐色土 ローム粒を少贔含む。ややシルト質。

7b. 暗黄褐色土 7によく似るが、層位的に堆積。シルト質。

8.灰黄褐色土 ロームブロック主体。（壁の崩落）

9. 暗黄褐色土 ローム粒(¢,5~20mm)を40％含む。黒色土ブロツ

クを少星含む。

10.暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを極少絨含む。シルト質。

底面に¢,250mm • h 60~70mm程の石あり。

11.暗褐色土 10に似るが、やや砂質。

12.褐色粘土層

＼ーロii

I I 

゜
1 : 3 10cm 

第187図 N-A区24号井戸出土遺物

IV-A区24号井戸出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +70cm 口径 一 ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。底部回転糸切り。無調整。付高 底部破片

高台付椀 底 径 ー ③粗細砂 ・角閃石を ム口 o 

器 高 一 含む。 内面体～底部回転ナデ。

2 須恵器 + 130cm 口径一 ①還元焔②灰白 外面平行タタキ。 体部破片

大甕 底径一 ③細砂 ・赤 ・白色鉱 内面 当て具痕。

器高 一 物粒を含む。
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第 3章調 査の内容

5.土坑

I-A区22号士坑

位置Q-108 写真 PL75 重複なし 。

形状検出した範囲では平面形は不定形、断面形

は盤形である。

規模検出した範囲では長径1.70mである。

底面遺構確認面から0.22m掘り込み底面となる。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土で埋まっていた。底

面付近には焼土・灰層が認められた。

遺 物 270点余りの遺物が出土した。土師器坪(1)

と須恵器高台付椀(4)は底面からの出土である。

所見 出土遺物から (9世紀前半）の遺構と考える。

A 4 5 ! 4 3 

|

l
人
f
―

z
 

L =75.00 

口
□三二／一

1.攪乱

2a.黒褐色土 As-Cを含む。粘性の強い。

2b.黒褐色土 灰を多く含む。焼土粒が混じる。

2c.黒褐色土 Ac-C含む。焼土粒 ・灰が混じる。

3.にぶい黄褐色土 くすんだローム主体。

0 1 : 60 Zm 
| | | 

ロ
＼
 

／／ ◎
~
 

I
I
 

5
 

。
1 : 3 10cm 

第188図 1-A区22号土坑と出土遺物

I-A区22号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 +o 5cm 口径 124 ①酸化焙②橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部弱 口～底部2/3

坪 底径 7.5 ③細砂 ・角閃石を含 い箆削り。 残存

器高 3 2 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

2 土師器 +9.6crn 口径 12.2 ①酸化焔②明褐 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

坪 底径一 ③角閃石を含む。 削り。

器高 3.1 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

3 須恵器 +7 8cm 口径ー ①還元焙②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 口縁部破片

坪 底径 ー ③白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高 一

4 須恵器 ~0.2cm 口径一 ①還元焙②褐灰～紫 外面体部回転ナデ。底部付高台後ナデ。 底部破片

高台付椀 底径(8.5) 灰③細砂 ・白色鉱物 内面体～底部回転ナデ。

器高一 粒を含む。

5 灰釉陶器？ 埋没土 口径一 ①還元焔②灰白 外面 体部回転ナデ。箆当痕あり。底部付高台後ナ 底部破片

高台付椀 底径 6 8 ③白色鉱物粒を含む。 デ。

器高 一 内面体～底部回転ナデ。
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

I-A区24号土坑

位置 O •P - 1 03 写真 P L75 重複な し。

形状平面形は楕円形 ・断面形は盤形である。

規模長径0.78m 短径0.64m

底面 遺 構 確 認面から0.13m掘り込み底面となる。

埋没土 中 ・下位に、焼土 ・灰層が堆積していた。

遺物 出土遺物は 7点である。土師器坪（1）は内面

に黒色処理後、細かい横方向磨きが施されている。

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の遺構と考える。

A :̀?¥ 
A 庄1a¥a 21b A' 

L=74.70 

la.暗褐色土 灰含む。ロ ーム粒 ・焼土粒をわずかに含む。

lb.暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む。

2a.黒色灰焼土粒を含む。

2b.暗褐色土＋黒色灰焼上粒を含む。

ー、三／ニ

ロ ー
2 / : 

t l 

。
1 : 60 2m 

3
 

゜
1 : 3 10cm 

第189図 I-A区24号土坑と出土遺物

I-A区24号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 +8.8cm 口径（150) ①酸化焔②外：明褐 外面 口縁～体部横ナデ。 口～体部破片

坪 底径 一 内：黒③粗細砂 ・白 内面 黒色処理後横方向細かな磨き。

黒色土器 器高一 色鉱物粒を含む。

2 須恵器 +4.6cm 口径（13.6) ①還元焔②灰黄 外面 口縁部横ナデ。 体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

坪 底径 (7.6) ③粗細砂 ・角閃石 ・ り。無調整。

器高 3.2 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

3 須恵器 -7 3cm 口径(14.2) ①還元烙②灰白 外面 口縁部横ナデ。 体部回転ナデ。底部右回転糸切 ほぼ完形

高台付椀 底径 7 0 ③角閃石 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。高台底面箆による当て痕あり。

器高 5 9 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

I-A区146号土坑

--一コマ'←I 直Im 
位置 M-89 写真 なし。 -89 

重 複 なし。 A' 

形 状 一部攪乱に削られてはっきりしないが、平

面形は円形 ・断面形は摺鉢形と考えられる。 A A' 

規 模検出した範囲では、直径0.95mである。

底面遺構確認面から0.35m掘り込み底面となる。

埋没土 埋没土の記載なし。

゜
1 : 60 2m 

遺物 出土遺物は 6点であるが図化し得なかった。

所 見遺物から平安時代の遺構と考えられる。 第190図 I-A区146号土坑
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第 3章調査の内容

I-B区110号上坑

位 置 L-89 写真 PL76 

重 複 29 • 30 • 33号住居と重複するが新旧関係は

判断できなかった。

形状平面形は 不定形、断面形は箱形である。

規模長径 2.19m 短径 1.75m

底 面 遺構 確認面から0.36m掘り込み底面となる。

埋 没土 ロームブロックを含む褐灰色土で埋まって

いた。下層ほどロームブロックが多い。

迫物遺物は20点余り出土している。図化 し得た

のは 2点である。土師器甕（1)・須恵器坪(2)は埋没

土中からの出土である。

所 見 出土遺物から 9世紀後半の遺構と考えられ

る。

。
1 : 60 2m 

ー| ー

1.攪乱

2.褐灰色土 As-CもしくはAs-Bを斑点状に含む。

ローム小プロックが混じる。

3. ロームプロック＋ 1層プロック。

4.暗褐色土 3に似るが、ロームプロックが多い。

A 

叫

叫
亨89m

A 3 4 

B
 

B
 

L =74. 70 

口

＼
 

A' 

゜
1:3 10cm 

第191図 1-B区110号土坑と出土遺物

I-B区110号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径 18.3 ①酸化焔②褐～明褐 外面 口縁部横ナデ ・指頭による調整。体部上位横方 口～体部破片

甕 底径し一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 向箆削り。下位斜縦方向箆削り。

器高 一 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

2 須恵器 埋没土 口径(140) ①還元焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

高台付椀 底径 6.5 ③粗細砂 ・角閃石を り。無調整。付高台。

器高 5 2 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

位置 P-88

I-A区149号土坑

写真 PL76 
A
 

一ーJ( ,

A' 

重 複 42号住居に掘り込まれている。

形状一部調査区域外で全体の形状は不明だが、

平面形は円形と考えられる。断面形は不定形である。

規模検出した範囲では、長径1.46mである。

底 面 遺構確認面から0.16m掘り込んで底面とな

る。底面はやや凸凹している。

埋没土 ロームブロック ・褐灰色土 ・焼土 ・炭化物

で埋まっていた。

追 物 出土遺物は小破片が数点で、図化し得るも

のはなかった。

所見 埋没土と新旧関係から平安時代の遺構と考

えられる。

1-B区148号土坑

位置 P-88 写真 PL76 

重 複なし。

形状平面形は楕円形、断面形は箱形である。

規模長径1.14m 短径0.89m

底面遺構確認面から0.31m掘り込み底面となる。

埋没土埋没土の記録なし。

遺 物 出土遺物は 7点である。図化した 2点は埋

没土上層からの出土である。 所見 出土遺物か

ら9世紀後半の遺構と考えられる。

A-

西 2叶.!'._-89

4 I A' 

L =74.80 

1.軽石・細砂が混じる。鉄分の沈着あり。粘性強い。

2.黒褐色土 As-Cを含むくすんだ土。焼土粒・土器片 ・ローム

小プロックを含む。

3. ロームブロック＋褐灰色粘質プロック十炭化物＋焼土粒。

4.ロームプロック＋As-Cを含む黒色土のくすんだブロックを含む。

゜
1 : 60 2m 

第192図 I-A区149号土坑

一’l

ジ：）ジ西2字89
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A' 

L=74.70 

゜
1: 60 2m 
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1 : 3 10cm 

第193図 I-A区148号土坑と出土遺物

I-A区148号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +37.lcm 口径 122 ①還元焔②黄灰③粗 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り。 口～底部2/3

高台付椀 底径 6.2 細砂 ・白 ・赤色鉱物 付高台後ナデ。 残存

器高 4.6 粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

2 須恵器 +37.8cm 口径ー ①酸化焔②浅黄橙 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 底径 5.6 ③白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

器 高 一
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第 3章調 査の内容

II-B区83号上坑

位置 M-85 写真 PL76 重複なし。

形状 平面形は楕円形、断面形は浅揺鉢形である。

規模長径1.46m 短径1.12m

底 面遺構確認面から0.21m掘り込み底面となる。

埋没上 黒褐色土 ・ロームブロックで埋まっていた。

遺物 出土遺物は11点である。ほとんどが小破片

であり、図化し得たのは 2点である。 所見 埋

没土と出土遺物から 9世紀後半の遺構と考えられる。

＼ ＼ク＼三／／

’̀  ＼ 

A
 

土 A' 

L =74.60 

1.黒褐色土＋ローム小ブロック。（一括埋土）

゜
1 : 60 2m 

。
1:3 10cm 

第194図 11-B区83号土坑と出土遺物

II-B区83号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +o 8cm 口径 ー ①還元焔②黄灰 外面体部回転ナデ。底部右回転糸切り後弱いナデ。 底部破片

坪 底径 4.5 ③角閃石 ・赤 ・白色 内面体～底部回転ナデ。

器高 一 鉱物粒を含む。

2 須恵器 埋没土 口径 一 ①還元焔②黒～黒褐 外面体部回転ナデ。底部回転糸切り（回転方向不明）。 底部破片

高台付椀 底径 6 0 ③粗細砂 ・角閃石を 付高台。

器高 一 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

11-B区88号土坑

位置 J -85 写真 PL 76 

重複不明土坑を掘り込んでいる。

形状平面形は円形、断面形は不定形である。

規 模 直 径0.99m 底面遺構確認面から0.26

m掘り込んで底面となる。底面は凸凹している。

埋没土 ロームブロック ・黒色土で埋まっていた。

遺 物 出土遺物は 1点である。

所見埋没土と出土遺物から 9世紀後半の遺構と

考えられる。

—ー＇ l
可 <I 

u 

j マ

゜

匂 誓
叫 L=74.50 

` o  

1. 褐灰色粘質土プロック ＋ローム粒十黒色土粒。

2. As~Cを含む黒色土プロック主体。ローム大ブロックが混じる。

3. ロームプロック ＋黒色土小ブロック。

4.黒色土 ローム小プロックを含む。

5. ロームプロック ＋にぶい黄褐色小プロック。

1 : 3 10cm 

゜
1 : 60 2m 

11-B区BB号土坑出土遺物観察表
第195図 11-B区88号土坑と出土遺物

番号 I 種 類
出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴）

1 I土師器 +15.8cm 口径（118) ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体～底部横方向箆削り。

坪 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

器高 一 含む。

残存状態

備考

口～底部破片
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II-B区89号上坑

位置 K-86 写真 PL77 

重複 37号住居を掘り込んでいる。

形状平面形は楕円形、断面形は逆台形である 。 A 

規 模長径1.84m 短径1.08m

底 面 遺 構 確 認面から0.27m掘り込み底面となる。

埋没上 焼土 ・炭化物を含む暗褐色土で埋まってい

た。 追物出土遺物は87点で、ほとんどが小破 A 

片である。底面付近から須恵器高台付椀（1）が完形で

出土した。 所見埋没土と出土遺物から 9世 紀

後半の遺構と考えられる。

ー

ニ
ニ

第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

-......,,'I 

叫 叫

｀ 
A' 

長287m

叫

A' 

L =74. 70 

l．暗黄褐色土 焼土 ・炭化物(ef,5~10mm)・ローム粒 ・白色軽石粒

を少絨含む。

2.ローム小プロック＋As-Cを含む黒色土プロック。（人為的埋土）

゜
1 : 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第196図 11-B区89号土坑と出土遺物

Il-B区89号土坑出土遺物観察表

番号 I 種類
出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 I須恵器 -3.2cm 口径 136 ①酸化気味②鈍い黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 完形

商台付椀 底径 5.7 橙③粗細砂・角閃石・ り。無調整。付高台。 炭化物の付着

器高 5.0 赤色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 あり

II-B区93号土坑

位置J-84 写真 PL 77 

重複なし。

形状平面形は円形、断面形は浅擢鉢形である。

規模 直 径0.35m

底面遺構確認面から0.08m掘り込み底面となる。

埋没土 上層は焼土粒 ・炭化物を多く含む暗褐色土、

下層はロ ームが多い暗褐色土で埋まっていた。

遺物出土遺物は 1点のみである。ほぽ底面から

須恵器坪（1）が出土した。

所見埋没土と出土遺物から 9世紀後半の遺構と

考えられる。

11-B区93号土坑出土遺物観察表

，
 

A

A

 
◎

ぃ

m
 

2
2
8
5
・
 

丑
A

-

A

／
 

1.暗褐色土焼土粒・炭化物を多く

含む。ローム粒を少量

含む。

2.暗褐色土 ローム粒を多く含む。

焼土はやや少ない。

゜
1 : 60 2m 

L =74.50 

□二
゜

1:3 10cm 
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番号 | 種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位渭 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 I須 恵器 +l 5cm 口径(126) ①還元焔②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部切り離し方 口～底部破片

坪 底径 (6.0) ③粗細砂 ・白色鉱物 法不明。

器高 一 粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 3章調査の内容

11-B区94号土坑

位置 J -84 写真 PL 77 

重複なし。

形状平面形は不整円形、断面形は箱形であ る 。

規模長径0.36m 短径0.32mである。

底 面 掘り込みは浅く遺構確認面から0.08m掘り

込んで底面となる。底面は平坦である。

埋没土 上層は焼土 ・炭化物をやや多く含む黒褐色

土、下層はロームをやや多く含む明褐色土で埋まっ

ていた。

遺物 出土遺物は13点である。ほとんどが小破片

で、そのうち 2点を図化した。遺物は底面から約 5

~6 cm浮いた状態で出土した。土師器坪（1)・須恵器

高台付椀(2)は土坑の北側に集中していた。

所見埋没土と 出土遺物か ら9世紀後半の遺構と

考えられる。

--/;'~"'-"-,~ 立 1
A 1 2 ．△こ

L =74.50 

l．黒褐色土焼土粒 ・炭化物をやや多く含む。

2.暗褐色土 ローム粒をやや多く含む。

0 1 : 60 2m 

三

ロ
。

1 : 3 10cm 
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Il-B区94号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 + 5cm 口径(11.5) ①酸化焙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部1/4

坪 底径 6.8 ③細砂 ・角閃石を含 削り。 残存

器高 3.3 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

2 須恵器 +6.lcm 口径(13.2) ①還元焔②灰③細砂 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

高台付椀 底径 (6.2) ・角閃石 ・白色鉱物 り。無調整。付高台。

器高 4.8 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

11-B区96号土坑

位置 K-86 写真 PL77 

重 複 28号住居と重複している。新旧関係は分か

らなかった。

形状平面形は楕 円 形 、 断 面 形 は 擢 鉢 形 で ある。

規模長径1.12m 短径0.66m

底面遺構確認面から0.38m掘り込み底面となる。

埋没土 灰 ・焼土 ・ロームブロックを含む黒褐色土

で埋まっていた。

遺物出土遺物は17点である。図化したのは 5点

である。いずれも底面より上位で散乱して出土した。

所見埋没土と出土遺物から10世紀前半の遺構と

考えられる。

2 4 

A 羹 ＼ A' 

こ匁
A 3 1 4 5 2 a 2b 6 A' 

L =74.60 

1.暗褐色土 As-Cを含む黒色土のくすんだ土。

2a．黒褐色土 ローム・焼土小プロックを斑状含む。締まり弱い。

2b．黒褐色土 2 aに似るが、灰が多い。

3.焼土プロック＋ロームブロック。鼈の崩落土か。

4.青灰色灰 lプロ ックが混じる。

5.焼土プロックを斑状に含む。やや黄色がかった灰が混じる。

6.暗褐色土 1に似る。

゜
1 : 60 2m 
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物
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゜
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第200図 11-B区96号土坑出土遺物

II-B区96号土坑出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位 置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +25.5cm 口径 一 ①酸化気味②鈍い橙 外面 体部回転ナデ。底部右回転？糸切り。無調整。 底部破片

高台付椀 底径 (70) ③細砂・雲母を含む。 付高台。

器高 一 内面体～底部回転ナデ。

2 須恵器 +10.Scm 口径ー ①還元焔②灰 外面体部回転ナデ。底部左回転糸切り。無調整。 体～底部破片

坪 底径 6.0 ③白色鉱物粒 ・角閃 内面体～底部回転ナデ。

器高 一 石を含む。

3 須恵器 +6.5cm 口径 (8.9) ①還元焔②灰③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。高台部欠損。 口～体部破片

高台付椀 底径 一 砂 ・赤 ・白色鉱物粒 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。

器高 一 を含む。

4 土師器 +8.8cm 口径ー ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位横方向箆削り。 口縁部破片

甕 底径 一 ③細砂 ・角閃石 ・白 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

器高 一 色鉱物粒を含む。

5 須恵器 +22cm 口径(22.0) ①還元焔②暗灰黄 外面 口縁部横ナデ。鍔横ナデ。体部上位回転ナデ。 口～体部1/4

羽釜 底径 ー ③粗細砂 ・白 ・赤色 内面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 残存

器高 一 鉱物粒を含む。

II-B区97号土坑

位置 K-84 写真 PL78 

重複 25号住居より古い。

形状平面形は円形、断面形は盤形である。

規模 直 径0.95mである。

底面遺構確認面から0.14m掘り込み底面となる。

埋没上 ロームを含む暗褐色土で埋まっていた。

遺物 出土遺物は数点で、小破片のため図化し得

なかった。

所見 埋没土から平安時代の遺構と考えられる。

ー＝＝←

A 〖□△
長：4m

A 32412  A' 

L =74.60 

1.攪乱

2.暗褐色土 ローム小ブロックを少鼠含む。

3.黒褐色土 ローム小プロックを多く含む。

4.ロームプロック主体。黒褐色土を若千含む。

゜
1 : 60 2m 

第201図 11-B区97号土坑
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第 3章調査の内容

II-B区98号土坑

位置J-86 写真 P L78 

重 複 99号土坑を掘り込んでいる。

形状平面形は不定形、断面形は播鉢形である。

規模長径0.88m 短径0.75m

底 面遺構確認面から0.22m掘り込み底面となる。

埋没土 ロームを含む暗褐色土で埋まっていた。

遺物出土遺物は28点である。土師器甕（2)、鉄

製刀子(1)が各 l点出土した。

所見埋没土と出土遺物から 9世紀後半の遺構と

考えられる。

II-B区99号土坑

位 置 J-86 写真 PL  78 

重複 98号土坑に掘り込まれている。

形状平面形は円形、断面形は盤形である。

規模直径0.71m

底面遺構確認面から0.26m掘り込み底面となる。

埋没士 ロームブロック ・焼土 ・炭化物で埋まって

いた。一部上層が貼り床状に硬化していた。

遺物 出土遺物は14点である。小破片が多く図化

し得たのは 2点である。

所見埋没土と出土遺物から 9世紀後半の遺構と

考えられる。

A 2 3 1 2 A' 

L =74.50 

1.暗褐色土 ローム粒小プロック ・炭化物を含む。

焼土粒わずかに混じる。

2. ロームプロッ ク＋暗褐色土プロック。

3. ローム大小プロック＋褐色土プロック の混土。

゜
1 : 60 2m 

口 万苫ー

口
。

1 : 3 10cm 

ー

C
砂

|

c

 

゜
1 : 2 10cm 

1/2 2 

第202図 11-B区98• 99号土坑と出土遺物

11-B区98• 99号土坑出土遺物観察表

番号
種類 出上 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 98土坑 口径一 ①酸化焔②橙～鈍い 外面 口縁部横ナデ。 口縁部破片

甕 + 12cm 底径 一 橙③粗細砂・角閃石 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

器高 一 を含む。

2 鉄製品 98土坑 長さ 14.8 先端部一部欠損。断面三角形で中空。

刀子 埋没土 幅 1.3 

厚さ 0.8 

3 須 恵器 99土坑 口径（13.2) ①酸化焔②鈍い褐 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。 底部切り離し方 口～底部1/3

高台付椀 +14.lcm 底径 (6.2) ③粗細砂 ・角閃石 ・ 法不明。付高台。

器高 4.6 白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

210 



第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

11-B区104号土坑

位置 K-86 写真 PL 78 

重複 89号土坑と重複している。

形状平面形は円形、断面形は摺鉢形である。

規模 直 径0.74m

底 面 遺構確認面から0.24m掘り込んで底面とな

る。底面は西側が低く、東側は段をもち緩やかに高

くなっている。全体に凹凸している。

埋没土記載なし。

遺 物 出土遺物は 6点である。土器は小破片で、

散乱して検出された。土師器坪（1）は上層からの出

土である。

所見 出土遺物から、 9世紀後半の遺構と考えら

れる。

II-B区104号土坑出土遺物観察表

ー

ー

l
lい
＼
l
＋_’

~` 
A
 

A' 

ニー
1 

L =74.50 

゜
1 : 60 2m 

゜
1:3 10cm 

第203図 II-B区104号土坑と出土遺物

番号 | 種類
出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 I須 恵器 +39cm 口径 13.8 ①還元焔②灰白 外面 口緑部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

坪 底径 6.2 ③粗細砂・白 ・赤色 り。無調整。 残存

器高 4.3 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

II-B区105号土坑

位 置 L • M-86 

写真 PL78 

重 複 9号方形周溝墓の周溝埋没土を掘り込んで
二 ｀／

いる。 <I 
形状平面形は楕円形、断面形は浅揺鉢形である。

規 模 長 径0.79m 短径0.65m A 

底 面 遺 構 確 認面から0.18m掘り込んで底面とな

る。底面は平坦である。

埋没土 ローム細粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

遺 物出土遺物は 1点である。埋没土中位から須

恵器坪（1）が完形で出土した。

所 見埋没土と 出土遺物から 9世紀後半の遺構と

考えられる。

A' 

1.黒褐色土 As-Cを含む。ローム細 ，＇ 

粒を斑点状に含む。土質，~
ゴ

均質。

。
1: 60 

L =74. 70 

2m 

゜
1 : 3 10cm 

第204図 Il-B区105号土坑と出土遺物

II-B区105号土坑出土遺物観察表

番口］`
1 須恵器

坪

出土

位置

埋没土

寸法

(cm) 

ロ径 13.0

底径 6.8 

器高 4.4 

①焼成 ②色調

③胎土

①還元焔②灰黄

③粗細砂 ・白色鉱物

粒 ・角閃石を含む。

成・整形技法の特徴

（器形 ・文様の特徴）

残存状態

備考

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 1完形

り。無調整。

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 3章調 査の内容

位置 J-86 

II-B区127号上坑

写真 PL79 

重 複 33号住居を掘り込んでいる。

形状平面形は不整円形、断面形は盤形である。

規模直径0.75m 底面掘り込みは浅く、

遺構確認面から0.04m掘り込んで底面となる。

埋没土 ロームブロック ・焼土 ・炭化物を含む黒褐

色土で埋まっていた。

遺 物 2点出土している。そのうち須恵器坪 l点

を図化した。 所見埋没土と出土遺物から、 10

世紀代の遺構と考えられる。

叫 |

|
V

、―

吋

A l A' 

L =74.50 

1.黒褐色土 ロームブロックを多く含む。焼土粒 ．

炭化物粒を含む。一括埋土。

口 こ／。
1 : 60 2m 

1 : 3 10cm 

第205図 11-B区127号土坑と出土遺物

IV-B区127号土坑出土遺物観察表

番号 I 種 類
出 土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備考

1 I須恵器 埋没土 ロ径（12.9) ①酸化気味②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り I 口～底部破片

坪 底径 (5.3) ③粗細砂・赤色鉱物 （回転方向不明）。無調整。

器高 (3.1) 粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

II-B区130号土坑

位置 K-85 写真 PL 78 

重複 なし。

形状平面形は円形、断面形は摺鉢形である。

規模 直 径0.46m

底面遺構確認面から0.18m掘り込んで底面とな

る。底面は平坦である。

埋没上 ロームを少量含む暗褐色土で埋まっていた。

遺 物出土遺物は約10点である。須恵器高台付椀

(1)は埋没土中からの出土である。

所見 埋没土と 出土遺物から 9世後半の遺構と考

えられる。

1.暗褐色土 ローム粒(</,1 mm)を5％含む。白色土粒を少羹含む。

2.暗褐色土 ローム粒(</,3mm)を3％含む。

第206図 11-B区130号土坑と出土遺物

11-B区130号土坑出土遺物観察表

I,＇ r--.... 

A c A' -#-2m ◎一
85 

A A' 

L =74.60 

゜
1 : 60 2m 

＼
 

゜
1:3 10cm 

番号 | 種 類 出 士 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 I須恵器 埋没土 口径 一 ①還元焙②黒褐③粗 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 口縁部 ・高台

高台付椀 底 径 ー 細砂 ・白色鉱物粒 ・ 高台。 端部欠損

器 高 一 角閃石を含む。 内面体～底部回転ナデ。
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

位

厘

置

複
21号住居と重複しているが、新旧関係は不

明である。 平面形・断面形は不定形である。
A 

規

底

模

面

埋没土

N-85 

形

II-B区147号土坑

写

状

検出した範囲では長径1.04mである。

遺構確認面から0.12m掘り込み底面となる。

底面に灰が堆積していた。

真

し得たのは 1点のみである。 所 見

遺

PL 78 

物 図化

＼ 
叫 叫

埋没土と出 △ 

土遺物から 9世紀後半の遺構と考えられる。

1
 

q
£
 

"
£
 

叫

A' 

L =74. 70 

こ―-

第207図

1.褐灰色土 焼土小ブロック・灰小プロックを含む。

2.暗青灰色灰 灰層。焼土粒小プロック・炭化物を含む。

3a.褐灰色土 焼土小プロック ・灰 ・炭化物を含む。

3b.褐灰色土 3a層にローム小ブロック混じる。

゜
1:3 10cm 

゜
1 : 60 2m 

II-A区147号土坑と出土遺物

番号

II-B区147号土坑出土遺物観察表

直：器高 2.7 

①焼成

③胎土

①酸化気味②灰白

③細砂 ・白色鉱物粒

・角閃石を含む。

②色調 成 ・整形技法の特徴

（器形・文様の特徴）

外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切

り。無調整。

内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

残存状態

備考

口～底部1/3

残存

IV-A区74号土坑

位 置 S-33 写 真

短径0.72m 底 面

PL 79 

土坑、 19溝と重複している。

円形、断面形は箱形である。

形

規

重

状

模

複 60 • 72 

平面形は楕

長径1.14m

遺構確認面から0.32m掘り込

|

l
し
、
―

み底面となる。

いた。 遺 物

埋没土 暗褐色砂質土で埋まって

m 

2m 
S-33 

/ ― - -

6()号虹坑

遺物は100点程出土しているが、図
A
 化し得たのは 2点である。

紀後半の遺構と考えられる。

□二］
゜

1 : 3 

所

□乙ー
em

/

/

1

0

 

w-A区74号土坑出土遺物観察表

見 遺物から 8世

ム
<... 

ご＝ 2 

IV-A区74号土坑と出土遺物第208図

A' 

L =74.80 

1.暗褐色砂質土

を多く含む。

2.暗褐色砂質土 軽石が少なくローム

を含まない。黒色気味。

地山ロームプロック

。
l : 60 2m 

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎上 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 +2.3cm 口径（13.2) ①酸化焔②橙～明赤 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

坪 底 径 一 褐③角閃石を含む。 削り。

器 高 一 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

2 土師器 +7.lcm 口径(14.6) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部上位無調整。下位指ナデ・ 口～底部破片

坪 底 径 ー ③粗細砂・角閃石を 指押さえ。底部箆削り。

器 高 一 含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。
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第 3章調査の内容

6. 溝

I-A区3号溝

位置 P-108• 109、Q-108• 109 

写真 PL79 • 80 

重 複 I区4溝と重複するが新旧関係は不明であ

る。

規模検出した範囲では、上幅1.75m、下幅1.11

m、深さ0.83m、調査長 6mである。

形状断面形状は擢り鉢形を呈する。

＼上

束 2平-109

調査区域外

゜
1 : 80 4m 

A
 

9A
-

□叶

m

9

 

1
1
0
 

怜

[、―

A' 

L =74.90 

゜
1 : 40 1 m 

走行ほぽ南北を走行する。

埋没土 ロームブロック ・白色軽石を含む褐色土で

埋まっていた。

遺 物 400点余りの遺物がまとまって出土してい

る。いずれも破片が多く底部からやや上位で出土し

た。遺物は土師器坪（2)(3)・須恵器(5)は北寄りで、

土師器（1)・須恵器(4)は南寄りで出土している。土

錘は埋没土中からの出土である。

所見遺物と埋没土から9世紀後半の遺構と考え

られる。

こロニロ

＼
 

l．褐色土 ローム粒 ・白色軽石(As-C?)含む。鉄分の凝集あり。

2.褐色土 褐灰色土＋ロームプロック。 5.褐灰色土 As-C軽石を含む。細砂 ・シルトが互層に堆積。

3.褐色土 l層に似るが、ローム粒をわずかに含む。 水成堆積。

4. にぶい黄褐色土 くすんだローム ＋褐灰色土。ロームプロック 6.褐灰色土とロ ーム＋ ロームプロック。堀り残こされた土。

を含む。 7. ローム＋褐色土ブロック。

第209図 I-A区 3号溝と出土遺物

06  

ぐヽベニ),,...-. c̀ 
1 →一

2 

口ロニ／

＼こ二三／／

。
1:3 10cm 

゜
1 : 2 5cm 
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

1-A区 3号溝出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位閥 (cm) ③胎土 （器形 ・文様の特徴） 備 考

1 土師器 + 12cm 口径(11.2) '①酸化焔②橙③角閃 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部2/3

坪 底径 6.2 石・赤色鉱物粒を含 削り。 残存

器高 3 1 む。 内面 口～底部ナデ。

2 土師器 +23.4cm 口径(134) ①酸化焔②橙③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部1/3

坪 底径 一 砂 ・角閃石 ・赤色鉱 削り。 残存

器高 3.4 物粒を含む。 内面 口～底部横ナデ。

3 須恵器 + 15 7cm 口径（13.5) ①還元焔②浅黄～灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部左回転糸切 口～体部1/2

高台付椀 底径一 黄③白 ・赤色鉱物粒 り。無調整。付高台。 残存

器高一 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。 高台部欠損

4 須恵器 + 10cm 口径一 ①還元焔②灰黄褐～ 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台付椀 底径 7.2 褐灰③白色鉱物粒を 高台。

器 高 一 含む。 内面体～底部回転ナデ。

5 須恵器 +14.7cm 口径ー ①還元焔②灰 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。 底部破片

坪 底径 6 6 ③白 ・赤色鉱物粒を 内面体～底部回転ナデ。

器 高 一 含む。

6 土製品 埋没土 長さ 3 5 ①酸化焔②鈍い黄橙 中央が著しく膨らむ筒形。体部外面指頭による整形。 ほぽ完形

上錘 最大径21 ③粗細砂 ・白色鉱物 孔は直線的。小口は直線的に切れている。

孔径 0 4 粒を含む。

I-B区8号溝

位置 L-103・104 写真 PL80 

重複畠を掘り込んでいる。

規模 上 幅0.66~0.47m 下幅0.30~0.14m

深さ0.22m 調査長 8m

形状断面は摺り鉢 形 を 呈 す る 。

走 行 I区低地の右岸を谷の地形に沿い北東か ら

南西に走行する。

埋没土 白色軽石・ローム細粒を含むにぶい黄褐色

土で埋まっていた。底面にノロ状の土層堆積が認め

られらた。

遺物遺物が15点ほど出土しているが、ほとんど

が小破片である。須恵器坪（1)は底面より 10cm程上

位から出土した。

所見埋没土と出土遺物から、 9世紀後半には掘

削 ・ 使 用 さ れ て い た と 考 え る 。

‘‘、＄`
奏 ー

""/ 
、令
，叉

A
 

L =74. 70 

A' 

0 1 : 40 lm 

゜
1 : 80 4m 

ー

__ 
―-

1.にぶい黄褐色土 白色軽石(¢,lmm前後、 As-C?)を斑点状に含む。

ローム細粒を含む。土器片あり。

2.暗褐色土 土質やや密。ノロ状の堆積。粘性強い。

3.サク状遺構覆土。

゜
1 : 3 10cm 

第210図 1-B区 8号溝と出土遺物

1-B区 8号溝出土遺物観察表

番号
種類 出 土 寸 法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 須恵器 +10cm 口径（126) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転箆削り。 口～底部破片

坪 底径 6 6 ③粗細砂 ・角閃石 ・

器高 4.2 白色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 3章 調査の内容

II-AB区9号溝

位 置 L -78•79、 M-79 · 80、 O • P-81、Q-81・82、

R • S •T -82 写 真 P L80 

重

規

形

走

犬
1

了

J

4
1
 

断面形状は浅擢鉢形を呈する。

一部道路下のため調査できなかったが、 II

区低地の左岸を地形に沿い、蛇行しながら北北西か

ら南南東へ走行する。

白色軽石粒 ・ロームブロックを多く含む暗

灰褐色粘質土で埋まっていた。

埋没土

遺 出土遺物は 7点と少なく、図化し得たのは

4点である。土師器坪（l）・(2)がこの溝の使用期間

に近いものと考える。 (2)は橙色で軟質の土師器で、

口縁部が小さく外反する。体部は弱いナデ調整であ

る。土師器用(3)は混入と考えられる。

この遺構は 9世紀
＼ 

代には掘削 ・使用されていたと考える。生産域であ

所

複

模

物

見

10号溝を掘り込んでいる。

幅0.60~0.33m

調査長53m

深さ0.23~0.10m

埋没土と出土遺物から、

った低地に沿い走行していることから、農業用水路

といった遺構の性格が想定できよう。

c-

A
 

A' 

-12-82 

B
 

B' 

~ -81 

c- c
 

C' 

D

[

 

D " ,  D' - l I I . -=--
L =74.80 

E
 

E
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

,

1

¥

 

D
[

1
ー

ー

1
ー

1
ー

＼

I

I

 

I

I

 

＼

＼

 

I

I

 

I

I

 
ー

＼
 

＼
 

＼
 

I As-B 

II暗灰褐色土水田耕作土。

Ill暗灰褐色土 白色軽石粒を多く含む。

IV褐色粘質土地山最上層ローム。

l．暗灰褐色粘質土 白色軽石粒・ローム粒をわずかに含む。締ま

り良。

2.暗灰褐色粘質土 ロームプロックを多鼠に含む。

3.暗灰褐色粘質土 2層に似るが色調が淡い。 10号溝埋没土。

4.褐色砂質土 地山砂礫を多凪に含む。

F
 

F
 

゜
1 : 40 lm M-号

゜
1 : 200 10m 

第211図 I-A• B区 9号溝
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第 4節 奈良 •平安時代の遺構と遺物

□ 
2
 口

゜
1:3 10cm 

第212図 I-A• B区 9号溝出土遺物

II-A • B区 9号溝出土遺物観察表

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位閥 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 埋没土 口径（10.1) ①酸化焔②浅黄橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ。底部箆削り。 口～底部破片

坪 底径ー ③粗細砂・角閃石を 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

器 高 一 含む。

2 土師器 埋没土 口径（13.1) ①酸化焔 ．軟質②橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ？。底部調整不明。 口～底部2/3

坪 底径 6.0 ③粗細砂・片岩・赤 内面口～底部ナデ？ 残存

器高 4 2 色鉱物粒を含む。

3 土師器 + 9cm 口径一 ①酸化焔②橙 内外面 口縁～体部横ナデ。 口～体部破片

小形丸底 底 径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物

鉢？ 器高一 粒を含む。

番号
類

種
種

器

出土状況

残存状況

寸蘭
石材 特 徴

4 I石製品

磨石

埋没土

完形

(cm、g)

長 10.0 幅 9.0 1粗粒輝石安 1円盤状の円礫素材。表面中央に敲打痕、表裏に摩耗面有り。裏面に

厚 4.0 董 500 山岩 は並行して走る線状の傷見られる。

I •II-B 区 7 号溝

位置 H-83~87 • 89~91、I-83~87 • 89~90 

写真 P L. 81 • 82 

重複 中世の 2号館に掘り込まれている。

規模上 幅3.13~2.20m 下幅2.25~2.00m

深さ0.83m 調査長40m

形状断面形状は擢り鉢形を呈する。

走行検出した範囲では、東北東から南東に屈曲

していた。底面は平坦で走行の向きは不明である。

埋没土 最上層にはAs-Bの一次堆積層、中層には

白色軽石・焼土・ロームブロックを含む黒褐色土・

下層には褐灰色シルトが互層に堆積していた。土層

観察からは 2~3回の変遷が確認できた。

迫物出土遺物は多く llOO点以上出土した。遺物

は屈曲部付近に集中している。器種も坪・甕．灰釉

陶器・瓦等と多種である。隣接する集落から投棄さ

れたと考えらる。

所見埋没土と遺物の時期が集中することから、

本遺構は 9世紀中葉には掘削・使用され、割合短期

間のうちに埋没したと考えられる。溝と隣接する集

落の継続期間とは概ね一致し、集落との密接な関係

が伺える。遺構の性格については底部付近の土層か

ら流水の痕跡が認められるものの、検出した範囲で

は不明である。
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第213図 I • 11-B区 7号溝出土遺物(1)
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第215図 I • 11-B区 1号溝出土遺物(2)
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第216図 I • 11-B区 7号溝出土遺物(3)
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第 4節 奈良•平安時代の遺構と遺物

I • II-B区 7号溝出土遺物観察表

番号
種類 出上 寸法 ①焼成 ②色調 成・整形技法の特徴 残存状態

器種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

1 土師器 +33 8cm 口径(118) ①酸化焔②橙 外面 口～体部横ナデ。底部箆削り。， 口縁部破片

坪 底 径 一 ③細砂・角閃石を含 内面 口～底部横ナデ。

器裔 3.0 む。

2 土師器 埋没土 口径 一 ①酸化焔 外面 口縁部横ナデ。底部箆削り。 口縁部破片

坪 底径ー ②橙 内面 口縁～底部横ナデ。

器高 (3.0) ③角閃石を含む。

3 土師器 +25.Scm ロ径（11.8) ①酸化烙②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

坪 底径 一 ③細砂が目立つ。赤 削り。

器高 (3.9) 色鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

4 土師器 不明 口径(12.6) ①酸化焔②鈍い橙 外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部l/3

坪 底径 一 ③粗細砂 ・赤色鉱物 削・り。 残存

器高 4 2 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部ナデ。

5 土師器 +28 6cm 口径 ー ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 体部下位縦方向箆削り。台部横ナデ。 台部破片

台付甕 底径 7.0 ③細砂 ・白色鉱物粒 内面 体部下位箆ナデ。台部内面横ナデ。

器高一 を含む。

6 土師器 +45cm 口径ー ①酸化焔②鈍い赤褐 外面 体部下位縦方向箆削り。台部横ナデ。 台部破片

台付甕 底径 7 0 ③細砂 ・赤色鉱物粒 内面体部下位箆ナデ。台部内面横ナデ。

器高 一 ・角閃石を含む。

7 土師器 +21 2cm 口径 16.9 ①酸化焔②鈍い黄橙 外面 口縁部横ナデ ・指頭による調整。体部上位横方 口～底部破片

甕 底径一 ③細砂 ・赤色鉱物粒 向箆削り。

器高 一 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

8 土師器 +7.6cm 口径（18.9) ①酸化焔②鈍い橙～ 外面 口縁部横ナデ。指頭による調整。体部上位横方 口縁部破片

甕 底径 一 橙③粗細砂・角閃石 向箆削り。

器高 一 を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。， 土師器 +31.2cm 口径(196) ①酸化焔②橙 外面 口縁部横ナデ ・指頭による調整。体部上位横方 口縁部破片

甕 底径 一 ③細砂 ・角閃石を含 向箆削り。

器高 一 む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

10 土師器 +23.2cm 口径(22.0) ①酸化焔②鈍い黄褐 外面 □縁部横ナデ・指頭による調整。上位横方向箆 口縁部破片

甕 底径 一 ③細砂 ・赤色鉱物粒 削り。

器高一 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体部横方向箆ナデ。

11 須恵器 +40.8cm 口径02.0) ①還元焔②暗灰黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/3

坪 底径 (6.4) ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。 残存

器高（4.1) 粒・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

12 須恵器 +17.8cm 口径 14.0 ①還元焔②明褐灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

高台付椀 底径 (5.0) ③角閃石 ・赤色鉱物 り。無調幣。付高台。 高台部欠損

器高 5.2 粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

13 須恵器 +39.lcm 口径 12.3 ①還元焔②浅黄 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部回転糸切り。 口～底部2/3

坪 底径 4.9 ③粗細砂 ・赤色鉱物 無調整。 残存

器高 4 1 粒が目立つ。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

14 須恵器 不明 口径（118) ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

高台付椀 底径 (40) ③細砂を含む。 り。無調整。付高台。

器高 5.2 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

15 須恵器 +28 6cm 口径 12.8 ①還元焔②灰白 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部1/2

高台付椀 底径 5.5 ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。 残存

器高 4.9 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

16 須恵器 +65 5cm 口径 12.7 ①還元焔②褐灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 嵩台部欠損

高台付椀 底径 5.5 ③粗細砂 ・赤色鉱物 り。無調整。付高台。

器高 5.3 粒 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

17 須恵器 +7 8cm 口径 13.9 ①還元焔②灰③粗細 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

高台付椀 底径 6.3 砂 ・白 ・赤色鉱物粒 り。無調整。付高台。 残存

器高 5.5 ・角閃石を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

18 須恵器 +28 8cm 口径 12.9 ①還元焔②褐灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部2/3

高台付椀 底径 5.5 ③粗細砂 ・赤・白色 り。無調整。付高台。 残存

器高 4 3 鉱物粒を含む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。
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第 3章調査の内容

番号
種 類 出土 寸法 ①焼成 ②色調 成 ・整形技法の特徴 残存状態

器 種 位置 (cm) ③胎土 （器形・文様の特徴） 備 考

19 須恵器 +38.2cm 口径 13.8 ①還元焔②灰 外面 口縁部横ナデ。体部回転ナデ。底部右回転糸切 口～底部破片

高台付椀 底径 7 0 ③細砂 ・角閃石を含 り。無調整。付高台。

器高 4 6 む。 内面 口縁部横ナデ。体～底部回転ナデ。

20 須恵器 不明 口径ー ①還元焔②灰白③粗 外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台付椀 底径 7 7 細砂 ・赤色鉱物粒を 吉回ム口 o

器高一 含む。 内面体～底部回転ナデ。

21 須恵器 +19.6cm 口径ー ①酸化焔②橙 内外面 高台部横ナデ。 底部破片

高台付椀 底径 7 9 ③細砂 ・角閃石を含

器 高 一 む。

22 須恵器 + 1 cm 口径ー ①酸化焔②橙 内外面高台部横ナデ。 底部破片

高台付椀 底径 7 9 ③細砂 ・角閃石を含

器 高 一 む。

23 須恵器 +42.Scm 口径 一 ①還元焙②青灰 外面体部回転ナデ。底部箆削り。 底部破片

壷or甕 底径02.0) ③粗細砂・白色鉱物 内面体～底部回転ナデ。

器 高 一 粒を含む。

24 須恵器 +12cm 口径ー ①還元焔②暗灰黄～ 外面体部回転ナデ。底部箆削り。 体部破片

壷or甕 底径 14.5 黄灰③粗細砂 ・赤色 内面体部回転ナデ・指頭による調整。

器高 一 鉱物粒を含む。

25 須恵器 不明 口径ー ①還元焔②青灰 外面体部回転ナデ調整。底部箆ナデ。 底部破片

壷or甕 底径(16.0) ③細砂を含む。 内面体～底部回転ナデ。

器高 一

26 灰釉陶器 埋没土 口径（126) ①還元焔②灰白 内外面 口縁部回転ナデ。釉浸け掛け。 口縁部破片

底径 一 ③白色鉱物粒を少虻

器高 一 含む。

27 灰釉陶器 不明 口径一 ①還元焔②灰白 内外面体部回転ナデ。付高台。釉付着。 底部破片

底径 8.2 ③白色鉱物粒を少星

器高 一 含む。

28 灰釉陶器 -1 cm 口径ー ①還元焙②灰白 内外面体部回転ナデ。付高台。釉付着。 底部破片

底径 5.0 ③細砂を少量含む。

器高 一

29 灰釉陶器 不明 口径一 ①還元焙②灰黄～灰 内外面体部回転ナデ。付高台。 底部破片

高台付椀 底 径 一 白③細砂を少鼠含む。

器高 一

30 灰釉陶器 埋没土 口径一 ①還元焔②灰白 内外面体部回転ナデ。付高台。釉付着。 底部破片

高台付皿 底径 6.2 ③黒 ・白色鉱物粒を

器高 一 含む。

31 灰釉陶器 不明 口径一 ①還元焔②灰白 内外面体部回転ナデ。付高台。釉付着。 底部破片

高台付皿 底径 6.2 ③黒色鉱物粒を含む。

器高 一

32 瓦 +59.4cm 口径ー ①還元焙②浅黄橙 外面

男瓦 底 径 ー ③細砂 ・赤色鉱物粒 内面布目痕。

器 高 一 を含む。

番号
類

種

種

器

出土状況

残存状況

33 I石製品

敲石

埋没土

完形

法鼠

(cm、g)

長 l1.4 幅 10.01粗粒

厚 5.4 重 739.0 輝石安山岩

石材 特徴

円盤状の円礫。表裏中央に敲打痕。表面に煤付着。
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第 4 節奈良•平安時代の遺構と遺物

I-A•B 区 2 号溝

位置 K • L • M • N • 0 • P -92、L• P • Q • R • S -93 

写真 P L82 

重複本遺構が1• 4 • 6号方形周溝墓を掘り込む。

規模上幅0.45~0.25m 下幅0.26~0.10m

深さ0.14m 調査長47m

形状断面形状は播鉢形を呈する。

走行 I区低地の左岸を方形周溝墓に規制されな

がらもほぽ北から南へ走行する。

埋没土 褐灰色粘質土によって埋まっていた。底部

付近には流水による細砂の堆積を確認した。

遺物 出土遺物は破片で200点ほど出土した。(1)

~(4)が本遺構の時期を示していると考える。

所見埋没土と出土遺物の年代が集中することか

ら8世紀後半には掘削 ・使用されていたと考える。

低地縁辺を走行することから用水路といった遺構の

性格が想定されよう。

A A' 

1 : 40 2m 

l~3. l号館堀埋没土。

4.褐灰色粘土 ノロ＋細石。ラミナ状に堆積。流水の痕跡。

ー

L =74.50 

~ -93 

こ
ロ＝／／ロニこ
¥:/:  

：ニニ／］

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 200 10m 

第217図 I-A• B区 2号溝と出土遺物

I 
1号館

f-93 

A' 
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第 3章調査の 内 容

I- A• B区 2号溝出土遺物観察表

番号
種 類 出 土 寸 法 ①焼成 ②色調

器 種 位置 (cm) ③胎土

1 土師器 +23cm 口径 116 ①酸化焔②鈍い橙

坪 底径 9.3 ③角閃石を含む。

器高 3.8 

2 土師器 + 3cm 口径(12.8) ①酸化焔②淡赤橙～

坪 底径 (9.5) 橙③粗細砂 ・角閃石

器高 3.3 を含む。

3 土師器 埋没土 口径（12.3) ①酸化焔②橙

坪 底径ー ③粗細砂 ・角閃石を

器高 3.1 含む。

4 土師器 +14cm 口径(130) ①酸化焔②橙

坪 底径 一 ③粗細砂 ・角閃石を

器高 2.9 含む。

5 須恵器 +16cm 口径一 ①還元焔②灰白

高台付椀 底径 7 7 ③粗細砂 ・角閃石 ・

器高 一 赤色鉱物粒を含む。

IV-A区27• 30号溝

位置 U-37• 38、V-38、R-35• 36、 Q-34• 35、

T-37 • 38、S-36

写 真 PL83 • 84 

重 複 本 遺 構が36号溝を掘り込み、 4号館25• 12 

号溝に掘り込まれている。

規模上幅0.80m 下幅0.41m

深さ0.19m 調査長37m

形 状 断 面 形 状は播鉢～薬研形を呈する。

走行 N-40°-W

埋没土 灰黄褐色の洪水砂を挟んで、暗褐色土が堆

積していた。

遺物下層の30号溝から遺物が出土した。いずれ

も小破片である。

所 見 調査時は洪水砂を挟んで別遺構として調査

した。下層の出土遺物の年代が集中することから 8

世紀前半には掘削 ・使用された遺構と考えたい。

IV-A区29• 33号溝

位置 P-33、Q• R-34、S-35、T-35• 36、

U-36 • 37、V-37、W-38• 39 

写 真 PL83 • 84 

重複本遺構が34• 26号溝を掘り込み、 4局館25

• 12号溝に掘り込まれている。

規模上幅1.59m 下幅0.13m

深さ0.25m 調査長38m

226 

成・ 整形技法の特徴 残存状態

（器形 ・文様の 特 徴） 備 考

外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 ほぼ完形

削り。

内面口～底部横ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部3/4

削り。 残存

内面口～底部横ナデ。

外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。庭部箆 口～底部l/3

削り。 残存

内面 口縁部横ナデ。底部指頭による調整。

外面 口縁部横ナデ。体部指ナデ ・指押さえ。底部箆 口～底部破片

削り。

内面口～底部横ナデ。

外面 体部回転ナデ。底部右回転糸切り。無調整。付 底部破片

高台。

内面体～底部回転ナデ。

形状断面形状は擢鉢～薬研形を呈する。

走行 N-40°-W

埋没土 中層の灰黄褐色の洪水砂を挟んで、上層は

灰白色シルト、下層には白色軽石を含む褐色土が堆

積していた。

遺 物 下層の33号溝から土師器坪(1)・ (2)が出土

した。

所 見 調査時は洪水砂を挟んで別遺構としてとし

て調査した。下層の出土遺物の年代が集中すること

から8世紀前半には掘削 ・使用された遺構と考えた

し）。

IV-A区37号溝

位置 S-36 • 37、T-37

写真 なし。

重複 なし。

規模上幅0.69m 下幅0.41m

深さ0.06m 調査長 6m

形状断面形状は浅い盤形を呈する。

走行 N-35°- W

埋没土 暗褐色土で埋ま っていた。上層には洪水砂

が層位的に堆積していた。

遺物出土遺物はなかった。

所見 出土遺物はなく年代については不明である

が、 27• 29 • 30 • 33号溝と共通する洪水砂があり、

同様な土層堆積をしていることから平安時代の遺構

と考え られる。
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